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発刊にあたって

農林水産祭は，全国民の農林水産業に対する認識を深め，農林水産業者の技術改

善及び経営発展の意欲の高儲を閤るための閤民的な祭典として，昭和37年，農林水

産業者に天皇杯がご下賜されたのを機会に，従来の新穀感謝祭を発展的に拡充して

始められたものです。

この農林水産祭は，農林水産省と財団法人日本農林漁、業振興会との共催のもとに，

各方面の協力を得て，毎年11月 23日・勤労感謝の日を中心に開催され，農林水産業

者に天皇杯などの段与を行う表彰式典や，一般関民に農林水産業を紹介する農林水

産展など， きわめて多彩な行事を行っております。

平成 2 年度は，その29囲自に当たりますが，天皇杯などの選賞審査の結果は次の

とおりです。

すなわち，従来の農産等の 6~1)内については，第四四農林水産祭に参加した各種

表彰行事 (390件)において農林水産大臣賞を受賞した者606人のEわから，天皇杯を

授与されるもの 6 点(各部門ごとに 1 点)，内閣総理大臣賞を授与されるもの 6 点(各

部門ごとに l 点)， 日本農林漁業賑興会会長賞を授与されるもの 7 点(畜産部門 2

点，その他の部門各 1 点)が選定されました。

また，むらづくり部門については， 43府県から推薦のあった，むらづくり事例の

Eわから，各地方農政局の「むらづくり審査会j において，農林水産大臣賞に選定さ

れた事例のうち，開審査会から地薦のあった 7 点の中から，天皇杯，内閣総理大臣

賞及び日本農林漁業振興会会長賞がそれぞれ i 点選定され， 11月 23日の優秀農林水

産業者表彰式典において表彰されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は，農林水産業の近

代化や豊かで住みよい農山漁村づくりの生きた指標として，関係各方面の方々に多

いに役に立つことと思います。ここに，これらの業績の概要をとりまとめて発行す

ることといたした次第です。

終わりに，本書の編集にご協力をいただいた執筆者その地関係各位に対し深甚

の謝意を表します。

平成 3 年 3 月

財団法人 B本農林漁業振興会
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関受賞者の略歴
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営(麦作集団経営)

受賞者豊富営農組合
(代表清野力)

(青森県西泌総郡司王力村大字豊富字千震44)

(]) 地域の概要

車力村は，本州、!の最北端i~~経半島のP-9北部に位農し，村落の東側は津軽平野の71<

l沼地帯，村落田部は日本海まで妙、でおおわれた丘陵地帯である。

第 1 図受賞者の所主EJ也
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気象は，全般的に温暖であるが，

暖{開閉 (4 ~1O月)の前半は偏東

風が多く低温になりやすい。冬期

は大陸からの季節風が強く(平-均

12~13mの編西風のため暴風雪と

なりやすい。)，積雪が 2m以上に

なることもある。

車力村の総農家戸数は979戸で

このうち専業農家は67戸(6.8%) ，

第 1 種兼業農家は384芦(39.2%)。

第 2 種兼業農家は528戸 (54. 0%) 

であり，兼業化が進んでいる。

農用地面績は2， 373haで， うち



水田1， 758ha(74. 

1%)，国営開発に

よる砂丘畑が615

ha (25.9%) を

占めている。栽培

作目としては，水

稲が基幹作物であ

り，砂丘畑には小

麦，パレイショ，

ダイコン，ラッ

キョウ等が導入さ

れている。 写真 1 豊富営農組合

水田の基盤整備は，計画面接1， 108halこ対し 88% (980ha) が完了しているが

(62年)，汎用化している水田面積は327haのみであるので，今後暗きょ排水を中

心に積極的な整備を推進しながら，転作を含む水回全体の生産性の向上を図ること

としている。

水田農業確立対策への対応については，小麦を転作の基幹作物として位置付け，そ

の定着を図るため，農家の規模拡大と組織化を地域ぐるみで推進し集由化をl翠っ

ている。

豊富営農組合の所属する豊富地区は，村の北部に位置し東部が平坦な水田地帯，

西部が砂丘畑となっている。水田は整備されいるが，排水不泉田が多く，時きょ，

明きょ等による排水対策の実施が不可欠である。

一方，砂丘畑は，国営農用地開発事業により，スプリンクラー濯概施設，暗きょ

排水，客土，防風林帯が完成している。

(2) 集団の概要

豊富営農組合は，組合員の力で時代に適合した高能率農業を実現すべく，高性能

機械の導入により麦作の機械化一貫体系を縫立して生産性の高い農業(コスト低減)

に努め，地域農業の発展とより豊かな農業経営の近代化を図ることを目的に昭和60

年に組織された。

-10 



当該柴田は， 10戸の農家で構成されており，うち，麦作に取り組んでいるのは支

に水稲，野菜等を組み合わせ大規棋経営をfi っている 5 戸の民家である。

また，変{'!:に取り組む農家は，詰j包jた協小麦生腹部会に)J11入しその部会の 1:1]心

的な役割として高生能性(低コスト)民業を日指すとともに，組合長は，農業委員

会委員臼農協理事等として車力村の農業の諸i&fUJに参倒するなど，地域の人望

も厚く地域社会へ大きく設ìHえしているところである。

第 1 表 段223 常52初会11111戊j民家の概要

氏名 12 
(字)

関経営の概況

議富営農組合の経営面積は72. 68haで，うち麦作面積は水田24.6haC借地1. 7ha) 

砂丘畑 13.2ha (借地4.0ha) である。また，その{也水稲を 17.36ha，野菜等を

17. 52ha作付けしている。

作付体系については，*稲作付け以外の水田で、は小麦と飼料作物(クローパー)

や緑肥との輪作体系としている。

また，砂丘矧iでは小麦，パレイショ，ダイコン，ラッキョウ等の輪作体系を組み，

連作障害の回避に努めるほか，スイカ，メロン等付加価値の高い作物の導入を関り

土地の高度利用に努めている。

麦作は，昭和60年度から始まり，年々規模拡大，団地化{長i由の推進等を図ると

ともに，県内外の規察を重ねて技術の研鎖に努め，収量の戸! と・安定を!濁ってきた。

また，当該集団は，基幹労働力を凝保し，麦の耕超， t番醸，収穫，乾操，調整等に

係る機械作業の他，水稲や畑作物の機械作業 ctJf起，移髄，田様，収穫等)

1
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についてもオペレーターが中心に行っている。

臨受賞財の特色

(1) 小麦の栽培管理技術上の特色

ア排水対策の徹底

集団に係る水田は基盤整備が完了しているが排水不良田が多 L 、。このため，小麦

の作付ほ場は大規模な団地化を図るとともに，ほ場周国に明きょを設置して排水対

策を徹底している。

また，水聞に10m毎に施工されている暗きょについては，ポンプアップを行い，

効率的かっ効果的な排水対策を講じている。

イ 地力増進対策

小麦の残i査は石灰窒素を施用して全量鋤込むほか，熔りん，炭カルの多量施用(施

mに当たり低コスト化を図るため，フレコン(熔りん，炭カルの混合資材)を使用

して労力軽減を図る)による地力増強を図っている。

また，特に砂丘知!は鶏ふん等の有機物投入(当該集団は富1fi2農協経営の:tjjUj~セン

ターへ積1霊的にもみがらを搬出し， llfó肥センターは集団へ優先的に堆きゅう肥を供

給する有機的な結び付きを行っている。〕を行うとともに，毎年，連作障害の回避

等のため100馬力の大型トラクターを利用したプラウ耕による深耕(約60cm) に努

めるなど，積極的な土づくりを図っている。

ウ 適期作業の実施

播種作業については，作業期間が 9 月下旬から長期間にわたるため，播種最を調

節して，発芽木数と初期成育量の経保を図っている。

また，砂丘畑の小麦は水田より 1 週間程度収穫が早くなるため適期収穫作業の期

間が拡大し品質の低下を防ぐとともに作業の効率的な分担を図られている。

エ試験ほ場の設置

栽培技術の向上とコスト低減に資するため，試験ほ場 00a x 5 カ所〉において

実証試験を実施している。

試験ほ場における実証試験により，堆きゅう肥・鶏ふん施用の収量増に資する効

果，適正播種量(慣行より薄播きにして倒伏しにくい強稗な麦を作る)等の結果を

円
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第 2 表小麦の生康状況(元年度)

前年の 作物名 i灰穏期 l反濠(lOa当fこり 有機物及び土壌改良資材の種類と施用量

栽培
状況

小麦 7 月中旬 400kg 変稗+石灰窒素(炭20カkgj/1600ak)gすきこみ，熔
りん60kg/10a， レ /10乱

播種予措の方法 ベンレート T 粉衣 播穏方法

緋起，
耕畝起立整の地有及無び

ブラウ耕 1 回， ロータ
護地， リー耕畝 l 問， ドリル矯の ドリル掲 播幅 18cm
播種 ため立無し

矯種目寺期，播種盤 9 月 10 目白21 臼 10-13kg/10a

肥料名(向機物・ 小麦専料用 熔りん '15こと炭 化ぷC入コ学肥料吾ロt 施肥方法JJ主改災資料 f?;む) 肥 (25%) カル

元日巴

(lOa施当周た濠り)
N:9.6kg ブロードキャ

60kg 60kg 60kg P:30.0kg スターによる
K:1O.2kg 散布

実施時期及び方法

管 E盟
踏雑J.=E:1O月中下旬 1 自， 1レ1乳月剤上1旬回1 回(砂丘焔のみ，水田では実絡しない)
主主防除:アクチノー JI--:fL J:ì' IJ 1 @](150cc/lOa) 

施ffl 時期 3 月下% 4 月下旬 5 月中旬化学肥料合計 施杷方法

肥料名 NK化成 NK化成
ブロードキャ追肥 (砂丘111l N:9.6kg 
スター

のみ) P:Okg 
話回尽は動力

綴用最(10β~たり) 30kg 20kg 10kg K:9.6kg 布機)

対象病害虫，実施時期及び方法(薬斉IJ名， 10a当たり使用盤，散布機械等)

病防害虫除
赤かび病 アブラムシ7.50月of音下波勾1， 6 月中Oa旬ブのー2ム回ス
スミトップ。M粉7}く和斉IJ700f{!f il?H20 /l /1 プレヤー

作物名 t番種， 植付1寺期

後作物 加工ダイコン
加工ダイコン 8 月月上旬匂矯植様付， 10月年中旬月i収穫勾ラッキョウな

ど，一部小麦
ラッキョウ 8 下 , 翌 7 下 JI文様

13 



把隠しそれを即時に実践に移しているところである。

オ 小麦品質の改善に向けた取組

作付 15111極を良質品揺である「キタカミコムギ」に統ーしているほか，何百~Ü J5}j /0~

の徹底， グレンドリルによる発茅のた1-'化.ì@j JUJJ/文穫の IiJMj'， 2.2111111の抗日を!日 L 、

た訪!製による整*i1:歩合の向上に努めている。

(2) 水稲の栽培管理技術上の特色

良食II~;米の生産をl司るため， fl:付品磁を「むつほまれ j に統ーしているほか， (ま

l誌に.lit肥を投入してj自力の増進を徹底し， また，乾t燥扱は l店5.5 06 を目 j途主にi包;主〔U川{」激1肢Iげfな4山l

をj避!控;控Eけj過白岱叫l4乾i~吃z燥3米|伝ミの発生!防i坊山j店加J IJ一に努めている。

さらに，脊t'1'j(ま位前作りに努めるほか，水管J1Jl等において寒冷地稲作技術(深JJく

かんがい等)を励行している。

第 3 表 7J<: .fí五の生政状況(元年産)

(3) コスト低減の努力

大規模経営を行うため，昭和61年度には，新地域農業生産総合Ji長興対策により大

型乾燥調製施設 (45石 X5 台)とグレンドリルを， Ul-lf口63年度には，水田農業確立

対策推進事業により汎用コンパインリIJI/I詰 2060111111) を導入するとともに，大型トラ

クター(J OO馬力)，大型ディスクプラウ (2.8111) を駆使し団地化借地の推進等

を通じた大型機械化一貫体系を佐立し作業能，*さの向上と低コスト化に努めている。

この結果，麦のlO a 当たりの労働時間は4. 2時間まで短縮されて，大幅な省力化

が進められている。

水稲についても，田植，収穫作業等の機械化一員体系を関ることによって， 10 a 

当たり労働時間は2 1. 4時間(田植作業を1. 6時間(県平均8， 1時間)，稲刈り及び115l

穀作業をO. 8時間(問9. 6時間)に短縮)と県平均 (53. 7時間)の半分以下を実現し

ている。

また，農機具については，稼働後の清掃等適正かっきめ細やかな使用と管理によ

8
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り{彦理費の節減と耐用年数の延長を図り，経営費の節減に努めている。

更に，砂丘畑におけるダイコン，ラッキョウは，つけもの用として契約栽培によ

り生産・出荷しており，経営の安定化に寄与している。

その他，小麦，米の乾燥調製の受託(元年度受託料金は麦L 000円/60kg，米L 500 

円/60kg) を行い，施設の効率的利用に努めている。

第 4 表小麦の10 a 当たりの機械使用時間及び労働時間

作業名 機 1成 名 1ま 動 日 機時械間使(分用) 労働(分時)間 備 量雪
(月・日)

種子治主義 8月 25 日 ~8}j 27日 5 ベンレート T
紛衣

士lliijE数布等
マニュアスブレッ夕、一・

8月 2 日 ~8月 11 日 3 0 30 -:t[~だj発
トラクター

f}t 起 ティスクブラウ・トフクター 8月 25 臼 ~9月 1B 1 0 1 0 Il� 

土斉IJ 壌散改布良等 ブロー iJキャスター・トフ 8月初日 ~9月 10臼 1 5 1 5 :i~iJ 炭つカル
クター 25よりん

整 地 ロータリー トフクター 8月初日~9}j 10臼 1 5 1 5 ロータリ I [劦j 

施肥・;益額 グレンドリル・トラクター 9月 10臼 ~9}j 21B 1 5 1 5 

さを踏み トラクタ… 古タイヤ 10月 20B~10}j 25日 1 5 1 5 2 li-'] 

i徐2事責IJ散布 ブ…ムスプレヤー・トラク 3月 25B~4月 2日 1 0 1 0 I [り 11放{IJ
ター

楽斉IJ 散布 ブームスプレヤー・トフク 5月初日 ~6}j 15臼 2 8 2 8 カ2 [ilどl対;孜策升i()亦
ター

追 JJ巴
フロ ドキャスタ ・ダス 2月 28臼 ~4月 25日 2 4 2 4 2~3[í1] 
タートラクター

事ii
汎・洞トコンハ、イン 7}j 16日 ~7月 30 日 3 5 3 5 乾燥機へ搬入

ラック

乾総幾・トラック 7}j 16日 ~8月 2 日 90 3 5 位入協会wへ搬

変 1早処理
トラクタ ・フロ ドキャ 8}j 5B~8月 11 臼 1 5 1 5 :rïÐzチッソ
スター

ぷ口入 252( 4. 28寺借り

第 5 表 基金富営農組合の保有機械の状況

(4) 元年産の収益性

元年度小麦の 10 a 当たり i院選は453kg，上位等級比率は100%であった。単収は，

県平均単JI5(303kgに比べ1. 5倍r 品質も県平均 l 等比率が65%であったことからも明

らかなように，栽培技術，経営上の諸努力が確実に単収及び品質の向上に反映され

ロ
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ている。 2 年産についても，青森県の作況指数が i90J であった中において， 10 a 

当たり I1文量は396kg (県平均単11文225kg) の安定した生産を行っている。

また，J}z稲についても， 10 a 当たり収量は600kg (県平均586kg) ， 1 等比率97. 9 

% (県平均66.8%) とし寸ロれも県平均を上回っている。

当該集団の小麦の組収益は， 10 a 当たり 72， 686円，経営費は10 a 当たり 3 1， 873円

である。 従って， 10 a 当たりの所得は40 ， 813円(東北平均12 ， 335円)で所得率は56

9iﾍ (同24%) とかなり収益性の高い麦作を実現している。

また，水稲についても，その所得率は64.0% (県平均所得71， 022丹，所得率44.3

(j1Í)とかなり高いものとなっている。

第 6 表 作日号1)1 0 a 当たり収主主(元年産)

第 7 表 ノj、麦の収主主の明細

項 自 総金額 内 2尺 10 a 当たり換算

内 円 p1 

麦売渡代金 26 ,653 ,313 70 ,511 

千且 11又 益 27 ,475 ,458 自 家 1向 資 822 ,145 2,175 

種 回 費 1,062 ,180 2,810 

月巴 料 資 5,119,300 13,543 

農業薬剤費 715 ,250 1,892 
不f/'"王 山首 資 12 ,048 ,730 光熱動力費 530 ,000 1.402 

その他諸材料費 。 。

賃借料・料金 。 。

建物・土地改良設備費 1,897 ,000 5,018 

農 機 具 等 1,933 ,000 5,113 

支払い地代 。 。

土地改良及び水利費 792 ,000 2,095 

所 ィ専 15 ,426 ,728 所得率 56.1% 40 ,813 

以上のように，当該集団は，土地のやせている砂丘畑を擁しているという恵まれ

ない立地条件の下で，問料作物，野菜等との組み合わせにより土地の高度利用を図

りつつ，農業機械の共同利用による大型機械化一貫体系を確立するとともに，転作

16-



聞における排水対策等謀本技術の励行，品質向 1:.x'J築，作業受託等低コスト対策等

の取組はもとより，試験ほ場設置により技術向上に努めるなど，集団による生im 'l'it

の高い麦作を推進する上での貴重な示唆を含んでいるものとして高く評艇できるも

のである。

関今後の課題

(1) 元年産の小麦の等級は全量 l 等であったが，過去に気象の変動によって i 等比

率が低 Fする年次もあることから，今後，気象条件の不良な条件においても，高

い上位等級比率を維持できるように，連作障害回避のための輪作体系の確立，地

力増強対策，他作物との機械及び、労働力の調節システムの確立等により，一層の

栽培技術の向上に努めるとともに，上手収についても更に高位安定化を閤る必要が

ある。

(2) 現在，水稲十小麦が基幹の複合経営であるが，砂丘畑の有効活用を臨るため，

メロン，ナガイモ等他作物を積極的に導入して，今後更に経営の安定に努める必

要がある。

(3) 大型機械・施設のより有効な活用を関るため，今後とも団地化借地，機械・

施設作業受託等を推進し作業効率の向上と低コスト化に努める必要がある。
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集団の結束力で汁、麦の大規模経営

豊富営農組合

(代表者清野カ)

天皇!不受'伐につきましぐは，各関係機関

に対し心からお礼申し上げます。

気象， Iま場条件とも決しと変作に王立まれ

ているとはいえない地域ごありますが，年

配苦言と~fEドという当組合の織成員が結束力

を強めたことが，様々なmlflliをR:JJ日できた

大きなカになっ ζ きたと思います。

波宮地区は， [引泌が砂丘関士郎地手書，東部

がj毎抜 0 メートル以下のため，ポンプJJI' 7K

を行っている援問地帯となっています。

主主E芸滋燦総合{立， この:!i!lJ或で本絡的に小

さをの導入を限り，組織化により大規模酒税

を前提に機械化一凶作業体系を確立しコ

スト低減を実践してきました。

ti育成長 10名のうち小表作に取り組んセい

るのは，経営面積の大きい 5 戸で，砂丘:lHl

が妬かれ，商談的にも拡大していく仁科で，

新規作悶として野菜安導入することにより

輪作体系を組み選作降客をi回避し品質

向上を図っています。

堆!胞の投入，復良品種の滋まき，排水対

策の徹底等，小さをの栽培技術の向とによ

り，年々 l佼E設が増えたこともあって，ノj、きを

の{乍[，tïill綴は H召手口 62 iFの 10 ， 3ヘクタール

が，平成元年には37‘ 8ヘクタールにまでJ広

大しています。このうち i伝{乍耐Ií~のおめる

割合は65，%とおくた五っていますが. これは

周辺j災家の転作も引き受けているためで，

地峡全体の転作の円満なHh盤{こも大きく災

献しています。

コスト低減の方策としては，例えば様子

は!然J品種 lま1笈の様子を自分i準で鳩磁して使

ffl し大型車Z燥誠事~!i包設や大~汎用コンパ

インを導入したり，さを踏みの鎮圧1授を宙タ

イヤを，iill給して自作するなどして作業の効

率化と経授の節減に努力しています。

品佼面では，士tu氾投入による j也カの縫

待，機1ii(力を駆使したは極，収機のj遜j境作

業の厳守，選耳IJj疫のふるいの読.J'l'ff (主基準の
¥ 

2 ミリより大きい2.2 ミリを使用)による

鐙校歩合の向上などにより， 7î;$ilîiでは 10

アール当たり 453キログラムという潟験収

ながら一等比率iま 1009öでした。

このたび受3立を機lこ主主々精進するととも

に微力ながら地域農業の発展により一層賞

献して参りたいと恩います。
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内障総理大臣賞受賞

rH 品 H~' 経営(水稲 a ミニトマト)

受賞者後藤 隆英

(山形県凶E引号郡銭授田I大字荻生1869)

襲撃受賞者の略歴

(1) 地域の概要

飯投開Iは，山形県最南部の飯豊山般に位誼する豪雪地帯で\小規模な稲作を基幹

とする典型的な山村である。人口は10， 013人で， fßT には仁!こ1);見模以上の企業が少ない

ため近くの長井市や米沢市へのi盛期jが多 L 、。

気象は霞fl易:詑i自の山間部という地形から内陸性気候で，平均気温9.9
0

C ， 日照時

間1， 223時間(昭和田年)となっている。また，積雪は平均 1 ~L 5m，積雪期間は

第 1 図受賞者の所在地
12丹末~3 月と山形県内では第 i 級の豪雪地帯

である。

飯豊町の農業についてみると，農業人口は

年々減少しており，平成 2 年で総農家戸数1， 382 

戸， うち専業66戸，第 l 種兼業農家324戸，第

2 種兼業農家992戸であり， 1 戸当たりの平均

耕地面積は154 a となっている。農業生産につ

いてみると，産品としては稲作が中心で，昭和

63年度の農業組生産額約40億円の71%，耕地面

積の93%を稲作が占めている。なお，向fßTは，
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稲作をJ走中?としながらも吉くから器保経常が憾んで， f f坂:主牛!として市場におい

て高い評価を受けている。また，花き i&J;''i b，同光名所である「ゆり公';;~1.Jへ訪れ

る観光容が年ごとに増加l していることに合わせて時んとなりつつある。

(2) 出品財の概況

ア 経営規模のこれまでの経緯

① 水稲部門

後藤氏は， J也元の農業高校を卒業すると何時に就践した。就出した当初の経目。規

模は水間1. 6haで， 地!まではr!J).品開な農家であったが. I問!問討 F和l口仔川iトμ.)小小lトト;μ/

盤整h折偏備~1詰i占iがj昭I昭fH和[日14特6"年ドに完了したことを契機として， Iヨ ('JJ出を IIflfl]116~打年と 5()frに綿

入することによって約 21自の3.0haに拡大したけまた 。刊[1505[:からは俳起代かき

作業の受託を開始しその後受託而債を明やし、ifa成二 frには桃但{にかさ作業 1:3. s 

ha，刈取り作業7.5haなと、延べ合員 !'42haの作業受託を6っている。(表 i 表)

② 園芸部門

後際氏は， IIBf日 60年に配{IH~M'の jifX }~t~~をきっかけとしてミニトマトの栽培を導入し

た。ミニトマト栽培は当初'J 5 8 から始めたが，平成 2 'rfには:30δ の)、児院となってい

る。(第 1 表)

これら園芸部門の導入は，当時高校生であった長男の意見も入れたものである。

そして，長男は昭和63年に高校を卒業すると，さらに'，:îl芸試験場で 1 年間研修をう

けたあと，農業後継者としてミニトマト j主伐を相当している。

I民札

年度

昭 61 年 520 (220) 40 

昭 62 年 650 (350) 40 

昭 63 年 650 (350) 40 

平成元年 650 (350) 40 

平成 2 年 650 (350) 40 I 200 

イ 農業経営の現状

① 生産性
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第 2 表 単{立当たり l奴蚤・単位当たり労働時間など、当該経営の生産指標との比較

単位・待問(%)

稲作部門の生産性については，

労働時間が10 a 当たり 17.9時間，

lO a 当たり収量は，昭和63年が冷

害であったにもかかわらず適切な

栽培管理により 520kg， (第 2 表)ま

た60kg当たり費用合計は約9， 647

円(第 3 表〉と非常に生産性の高

い稲作を実現している。

後藤氏は，このような高い生産

性を実現するために労力，機械の

効率的利用を常に心がけている。

現在，作業の大部分は 1 人で行う

とともに，機械の能力を十分に利

用した機械化一貫体系を確立して

し、る。

② 施設，農業用機械の整{薦状

況

施設，農業用機械の整備状況に

ついては，第 4 表に示したとおり

である。規模の拡大に伴う機械の

更新により，生産性に向上と機械

の導入資金の円滑な返済を可能に

している。

イ 稲作10a当たり収量の比較 蛍イウ ;kd%)

みそぎ 農林水産統計
後藤氏

県 飯塁差町

63 536 495 520 
(100) ( 92) ( 97) 

62 600 579 580 
(100) ( 97) ( 97) 

第 3 表 *稲の生産費と収益

項 自 全借体地(千(、受円自託作) } 等8作(子借円地) 作(業千受円託) 地(1自0等a作)当(、円り借) 

事且 i灰 益 14,821.4 11 ,607.2 3,214.2 178,572 
1重 筒 E空 172.5 150.7 21.8 2,318 
月包 N 塁塁 81l.0 81l.0 12.477 

産塁 薬 主塁 474.4 474.4 7,298 
光熱動力資 570.6 293.8 276.8 4,520 
その他の議材料費 671.5 586.5 850 9,023 
水 キIJ 草壁 386.6 386.6 5,948 
気 料 事4 金 93.0 93.0 1,431 
建物及び土地改良 467.2 240.6 226.6 3,702 
設綴霊堂 I j策 去H 405.8 209‘。 196.8 3,215 
燦 機 異 草壁 2,512.6 1,293.8 1,218.8 19,905 

I {殺 去F 2,000.0 1,029.9 970.1 15,845 
労 働 資 1,426.6 1,171.8 254.8 16,983 

|家 絞 1,347.3 1.106.7 240.6 16,039 
資 周 メZk1 3十 7,586.0 5,502.2 2,083.8 83 ,605 
副産物fI高額 57.7 57.7 888 
第 1 次生産費 7,528.3 5,444.5 82,717 
資 本 手IJ 子 1,027.1 528.9 498.2 8.137 

池 代 3.246.5 3,246.5 49,946 
第 2 次生産草壁 11,801‘9 9,219.9 2,582.0 140 ，8∞ 
所 {尋 8,582.7 7,21 1.7 l ,37 l.0 lll ,006 
所得率 (%) 57.9 62.2 42.7 62.2 
家族労働報糾 52,923 
河上 1 日当たり 23,653 
事4 {儲 36,884 

ー
ぇ
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③ 作付体系

飯豊町は，積雪崩閉が長

いため労力配分の平準化が

地域にとって大きな課題で

ある。同氏は，転作田への

ニミトマトの導入によって

第 2 図のように労力の効率的な

配分を可能としている。

騒経営，技術の概要

(1) 水稲部門

ア 合理的な作業体系

後藤正は，高い生産性を実現

するために，耕起代かき各20

ha，メIJ り取り 14haをはじめ作

業の大部分を l 人で行ってい

る。このため，規模の拡大にと

もない機械の更新を行い，生産

性の高い機械化一貫体系を確立

している。加えて，主要作業は，

1 Bの作業量の目標を定め着実

第 4 表 1 施設の所有状況

!I !I 

第 4 表 2 農業問機械績の所有・利用状況

第 2図作付体系

f乍 g 面積 c1 種
主婆作業の時期

(a) ロロ
1 R 2 3 4 5 6 7 8 日 10 11 

ササニシキ 。。は

電作 690 
キヨニシキ

種

ミニキャ口ル叫量一五五駐車革 幅緩終ミニトマト 19 

① ~① ② ①始植陶②始 ③ 

22 

12 



に実胞することにより，同氏の民業経営の占t本的考え万である r 1 日 811寺/Hl労働と

11 11M休業 j を…自11の期間を除いて実現している。

こういった作業の合開化の具体的な{7IJ としては， Ffdi関係の床土づ‘くりにおいて，

!日け:とすfù'í lJ[，;判 . Jl'~~~混合の lC祝処Illlゃ宵 I白球へのキャ 1) ア染入れによる育j'ú+tl

j笠織があげられる。

さらには， I万植え後の賄植は全く実胞せず，刈り取りは人力による lí}~)(IJ りはしない

で，全flij機械刈りにするなどといった作業の合出化，省力化をiヌ!っている。

また， HßfJõ部 I"J と闘芸部門の作付体系をうまく組み合わせることで作業の周年化

を実現しており，労働力配分も本人，配偶首，後継者を各部p刊IJにうまく振り分け

ることにより im駄のない合i史的なものにしている。このことは，積雪崩11#Jが長い

このj出岐においては画期的なことである。

イ 作業受託による規模の拡大

後藤氏は， こうした作業全体の効率化

を可能にした受託中心の規開J広大の方法

にも…仁夫をこらしている。それは，

の PRを新11刊折り込みチラシによって行

う大Jj日な方J去である。チラシには， I~I作

した場合と委託した場合の収支比較表が

紋せられており，委託に対する理解と *IJ

|析がしやすいように配慮されている。

こうした水間の受委託が成立しでも，それを継続するには受託者側が委託者の要

写真 1 受託水悶の稲刈りをする
後藤隆英さん

求を満足させる小作料を支払うことが必要である。同氏は， 10 a 当たり 4~5 万円

の小作料を支払っている。この小作料は，稲作部門から一定の所得を得るために設

定されたものであるが，地域の様i41Æ小作料が 3 万 9 千円続!支であることを考えれば

委託者にとってト分納得のいく額である。

また，間氏は常に委託者との関係を密にするヅ1で，年に 1 間，委託者との交流

報告会を開き，委託者との親睦を図るとともに，受委託条件の調整を留りながら信

頼関係の{呆持に努めている。

ウ 機械の効率的利用

円
。
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後藤氏は，高い生産性を実現するために機械の効率的利用を常に心がけている。

このため，機械の利用においてもトラクター，田i憶機，コンパインの各部門で県の

高性能機械導入基準を上回る実績を残している。

(2) 園芸部門

ア ミニトマト栽培導入の理由

後藤氏は，以前にキュウリを栽培していたが，収穫等の作業が始まると休みが取

れない等の問題があった。これに対してミニトマト栽培は， 11叉護期間中でも週 l 回

の休日が確保できること，また，冬期間も作業が可能で 1 年を通じた作業の平準化

が図れること等の利点がありその導入に踏み切った。

イ 栽培上の特色

ミニトマトの栽培法は基本的には契約した流通業者から要請された基準に基づい

て行われている。また， ミニトマトの定植 1 週間後に根元を水で洗い，侭1]根を空中

に出し根を強化するという特別の栽培法を採用するなど，新しい栽培技術の採用に

も積極的に取り組んでいる。

土作りにおいても，籾がらと交換で近くの養豚農家から土佐杷をわけでもらってお

り，この堆杷をミニトマトハウスの土作りに使用している。

ウ 作業の分担と雇用

現在，稲作と園芸部門の複合により，

作業は周年化されているが，園芸部門の

労働は主に配偶者と後継者が行う部門分

担制をとっている。ミニトマトの作業は

定績を冬期に行い，収穫を 5 月から 11丹

中旬に行っている。この場合，定植を 3

匝に分けることによる作期分散により， 写真 2 ミニトマトを収穫する

収穫期の長期化ひいては作業の長期化を図っている。

また，定植や収穫期などの繁忙期には，近隣の主婦をパートで雇用している。

エ 出荷作業の合理化

ミニトマトは隣接する長井市の長井中央青果物市場に出荷し契約している業者に

流通するようになっている。後藤氏は，選果機を導入することにより，最も時間の

泊
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かかる山 f::ffr:業を大幅に合j沼化しているρ 選出したiをもパラ出向を行うことにより

箱詰めに嬰する労働力を大1[lij\に削減している。このように，契約栽培によって安定

した販路の{佐保と労働力の大幅な削減を[， !jll;'j に行っている。

(3) 地域における活動

{走路氏は，農業経営だけでなく「飯19l1llJ 良質米栽培相談員 J r農地流動化推進員J

いった役i践を庇iJ し地域民業の発慌に貢献している。また，地域全体の活性

化のために昭和57年頃からU1Tの花である「ゆり j の公園づくりを着手し昭和60年

には川市、で，ゆりの会j を結成しその会長に就任している。公爵作りにおいて

は， )日 j自造成と球根の!!持入はもとより， ITI 自I~[ と而メIj りのnnの 3~ ，1 か月は俗 lヲのよ

うに「ゆり [~~l J の管JlHにあたり， J司自Jでは約 1 haにユリを仁[:1心とした40種類の花が

i咲く手作り公闘が完成している。現在は，この公民iには観光客が年間 7 万人訪れて

おり， IIIrの活性化に寄与している。

襲撃将来の計調及び今後の課題

(1l 規模の拡大と産地形成

後J保氏は， Hß{'fØI~門では，qfl:)出と時士山を合わせて1O~15ha，作業受託rJjj績を i

つの作業につき 15ha~:，U二の規慌にしたいとしている。また，同氏は，単に規模を

拡大するだけでなく，現在の課題である分散しているほi誌の集積を実現し稲作の

生産性の…胞の向上を進めたいと考えている。

品1芸部門では， ミニトマト栽j告の拡大とともに現在ある「紺野ミニトマト生産組

合J (会呉川人，後掠氏は副会長)をr.jJ心に， 18j辺地域に働きかけて陵地形成を臨

る考えである。さらに闘芸部門には花き栽培やおうとうといった産品も加え~吋

トマトと同様にこういった産品の産地化を進めることを考えている。

(2) 花き栽埼の積極的導入

後藤氏は，すでに rl 山、で，ゆりの会j の会長として活躍しているが，家族もま

たこの会に積徳的に参加したいと考えている。特に後継者は，同世代の仲間作りと

ともに「ゆり J の増摘に参加し，ゆりを主体とした花き栽培を転作地に導入したい

と考えている。あわせて，年ごとに増加する観光客への「ユリ J の加工製品の販売

にも取り組みたい意向である。
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豊:かな農業

後藤隆英

f是まかな i災業Æ ，-れが我家の罰擦ですo

fまかさと云っても色々な意味あいがありま

すが，経済的な愛かさと心の豊かさに二分

されると恩いますが合せて始めて笠かさが

実感できると患います。経済的豊かさを実

現する為に私のき立では毎年級交回 J僚を立て

必ず達成する様lこしています。それには稲

作部門では農地の拡大や作業受託の拡大，

胞設部門目立作物を変えたり{乍取を変えた

り新しい分野にも取り組んでいます。これ

ができるのは私と霊祭と怠子が各部門を支任

を持って分担しているからできるのではな

いかと思っています。燦地の拡大，施設の

拡大に共に入手が必婆になってきますので

近所の方々の雇用に頼らざるをえません。

康朗を取り入れ経済成長率をサラリーマン

のベースアップを上廻る所得を上げる泰を

目標にしています。

心の豊かさは農家の方は地域の交流を通

して充分持っていると思いますが私は『ゆ

とり』も必要だと思います。今まで農業と

云うと早朝から暗くなるまで働く事が当然

のようなイメージがあり他産業と比べて舷

力の無いものにしていると思います。店、の

家では一日 8 時間日曜は休みという{本勢を

終えました。今後も続けて行きたいと思い

ます。日日程休みによって精神的な fゆと

り』ができるようになり仕事への活力源に

もなるようごす。今後l立法人を取得し{店主主

業に負けない喜多の持てる農業をしていきた

いと思います。もう一つの夢としと 9 年前

飯主主田Iの田T7Eがゆりになった時から仰の特

徴の無い飯是長田TIこゆりの花の公[認を自らの

カで作り観光客が訪れる公闘をg僚に農業

の合い間をぬって{中間と共にボランティア

で公園造りに情熱をかけてきました。途中

何回かカベlこ当たりながら現在年総 7 万人

の観光客が訪れる様になりました。ゆり公

園が年々大きくなり飯衰の名と共に全国iこ

広まる事が私の夢でもあります。今企業で

は色々な分野で地域に還元する事を考える

様になって来たようです。地域を良くする

事は自分も良くなる事につながる事と思、い

ます。
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日本農林漁業振興会会長覧受賞

11¥ 品l!1 経 営(大豆作)

受 rl:者飯島 秀文

(グi J),x ~i~ ~'! gl Hl� 1りJ1!f悶J 大:)':fr r,'nm'ì) 

関受費者の略暦

(1) 地域の概要

明野IIIJは茨城県の{阿部(;J<:ì…îliîの rNflEiKGJ50klll ， Liillliiの北ULi~GJ251\ 1I 1 )に位 iÎ'村ーる，

ffii騎打Imï，人[]約 l 万 8 千人のfIl Jである。(第 l 凶)就業訂のIt(nUJIH湾成'，I;IJ 合は，

第-次産業27 fJ6 ，

第 1 1S1 受役者のI好 (EJ也

dく業;3D O ií 及び第三次産業3，j ()りとなっている (II{H[IGO i.n。

i自Iの総i商店のが.; G '，/; IJ に相当する 2800haあま

ハ¥ 

に留保弘

りが践用地であり， IIJ J:lIJの割合はほぼ等しし~

は2127戸で，内訳は専業171

兼374戸及び TI 兼 1582)ヨ (1 D80 íf民業センセ

ス)となっている。

二毛作地部であることから， IIITの農業は桶

麦が主体であるが， um~部ド LJ む践んであり，

農協にはイチゴ， スイカ， トマト等の部会が

設誼されている。また，近年では，そばの栽

培が行われており，地域ブランドで流通して

いる。大豆の作付面積は増加傾向で披移して

おり，平成元年においては175haの栽培が行

門iワ
ω



われた。

(2) 経営の概要

飯島秀文氏は， ili:d'l: 作物としてのj王立を経営に取り入れに転作消化という消

極的な姿勢に叩まることなく，大立を*田における上j由利用型住業の訂f 立に l ， jJ けて

の拡幹作物ととらえ，先導的な生産を行うことにより誌の大14生産の g~fii[jとなっ

ている。

飯島氏の大立生産で第一一lこ注目される点は，都府県におけるiI;~人の大豆栽培とし

ては最大規院の1. 8haを子がけていることである。 加えて，優れた技術により， こ

のような大規股栽培の rjìにあっても :300kg水準の安定した高ip.J院を達成しさらに

機械の有効利用及び I'J らの創意工夫による省力化・低コスト化を実現している。ま

た，近年， I主|院大:立に対する需要が強まる rl'で，実詰者ーからはよりの良品質化

が求められているが，入念な乾燥・~JðJ製の実胞により，流通実態にi醸した良品質大

豆の供給に努めている。

飯島氏は大豆の他に，稲，麦の二毛作，施設野菜，果樹(ブドウ)と多角的に取

り組んでおり， このことは安定した農業を営む盟国となっている。

さらに，その挺れた技術を個人経常にととめることなし地域における大豆生産

の高度化のためのリー夕、ーとして活躍している。特に，平成 2 ij三!支からは， IIITI大}の

基盤~\'~iJflii~の *111 での50ha(こ及ぶ集団転作大豆l現地のうち，集落への転作配分面

接8.5haについて 4 戸の仲間で共同して引き受けている。このほ場においては，生

育状況も他の集団に抜きんでており，技術のi認さを証明している。

飯島氏は，持政と HVJ き盛りであり，今後地域農業のけ 1核として.，認の発展がjむJí寺

されるところである。

盤技術・経営上の特色

(1) 飯島氏の経営における大豆の位墨付け

飯島氏の経営する面積は3.5haである。氏の親の代に開いた i窪田等を含めて，

3.0haが所有地であり，残りは葉たばこ農家からの借地のよって拡大したものであ

る。 3.5haのうちO.lhaは樹園地でブド、ウの栽培を行っている。また， O.5haのハ

ウスで施設題芸を営んでおり，スイカの収穫後にトマトを栽培することにより，年

28 



2 間利用している。施設閲芸は民政問りの|窪田を利用して， f坂長71氏の就農後に開始

したものである。これらを除いた2.9haで土地利用111農作物を生産しており，平成

元年の夏作は大 8ha， 7JcfìTIO.4ha, I諜稲0.4ha，そば0.3haであった。この2. 9 

haについては，すべて裏作に麦(小麦及びピール麦)が作付けされ，土地利用率

は200%となり，近年，周:iZlには WIJをみない高度化が達成されている(第 l 表)。

第 1 表作付体系

所得に占める各作物の位置付けをみると，施設野菜(スイカ及びトマト)の割合

が高くなっている(第 2 表)。しかし施設園芸は多労であるため，氏はこれ以上

の規模拡大が関難であると考えている。先述のように，明野町においては土地利用

型農業部門及び園芸部門のし寸=れら高い生産性をあげ持る条約二を持っているが，よ

り一層の経営安定，労働配分の適iE化をI~Jるには，土地利用型農業部門において，

省力化を実現しながらの探模拡大が有効な手段となってくる。そこで，氏は，大豆

作の比重を高めることを選択した。このような営農を成立させるためには，高度な

大更生産技術を有することが大前提となるが，その実現に向けて普及所の指導を受

けたことはもとより，氏自ら熱心な研鎖に努めたことは想像に難くない。

このような取り組みの結果，今日では，氏の大立生産技術は集落で、の最高水準に

達するところとなった。氏は，この優れた大豆生産をもって，集落における水田農

業の確立に貢献してきている。すなわち，氏の居住する倉持集落には48戸の農家が

あり，水田面積は25.4haとなっている。この水田に対して，平成元年には7.4haの
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写真 1 -jz:立作付ほ場 写真 2 大豆，~，そば， I凡悶コンパイン

'\l.îfr而槙が配分されたが，およそ 1/:3(こ相当する 2.6haを氏が引き受け， 1. 8haの

大廷をはじめとする各組転作作物の栽培を行った。転作の引き受けは全く氏の白

rl~J行為であり，その実胞に対しでは，金銭のJI又受はなされていな L 、。こうした行為

に実現は，氏の大豆IJêI1[に対しては集溶から全面的な信頼が寄せられていること，

及ひそれに加えて， Jf~fhhの組織活動に f:il1栂的に参加する等の地域に対する日常から

の姿勢が評価されていることを物語っている。

Ix 分 転作災励金等 i
1 1.玉

I'J 
各作物の 10a":'l り

所得は以!ゴの:iill

り(転ffó1え励金

を|徐く)

k豆 56 ， J!l ;J内

表 49 ， 500

|笠稲 30 ， 592

ソノ， 36 ,000 

第 2 表

大 sl 1 1 ,582 ,51<11 571 ,9521 1,010 ,592 873 ,000 

民 L空旦型) 竺竺的。l 竺竺一一一一一一
業 1麦煩 1 2,610 ,0001 1,174 ,5001 1,435 ,500 

J[X 1 ll!f 
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(2) 飯島氏の大豆生産の特色

茨城県においては，単収からみて，県西部が高水準な産地であるということがい

える(平成元年県平均: 191kg，県西部地区平均: 241kg)。中でも，明野町におい

ては，普及所の指導等により，平成元年における大豆の単収は248kgと県下でもトッ

プクラスにある。先進的な大豆産地である明野町にあって，飯島氏は，毎年恒常的

ハ
U

円
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に平均を約20%上回る 300kg水準を記録しており，この背景に氏の熱意，創意工夫

があることは明らかである。

現在，氏の栽培する大豆の品種は，粒が大きく，実需者に評価の高いタチナガハ

である。大E芝生産の定着・発展には，従来の転作消化型の消極的対応から商品性の

高い生産への発農が重要な要素となるが，氏はこの観点から，明野町では他に先駆

けてタチナガハを導入した。以後，地域における新品種であるタチナガハに対する

実需者からの評価の確立及び商品性の向上の実現のため，詔子更新と良品質化に力

を桟いできた。種子については，毎年，指定採種ほ産の様子を利用し 100%の更

新を行っている。また， JI羽生後の調製作業では，通常では選定IJ機の使用は 1 度だけ

であるが， 2 度通すことによって品質を高めているO 氏の平成元年における大豆の

製品収量は10 a 当たり 334kgであったが，選別程度を高めたことにより製品歩留ま

りの低下 (10 a 当たりでは約20kgの減少)を考慮すれば，実情i文は355kg提度と評

価されるべきである(第 3 表)。 選別程度の向上による良品質化は，食糧事務所の

農産物検査において，茨城県平均の16%を大きく上回る i 等比率90%という成績に

端的に現れている。この他， 8%が 2 等となり，上位等級比率は実に98%に及んで、

いる。また，残りの 2%についても 3 等に格付け

され(第 4 表)，出荷した大豆の全量が，交付金

制度における不足払いの対象となり，収入の確保

にもつながった。

また，氏の高単JI文実現への努力比熱心なこi二作

りへの取り組みにもうかがえる。具体的には，パ

ワーディスクの利用によって慣行法を上回る 15em

裡度の深耕，農協の椴ij日銀行からの有機物供給，

大豆の英，選J.l IJで除いた大豆粒等のほ場への還元

等を行っている。

技術部での氏の工夫で，薬剤散布へのリモコン

式自動散布機の利用は見逃すことはできない。こ

の機械は， もともとハウス等の閉鎖された施設内

の薬剤散布に際して人体への薬害を漉けるために
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第 3 表収滋識変

区 分 フ1二年度

tfJ o 街 程I (A 180a ロロ

当たり 11瑠(ト 10) 354kg 

区生産鐙 (B 6,364kg 
っち 5,880kg 
一一c...::r~主党議一一一一一一 一一一一一ー

自給用(穏子用含む) 124 
一一一一一一一一一一一一一一 一一一一--
。その他(選別除去) 360 

第 4 表品質調資

区 分 冗年度
l 等 5,280kg 90% 
2 等 480 8 
3 主事 120 2 
4 等
規格外

百十 5,880 100 



1)再発され，数年前から実用化さているものである。氏は，農業改良資金により，ハ

ウス内のトマトの薬剤散布!刊にl!詩人したものであるが，大豆用として有効利用を悶

るため，水平方向のブーム状のノズルを試作(果菜用の ríí販のノズルは垂直方向)

し大豆への応舟に初めて成功した。このことにより，それまで，動力噴霧機謀作

に l 人，畦の端でホースの繰り出し及び巻き取りに 1 人，ノズル操作に 1 人と最低

3 人必要であった薬剤散布が l 人で行えるようになり，また，従来のがj力散布使用

体系では，片iftiJ 1 1日:ずつしか散布できなったものが，水平方向のノズルの手1問で一

度に 41佳散布できるようになったため，省力化が大いに推進された。さらに，遠隔

操作で済むので薬剤に接触することが全くなくなり，安全性の向上にもつながって

いる。

(3) 資金の運用

飯島氏の資金運用は，慎重かっ的篠であり，過剰投資を未然に紡いで居る。氏の

就農時には，親の代の潤回等lこ fドう借入金があったが，その返済後は，つとめて多

額の借入れをしないようにしており，自己資金を蓄積した後に再投資する姿勢を貫

いている。先述のように，胞設問芸は氏が農業を引き継いでから開始したものであ

るが，その際も自己資金で対応している。リモコン式自民IJ散布機の購入に当たって

農業改良資金を利用したが，多額なものではなく，資金運用は健全なものといって

よい。氏の所有する主な農業機械は，トラクター (30P S)，自 !I5l型コンパイン( 2 

条メ1]) ， 回摘機(歩行 2 条)等であるが， し吋えれも自己資金で備えたものである。

盟関今後の展望

一一地域農業の担い手を呂指して

飯島氏の経営は，これまで述べてきたように，施設圏芸，果樹栽培から所得を確

保しながら，規模拡大に向けて労力配分等に留意して大立を選択し技術の向上に

努めてきた結果のものであり，現在では優れた技術及び安定した経営を背景に，

落全体の営農体制の確立にも寄与しつつある。大豆生産技術をもっての集落への貢

献，またコンパイン収穫でオペレーターを努めていること等は，氏の存在を抜きに

しては地域農業の確立は不可能であることを示している。氏の大豆生産の優秀性は

これまで述べてきた通りであるが，麦についても高位な生産を営んでおり，元年産
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の単収は 105kgと以及びJIITの ;J<JV，を i二 IIIJ っている(小麦 151平均: :3501官、 IIlrTJ~J : 

:3G8kg, ピ…)~友 県平均: :l7lkg, IIIJ 、 fi.YJ : :370kg)。また，品目ーについてら，小麦

では l 等部%及び 2 手 1506 と全長規路内であり， ~，k平均の i 等30%及ひ、 2 5')}57 0 o に
対して陥段に{-~れている。これらの実結の!こに，氏は， さらなる常民のJ広大に 22

大立体系で取り結lむことを志向しているが，その第づ長として，集団転{ノ1:の作業受

託を始めたところである。 明野町てi立平成)êlf度に 100haの水[EJの拡能1~~ {J1Ijが完了

し平成 2 11三には50haの大豆の集|ヨl'Ilr;作が取り組まれているが，日IJ・や官協として

も大豆生産の，f:'i)位化のために，氏に践を任せたいという気jíJ!が高まっていた。そ

こで， l'\;は以前から経営する :3 ， 5ha(こ加えて， ûNrtlミ溶の 3 人の (1llfl号と共に 11持大

豆組合を設立し農協の (111介により 8， 5haについて全面的な作業受託を行っている0

4 人は長!?同年代であるとともに，経営'も ItiJJ見開であり，集落の次の!日j 代の民業を担

うと臼されているメンバーである。政持大豆半Il合を設立したばかりであるが， l 寸ミ

れは築設1'111;作にかかる分については， JI日立の共同計算までを行う協業組織への発展

的な移行も検討している。今後，合J寺大i~l組合の取り組み次第では，集沼の全がり自

にかかる{'r:${~を受託する組織への発臨も 1-分予;留されるところであり，地域農業生

成システムに向けての今後の成果が注目される。

に関する優れた技術によって'Jí.d'r':tft逃に貢献しその実績が築洛の{計演

を l高め，自身の大豆生産の拡大に結び刊さ，また，そのことが集活全体の大豆の生

産性の向上をもたらすという怒れt.::í!M誌を形成しているのがこの飯島氏の事例であ

る。l1'l l 、子への作業の集積による大豆の生産性の高位三JZ:i~j，化が課題となっている今

日，モデルケースとして大いに評価・注目されるべきものである。
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生産規模拡大と生産コストの低減

飯島秀文

平成 2 年度農林;ノ'1<絞祭における日本j足林 皮i;J:1. 8ヘクタールと t5l際安拡大しながら

漁業振興会会E主役受被におたり， '};t立もし 品伎のよい大If.生J1Îtに力安入れ一等級生成

なかった名主まなことで身に余る光栄とそ芸ん 臼襟90パアーセント安もってとりくみ，そ

でる次奴ーとあり，これもひとえにf743長改良 のt占祭はた'f-度出向等級は一等級90パア一

波及所， ;:~l*協同相会等関係機関のご指導 セント，二等級 8 パア一セント，三等級 2

の 11易ものであり心から!巡illI lれし 1:げます。 パアーセントの成iFi!(C目的も i主成 t:l:}予!とまし

さで， 1'1、が今限受災1こ信![いたのはお 181m た。

全限R実質経営改答共励会(大R作)全国出 こうして土地平Ilnj~\'l表大If.の総{乍体系聡

品798点の中から f長林大@'I'tを受1st しまし 立えと 3 年間実絡し苦労もありましたが，

た。弘が大立を本格的に作り始めたのは 11日 その策総も今聞は1Ií'!' ;!T-C泌められた次第で

狗62年度からで動機は経営の中心が普通{乍 す。

でさをとの組合ぜにはよく，作業も機械化が むすび

可能ご作(，H見淡鉱大も fl:l';!~る。また 71く閃淡 今回の日本燦林漁業振興会会主主主E忽後ある

主主総JL 土地平11用転作物にはさ芝大'!iは駁っ 受'çt，<を契機とし，心rJíたに次の己主義課題を

てもない作4))ですと. ﾈI (言をもっ亡励んで もち ~þ;g多子力をして行き度い決 fきでありま

おり主主上部こ当たっての基本技術は皆及所の す。

幼Z言を受け，宏、災に災砲しその甲斐あって 1 ) í投機活動及ひP疑問栽ttfに力を入れてj子

大fUI児童主回総 10アール当たり 300キロ lこ対 く。

し， 62年度当初は 337.5 キロ. 63年度は 2 )生産規模拡大と生産コストの低減。

351. 0キ弘元年度337.7キロと年々目標以 3 )高品質主主践に努力する。

上のi佼;滋を約めており大豆殺培には怒欲を 以上三工授鼠をlli点課題として頑張って行き

もち'flt倍弱績も昭和 62~手当初は1. 3へク 度いと存じますので関係機関諮先生の御指

タールから 63年度は1. 5ヘクタール，元年 主導と御鞭践を切にお願い申し上げます。
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営(なし集団経営)

受賞者日田市農業協同組合梨部会
(代表山本手'J之)

(大分県日因子!ï悶鳥2-6-45)

暴露受賞者の略歴

(]) 立地条件

日間市は，九州北部のほぼ中央，大分県西部で福岡県に隣接して位置している。

周囲を山に関まれ，主主地特有の内陸↑生気候で夏冬及び昼夜の気温格差が大きく，平

均気調14.30C，最高気温~360C，最低気温マイナス 7
0

C，年間降水量は1， 868棚である。

第 1 図受賞者の所在地
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交通は， J R 

九大線が市のr~1 : 

央部を東自に国

道210 号線と並

行して志り，甫

北に国道21 1， 2 

12号線が十字的

に交差してい

る。また，九州

横断自動車道臼

田インターチェ

写真一村一品J 日問者さを築く臼則市震協梨吉[\会のみなさん
/ジが市の中央

部にある。しかしながら，各生産自地聞の路線は i 分整備されていな L 、。

本産地は，数地区の団地よりなり，梨閣は， L，!慢の急傾斜地から台地上の平地まで

に分布している。土j実は褐色森林土でやや乾燥傾向である。 議ì~正や病害虫i功i誌に必

要な用水は，市内を流れるがJ! 11からの用水等によって十分確保されている。

(2) 本集団の概要

ア 日田農協梨部会の成立ち

日田梨の歴史は古く，明治45年に晩三吉，長十郎を植栽したのが始まりである。

その後，温暖な気候と盆地特有の昼夜の揖度協涯を利用した梨栽培が，市内に広がっ

ていった。当時は，個別に出荷し，市場で地区r;;Jと、の競争があり生産者間でトラブ

ルなどが多かった。こうしたことから，昭和27年に現夜の梨部会の前身である日田

果樹園芸組合連合会が結成された。

本梨部会は，臼田市農協の合併をきっかけに昭和40年に各地区の梨組合を統合し

て設立されたが，部会の前途は多難を極めた。ます\共販率の向上と出荷の一元化

を図るため， 12あった選果場を地域の特性を生かしながら統合を行い 4 選果場にま

とめあげた。例えば，梨を入れるダンボール箱については，古い産地のレッテルを

守ろうという声が強く，愛着心と市場から自分の産地が見放されることへの不安を

抱く部会員が多数を占めた。
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写真 2 f巴水 LLJ[議l芸初合 tllî J LLJ 日OJi!lの全;長 写真 3 新おの総司4状況

また， j指詰母導一吉詩部!日1 は 4 つの選果}均詰のd品♂llMi

の淵E斑tを1行子つた一j上iι二てで、果場単位にj!i ち寄り!こjl!:J会を行い， 秀. f愛・良・ ;Ì立の llVí長

忠実を戊定し等級1lj:に表示することにより規怖のキを I'SJった。こうした幾多の

課題を克服しあくまで、品質にこだわった成取が山茂吉の信頼を得ることとなった。

関受賞者の経営難況

本梨詰1\会は EI EH市fiilothを構成するーつの1m会であり，その組織は果喝を r:l:I心に

まとめられている。 1 表)

農家戸数1114戸，梨栽培面積192ha (一戸~たり1. 3ha) の大柴田であり，大分県

全体の梨栽培而惑の39. 89ふ生産量のι15. 6~)らを Jïめる。部会員は日!万 fiïの梨生産農

家のほとんど 100%をカハーし専業農家本が80.% と高い，これは，本部会の

第 1 表 日田市j災協架部会の組織憐成

日問中央梨生産組合ーっ
E右手吉田梨総合 一十一
四潟町梨組合 一」

小里子梨組合
杷木山Ihll主主総合
五平日梨組合
美濃梨組合

開悶芸組合 一一一関選果i易
(各組合に総務、伝導、販売、

副
会
長

県梨研究会
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第 2 表 -1 加入農家数並びに概況

> 号平制妥 音面干資 ha)
組合名!戸数 i 営| ごたプτ土ーに士十六ごァて二:二十τ九 .L..~ ~，.". i |抽出|箸数側同素材t 制動川20出判長楠新興
中央 4 I 65.5 I 2 I 0.8 I 一一|β 1.1 1 

東有田 25 I 49.2 I 5 I 0.5 I 0.6 I 5.0 I 9.5 I I 10.0 I 3.0 

西有国 14 I 51.5 I 9 I 1.4 I 2.6 I 2.0 I 5.4 I 1.7 I 2.5 I 4.4 

小野 30 I 必 .0 I 9 I 0.6 I 0.6 I 1.1広 4 I 12.1 I 6.6 I 0.8 

杷木山 19 I 48.0 I 9 I 1.1 I β| β 11.5 I 1.0 I 6.2 I 4.0 

五和 7 I 却 .0 I 4 I 0.7 I - I 0.6 I 1.4 I 1.2 I 1.1 I 0.6 

美濃 11 I 37.0 I 1 I 0.2 I 1.9 I 4.6 IρI 0.1 I 4.4 

関 34I 48.0 I 7 I 3.0 I 1.7 I 0.3 IβI 3.1 I 7.6 I 3.3 

梨部会計 I 144 I 47.9 I 46 I 8.3 I 9.2 I 18.4 I 41.8 山 訓 18.3 
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20 1 

担包上ーよま託上一一笠i
梨部会は，専業幾家のウェイトが高く.世代交替が順調におこなわれているため，表のとおり

経営主の平均年令が 47.9才と若く，平均経験年数立 27年となっている。
干百田市の差是君主における梨部会のウェイトばJ 総農家数4284戸の3.36%であるが，専業農家の比率
は446戸の25.8% となっており経営の安定疫がう品、がえる
また，昭和63年度の日間市麗晶の最売実績をみても，ぬ販売額40億9157万円の27.7%を梨が占め

ており，日田市を代表する一村一品となっている。

第 2 表 2 日間差是協梨部会梨栽培面積規模'ijIJ農家数

梨栽培面積(a)規模男IJ戸数(戸) 1p当た

地区名 50 1 50叩 100- 1 150-1 200-1 250-1 300 経耕30地0以面上営積 り梨栽培 専農(家戸業数) 
未満 100 I 150 I 200 I 250 I 300 以上 (函ha穣)… 

中 央 4 4 0.8 4 

東有国 25 3 6 7 5 2 l l 7 1.34 20 

西有出 14 1 2 3 5 1 1 1 1.59 14 

野 30 5 12 13 0.87 18 I 
杷木山 19 l 1 7 9 1 2 2.47 19 

五 平日 7 3 1 2 1 0.86 5 

美 濃 11 1 l 3 4 2 2 2.00 11 

関 34 8 11 9 6 0.94 24 

計 144 20 37 36 21 14 13 3 12 1.33 115 
平一一一四時

シェア (100) 13.9 25.7 25.6 14.6 9.7 9.0 2.1 8.3 79.9 
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部会主主民家の~王将支の WI治問構成等

τiミ

lIí出

49.8 
51.4 
46.4 
48.7 
48.9 
37.9 

実力を立IrV~に示すものである。(第 2

販売制はlH\\í:

Pl 以 j二に iニが

1 , 2) 

第 2 図 !こ1 問 flit2 ↑íih~~部会における栽iヨヨji fj'( と生iÆ filの推移

なし栽培面積のほ移

り，一戸沼たり

の51なえ相JlJ( h{iは

8007.Tf工l，新高，

115t三占の栽培J支

術では全国トッ

プレベルの集団

産地を確立;しで

いる。また， itl\会結JJx.と

前後して始まった農地開

発では，部会として産地

規模の拡大を掲げ全面的

裁

主主 150 

綴

ha 

2ﾘﾘ 

1ﾘﾘ 
s.so 51 六 53 5<1 55 56 57 5:; 59 60 61 62 68 Hl 

に協力してきた。果樹闘

では難しい園地の交換分

合を部会長自ら率先して

行ったことが，産地規模

の拡大を容易にした。

片山

ヰ，X

主主出資笠袋3

問
州
問
問
問
問
問

- ロ川

会 ω ー新水

主義7ム. 盤フム

一一 新世紀.二十世
新高.新田

一提出工会主
'"一回

年;;;::
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第 3 図 臼田市農協梨部会における品穏別出荷量の後移
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生産物は福岡

40%，大分県内

20%，京浜10% ，

中国10%，四悶

10%，その他10

%，と地元市場

を重視した独自

の出荷体制を

とっている。今

後は，京浜及び

年次 fl 次

第 4 国一戸当たり(平均)栽培面積の推移
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JJII しつつある。(第 2[ヌ1~;I[な/)

麟受賞者の特色

(1) 品質にこだわる生産活動

現(J:本梨部会は， r IJ日手をjj五じて Lll11 の1i~J のキ'\'ッチフレーズに， $)r 山紀，料

水，本;J<.，二十!lHê，間水， ji)rli五，新興， II~~三点と i也JI!U自に比べて， 2ユ jまな品.fifil b'i

)j比を持つ出を形成している。(第 51';%/)

このため， 7 月カか、ら千習年iド二の 5 )凡'J • ())凡j まで!似!り似!反iμ，ヲJ光J店t己をi行j える 1状j犬if態忠とすす占るために， J品訂!/川}

i似1がtのオ判特!i与'H'刊'i'悦性'1生i七:を生かした梨のj栽主j培吉を点泊部i五i会E艮iに i徹G故仰~J成氏させせゐている O

指導部では， 121業技術センターや ilf 及所などとの協力のもと，新品，f，rrの 1詩人，品

部の%充 Aを i諮るため関係機関と述jjEを慌にし， J:，づくり，胞íl巴設計， 1坊!日:府守栽

培!誌の作成や野定子会，摘果講習会設:をrm1W し技術の支化・統ゐを図ってい

る。また，収穫がjには，各ili'Jtll 何・に l収穫週間をlijJMli にするために，全(まi見より忠実

のサンプリングを行い，糖度・硬!支・果色をチェックし基壊にj主していない問地

からはj自!;:MUlになるまでi院議させないという徹底した市合せを行っており，栽出者

もそれを当然としている。このために，生産出家は詰1\会の指導を良く受けて基準値

以上にと意欲を燃やしている。

L 、ま，若い後継者たちは，需要を見通して品梯の綻加を考えているようだが，

間操業の経営原則は守る考えを持ち， しかも規憾拡大会考えている。

(2) 問地条件に応じた能コストへの挑戦

本梨;沼会の平均栽培面積は約 130 a で大分県の平均栽培面積55 a に Jtべて2， 36倍

である。このため，省力化に対しての意識が高く，昭和51年に導入されたスプリン

クラー防除は，全体崩積の約45%に当たる~Jj'j斜地(約90ha) で実施されている。

また，台地上にある~d.!lな果樹闘には，スピードスプレイヤーが主導入されており，

生産団地毎に一斉共同防除を行い，効率的な薬剤散布を展開している。(第 3 表)

無袋栽培にも積極的に取組み，昭和49年に導入した夜蛾i坊除用の黄色忌避熔によ

る無袋栽培技術は，その後改良が加えられ，現在幸水の65%，農水の73%で実施さ

れており，県内の他産地にも影響を与えている。(第 6 関)

資材部では，袋や肥料・農薬等の共同購入を行い生産コストの低減を図るととも
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第 3 表 綴織内の農業微減[采イ子状況 ;lJzびに綴織保有の施設

(!) 羽織r}jの動力農業機械保有状況 (昭和63i1ゴ度予|ミ現白E)

1 

に品質の均化にも寄与している。

(3) 樹臨地の有効利用

樹悶j也における生践活動を低下させな

いために，経営主が病気等で栽培ができ

ない場合は，生産組合等で適期管理を

行ったり，また，都合で経営を放棄する

場合などは，経営拡大希望農家に期間借

地を斡旋するなどして鑑良園地の存続を 写真 4 スピードスプレーアーによる防除

行っている。

(4) 高品質を支える共同活動と高疫な品質管理体制

呂田市における梨の共販率は，ほぼ100%で，他産地に比べ非常に高い共販率を

F
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第 6 図 臼田梨作業体系
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第 4 表 糖度初日未加算方式の内容
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検査の方法:果実の赤道iii上で.表裏 2 ヵ所とし，然袋 l立青いものよ

精算要算項
イ.計算は.五拾六人とする。
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へ :Bランク清算後，更{こ余乗せ長さが出た場合(立、全体に還元する。



写真 5 梨部会指導部による「綴度加味 写真 6 堆肥投入の共同作業
加算」のための検定の様子

維持しいてる。これは，販売部等を通じて生産者の意向を市場にト分伝えるととも

に，出荷計画検討及び市場の状況報告などの'情報交換を常に行い，有利販売を行っ

ているためである。果実は現在 4 選果場で共同選果されているが，検査員による定

期的な臼揃い会の開催，部会役員による定期的な巡回なとによって，品賞・規格の

統一が関られている。また，選果l易毎の対抗意識も良い相乗効果を生んでいる。

販売は，品種毎にプール計算で行っており，このために適期に販売ができるよう

になってL 喝。また， r糖度加昧加算方式J という果実糖度の高低に応じた精算払い

第 7 図梨品質(機度)の年次推移

品種全体

o. 5 
ランク

1.3 

「;:1
匡ヨ A

90 B 
C 

80 
区到。

ラ 70 協~E

ーノ 60 ク
害IJ

50 ぷにコ入

% 
40 

30 

20 

10 

。

60 62 63 
年次
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方式を導入して高度な栽培技術の平準化をねらい，より高品笠の果実生産に務めた

結果，集団全体の品質，揃いが著しく向 t している。(第 4 表，第 7 図)

部会運営についても，ガラス張りの運営を行っており，生産者の意識の統一と意

向の反映を図ることに努めていることが，共販率の高い原i混といえる。

(5) 活発な後継者の活動

本梨部会は専業農家が全体の80%と多く，経営者の均年齢は， L17.9歳と若いの

が特徴である。(第 2 表 3 )平均経験年数は271:1ミで阪信と活気に満ちている。

部会内に組織容れている青年間志会は，既に20年の歴史を持ち，国内外の留学の

成果を生かした研究の場となっている。

今後とも他産地に負けないために，梨生産の人づくりのための先進地の研究，内

地留学ililJ度等を更に充実させる計画に取り組んでいる。

また1ß'・に消費者の晴好調査を行い，旬のi沫を大切にfIニI E日梨としての名声を守

る J ことをモットーにし将来は現1't 4 ヵ所ある選果場を果場に統一し，より

-J習の品質の均一化とコスト低減に向けて努力しているところである。

(6) 宣伝活動

生産者も消費宣伝活動に積徳的に参加し消費者の意向を抗で感じて生産に役立

てるという観点から，生産者自ら費用を拠出 cl 円/kg徴収)して，テレビ等の媒

体を活用した PRを行うとともに， 日間市に通じる主要道路に「四季を通じて日間

の梨j という宣伝塔を設置し内外に向けてアピ{ルを行っている。このようなこ

とから，優良品種への転換もスムーズに行われており， r うまい日田梨j づくりと

いう意識の統一と生産者の士気の高揚を闘っている。また，大相撲九州場所では，

鑓勝力士に日間特産の晩J三吉を贈呈しており，文化面でも寄与している。

関その他の活動

本部会では，部会員相互間の親睦と融和を留るために，ソフトボール大会やミニ

バレーボール大会の開催を行うとともに，部会員一間が会した運動会には，関係機

関を招いて盛大に行われており，梨部会ならではの競技などユニークな大会となっ

ている。

婦人部では，梨料理の開発や講習会を開催し新しい分野の開発に取り組んでお
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り，おやつの共同購入や健康を考えての

勉強会など，fJ'[係的に i;r;miJを行っている。

JýIJ 'rド 2JJ には，生産者大会を開臨し

ついての研修を実施する

とともに， スローガンの採J尺を行L

の r:5:jJti と ーを I~ っている。

醐受賞者の技術 s 経営の分析

その背及性と今後の発展方向
写真 7 婦人部主催の梨料I製品2743会

鳴し]]l，r;1VJ としては，生産， 1仮売にわたって多彩であるが， fl見}答者が見られないの

はJ11Mのi吉'í{立炉供化への努力と+11瓦の助け合いによるところが大き L 、。

現在， iílí会良は絞首のl十1て、適正規慌の而模{泉夜に務め，高品質の!海品生践を日指

して品質の優れた1'fc1i1支の高い， しかも高いけ11院を上げる努力を紙織を挙げて実行し

ている。こうした努力が新潟従え古のよk培技術を全閣のトップレベルにまで成長

させた。

本部会は，地域条件を活かしながら，他産地とは--[味違った生産出荷体制を行い

つつ，大規開集団でありながら，高度かっキメ細かな栽培技術と徹底した品質管理

に立IINI した組織運営は，巣始J農業の悶際化・消費者ニーズに対応した集団活動の先

駆的事例として高く評価されると共に，今後{也の陸地への波及効果もト分期待され

るものである。

「四季を通じて EIWの梨j のとおり四季折々にI許可品質のらjの n51とを消費者に味わっ

てもらうために，現在は，新世紀，新水に替わる半生品種の導入を検討するととも

に，幸7Jくの簡易被謎栽培による収磁WJの前進にも取り組んでいる。また，より

のiぬ生様のll'r裁技術の総立で周年出荷体制の充実を関り，四季を通じて日間の梨が

店頭に並び「一度食べたら忘れられない味と量J の篠保に努め， rどれを食べても，

何度食べてもうまい，食べたい日出梨J を自僚として生産に励んでいる。

このように，生産者の旺盛な研究心や経営改善意欲と生産者向志の結束により今

後益々発展するものと期待される。
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四季を通して日 [11の梨

日目指農業協間組合製部会

(代表山本利之)

乙の1交夜、ども 11 rUd汀ill t4h 耳:!日;[í会が天史

料、，エ'1'1: 1こ浴し， ~~i主総70;ドの舵9:'.の rjJにお

いぐ i段高の'米伐であり ， }~';í)X と :<::i-びはこの

Lーもありません。これもひとえに生日'rH支vf;j

の [rJU二やII販売{本:1;1)の lìfl1 ι(こ;;rlJJ~ミプハ、た t~' き

ました関係機関の íifnj伝導と長年にわたり

ノk セとしぐ0} jJを fjをみ ifIねられたYt:~N(係位

U) おか if と i15 く感謝 rjl し上げるところで

r~LJj予を i昼j L -C日日!の-ff~J をキヤソチヌ

レーズ{こ販売t淡路と労力配分受'0"1!滋し 111

生から i級生各組合せた品級品'fn!Z と!段使IWlt重

の社î' í{，~による周年 IH 1'f1j体;Ijl)そ H定立するとと

もに，傾斜地~~j:の l~5J地条件{こむじスプリン

クラーとスピー卜、スプレヤーの共悶利用を

組み合わけた病認.'h防除体系と， j定刻t防l徐

丹3の恐il!E灯による m~袋j完成等を取り入れ，

せi'JJ化とコストの低減を闘ってきました。

utl ，f日10:tF:に各地区の会~組合を統合して役

立し共11反率の向上と出荷の司元化のため

に，選究ミ}易を統合するとともに，間地IliJの

品佼格去ををなくし議初会体の品tiî戸iーとをほi

るため，収穫前の全 lま}易について糠度， li更

!見栄色などの:(1\度調査を夫総し， 1;1; 1\長官自

に達しないほt~bからは;Uきだり草j ;J:で 11立機 ð ぜ

ないという Iわし会わせを~tおしています。

ーガ，i:iJf号さに 25 たっては. 訪日号1)の品'Ut検

次を j止に f糖度})llU;j( })llÎl;i:方式J という架~

打I)f伎に応じ品滋絡のプール計算を併用した

;f，'i\}払い方式を-tmffl しています。この総身さ

築関全体の♂~'ttt向jニ l立悶ざましく市場から

潟い~!F前日を得ぐいます。梨部会の経営者aの

平均年紛はおf設で，金銭家の32^~\í' に後継ぎ

もおり，部会青年間忠会は20余年のi浅草IJ絞

を持ち，研修等による技術向 l二を!遺る等，

部会の '1:)核的般滋組織としT活躍していま

すo Mf~ 人吉líでは，裂を使った料理の開発や

mJ定等(ま}勢作業にも怠欲的に取り組んでお

ります。

このたびの受筑を機に初心にかえり 144

:ちの部会員が人と人との心のふれあいぞ大

棋に組織の充実を殴り，被{こi氏、じない努力

をする党俗です。今後とも今まで以上のお

力そ、えをi鳴りますよう心からお願い申しょ

げます。

噌
B
i

汽
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内閣総理大臣賞受賞

出品財経 営(メ口ン集団経営)

受賞者鉾田IUJ農業協同組合メ口ン部会
(代表野村 一長)

(茨城県鹿島IlIW!、 IIl lII r安!万 1l07l

関受賞者の略歴

(]) 立地条件

鉾出I!lTは，茨城見東南部，水戸市のj初手JaLl.i1lìiîíの東北京，それぞれがJ251ill1の

地点、にあり，首都際J 1 OOkll1 ~F<内に!な倍する，人[128， 943人， l!Hi?放7 ， 218戸 (UllflI6:1

年)の IßTである。IßTの大きさは，京間約16km，南北1:3km，総而wは 107. 46knlであり，

東は鹿島iffift p?qは北irtlに面している。

第 1 !認受従潟の!祈i'EJ也
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地形的には，町の大半が，標高20~40mの関東ローム間の比較的平坦な台地で占

められ， IßTの基幹産業である農業も，この台地を主要舞台として発展してきた。こ

の台地の間を， IHT内を縦断する形で\北西から巴Jl I，北から鉾田Jli，東北から長茂

川といった中小河川が流れ，北浦に注いでいる。これらの河川流域に標高 2~9m

の平坦な黒泥土の7kæが帯状に速なっているが，その面積は，総面積の10%にも満

たなし、。

気象条件は，年平均気混wc，年間降水量1， 400mmであり，夏期のi海馬が少なく，

冬期は県内でも比較的温暖な海洋'I~l:気候地帯に属する。

交通機関は， J R常磐線石岡駅から東に延びる鹿島鉄道の終点鉢間駅が町の中央

にあり，また， I昭和60年に開通した鹿島i臨海鉄道大洗鹿島線が町の中央を南北に縦

断しており，町内に徳指，新鉾悶の二駅がある。一方，水戸から鹿島方面に延びる

悶道51号線が海岸沿いを南北に走っている。このほか，常'磐自動車道や東関東自動

車道の開通等，開辺の道路織の整備により，東京，千葉方面への交通条件が大幅に

改善されている。

(2) 農業の概要

鉾田町の農家戸数(昭和63年〉は， 2 ， 952戸であり，そのうち専業農家は1， 117戸，

専業農家率40%となっており，県内でもー，二の高い比率を示している。

第 1 表 鉾田町のI世帯数・人口の推移

第 3 表 鈴田!日Iの王手桑原j農家数・農家人口の推移

農家数 減少$. 専業 専業率 1 mt 2 兼 兼業計 農家人亡 男 女

昭和40年 3,689 100 1,939 53 1,750 1,158 592 19,566 9,616 9,950 
45年 3,576 97 1,384 39 2,192 1,409 783 18,030 8,889 9,141 
50年 3,384 92 1,036 31 2,348 1,365 983 16,400 8,108 8,292 
55年 3,233 88 1,327 41 1,906 893 1,130 15,752 7.839 7,913 
60年 3,043 82 1,277 42 1,766 797 969 14,950 7,430 7,520 
63年 2,952 80 1,177 40 1,755 742 1,033 14,627 7,326 7,301 

円
。
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また，耕j出i!ii積(62!r~三)は， 5, 191haであり，そのl人j訳は旧1， 350ha，普通知1:3 ， 6

60ha，樹層地162ha，採草放牧Jt.tl 19haとなっている。

農業組生産額 (62年)は， 200億円であり，県内でもト、ソプクラスの市町村であ

る。その内訳は，野菜凶器内，畜産.5.5億円，米15億円となっており，野菜が粗生産ニ

額の13%を占めている。品目別にみると，生食用カンショやゴボウ等の根菜類， メ

ロン，イチゴ， トマト等の果菜類の生産が多 L 、。

第 n受・鉾託1111Tの J~l~日 Jt!.l ffiíE'iの J佐移

IlBfo50年

昭和55年

JI~H*im統計年報

第 5 ~受 鉾問 i貯の農業間生r11:綴の部門別推移

区 分 i 淡32組生産額

ー
一
一
一
一
一

t
m
I
 

mi--1 

1
1
1

州

12 ,341 

昭和45年

昭和50年

紹和55年

昭和60年

自白和62年

20 ,030 

J主: ( )は 9b

5 ,536 4,409 
i~L_6)_L~控ニQl

農林水産統計年報

当地域は， 30年代始めまで，水田は河川流域のみで、面積的に小さく，耕地の大半

が台地に展開する褐色火山灰土壌の畑であったことから，コメ，ムギの穀作のほか，

カンショ，ラッカセイ，タバコ等の作付の多い典型的な畑作農業地帯であった。そ

の頃から漸く深い耕土を利用して，ゴボウ，ダイコン，ニンジン等の根菜類をl私心

とした野菜の導入が始まった。特に，ゴボウは，その後作付が増加し現在では作

付面掻520haで，県内ーの産地となっている。
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第 6 表 ~il' LII [lJ Tの作物裁f富市桜

213 

287 

661 

136 170 

80 42 

166 

9 

。 121

436 

90 

w， 7 表 ~4，岡田1の笈苦?の制緩状況

!日 11流域の夜来水田は，戦前既に耕地整理が行われたが， 53年から，同地区を含

め 4 地区で県営踊場整{ìlil事業が逐次実施され，平成元年現在419haの整備が完了し

ている。しかし元来，低温地のところが多く，排水が必ずしも十分でないため，

裏作等はほとんど導入されていない状況にある。

台地では，戦後まもなく， 1日陸軍飛行隊跡地の開拓があり， 40年代前半には畑地

帯での深井戸の堀詰IJや踊場撃備が盛んとなり，陸自が開国されて，一時期稲作規模

民
U

口
J
V



が拡大された。この畑地の基盤整備が， 42年からの加工トマトの導入，陸田への転

作野菜の導入等，その後の畑作振興，野菜振興に大きな役割を果す結果となった。

当地域におけるメロン栽培は， 38年に徳宿地区の10名のグループにより始められ

たプリンスメロン栽培に端を発し 45年に米の生産調整が始まってから，陸間にお

ける転作作物として作付が増加し以来，水田利用再編対策事業等を推進しながら，

全閣でも有数のメロン産地を形成して，現在に至っている。

集団の概要

鉾田町農協は正組合員2， 353人(平成元年度)の組合であり，本所及び 4 支所で

構成されている。生産部会としては， 11部会あり，メロン部会が部会員数，販売実

績ともに最も大きい部会となっている。

現在の鉾田町農協メロン部会は，昭和51年に，鉾田，徳宿，巴新宮の 4 農協が

合併したのを機会に，それぞれの農協のメロン部会を統合して設立されたものであ

(3) 

る。

当部会は， 51年の設立以来，常に町，普及所等との密接な連携をとりつつ，各種

の特色ある活動の実践を通じて着実に発展してきており， 63年には，参加農家戸数

480戸(農協組合員数の20%)，作付面積330haと大きく成長し計画的な生産出荷

が有効に機能して出荷量180万ケース，販売金額33鐘円という高い成果をあげてい

る。

鉾田町農協メロン部会の組織構成図

鉾
田
町
内
脳
協

中央i加者場

販売課長 l 名

H 次長 I 名

指導次長 l 名

営腿指導員 5i; 

事務長 3名

作業良 55名

鉾田町1m協メロン部会

本部役員

部会長 i名

目IJ 部会長 4 名

ネ y トメロン部長 l 名

キンショウ部長 1 名

アー Jレス部長 i 名

1宏司1 4~包

会計 l 名
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第 3 図鉾田町農協メロン部会の歩み
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部会としては，総会，役

員会のほか，作付計画会議，

日揃会等の諸会議を随時開

催しているほか，現地指導

会や栽培管理講習会等の開

慌を通じて技能指導にも力

を注ぐなど，活発な活動を

展開している。また，部会

内に， 20~40歳の青年を中

心に組織した研究部と，婦

人の活動隊として婦人部を

組織して，積極的な活動を

展開している。

また，部会員が町の全域

に広がっているため，鉢田，

野友(鉾田支所管内)，巴，

大川(巴支所管内)，徳宿

本郷，徳積第一，船木

(徳宿支所管内)，新

柏熊(新宮支所管

内〉の 9 支部を設け，

それぞれの支部には集

落単位の計43班を編成

しており，丹滑な組織

運営が図られている。

第 4 図 鉾田町略図(メロン部会支部配鼠)
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第 8~受 支部別加入農家の概要
加入農家 年平均齢 平農均者就数 メロパ車JE11j 後継者就農支部名
数 王写楽兼業 %JJ:/:ifl 後継人D 嫁\川

1"1 r'l l' l/fJ, 人 a 

新宮支部 501 441 6 45.9 3.4 75 19 
巴支部 771 671 10 45.7 3.2 69 31 
大 JII 支部 431 371 6 47.3 3.4 65 13 
徳箔第 1 支部 1121 1001 12 47.9 3.3 60 55 
徳宿本郷支部 691 641 5 50.1 3.5 83 48 
船木支部 60 45 15 47.0 2.9 56 31 20 
鉾出支部 22 17 5 44.6 3.2 61 9 5 
野友支部 17 15 2 42.6 3.6 85 8 υ F 

柏熊支部 30 28 2 46.2 3.7 74 17 8 

計 480 (874% 17 (13%63 ) 
46.3 3.3 68 231 158 

(1∞見)

関受賞者の経営概況注) 1. 11技後~j問就波数の欄れ後継者数は，経'ぽ tが60歳未満のfJ!ほだ
けの数値である。

2. 嫁のjl'l~ (立後継者の嫁のみであり，後継者の数とJti(の数との差は，結
婚適齢期 (21~25成)にi主していないものがほとんどであり、隊不足

当部会の参加農家数 とはなっていない。

480戸のうち， 87%に当たる417戸が専業農家であり，非常に高い専業農家率となっ
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ている。また，参加農家の平均年齢は 16

歳であり，平均家族数5./1 人， うち

従事者数3. 3人と，践業への守q自立が，EiJ

い経営を行っている。さらに，経常主が

60歳米満の農家で，すでに就112 している

後継者が261人おり，配偶者不足の心配

もなく，堅実な就農構造を示している。

平均的な農家の作付状況は，主力作IJ

のメロンを約70 a 作付けて 第 10表 j史家の不均経営規伎の批移u了7f1HVJの iltJ fýi澈i fi'() 
いるほか，メロンの後作イ 一~-~~--~~'--r

メ D ンij~fl:

チゴ30 a , ;}く稲30 a , 食用

カンショ 20 a 限度の1'f:付を

fi っている。

メロン 10 a 当たり単11立は

第 11表農家の平均経営収支の縫移

{本ブー|おil 1* lì五
(ソ)[，:J'-)

日， 000111' ,10 a 

<1， 0α)nf :10 a 

,j,Ooonf 30 a 

(当該組織農家の経営収支について{{b1Ï 3 今年iBlの概況を記入する)

608 

11 ,488 

197 200 稲経資 464 464 348 

277 293 2十 6,000 6.091 6,909 

412 428 436 所 {与 5,488 5.444 6,651 

531 792 735 
, 

1li':l:l'[l 63年はメロン，イチゴの倒絡が良く
832 883 871 所得がアップされた。

2, 700kg軽度でおり， 10 a 当たり組収益も常に100万円程度を確保している。また，

後作イチゴも重要な経営部門として脊ちつつあり，農業所得の向上に寄与している。

{国々の農家の経営収支について，その代表的な例をあげると，第 11表及び第四表

に示すとおりであり，高い農業所得をあげており，安定的な経営を実現している。
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関受賞財の特色 第12表市場における価格水準
アンデスメロ刈勾l布IJ日〈ぜtこり j1D

(]) 技術の特色

ア 作型の確立と計画的生産の実現

当部会では，後述する研究部活動を踏まえた上で，市

場動向や家族労働力の配分を考え，品認の選定，作型の

確立を行ってきた。

4 月 5 月 6 月 7fl 

次 城 507 186 339 271 

責長 本 608 162 230 '190 

山 背5 448 358 

鹿児島 679 520 33,1 

鉾回目T農協 622 478 357 277 

lI{jf[j63tl変

品種については，部会発足当初のプリンス主体の品種楠成から， [昭和田年には，

アンデス75%，アムス 15%，パパイヤ 5%，キンショウ 3%，プリンス 2%と，消

費の高度化に対応して，ネットメロン系のアンデスを主体とした品種構成に大きく

変化させてきている。

作型については，早出しの熊本，連出しの東北，北海道の間をねらった出荷がな

されるように工夫されている。主力品種であるアンデスでは，早出し栽培型( 5 月

出持)，普通 I 型( 6 月上中旬出荷)，普通 E型 (6 月下旬~7 月上旬出荷)の 3 作

型を確立し播稀，定締，出荷の時期を統ーしている。他の品種についても，同様

のことを実施している。これらの作型は， L 寸ーれも大型ノ fイプノ\ウス等を利用して

安定的な生産を実現している。

このほか，アールス系品種や赤肉系品種を用いての抑制作型が検討されており，

有志が実行に移している。

また，計閥的な生産・出荷を実現するため，作付前に作付計画会議を開催し{乍

型や品種の配分を行っているほか，回場巡回調査等に基づき各農家ごとにメロン台

11援を整備し交配臼，着果情況等をパソ

コンで集計して，時期月IJ収穫量を的確に

把握した上で，厳密な生産販売計画が立

てられている。

イ 土づくりと施肥改善

当部会では，土づくり運動を徹底して

実施しており，全地域に 3 人共同利用を

原則とする域肥盤を80 ヵ所以上設置し 写真 1 圏場巡回調査によるメロン台帳作成

nu 
no 
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第 6 図 アンデスメロンの代表約作型12<1

12月 i 月 2 Jl 3Jl 4 月 5 月 6 月 7 月

~山rv-v。

。八八へ~へんへゆ

。~日λぺ2

Oj番jf[\ @定槌 一一一 I1立穫・出荷

て，省産農家の!附!己とワラ，モミガラ

を混合した熟成堆肥を確保し地に施用

している。

また，後述する研究部が中心となって，

メロン専用の有機化成肥料を開発し各

説家がこれを使用するようにしているほ

か，毎年色農家の岡場約600点を診断し

この結果に基づいた胞11巴を実施するよう

にしている。

写真 2 メロン跡地における緑肥作物
(ソルゴ…〕栽土音

これらの土づ、くりや碗肥改擦の結果， メロンの儲全な脊成が佐保されるばかりで

なく，糖度等品質の向上にもつながっている。

このほか，休閑やソルゴー，コブトリソウ寺の緑肥作物を導入した標準輪作体系

を示し全農家が輪作を実施しており，連作障害の回避を関っている。

ウ 品質の向上

土づくり等のほか，メロンの品質向上を図るため，メロン台帳により収穫日を設

し適期収諮を実現している。

また，全農家がミツバチによる交配を実施しており，交配労力の節減を関るとと

もに，果実の形状や品質の改善を図っている。

(2) 集団活動の特色

当部会の活動の中でも最も特徴的なものは，研究部活動及び婦人部活動である。

研究部は，メロン栽培技術を自らの手で開発するために，青年たちが中心となっ

て昭和田年に発足した組織であり，現在は研究部担当役員(副部会長) 1 名，部員

31名で構成されている。研究部では，実証展示闘の設置等を通じて，作型の確立，
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メロン ~~xJiHti~l'の{ノi二成， メロン専!日肥料

の開発等栽i告技術面において数多くの成

果をあげてきている。これらの成果が，

研究部員等による現地研究会や研究成果 f 

検討会等の機会を通じて，農家の生産現

場での実践につながっている。

また，蛸人吉[IÐ，婦人が経営のー翼を

担っているとの自覚のドに市場での研
主主葵 3 研究部による%託展示闘

緩や，後述するメロン祭り等の消提拡大連動の主役となって活躍しており，

欲を持って生産. tI:l持の改器に取り組んでいる。このことが，集聞としての意識の

とー体感の醸成に大きく寄与している。

このほか，将来，各農家がパソコン利用して経営分析を実施することを院指し

農協のパソコン研修飽設を利用して， I~I主的な研修活動を実施している。

(3) 出荷・販売の特色

ア 販売計磁の策定

当部会では，出荷初めに，関係機関，市場関係者を交え，作ìJl'l吉況と月号IJ ・旬汚IJ

/1\荷予iM数:肢を慕に，各市場月IJに販売計{泌を組んで，計闘的な出荷を実現している。

また，出荷期には， らの日々の出荷予定数を報告させ，販売i訪日には品

傾ちIHJ:l荷数量を各市場に報告して，有利販売につなげている。

イ 選5誌の一元化と検遊の{故!底

当部会においては，従来は 9 集荷場に分かれての分散集荷であり，農家出役に依

存するところが多く，労力的にも問題が

あったほか，検査方法も.J1Íl出検査であっ

たこともあって，品質面においても問題

があった。

このような問題を解決するため，昭和

61, 62年度農業構造改善事業により，中

央野菜選荷i誌を設讃し選果の一元化を

図るとともに，選果・荷造労働の大幅な
写真 4 中央選荷場
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省力化を図り，農家が栽培管理に専念できる体制を整えた。また，施設設置にあわ

せて，全量開封検査と糖度検査(農家ことに i 点ずつ糖度を検査し， 15度以下は出

荷させない〉を実施することとし市場評価の向上に大きく寄与することとなった。

ウ 消費促進活動の実施

当部会では， r精度15度以上あふれるうまさ j をキャッチプレーズにして，婦人

部や「メロン娘j により，全国のスーパー，小売店を対象に試食PR等を実施する

など，消費J広大にも力を古いでいる。

また，消費者と産地との直接交流の場として， 63年からメロン祭りを開催し，メ

ロン栽士富田t~ ， i室荷場の案内等産地紹介を行い，産地のイメージアップ会図ってい

る。

写真 5 婦人部とメロン娘による消費宣伝

エ 海外輸出への取組み

当部会においては，海外市場の開拓を

図る試みとして，香港向けの実験輸出を

行っている。平成元年には，アンデス

1, 000ケース (5 kg詰め) ，パパイヤ 100

ケース，キンショウ 100ケース，合計1， 2

00ケースが低温コンテナにより船積みさ

れ，出港後 7 臼自に香港に到着し商材

として十分使えることが明らかになった。
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写真 8 メロン祭り

写真 7 香港における実験販売



関今後の発展方向

当部会は， u日 flI51 年の設立以:>1<:，特徴的な j首長iJによって，生産技術の旅立や計画

的な生保 Hl荷， 品1質!2f ド向I可11.二ミ守等守手;を 3実I( J現f見t し 主結i凶凶，

メ口ン{作作ノ守γ1:‘!不村{十付付'J守J司"1而1行硲ïîf長臨if白itり133初Oha と大きく!成或長しし， UH~ijlltl80}J ケース， 販売金額33億円とい

う高い成果をあげている。

個々の経常をみても r~~J ~、設業所得を実現するとともに，後継者にもめぐまれて

おり，配偶高問題も生じていないなど，出111的な経常を実現している。

このような，特色ある活動により，活力あふれるメロン店地を形成した当部会は，

収誌性の高い業生践を実現した事(JIJ として!??i く許制iできるものである。

しかしながら，このような発股は，伎れた人材と生1)'&，1生の出 L 、民地を接指として

成立したものであり，さらに波地として永続的に発慌を続けるためには，これらを

一時強化していくことが t主要である。

このため，今後は，人つ、くりや地域管j虫等に一回力を注ぐとともに，市農家と

のjiliiJlJ等地境ぐるみの r:つ、くり ;;sIUJをさらに強化するなど\引き続き地道な努 )Jを

続けることにより，足腰の強い銘柄産地としての発!琵がJUJi寺できょう。

戸
町uno 



内閣総理大臣賞を受賞して

鉾間町農業協同組合メロン部会

(代表野村一良)

終回目IJ のメ仁j ンが，平成 2 i:jニ伎のJ:，~H* ぞ汲ね研究'!Uえそして ;'~I)会役全ぬのレヘ 1[，

i't rtHこ於いて燃えある l'lml総J'11大田'伐をそ ァ、ソプそ l雪!って t 、りました。 IIbl.fnG1Q日4

rt ずることがときまして誠にたち殺に存じま 決減収銘柄!ヱ封!!の指定を受1:1'，やっとヅう

す。 ン 1，品としてf\jl診の評価を交けるよh:1こ

:i'í， U1 1J汀のj. u ンぴ)1足先 I:L IIilfLl381j:Ll'L なったわけ δすのしかし産地のi見1かか J広

三111寺数人の ì'f，l;f;主力{成法関係のNtWで知っ 大(ことら ts つぐ述作{こよ<)的手初、 Ij'L つよ;

たプリンスメロン会試験的に導入、したのが うになり JI~ ほの減少がみられるようにはっ

始まりです。為的は.技術的ながf説得もは でまいりましたっこのため絞殺の処本にら

く保持も受けられサーに試行。錯誤を繰り返し どった t市づくりを始めるため土岐絵IUr U):，む

ながら，はんとかむ窓さんにH伝子己ときる社 則的な災総と uw改H ;'f Jjの iiJV先，千I機釘堆

いメロンがli~ 米 fニlI~fの 1\i.li; iØX (;J:今でも忘れら !胞の導入マ子もり長Í!"J にすすめf当地I或1mの総怒

れません。 告はくすことに!戎功しました。 限干116 2 年

その後， IIllHJ53年にネソト系のアンデス にその燦償金日本:ーといわれた中央~!FN~選

メロン及び1I!l卯56均一!こアムスメじI ンが導入 {djJ誌が完成校則j し， iìH~t地に対して大;廷の

主れ，プリンスメ ω ンにかわってネット系 供給体制lをととのえることが Cきました。

メ u ンが主プJðÈ， lifilこはりました。 絞池山総 混在，メ iコン郎会 t'1480 2'" í乍 i、Jifiiもそ330

~f} も激しくなり，品院のi:;;í ß'L 5:j'. ll，I，化令めざ haで句ありますが，今後 I;J:'{';'L 、後継設が夜

してメロン部会の中 lこ研究部任投泣し若 ん ζ、浪芸誌に取り組めるfなj詩作りと，tê:<f:収入

い後継苦言のι1"カ、ら地区日 J]Iこ俊秀な部会災を の総îLをめざして底地づくりを滋めてゆき

ìlEl.i1~ してもらい，毎年研究テーマを設定し たいと比トコて)おります。

て波宮長改良管及所のlkF与を受けながら研究
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日本農林漁業振興会会長賞受賞

出品財経 営(花き個人経営)

受賞者 田 文勝

(秋岡県男!島市仰木富永字梅の沢100)

関受賞者の略歴

(1) 地域の概要

男鹿市は秋田県の沿岸中央部に位置し南北西を海に阻まれ，東に!\郎潟がある。

男鹿国定公園と全国的に有名な「なまはげj 等の文化財や史跡にとみ，県内でも有

数な観光地である。率で秋田市へは40分，仙台市場へは 5 時間，東関東花井関芸・

第 1 図受賞者の所在地

「\
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地方蹄売市場には11時間，空

路による東京都築地市場へは

4 時間の位置にある。

交通上は袋小路に位置し

観光以外の産業はあまり替わ

ず， 63王手に半島振興法の指定

をうけ，また国家石油備蓄基

地の建設を行うなど地域開発

に取り組んでいる。産業人口

比率は第3次が一位，第2次，第

i 次の11頃である。市の人口は

ここ数年減少の傾向にある。



チj腿市の気象第 2 図

91臨の平年主il誌の推移

T11総詰

汁 メテラ/ー\:\

戸ノ

男鹿市の年平均気揺は9.9
0

C ，

水量は1， 383ml司 8 月の平均気温は23.3
0

Cで

夏季の作物の栽培には適している。

は積雪寒冷で，最高積雪40cm，積雪期

間は 12月下旬から 3 月下旬の90 日間に及

び\周年農業経営の展開には冬季の気象条

件がネックとなっている。

ヰ勾降水鼠の能移
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禁全写真 1

平年日開抵の推移

男鹿市は男鹿半島の大半を占め，急峻な

所が多く，耕地は総面積197.3kníの 16.1% ，

りの平均耕地面積L 17ha, 

全農家の56.4%が 1 ha以下で・ある。 2298戸の農家中，専業は164戸 (7.1%) ，

種兼業485戸 (2 1. 1%)，第 2 樟兼業1649戸 (7 1. 8%) である。経営耕地面積が少な

く，米に偏った生産構造のため，近年農業生産は減少傾向にある。農家 1 戸当り農

業組生産額は189万円，耕地10 a 当 1) 6 万 5 =f円と県内でも下位にある。その中で

は和なしの栽培グループが陸地形成に取り組んでおり，花きと並んで期待される品

目である。農業就業人口の減少，農業後継者不足の中で，露地ギク等の花き栽培‘農

家は後継者も着実に育ち，市農業の重要な鍛興品目として期待されている。

受賞者の略歴

吉田文勝氏(33歳〉は水稲と出稼ぎに依存した兼業農家の次男として生まれたが，

祖父の教育方針のもと，農業高校に進学する。ある Bの実習で，先駆的に積雪寒冷

地でバラ栽培に取り組み卓越した成果をあげている昭和町の大沢一義氏の農業経営

-68-

3170ha, 

(2) 



に践し本人の創意と工夫で高い収入が得られる花き栽培に魅せられた。その時，

「やりようによって農業だけで飯の食える経営が可能ではないかJ と思い，花き専

業農家としての未来像を持つようになる。 昭和50年 4 月から l 年間「先進地農家留

学研嬉 J if，IJ度で，愛知県知多半島の切花ギクの農家で住みこみ研修に励んだ。栽培

ならびに経営技術とともに，先進地の人々の花作りにかける気迫と経営者感覚に感

銘し花き栽培に人生を賭ける自立農家を自指す決意を回めた。

当時地域内に花き栽培者はなく，施設の導入は多額の投資がともない，家族，親

11主からの強い反対と，期間から「かまどきや LJ と湾られ，涙をこらえながらも説

得に当札家族組成の同意を得ることが出来た。

以後 1 ~2 年は失敗の連続であり，世間の冷たい視線、の中，ある時は特産のハタ

ノ、タの販売をしてまで資金を確保し前進して米た。部軍奮闘の中で，栽培技術以

外の流通!この問題として自己のキクを市場に印象づけるため，出荷ダンボールに f文

ちゃん関芸j を印刷して出荷した。また量の確保と技術向 kを目指し，自己の技術

の公開と積雪寒冷地に全国の市場に花を送り出す産地形成の希望に賛関した 11名の

{中間でお互いに品質を均ーとして共同出荷を行うようにした。その結果昨年は県内

で始めて1. 4haの集団転作が誕生し今年は1. 9haまで拡大ができた。

花き導入後，冬季の労九施設の有効利用からタラの芽，食用ギクなどを導入し，

縦実に農業所得を向上させている。出荷は男鹿農協花き部会とし「なまはげ印の

キク J として，秋田市場，南関東国芸市場に出荷している。

第 3 函経営地の佼霞・配霞

巴宝玉D
E翌二司

1 .7.~"1l -1:t!-('-~ 戸誌な1

巨軍当11
\ごみ\

自宅は寒風山の南麓，集団転作地は叢で10分以内にある。窮地に陥れば陥るほど，

それから這上がろうとする努力と，両親の暖かいパックアップにより，仲間との切
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確琢磨と，仲間をひきつける技術と人間のおおらかさによって現在の本人と，小さ

いながらも i つの生産集団があると見られる。

盤受賞者の経営概況

吉田文勝氏の家族と農業従事者を第 l 表に，昭和51'$以降の経営規慌の推移を

第 1 表家族と農業従事者(本人も含む)

農業
従事者

家

族

}淫 L笠
用川話時 j窪い

第 2 表経営規伎のJ断書

以守 71く回面積(a) 抱設面積(II{) 路地面積(a) 摘 要

50 223 。 。 花き部門開始

51 193 660 0.3 51年胞設は転作30a

52 153 1,683 16.5 52年 ノ/ 41乱;こ

53 153 2,640 40.0 

54 153 2,640 40.0 

55 153 2,640 40.0 

56 153 2,640 40.0 

57 153 2,640 40.0 塩害受ける

58 153 3,156 40.0 「タラの芽J ふかし栽培開始

59 153 3,156 40.0 

60 153 3,156 40.0 転作地での栽培開始、

61 153 .3, 156 40.0 

62 233 3,156 40.0 

63 233 3,156 50.0 匝地での栽培開始

元年 233 3,156 70.0 食用ギク導入

2 233 3,156 110.0 ライラック導入

ハ
U

円t
e



主25作物表を第 3 表に示した。lI[jf[J 51年農業改良資金を， 52年に総合施

投資金を出り，フアイロン温室495111，ガラス混室 14851112を建て，水稲十切花ギク

の陵合経営を開始した。 1 ， 2 年は十分な成績が得られなかったが，技術習得に没

践し経営がうまく行く様になった 7 年自にかんがい用の井戸水に海水が混入し，

より目 jf:の所得も確保できず，経常はきびしい局面になり，完全に回復する

itï~ 2 

まで1交も安心して床に入れぬ状態が生じた。除塙のための瀧水，土壌交換，暗渠揖

自1]，新たなÎ]<i似の篠保と対策を講じて経営危機を乗り越えた。施設の長期間の手IJm

とパート!活用告の周年雇用の吊望から，冬期農業確立ーによる周年農業の実現を計画

し市場動向の調斑結果から，積雪寒冷地で冬期寡!1臼状態の下で，補助暖房程度で

栽培ー可能な品目として， r タラの芽j のふかし栽Jきを導入した。更に平成元年から

は「食用ギク j の促成を導入した。これにより冬期農業の確立が軌道に乗った。

主嬰作物の栽培体系は第 4 認!のとおりである。また農業所得は粗収益2105万円，

経常予(11 47万円't長引所得 958万円をあげている。各部門別の内容については第 4

表に，また作物別月号IJ労働時間を第 5 表に示した。また主要農具及び施設装置は

各部門別経営内容第 4 表
ノ口

{守

2,296 ,466 
26 ,000 

2,802 ,579 

4,186 ,486 
270 ,450 

L堕L盟1

所

3 ,415 ,724 

6,190 ,896 

1,870 ,881 

!lÆ1.え501

経営費組 I1文益

4,167 ,347 
26 ,000 

6 ,218 ,303 

10 ,377 ,382 
270 ,450 

21占盟~

'SEepa 

ウt

作 物(水稲)
資 産(鶏卵)
野菜(タラノメ÷食用菊

+自給熊野菜)
花 き(切花ギク)
転作奨励金

百十



第 4 図 施設の利用と栽培体系
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第 5 表作 1::1日IJJJ 別労働H寺問 "j1.(伝・lI !j ll'rJ

第 8 表主要51iFZおよびM1í設袋店:
L王子主ごにrーっ …ー

~[， 

第 6 表に示した。

施設は切花ギクの前作にタラの芽色後作に食用ギクを入れ，水稲脊萌用ノ、ウス

はキク栽培又はタラの芽の穂木罷場等に利用している。

昭和田年に1. 4haの集団転作に切花ギクで行うことができ，キクの連作障害の回

避と生産者が共同して開じ条件での栽培が可能となり，平成 2 年はL 9haが借りら

れ，その内の70 a を栽培することとなった。数年後は新しく集団転作田の借用も可

能とのことである。

周年生産体系の確立としては，冬季のタラの芽に加え，平成 3 年春からライラッ

クの自然開花および半促成を行い冬~春への雇用労働の平均化をはかる予定で，現

円
。

マ
t



在苗の導入に入っている。

関受賞財の特色

(1) 水田単作で白花き無毛の地に花きを主体とした専業提営の確立。

冬季 3 ヵ月の積雪のある寒冷地で，花きで専」業農家になるという強い決意のもと

に， 18才からは年開，多くの技術的，経営的な問題を独自の創意工夫と強い意思と，

自環を向じくする同志の育成によって，自分も又仲間も切花ギク専業農家を育成し

自己もおおむね1000万円の農業所得を確保している。

(2) 収量，品質向上のための工夫

ア土地改良

主力作物ωキクが滞水に極めて弱いこと，逆に使用出来る闘場は水田転作による

ものであることから，栽培臨場には全て暗きょを施し，排水対策に万全を期してい

る。転作自の属国には防風ネットを装備し台風などの気象災害に備えている。

イ 土壌改良， (稲わら堆肥の多用(毎年 3 ~ 6 t), 45cmの深耕による土壌の物

理性の保持)

連作i濠害に対しては薬剤による土壌消毒を行い，雑草防除効果による省力効果も

得られている。濯水尾井戸への海水の侵入には，大量/甚水による塩分の除去と堆肥

の多投により克服している。

ウ 新品種の導入と更新

切花ギクの主力は‘天寿' ‘名門'の一輪ギク及び二輪ギクである。品種の劣化

には，親株の選抜に常に細心の注意をはらっている。またウィルスフリーの苗も購

入を行っている。また新品種を種苗業者，先進地より導入し適性を検討した後，

花き部員に普及している。

エ施杷改善

農業改良普及所と連携して現地施肥試験を行い，適正肥料を選定して使用してい

る。

オ栽培方法の改良

植え付け間隔及び仕立て本数の改善:研修時の愛知県では 1 ヲIJ 4 条植えlO a 当り

45， 000~50， 000本の収穫体系であった。しかし水回転作であること，下位等級品の
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割合が高くなることから，地域に過した槌付体系として現在では 2 条植え， 10 乱当

り 20 ， 000本前後のj収益ーに抑え，仕立て本数の少ない裁培法により上位等級90 00以上，

口ス花を極端に少なくすることで経営の安定を達成している。

露地雨よけ栽培及びシェード栽培の導入拡大 企i詩的なとLó i:'Uf!.のjfi加に伴い，品

質向上が産地f広大の嬰のため，夏場のキクに雨よけ用のビニールハウスの導入と，

秋ギクのシェード栽培による 8 月の読出しを行うなど\高品質の切花を誌裂の多い

時期にあわせて出持する械にしている。

カ 病害虫l削除の工夫

病害とくに自サビ、病との ìj攻いがあり，

薬剤散布回数か多くなる傾向にある。人

の健康への影響と省力化をかね，地に先

駆けて無人用の Iコポットを導入し農薬

の人体への飛散を大幅に軽減させた。ま

た定植前の菜葉の来液浸漬， コの字型の

噴孔取り付け器呉の改良により，自サビ

病の確実な防除を達成した。 写真 2 jn~人間ロボッ卜

i坊1\余衣についても，夏場でも蒸れない素材で加工するなどの工夫をしている。

キ 計画的輪作の実施

キク栽培‘では迎行r障害のiリJJJ:が援要で、ある。転作と組合せた水ElIの1有効利用を考

え，栽培最適地を 3 年間の Iゴーテーションで措りることを討贈し夜， frlJ間ととも

に地主を何回となく訪ね，説得し平成元年度，借入地での転作菊のi現地化に成功

した。これにより新鮮な土壌での栽培が可能となった。

(3) 省力化のための工夫とその効果

ア土地基盤整備

側別転作でtは水管理に問題が生ずるため，地主と交渉して1. 4haの連組地での出

i由化を行っている。

イ 農機具の改良または導入

花き栽培での規模拡大のネックになる収穫出荷作業労力の省力化をはかるため，

下葉取り機，選花機，結束機を導入し栽培面積の拡大と強度の労働力集中を解決
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写真 3 結束作業 写真 4 選lË作業

している。

稲作についても，耕起，代かき， [T]植え，メIJlf;Zり，乾燥等の基幹作業は全て機械

化一立体系としオペレ…ターは本人，その他の栽出管照は全て父親夫妻が行う位

代間分担を行っている。

前述の薬剤散布用の無人ロボットの導入は， 10 a 1 時間以上の防除時間を 2 分の

1YJ、下の30分程度に短縮され，また向!日jに{告の作業でも併用出来る様になった。

(4) 合理的かつ安定した経営のための創意工夫

ア 経営規模拡大への子顕

始めにブアイロンハウス，ガラス調室を建設し，これを核にしてパイプハウス等

の施設を計倒的に拡大し順次露地での生産を増加した。また促成ギクート抑制ギク，

冬季タラの芽の促成栽培の導入により，食用ギクの栽培と施設利用延べ面積の拡大

を悶ることができた。平成 3 年で施設費の償還は終了するため，合理的で安定した

経営が今後は期待される。

イ 土地利用高度化の工夫

より利用出来ない期聞が長いため，土地利用に制限があり，年間 l 回利用が

ほとんどであるが，補劫暖房の導入により，タラの芽，これからのライラックなど，施

設と露地との連係利用により，栽培作物の増加と土地利用の高度化が可能となった。

ウ 計画的労働配分

キク栽培での労働集中時の雇用労働力の確保には，年間の雇用が必要条件となっ

てきた。このため， 1 丹から 3 月にかけて「タラの芽J ， 1 ~ 2 月の食用ギクを導

入することとなった。その結果は年間就労を実現し計画的な労働力配分を可能に
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した。

エ労働能率の向 i二

菊の脇芽かき，下葉かきなどの作業は中11授からしゃがんだ姿勢で行うため，作業

の中心となる婦人労働において俄rHへの影響が心配された。この点は普及所の生活

改器指導員の指導により，発j包スチロール製の作業し吋ーの考案，導入により改善さ

れ腰痛の緩和と作業の能率の向上へとつながっている。

写真 5 発泡スチロール製の作業いす

オ 換金作物の導入と販売の合理化

単位面積当りの生産性としては， {告の

作物に比して花き栽培は有利であり，水

田転作作物としては，キクが最も適して 写真 6 いすによる脇芽かき

いると考え，仲間への普及による産地化を推進しいてる。農閑期の現金収入として，

北海道の栽培地と提携して促成用の穂水を年間契約で計画的に導入し経営の拡大

を図っている。タラの芽は秋悶空港から航空間によるフライト農業を行っている。

切花ギクは花き市場の大型化にともない，定期定量出荷が求められるため，的に先

駆け，花き部会内の品種の統一，出荷市場の特定化による集中的な出時を行い，定

期的に集って目ぞろえを行った後各自個選を行ない，品質の揃った出荷による有利

な販売を実現している。

カ 記帳とその利用~作業臼誌

経営簿記の記帳を行っている。これらにより経営費，労力配分の合理化などの検

討を可能にしている。パソコンは県でのモデルの作成後に導入したいと考えている。
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(5) 経営改善の近隣への普及

ア 1ft 主民家と菊つ、くり，民業専業へ

産地としての評価は一定の品恒のものを一定量， fi'{C)ミ lこ :IJ荷することが必要であ

る。 切1ほJ-i l容し技術をIUJJ二しあえる (II]聞を， u附l立出2討川{汗州干利和LI応58がt一J村|

クグv ル一フプ")川11与計{代\:(にこ::J知、σ日り合つた1兼長;業f主jj践良家 3 名を見学にさそい，以後 3 人の税に説得し

合意を月てキク作りを開始し うち 2 人は会社勤務をやめ，農業専従となった。

イ A~JI.;g1E き部会の創設と運営

昭和59 í[êに lìíT述の 3 名を中心に花き部会を設立，現f正会員も 10名，栽培面積も露

地278 乱，施設733 となった。部会のj道官には，栽培宇ti:血の取り決め事項に違反し

た会員の l'l'j は l{fj]l易から引き抜き撤去するなど他に見られぬ厳しさと研修や反省会，

会議の!Jif次は販売額IIIfiなと，根底に企業的論閣をほえて運常をしている。また，市

場との野球の定期iì投，夫婦合同の先進地研修を行っている。

ウ 転作出の団地化の推進

技術の平準化，技術競争，栽培菅原の徹底をねらいに，地権者のI虫解をえて 1t

きの転í'r:IUの問地化を推進している。

ヱ 地域の 1:j:1でのす引、花き生産指導者

昭和58"1二から秋田県青年出業士， 63年から農業経営li!Jtf~士として評価されるとと

もに，農協花き部会会長，秋田県花き生産者連絡協議会(会員約400名)の会計，

{ff IJ会長として栽培指導はもとより，地域活!fUJ ， BW出育成，生産者の組織化に i直進し

ている。

翻今後の課題と展望

日本の花き生産及び需要はさらに増加をたどると考えられる。 ただしすでに東

南アジア，ヨーロッパのみならず南米からも切花が輸入されるルートが出来る時代

である。今後は現在以上の品質向上と省力化をはかること，経営規模の拡大化が必

須条件となり，これには単なる栽培技術者でなく，企業的経営感覚をもって取くむ

必要がある。

現在，吉田氏の経営は寒冷地横震での経営で，悪条件を有効に利用されていると

考えられる。あたえられた自然の環境を，人為的な施設との紐合わせで有利に利用

0
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Il\~とるかは本人の工夫による。 mUIJ労}]も nl\市近郊に比べれば安定して!i'(ti保出ょ!とる

と考える。

また， JJUEの組生肢を3000)] 円を!とi仰に r， iJ上させると考えている。その心を忘れ

ずに，部会の ('IIIHJ と協力し合って努力していけば今以上に，品質の援れた花の~t践

と j~~ [1 の販売ìì攻略により高度な経営の俗、1が可能と考えられる。

氏の {Iご 1mを通じての計ITní(Jf~な労働力配分，省力化と農作業労働改善対策の実施，

地域農業 1) ーダ…としての役割という前傾的経営をさらに展開させ，キク栽培を地

域の特産物として根づかせていくことは，今後ますます期待されている。
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髄謹欝題関

発展途上人さらなる向上

吉田文勝

この度，発反途仁人である私が， B本農 を利用した集団栽培，降雪期の余剰!労力で

林漁業m興会会長貨の栄誉lこ J谷し感激と のÙJ*生産などによる経営の安定と合理化

共(こ Ef任の大き怠を痛感します。 に努めて参りました。

花、は，昭和51尽力、ら稲私作地帯とある この受授を機にこれから益セ激化してい

秋田県で. ti日プラス花舟栽培という惚合経 くであろう産地!由競争lこ対応し得る佼術立を

営を目指して以来関係機関の綬助のもと， びに経営を目指すと共に微力ではあります

jJi協花舟郎会のfcI1 l間!と共に良質切り花生産 が，地域農業の発展に一層精進して参りた

に主阪を設いた技術の修得に.%-}め，転作田 いと思います。
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出品財経 営(肉用牛肥育経営)

受賞者明見孝一郎

(鈴川県綾歌郡飯山 Iß}東坂元142 1)

受賞者の略歴

(1) 地域の概要

明見氏が経営を営んでいる飯山町は，香川県のほぼ中央に位置し高松市から西

方へ約20km，瀬戸大橋のある坂出市から南へ約 6 kmの距離にあり， ffiJの中部及び甫

部はほとんど平沼地である。

第 1 図受賞者の所街地

ムィ

d\ヘノザ待。
に A糸 '-ρ 〉、
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阪Iの忠告i凶H!t~ま， 20.03kn1で，うち出丹] J山は(H4ha， LLlf*lffiTF577ha, 住宅j由2，j ，lha ，

その他となっている。

昭和40年頃より、坂出子11に番の州工業地，iZ-の rm発が進められており，当IIlrはその

ベットタウンとして住宅化が進み，人口が:~J. l!t~l している。

交通機関は，鉄道として JR坂出駅を利用している。 道路は， lliJ.í遺4;38号線，県

道府中・普通寺線がIIlJの中心部を東問・南北にjとり，話ヒ交illíの要所となっている。

最近は，瀬戸大矯の調通さらに四図横断高速道十年の整備により，大変便利になって

いる。

気候は，典型的な瀬戸内型気候であり， ì品i援でIIll天日放が多く，年間平均気ìIjU5.7

oc , 日照時間は長く，年間降水量は1， 039. 5mlll と少ない。このため， おくは賠ìl!! . 

1:lJ水を水ìJ}j[としていたが，現在では香川lfJ水業により， 1 日付11 は安定した水干IJ状態

となっている。

当町の農業生産は，第 i 表，第 2 表のとおり木稲，治拡野菜，果実，花きなど

であり，畜産のうち，生産額の第 l 位は， t'f llま，第 2 {点は 1;ミJI日午，第 J1 位は採011鶏，

第4{立乳牛なととなっている。

第 1 表地域の上{立 5 炭産物j Ují.í,i.:ha. t. f'I'J) 
一一一1 一一一一…… つ一一

来

第 2 表地域の上位 5 i'i;.;i&4ttJ u引立:戸.頭.将.T 円)

項目 nま

自ヰ養戸数 21 

頭 ~~ 委k 6,594 

混生産額 438 ,000 

(2) 受賞者の略歴

明見誌は，昭和35年香川県立飯山高等学校農業科を卒業すると，すぐ神奈川県平

塚市にあった農林省揺芸試験場養成研修科に入り， 2 年間閤芸の勉強をし終了後
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飯L1J lßJ寂元農業協同組合(途中農協合併により飯南農業協悶組合となった)に間芸

担当営農指導員として勤務した。

昭和52年，父の病気のため， 15年間勤めた農協を退職し肉用牛と園芸等の専業

農家として再出発した。しかし肉用牛施設の葉備に予想以上の資金がかかったこ

とから， 53年11丹から仮出市中讃農業共済組合に 5 年間勤務し兼業農家となった。

この間に借入金の返還及び自己資本の蓄積もでき，肉用牛経営に自信を得たので，

その後肉用牛を主体とした経営を行っている。

i会j用牛を餌養するようになって，何度となく家族との話合い，農協・畜産会等の

指導を得ながら，幾多の苦難を乗り越え，現在では第 3 表のとおりになった。

i問見氏は仮出子!1中讃農業共済組合を退職すると同時に，飯南農業協同組合管内の

肉用牛飼養農家を始め農協に働きかけ，銀南農協肉牛部会を設立し部会長に就任，

肉用牛飼養農家のリーダーとして活躍してきた。

また，平成元年には，近隣部落等の方々から懇請され，町議会議員に当選し現

在は飯111 日IJの発展にも貢献している。

j夕、上のように，多くの困難を乗り越え，自己の経営を素晴らしいものとするとと

もに， {也の j勾用牛農家にも自己の技術等を積極的に伝えるなど，人柄とともに地域

住民からの信望も厚い。

関受賞者の経営概況

(1) 経営の推移

明見氏は，農協の園芸担当指導員として15年間勤務していたが，父の病気のため

退職し専業農家となった。

当時は，果樹(もも，ぶどう，みかん)を主体に一部水稲栽培安行っていたが，

作業に片寄りがあり，労働面に無理があることから，年聞を通じて均衡の取れた作
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写真 1 明見氏の家族

自がないかと模索し農協，普及所，音産会に相談した。そこで，内用牛のIJ巴脊が

あること，そのための抱設の整備には補助事業で:肉吊牛生産合即化事業を利用でき

ることを教えられた。肉用牛の肥育なら年間の作業体系も均衡が取れ， しかも県出

の土{乍りにも最良であると考え，直ちに取り級んだ。

しかし i仮設の建設やもと牛の導入に予想以上の資金がかかり，借入金も総額で

2, 000万円となり，その年間讃還額(元利合言 1-) は500万円となった。

肉用牛経営の初体験の明見氏にとって， このことは大きな不安であった。そこで

家族とも連日話合いを行うとともに，農協，畜産会の手厚い指導を受け， I勾用牛経

営を継続する自信を得た。しかし資金の返済を考え，一時的に兼業農家になる決

心し，共済組合に勤務することとした。

その間，生活費は，共済組合の給料によりまかない，内用牛の利益は，総て肉用

牛経営資金に廻し，経営改善に努め，わずか 5 年間で当初の借入金を償還し資金

の蓄積も出来た。

現在の資金の借入状況は第 4 表のとおりである。

第 4 表資金借入状況 ( f J1. 1占: I'J) 

{入北田 {品目 入 条 {牛 当 期
資金名 借入金額 借入残高

年 J居註期間 償還期間 通常利率 元幸IJ償還額 支払利息

畜産振興資金 7,980 ,000 60.3 3 年 7 年 。 1,140 ,000 。 6,840 ,000 

農業改良資金 3,578,000 63.8 2 年 5 土下 。 。 。 3,578 ,000 

また，中央畜産会主催の全国優良畜産経営技術発表会に出席し優良発表事僻よ
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り経営. j"lIjj'f~$を宇:び，

これらを 19 己の経営に生

かしていった。さらにグ
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L 市Iì助事業(未干IJ出資源
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に， Jωi!X ~0付近家と述。s

を!玄!り堆Jl巴を供給し，見

j[Sりに稲ワラを貰うこと
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ほ!ることとし帝舎の増設を無利子の畜

第 2 図 務会， Hlir; b仮設の臨む3ほ!
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(2) 経営の概況

ア I問見氏の家族は，夫婦と 3 人の娘

の計 5 人である。労働力は，主として夫

婦 2 人であるが，三姉妹のうち長友が勤 写葵 2 牛舎全完全

めのかたわら時々肉用牛経営を手伝っている。(第 6 表)

イ 経営土地の概況は，第 5 表のとおりで，明見氏が農業を開始したときは160

a であったが， 59年より 15 a を借地し現在は175 a で営農している。このうち40

a には，飼料{乍物を作付けしている。

EìJ.ì長g.11資金を活用して建設し現在では

785nrの藷舎と 447m'の付属施設を設置し

ウ
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第 5 表肉用牛経営

年 まな作目構成
頭数

労働力 経営地の移TI動3並ヰ 主たる経営内容と
次 基幹作目

肥脊牛 特 5日 事 項
肉用種乳用極1由 面積(借地) 利用面様

llSî 人 a a 前2璽宮主化事業(半53 間構与ml隠士也 40 1 160 20 

54 肥育牛，樹園地 50 I! 160 20 

55 I! I! 50 I! 160 20 

56 I! I! 10 50 ノ/ 160 20 堆肥舎建設250rrl

57 I! I! 10 65 I! 160 20 機械格納庫120rrl (共同機械)

58 /ノ I! 15 65 2 160 20 5穏!霊ワラ園サ建イ妻レ都ージ慎を重開字~きす診る
59 I! I! 15 65 I! 175 (15a) 40 

60 I! I! 35 100 I! 175 (15) 40 畜舎建設410nl(畜産振興資金)

61 !I I! 30 105 I! 175 (15) 40 伺料タンク 2~喜設置

62 !I !I 28 107 I! 175 (15) 40 

63 !I !I 32 103 I! 175 (15) 40 畜産振興資金{昔受者診断

、VI& I! !I 31 83 !I 175 (15) 40 総合診断指導受診
Jじ

第 6 表 家族・労働力(作業の分m. 経験王手数)の熔成

経営主に対柄
する続

年令 農業従事日数
うち畜底部門

作業の分担 経験年数

本 人 48才 260 日 200 日 畜産， 身ミ樹 12年

委 48 300 250 !I I! 12 

長 女 24 60 /ノ Fノ 4 

次 女 22 

�:. 20 

620 450 

ウ 畜舎・施設及び、機械機具は，第 7 表・第 8 表のとおりで，斎舎は 2 棟であり，

l 棟は鉄骨スレート葺もう l 棟は木造スレート葺である。 土佐肥舎は切り替えしを容

易にすること，また十分発酵させて出荷できるよう余裕を持っている。さらに，毎

Bの銅料給与時聞を少なくするため，十分な飼料タンクを設置している。

機械機具は，高価で毎日使用するものでないものについて. 3 戸で共同購入，共

同使用としている。

エ 家畜の銅養状況は，肉用牛経営を開始した53年から55年までは，乳用種去勢

牛のみであったが、 56年より一部黒毛和種を導入し. 63年より交雑種の肥育もとり

いれた。

オ 農業収入の構成及び生産規模は，第 9 表のとおりで，現在は果樹を50 a と少
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第 7 表 首討会・ 1仮設の概要

f長 J�'� I j 待iさ付 11

:37511i 853.'1 

,1] 0 111 860.:� 

JiF J!k 'VJ' スレ 77111 853.4 

t2 ぬ !t Hí 納ドÎl 120111 85:3.4 
}住 fIぽ -;?r /1 250m' 85G.8 
が;jH タンケザ〉 出チhリ, :-l ll~ 853.4 

11 (② 1Jま 85G.I0 
11 (玄} 21ま 8GO.3 

11 

Îi!~ 8 表 ぬ UiiLえ・司王 iílìj の汐i 1"ぜ

!/長刀'_1 )1ヨ式IìUJ t!{ iit 河川1Jfド JJ JfXi号制li 焔( I工J) ﾚrﾎi 考

56. 9 2t 700 ,000 
ンョヘル TCl'vI 5:33 i か 5:�. ,] 1 ， 6']刷。 11~1需品行部針作
トラック 1t'T 1) カ 11:l-F� 57.10 I 

卜うクター ンノ、ウラ SP3D43 lI:�� 57.10 

へーへーラ スター lI:lfJ 57.10 

へーメ カ スタ l/:lf� 57.10 

取fI巴 111 {fj!II W.]χ8<lB ]1 :3合 57.10 

約Jjd' ンゾ l 台 53. 4 150 ,000 
r\è fHl 取 l 会 53. 4 ぬ，000

カッター l 合 53. 4 72 ,000 
はメiJ機 1 長? 53. 8 42 ,000 
モアー 1 f:コヘ 57. ;-l ,]50 ,000 
ダンプカー l 会 63. 8 3,578 ,000 I 制定振興資金
iJ'i!J 1I1!¥ 1 合 平1. 3

写真 3 土佐Ij巴舎とショベル 写真 4 共同利用の農機呉(へーベラー)
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なくし肥脊牛主体で出荷頭数が114頭と肉用牛経営が主体となっている。従って，

農業所得も2 1， 084千円余りで，肉f干JL:j二所得の割合が98.6%とほとんどが肉m牛から

である。

50a 

関受賞財の特色

(]) 経営の特色

明見氏が肉用牛経営を開始した当初は，農協の預託牛として乳用語去勢牛40頭の

飼養であった。持古Îjの研究努力により数年で乳用樋の11巴育校術を確立した。 56年よ

り牛肉輸入自白化を見越しその対応として上質肉の生産を目指し黒毛和種の肥

育も一部取り入れ，技術の確立を図った。また，最近のもと牛価格の高騰から交矧二

種の肥育を行うなど，時々の状況に応じた経営対応を行っている。

この間，記録，記11援を励行し常に自己の経営を分析しその結果を経営改善・

向上に反映させてきた。特にコストの低減と最適出荷(適正規格の把慢)への意識

的な取組みが収益性を高める上で大きな要素となっている。

また、畜産の特費として，比較的初年度投資が大きいことを重視し資金管理を

明確に行い，投資も補助事業及び無利子もしくは低利資金の活用によることとした。

畜舎・施設，機械，もと牛等の整備に，それらの制度を上手に活用し過剰な投資

を避けながら階段的に規模拡大を行った。

この結果，平成元年には年間所得2， 000万円余，所得率26.7%，出荷肥育牛 1 頭

当たり所得(肉専用種・乳用種込み) 18.2万円と高収益の肉用牛経営を硲立し，自

己資本比率82. 6%という非常に安全性の高い経営を実践している。

(2) 肉用牛肥育技術の確立

経営の記録・記帳と同時に牛個体J:lIJに精密な記録を行い，その結果をもと牛の導

入や肥育管理技術に活かすという，まさに現場検定的な検討を行っている。

90-



それらの検討に基づき， rJ~J.i、ll !TJ極について， もと '1

{体本型， 白質についてi切Y百i7志怠2丘:し i出H川;日川j\向;可;t (作ìl例沖Ij中巾iド約粁iけ呼巾r戸一τ1τヲ3勺"虫5山i司市i行jJ:均詰) は， 校内販売として校内の状況を

臼分でfi{Ji認しそのt古来を次巨!のもと午導入や剣持弘・JI日の改善に反映させるように

している。

乳!日極については， 11m育・ 7甲道管HUに位点をi泣き， /)~J JlJ 極!日i掠伎 /j~JI!I~売による /)'J

質研究を欠かさず， IUj~Í Ij:の変質 /lJLI二及びfii;J 主主管Jli!の改 If~ に努めている。

(3) 館料の給与

品種，発育ステージ日IJに給 11 体系を1'11/分しているü I却、早川崎の場合は， I~J 京filli??

飼料を給与しているが，自家配合はWJ 月 IJ に配合:，ljIJ(!;-を変えている。将人~]]力 JJ 時

までは，良質乾主主を主体にし，それに -Jij!kフスマ，正ぺンえ大託、1'1']などを配命し

たものを給与。 12~18 ヵ月給， ]()~24 ヵ月帥とそれぞれの発宵期に適したように研

究したtì~J料を給与ーしている。

乳m極は，肥育rìíJ1UJに良質相飼料を不

断給制しそれに配合院科を給与。肥背

後期jから仕上げにかけて，配合制不|と約

50%の任ぺン変を給与している。

明見氏の飼料授と，中[7.L]問地方の一般

的な農家の飼料誌を比較してみると，年

I
i
 

淵
附

たり 26， 300円余も低減されてい 写真 5 品~t 発育ステージ5JiJに
t~ 家配合倒ff会給与

る。

鰐料の配合，給与方法は時々変え，その結果を校内の{.:I:上がりと比較検討し ~ìtt"

に最良な配合飼料を作成することに努力している。

良質組飼料の確保は，乾者支の一部を購入しているほかは，すべて自給飼料である。

栽培している銅料作物は，スーダングラス，イタリアンライグラスで，温暖な気候

のため多田刈りしている。また，自家肢の稲ワラの{也に，町内耕種農家と堆肥と交

換して確保している。なお， 58年より稲ワラのサイレージ化に取り組んでおり，稲

ワラをサイレージ化すると晴好性が高まり採食最も多くなり，鼓張症の発生がなく

なった。

このように，畠家配合技術を取り入れ，飼料費の節減を留りながら，肥育牛に対

nu 



する効県も i街iE し，常に良質な牛肉の生践に努)]している。

(4) その他の管理

全長11の 11 今に lfiYl{を装請しむj， 11 fl�;1 i本ごとにf1，iJi"l の保食状態やさ長!fVド与を紺|かく観察

し病気等異常の早期発見に努めるなど，ーJU次率の {l~械を凶っている。

また，牛に士、jするストレスを防止するため，合内のi邸主\J奨気は 1=I !f!fJ化を iえ|り，

!ぷの乾t長，密飼いの防止， 11及 I (néT虫対策に|分r\êJむしている。

(5) 肥育技術向上の成果

ilêlll長・記録を基にし常に研究を行った結果， I勾m午経営の実結及びjti 位は 1 fhv1:f 

第10表 |ムIJT111' 経営実純のj(l' f多 (J犯行経営)

?í~ 1 

IJiI 15(;'1 9 Jl 

HI 労働力尽

( 9.司)

(fj主)

fPI 
( 1"1) 

0.972 

1l.lIH 

5,:30Ci, 714 

82 ,300 

。

1.281 

0 

:11.9 

82.0 
。

ι10 

95 

ら1. 5

0 

20 

0 

41 

20 ,78.1 ,283 
182.178 

25.1 2G.7 

4Ci 2 両日lJ13[
1.111 0.5'161 1.:321 

3.1 3.11 1.2 

販売肥ß:f LI二 1 匀Ii1 fJ 当たり増体重 1 (kg) 

JJ~I 対常 11寺 17fi 数 ájf ，1夜半 I (% ') 

生 I I 肥育/:j: 1 顕当たり販売側格 I ( f1]� 

肉 '1二生体 1 kg ~たり販売価絡 I( ドJ)

校内 1 1沼当たり販売価格 I( 内)

出 I J犯管 4二 1 政当たり出向 11寺生体重 I( 均)
剤もと牛 1 l1.1iうたり導入価格 I( 円)

!もと小生体 1 kg 当たり導入総格 I( 内)

出[導入時平均もと牛体重
引I1 J肥育牛 l 頭当たり飼料生産J

借入地依存率 1(%)
州飼料 TDN 自給率 1 (%) 

安|総借入金残;高(期米時) I C 内)
全!日巴育牛 1 頭当たり{詩人金残高(期末時) 1 (内)

性 i 肥育牛 1 頭当たり年間借入金償還負担額 Ic 円)

92-

4り9.2Gl

759 

1.:331 

G58 

112.536 

144.39 

0.31 
。

779 

977 ,0:101 581 ,3HI 563 ,708 
1.534 1 m 1 809 

2.5561 t.:3931 1.419 

637 1 73引 697

463 ,8341 189,7471 19<1 ,623 

1,7841 1，1附 1 ， 132

260.01 160.01 172.0 

0.35 

12 ,089 ,CilO 
187 ,435 

46 ,837 

11 ,558 ,000 
100,9,13 

10 ,009 
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第1H受 [;，])干j!1二部門のJE! {I在

ぽ 分 t話 [i:ヨ il� 2 II�1 

8主1主グト l折 }現 1m 56!'ド9月 ~57{1ミ8よj 例年1 }j ~元年12Jl

。 。

20 ,469 ,7:34 7G ,876 ,306 
647 ,000 699 ,300 

。 。

53.824 . ~153 

0 

4G ,550 ,007 
0 

区 分 百員会党
主導入 W::脊 i'�.ft 
体重量 日数

il.i'� kg 日

肉主草去勢 23 260 690 637 377 513 ,196 0.546 744 382.2 2,556 

乳周去勢 24 160 433 732 572 391 ,567 1.321 904 417.2 1,393 

手し府雌 71 172 511 697 525 369 ,085 1.027 722 397.3 1,419 

第12表 !犯符成総(-'jZ成元主f:出向成綴)

η
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会の経営診断によると 6 年間で相当な i白l上ーを示し第 10 ， ] 1 表に示すとおりとなっ

fこO

Il巴 tî成結は，第 12表及びJ~)下のとおりである。

格付け結果 |夫JiNF!J樟. A --4 85'¥; 

(I3 MS7 以上)

手L m ,fífi • 13 :3 70% 

iléi主原!rllî • 1夫JW I!J，fí日佐{本 1 kg l, 1121 可(内もと /1 二代728ft]) 

校i勾 1 k目、''j t.こり1， 854 円

乳J1J f:長λ1::{本 1 kg5211TJ (IJ~ もと牛代27 fll!])

校 IJ~J 1 t.こり 9]1111J

ij:11iJ ] IjJj~'，!たりの所i号 182, I17WJ 

n、 i二のように非常に良い成結をネげている。

関受賞財の普及性と今後の発展方向

''1'- 1夫!の輸入自 111 化が平成 3 年度からnわれることになり， IJ~J)jjL l ‘の生産も国際化

時代に入ることになった。しかし平成 2 年夏以I~年わが1=H1の牛肉在fI[Xは ií'iî J}, Df!，で'jf主

移しているにもかかわらず， i� 'llt有価格は下がらず，また子牛価格も高原状態にあ

るといえよう。

このことは，国産牛肉と輸入牛肉との差別化がなされているとしか考えられな L 、。

子牛価格については，子牛IJ:.f1Î2 jjJ'j故が少ないことも当然、!?五響していると考えられる。

現状は，このような状況にあるとは言え，今後とも現状のとおり推移するものと

考えることは危険であろう。

そのため，わが国の内用牛生産は，今後益々生産の合理化をiま!り，経営を安定さ

せ，消費者のニーズに沿った良質・安全で安価な牛肉を生産しなければならな L 、。

明見氏は，もと牛の選定から，飼料の給与等管理全般にわたり周到な注意を払い，

常に牛を最良な状態で肥育し，低コストで，良質な牛肉を生産している。また，県

が進めている銘柄牛(讃岐牛)の造成にも農協肉用牛肥育部会の部会員と共に積極

的に協力し大きな貢献をしている。

農協肉潟牛肥育部会員として，毎月研修会を開催し記録・記帳のデータをもと

必
性
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に内問向上のためのlfIl~fê及び幌延伝子JH支ピの(化社会をn い， このなかで経営全般

にわたる技術を示し地域の内)IJLI'.I:1・誌のレベル・アップに役立なと\ 1) ーダ一的

存在としてl;r; ~jÍI している。

今後は，経営規慨を)j己育'1: 150~200Iin限度まで拡大する計!悦である o そのうち，

内削IJf，nについては， むと '1二flUi絡のと r午不足の状況をふまえ， )j巴 71T もど午の

安定的lil1(保と収益性の-の改if[rを凶るため，転作IFJの借地平IJrtJ による繁グIIHíII門の

導入，そして繁嫡・)j巴育 世化を， :?LJ Il同については1Ii1it:j . JJ巴子fff化をJI'mIj検討

中であるの

Jll::育成績については，牛肉輸入自 rlJ化に対処して，低コストで、良質な LI 二 I}~J の 'um

を [~I指し r:Jミi専JTJ掃については増体と特に LT引々の生肢を第一に?をえ，乳)f日!日につ

いては増体と上院内生産の;本立てで行くことにしている。

さらに従米から組織の主要性を認識していたが、今役もより‘間グルーフ。1 ， 1庁長iJ

の充実を閃り， (11'開と共に経常'の発炭を詑jるようにする()-現在のグループのメンバー

及び経営概況は第 t3表のとおりである。

第 13:]受 グルーフ。の経営問i兄 I fiJ~ L111肥育組合代炎夜間見孝一nr\)

氏 ゼ7 成牛日'Jft数 7l<EE1 封11 果的; 絞営形態

a εl 乱

小林義信 68 G 4 I f.日 él' 70 106 肉 ':1二水稲飼料作

済 rlま x定 ftlfo 66 6 3 11 30 97 7 肉守二水稲 野菜

!ciJ !/.l� iE 53 4 3 11 130 92 26 内 '1二7/< 11前もも

1\~ J゚h .�E jY 63 6 3 ん' 60 30 76 肉牛水稲もも

定見岡良 57 3 2 I :rLflH長 50 ,17 肉牛もも

i明党孝一氏1\ 48 5 3 乳逐98(F130H昨28 31 95 肉牛飼料作もも

オ口ゴ ヂ宇 ';1、 60 6 3 乳 mf'重 30 61 33 ]Jミ]Lf:. 71< I1面飼料作

{恋井終，1]5 G5 5 ワ 11 20 95 ,11 内牛.7/<紘鈎料j'F もら

現在検討中のことは，明見氏の今日までの努力と堅実な経営感覚からすれば，

現可能なことと思われるが，今後は肉用牛生産の国際化に対応し経営の安定化の

ためにも，さらなる生成費の抵コスト化等により足腰の強い一貫体制の充実強化に

取り組んで行かなければならないと思われる。

以上のように，明見氏は， 15年間も内用牛に関係ない農協の罷i芸営農指導員とし

て活躍しその後始めた肉用牛経営で，これほどの成果を挙げられたのは，誠に称

に
は

Q
υ
 



資に値するものである。このことを換言すれば，努力次第で誰でもが立派な内用牛

経営が出米ると言うことを実践したといえよう。
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国際化時代に企業的センスで対応

明見孝一郎

J}~林水1'(，;主に j持わる f与にとっ C iI会 f~^~l の栄 か 二れ力、メ?の犯行iJ23ての 1i!;/f，，: JrÆ~Mllである

後である天祭料、r三'('.1: 1 立， 1-t Iこぶる光栄と'乏 が。自分のi渓かれた u自・J:'，1J立に li:;じたや

けとめといる o ~ :11 t) ひとごいこ， IたIl泌会 り与がおみ IJずt~ L ，それら(Ì)TN 色をうま

のた Ni ,'J ;;:~ thh ・げ役所のプj ヤがiV浮してく く付!日すれば必寸ーや成J)jずるものと確信し

:1 L!ニ :ltJliイ士 JどJ;ど{こ '~j・べて')~IF主L'C き fニ lìx. 'R てし、 0 0 人 I~ つ L ドζ行くだけ， (t1J人(Ì)物.~~~

でおり。 jム!日Hの }j セと )1，に:与びをう}から会 (f('(ばいけ IL いのである。

いたい *^~'lj~' iヨヵ、努力を↑!i しまず研究会h'ilr ， I~I 

続jヰ!日ドザi当初(;t 'F怨外{こ "{'!1 1lがかかり， 分的特色を 1 1.1していけばい!の分野(こしろ J;lk

IkjLl二税関にゴ〉く;{{人である干人にとって大き f長はそん 4なに 1:ケct.ニものでははいと思っ ζ

l; iI~lI"j と:江ったが， l.'i1l.時!の，品かし吋h ましに いる。そこには経'!it:~の lì(W!Jたるま壬 'i，\'J'[l念

よフ C["1 (~j を[[11m ， '1二の flj i，ií:をすべて統憶 が{f (E しなければならず企業ilヲセ/スと

泌析、 f:t 1t:にわi し 生活'1:'，:を it1J :~r;門によ!とめる 信念、をもって経営にあたることが [fi1liであ

/ょとし CI~I 己資本の充実を位!っぐきた。そ る。

のtJf則自初、 5 ，;手と会初jの fW 入金そi: tt:t x立する この伎の'え'('I:IJ:)くが~ (f~ 与んでくれた

ことがときた。この白金繰りをうまくくく が，視から児:I L( J 息子(J(品JiJ';;:になっても息

り政けてきたことが大きはポイントであっ 子で総りなかったにiさいとぷいが，段)tJIIHIで

たように，旬、う ο よくぞ一人前lこは勺たものと改めぐ官、をiz

これからは 関際競争に打ち勝ち併を~t めぐく 11たものと店、っている。

べるだけの後営体伎が要求される。そのた 今守 't't{éEの議大さをひしひしと総悠して

めには，やはりある程度の規模拡大が必要 いるが，これからは常{こ人から見られてい

cih る。 私ら将来は11巴予言ネ奇200liJjまでJ曽 るという気持ちがあって気が許せない。受

頭，衿l思'J. IIJ :ftJlでは繁殖紀子fの…民生産も Jf;Z伐を!;~に v なお ~~~i*王滋符カ[こ励み，天皇

り入れようと計画ζわであるが，殺だけでな 係のを3にi任じぬよう地域の付11m共セ秘儀っ

く中身の充実を図らなければならはい。 ていきたいと思っている。

上段肉をいかに低コストで生i1j'Cできる
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:二\二二二:二二内閣総理大臣賞受

出品 Hオ経 営(乳肉譲合経営)

受賞有 11:1 ，r詰 |専己

(愛知県半 [[lrldZ米 111[5-60 6) 

関受賞者の略歴

中島氏の経常が立地している半田市は，愛知県知多半島のほぼ中央に位置し伊

勢湾と三河湾に固まれ，四季を通じてj品I援で，年平均気j誌は150C~160C，年間降雨

量は 1500111111内外である。

平田市の自立経営農家は150戸であるが， うち陪農及び肉f:f二農家が61戸あり，全

第 l B1 受l't 者の所白一i也 {木の40%を[~めている。なかでも，乳内謹

一一 一一一…「合経営がこの地域の主流をなし l 戸当り

の手L肉牛平均飼養頭数はlOUî]で全国第 i

位となっている。(第 1 図)

H百手1163年の主要農産物の販売金額は117億

6100万円，そのうち第 I 位は生乳販売で14

億6900万円 (30.9%)，第 2 {立が肉用牛で

ら億9900万円 02.6%)，第 3 位が米で 5

億5300万円 (11.6%)，その他花舟，観葉植

物となっており，畜産の占める割合が高い。

中島氏は，両親が台湾に移民していたた

め，台湾で生まれ育ったが戦後帰国し現
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するまでになり，グルー

じレベルの経営となった。

経営向上のきっかけは，先輩酪農家から学んだ一腹搾りの技術で，

頭する技術を覚え，昭和52年には専従者を雇うまでになった。中島氏は合理的な経

営を目指し持ち前の実行力で次々と有効な予を打ったがその一つが鯛料の共再配

合施設で，昭和51年に氏の提案で建設された。同時に酪農ヘルパー利用組合の設立

に議力し，へルパー制度の推進と，定着化を図った。

昭和54年，生乳の計調生産対応策として，乳肉竣合経営に取り組み，自らその有

利性を実証し地域への乳内接合経営の普及につとめた。 11巴育部門においては肉質の

重要性に義眼し「知多.t!二j の銘柄を確立するため，みどり牛乳農業協調組合に肉

牛部会を設立，現在部会長を務めている。

また，近年の畜産経営においては糞尿処理は見逃すことのできない問題であるた

め，付加価鰻を高めて，耕離農家に供給するため良質堆きゅう杷供給施設(グリー

ンベース)を昭和60年に設立， 63年には南知多間場利用組合を設立し，乾燥袋詰し

た糞尿を国営農用地の堀地造成地に供給すると共に飼料作物を栽培して粗飼料の自

給率の向上を図っている。

こうした中島氏の捜れた発想と行動力で，家族労働力 3 人，常麗 i 人で乳牛110

頭，肉牛280頭，農業粗収入11:窓口00万丹，農業所得約5， 300万丹，家族労働 1 人当

り年間所得， 1, 700万円前後の安定的経営を確立した。

こうした中島氏の業績に対し昭和56年には第30回全層農業コンクールの優秀賞，

57年には半田市市長賞， 58年には県下の農業功労者に与えられる第33回岩槻賞，平

在地へ関防農民として入植したの

はIIßf[l 36:t:f-, 33才の時であった。

当初は養豚，養i鳴を始めたが 2 年

後飼料が自給できる酪農に転換し

て子牛の育成を開始した。当時半

田市にあった住吉酪農グループに

加入し酪農を忠して僅か 3 年後

の昭和110年には経産牛20頭、を飼養

と同 牛への畏敬の念から今年製作にあたっ
た答魂碑の前での中島博記氏(右端)

これにより増

写真 1

Q
u
 

nu 



成 2 年には第19回日本農業賞金賞がそれぞれ授与去れ，氏の経常実績は各方而で広

く認められている。

関受賞者の経営概況

(1) 経営の推移

中島氏の所在地は名鉄河和線住吉町駅から 5 kmの所に位置しこの地域は古くか

らビール粕を主体にした流通飼料依存の近郊型酪農専業経営の比t絞的多く立地して

第 2 図中島氏の所在地
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崎

県道 F 111 {, ，1;1手 市竹Ifrlま時 1'1111111 な

共同 f'i用地

いる地域である。(第 2 国)

昭和37年から42年の間は主に東北地方から経産牛を購入し飼料を飽食させるこ

とで，乳量の維持増大と経産牛肥育を行った。このことで， 2 頭を搾乳しながら íl l'3

育売却し 3 頭を購入することができ，規模拡大につながって，昭和37年に成牛 2

頭の飼養から始まり， 42年には35頭にまで増加した。

51年に設立された飼料の共同配合施設が本格的に稼働するようになってから，食

品製造粕の有効利用，配合時間の短縮，飼料費の低J減戚などにより急

可能となつたO 最近1叩O年間の経営の推移は第 l 表のとおりでで、，昭和55年と平成元年

を比較すると経産牛の頭数は余り変りはないが，肥育部門のうち乳用種が40頭から

70頭に，乳用種と肉用種の FI が10頭から 197頭に増加し， 54年生乳の計画生産が始

-100一



第 1 表 中島氏の経営の推移

主ド 主な作自構成 !応 z河公て 牛

次 基幹作物 依Jmf!長 手L用種 F 1 

55 札t肉湾fEff1 主戎t合Lドi二3i O0 O 。 40 10 

56 向 一仁 。 60 20 
57 同 よ 。 110 20 

58 宇L経肉E;寝g; L台ド 100 。 134 40 

59 信! 上 28 146 。

60 問 上 20 157 。

61 手L経肉援際会とド 105 19 111 80 

62 平L4I勾:71J十2立E命qニ 100 19 79 182 

63 J宇fLL経l綬I苅去]EE健照EEE会L合jド二919 1 0 
23 70 187 

元年 13 70 197 

まってからの)J巴育部門の増加が著しい。

(2) 家族と労働力の構成

労働力
経 ，鼠叫

面積(借地〉

4 4..1ha(1.5ha) 

4 /1 

4 /1 

/1 

4 /1 

/1 

4 /1 

4 /1 

/1 

/1 

上t!l 経営内容と

飼用料額利積 特記事演

4.4ha 

/1 

/1 

/1 

/1 

/1 

/1 

1/ 

/1 力:こ(121作の01名年盛り)援南とを会知糞結長尿多成箆処lilし理長号地L科を域羽結一の組び地一合付
/1 

家族は，経営主夫妻と長男夫妻，孫 2 人であるが家族労働力は 3 人で，それぞれ

が肥育部門 IIrli育育成部門，産乳部門を分担して担当しており，その他の常雇 1 人

及びパート 2 人で4.4haの個別経営地と 20戸20haの共同経営地を基盤に，手L用経産

第 n受 家族機成と労働力 第 3 表経営土地

区分 をド鈴

恥f"Rた，おuゐ二ート二 60才

ミ怒 56 

長 lJ1 31 

ミ長 31 

孫 2 

?者 f語 37 2 ,700 

903 

牛110頭と肥育牛280頭を銅養している。(第 2 表，第 3 表)

家族労働の過重を回避するため52年から常時雇{織を始めたが麗傭者も経営のよさ

ノ fートナーとして， 58年から毎年20頭の肉牛を持って経営に参加してもらい，経営

の向上に取組んでいる。またそれぞれ生活時間表は第 4 表のとおりである。
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第 4 表生活時間表

午前 午後 午前
58寺 6 7 8 9 10 11 12 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 0 

主主
起 ( 牛会 主ド 朝 ぷZ二込ミ 思 自 牛 {木

浦半作
人 タ 自

"''''内作b 
自

( 会口
由 子主

営 床そ碍L 内 ぷ仁コλ 2肉作内 け j谷牛舎肉 業 日寺 8寺 寝
主 ) 

食 号事 食 間 )業 L 、 ぎ業 等 食 間

起〈青
/ヘ主4内ド~ 休戦 主

自 ~ 自 ほとド {木 野分去 主草 人 タ つあかとJ.. 自
由 白 計品さ主 ン谷 出 手土

奏 牛手L 作 け
日寺 日寺

(ア づと
百寺床子牛作業 ゐ{乍 く 首 寝

竺業 い食 17 間 食 悶 )業 L 、 りり Ye. 食 (7 

長
乳( 牛企口 車百 自 主ド I~ 自

証半牛言作
付t ヰ二 タ

起 自 r'. '"口b 由 /手ヘL4口2ご J谷由
手上

牛4きE 内 自寺
肉内

日寺
(7 zY作f 日寺 官す3甘ζ 

床 牛イ乍
男 i

) 作業 食 間 ぎ業 食 間 竺業 L 、 )書室 食 間

常
( 牛舎内 牛 牛 {木 よド

日寺 〆肉ヘ 4月b f宇\L 昌ロ三三 平fL 公口
震 手tドL 作 牛 内 l ナ 牛 村
用 牛{乍 会 f乍 ゐ f午
者 ぎ業 空業 )業 し、 業

ノ、。

と4ドb 
牛
4口b 

内 内
fメド 作
書室 業



(3) 牛舎・施設及び機械の所有状況

r:I.1出牧}誌の牛舎・ 1包投(第 5 表)及び配置図(第 :3 関)及び写真と，農業用機械

の所有状況は第 6 表のとおりである。

と1: 会・施設

1I11lf':r'符 líJ;: ili 1 726 I 開

発乾燥 bílí設 I 910 

ffi6 表向械の所 fr状況

続 1刃

第 3 図 I tJ .fl;j牧場施設配;窓際!

※ 己人記げ一八~F'は '!]:J'Lìi2 7~ と íltU0{立 iì1'，:を ]Jミす

乳牛舎 A 肉牛舎 8 宵成金 C 

関受賞財の特色 I路子守合 。 飼料会長ji. E 食 店巨 F 
ふん尿乾燥ハウス G 住宅 H 

(1) 産乳部門

乳牛はホルスタイン種で，北海道から

の導入は初妊牛主体にしているが一部自

家生産で補充しており，そのためホルス

タインの焔牛が肥育に組み込まれてい

る。昭和61年から63年までの牛乳生産量，

販売額等は第 7 表のとおりであ

る。また産乳成績(第 8 表)によると，

経牛の廃用時の平均藤次数は2.3産で，写真 2 乳牛会・瓦屋根の断熱と送風機の設授
で夏季の答熱対策に効果を上げている

平均分娩開隠は12. 9 ヶ月， したがって，
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第 7 表牛乳生産登，販売量，販売額、

|出 飼養
生産量

単位当た
販売滋

買員 数 り生産量

昭61年 105i�Jl 712t 6780kg 71lt 
牛

62 100頭 680t 6800kg 680t 

手L
99頭63 720t 7272kg 720t 

平均的には年間に40頭以上が更新され

る。平均種付回数は1. 8回，経産4ニ l

頭当りの年間産乳量は7， 292kg，乳脂

率3.67%，無脂囲形分率8.66%，経産

牛 l 頭当り年間労働時間58. 7時間と

なっており，愛知県の指導指標である

平均種付回数， 2 間以内，経産牛 l 頭

当り年間産乳量6， 500旬以上を上廻っ

ており，年間労働時間100時間を大巾

に短縮している。

その理由の一つは自動離脱式のミル

カー， 12台を使用して 2 人で90頭を90

分で搾乳し終える高能率の技術と飼料

の共同配合施設による共配 l 号(単価

23 円) (第 9 表)を基礎にしたコンプ

リートフィードを，泌乳ステージ別に

3 群に分け， 1 El 4 回給与し

乳餌比31. 4%，牛乳生産原価

54円/kgの低コスト生産を実

現していることによるO

(2) 肥育部門

肥育は自家産のホルスタイン種去勢牛から始め，品質の向上を担ってホルスタイ

冗害
共販の形態

一
誠
一
一
一

一

J
j
r
E

一

戸
臨
一

江
丙
日

沼
田
一
円
一
一
一

配
亡
ヤ
一
一
一

叫
一
山
一
叩
一
川
一

1
一

第 8 表 iÆ乳成績

31.7% 

12.4% 

7 ,272kg 

3.67 児

8.66 

総菌数 20万個

体細胞数 15万儲

経産牛 l 頭当たり日義人飼料費 24.5万円

乳飼比 31.4% 

生乳 1 kg当たり生産資 M… 
所得率 5 

経産牛1 頭当たり所与額 48千円

I F 1 牛肥育
主|向抽選品合長
な 1 R賠たり年間飼育管理労働時間回目欄
特 I t刻対上物率高い
徴 ^-..Jいf二

窃p克実1 1::

第 9 表 共同自己合飼料の成分と単価

共同配合飼料 乾物 DCP TDN 繊維 単価

1 号(基礎) 65% 9% 50% 10% 23円

2 号(増飼) 87 19 76 7 34 

3 号(肥育) 88 11 75 5 24 

4 号(育成) 87 13 72 8 30 
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写 写真 4 コンプ lj ートフィダー(7mりと自動給
向1~~2台。これらの導入によりí!iカ化
が一間関ら;11，自存jEヘルパーにも i互いや
すいよう工夫されている

ン樟と黒毛干IJ極の1"，の生陸Jl巴

育毛和措の肥育を試み，現

在は1"，を主体にホルスタイン

撞去勢牛と
-.一一 人り i」占I 総\-.1- 1唱に11 】守ノ守(主ド])

せ，平成フ凶二には1" d97頭，
平均J肥手?臼数 (fオ) 540 公許F85640 730 

め 0
毛和様13頭，ホルスタイン去勢 ;D1抵当G主!犯下1LIニ l 。 7 1.11 0.87 

牛70l1Jjを餌養している。 対1;\'11寺頭数本以来(;'心 7.6 2.8 。 I fDLIニ'骨折

肉牛の昭和61年から63年まで 日1忠2商体牛重 1 立R~たり出(1荷e特) 642' 706 672 

の販売強数，販売額は第 10表の
肥臨時苦十品手 éfニ 1 ~Jl~たり販売 863,137 522 ,790 651 ,430 (円)

とおりである。品種別肥育成績
売肉t価ドヨ格ミ í* 1 kg主i たり(!円坂) 1,34<\ 804 947 

(第 11 表)によると，肥育牛に
校内 11匂販売ú日i絡(内) 2,183 1,351 1,551 

飼益ま料作物lOa当当たたりり飼((のi料g旦収生) ) 
4t 

は前期に共配 4 後期に共配 日E記E脊延tべ|二5i 5 Ef長H 1.4a 

3 号を不断給与し出荷月令は 借入tt!l依存不 (%) 31.7% 

22~24ヶ丹， 1", は670kg，乳用
飼料TDN自給率 (%) 12 .4克

flEjl寄1ニ平均飼謎E員数 23 70 187 

種700kg，和牛640kg程度で出荷 年間肥育牛販売頭数 13 41 74 
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しており， 1 日当り増体量は

それぞれ， O. 87kg, 1. llkg, 

第12表昭和63年度経営i収支

0.7kgで標準的な水準にあ

る。外部導入牛を含めて

FI と乳用種は初生子牛か

らの一貫生産になるが，

FI は事故率ゼ、口，乳用種は

事故率2.8%程度に留まる

良好な成績をあげている。

販売価格は平均すると 1

頭当り F 165. 1万円(枝肉1，

551円/kg)，乳用種52. 2万

円(枝肉1， 351円/kg)，和

牛86. 3万円(枝肉2， 183丹/

kg) となっており，肉牛 1

頭当りの所得は愛知県の指

導指標が41， 600円に対し，

中島氏の実績は98， 000円と

約 2 倍に，また枝肉規格A

3 ， 4 ， 5 と B 3 , 4 , 

S の割合が県指標が70%以

上となっているのに対し中

I1又

項 自

手!発L 代牛売上
その他

i有ノト 5十
牛売上

小計
メに〉ヨ、 言十

島正の実績は79%と高くなっている。

(3) 経営収支

入 支

金 客員 項 自

77 ,256 飼料費

21 ,194 減価償却費

雇用労賃

家族労賃
事業主報部H

ヘルパー利用料

支払利子

衛生費
水道光熱費

運賃

修繕資
消耗品費

叛ラモ手数料
租税公諜
その他

98 ,450 言十

73 ,433 素牛代

飼料費

減{括償却費

感服労賃
家族労賃
事業主報訪日

衛生'!Jl

水道光熱費
運賃

修繕資
消耗品笈
その他

73,433 

171 ,883 メ仁〉コ、 計

(千円〉

出

金 客員

24 ,290 
10,274 
5,532 
7,308 
1,700 
909 

3,867 
2,011 
1,984 
2,728 
987 

1,354 
1,410 
2,217 
6,451 

73 ,022 
14 ,160 
29 ,890 
3,899 
1,000 
2,202 
3,400 
467 

651 

1.568 
506 

2,000 
739 

60 ,482 

133,504 

昭和63年の経営収支は第12表のとおり，酪農部門，日巴育部問合せて収入合計

171, 883千円，支出合計133， 504千円となっているがこの中には家族労賃及び事業主

報酬が入っており，それを差引くと所得は52， 989千円となる。したがって家族労働

1 人当り年間所得は17， 663千円となり，都市近郊地域にあって他産業就業所得水準

をはるかに上回るトップクラスの所得である。
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(4) 営農資金等の措入状況

昭和63年度末における営資金等の{昔人状況は第 13友のとおりで，総会砲投資金，

農地取得賢金はい也資産取得のためのものであり，一般の経営資金は牛舎を除いて

主として乳牛導入， !l巴脊索 '1二導入の資金で，相としてはそれ恒の額でもなく，短期

間に回転するもので経営を圧迫するものではない。

第 13表営fit資金等の借入状況 (1協和63年度末現在 (trtfîL ， TfLJ)

(5) 関連施設

ア鯛料共同記合所

酪農経営では家依労働で伝l養する頭数には限界があり， 1 頭さi りの労働力の粧減

をはかる必要がある。そのため経営内に占めるウェイトが大きい毎日の制料調鮭作

業を外部に委託することで経営の省力化をはかる目的で，中島氏の提案により 51年

に共同配合所が作られた。この共同配合所は工場長 l 名，従業員 2 名，パート 7 名

で，銅がiの材料の購入，配合作業，各所への配達を行うものである。当初中島氏を

始めとする住吉地区の酪農家20戸に記合飼料を供給していたが現在は半!日市酪農組

合員55戸に供給している。

配合銅料のメニューは乳牛用の基礎配合とサプ 1) メント，育成飼料と把宵飼料の

4 種類を供給しており(第 9 表参照)， 1 EI 総供給量は54 t である。これにより労

働時間の続縮，生産裁に占める問料費の軽減，大量購入，大最消費による飼料品質

の向上などの成果があり，その分組飼料生産のJ普段や多頭化が閤られた。

イ 良質堆きゅう!l巴供給施設(グリーンベース)

近年の資産経営，特に多頭錦育において発生する家畜糞限処理は， r環境問題とし

て見逃すことのできない問題であり，今後ますます規制の強化が予想される。その

対応策として家畜糞尿の椴騨処理を行い，付加価{患を高めて耕種農家に供給し，処

理経費の負担の軽減と畜産経営合理化を図る目的で，組合員23名，飼養頭数3， 000 
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到の処理をする施設がJ12fIl 60~61年に rj:J烏氏の援助で作られた。オガクズを敷料と

する糞尿は， 3~ ら!ヨ毎に機械(ノくーンクリーナやショベル lゴーダー)で取出され，

農家周辺のサブセンター 11 f; 所で水分65%に乾燥してメインセンター(臨酵ノ\ウス

2 棟，袋詰作業吃燥ハウス]煉)に持ち込まれる。ここで乾燥，袋詰にしj、井橘農

家に供給すると共に」部は南知多町の国営農用地開発事業による畑地造成J自に l姻場

還元されて土壌改良に役立っており，中島氏も参加している南知多岡Jt}利用組合は

借受けた20haの土地を利用し飼料作物を栽培して粗飼料の自給率向上が図られ，

相互に利益を享受している。

写真 5 牛ふん乾燥施設。問規模のものが， 写真 6 ~若舎環境美化コンクール。 消費者
もう l 棟設置容れており適切にふ を審査員に招いての審査嵐景
ん尿処理カ守子われている

関受賞者の技術，経営の分析及びそ

の普及性と今後の発展方向

中島氏の経営の特徴は，氏が時代の流

れを適絡に判断し 11寺代を先取りした発

想と研究心，それを総合的にとりまとめ

て実行する行動力が現在の安定した高収

益経営を確立させたといえる。

そのことは，現在地に開拓入植し酪

現
'
る

業
き
い

慕
っ
て

ト
が
れ

ツ
カ
さ

ロ
地
け

A
J
I寸
刈4

ノ
1
2
h
t

々
3

0い
よ
作

ノ
こ
が

肘
尿
ツ

均
ん
ベ

ー
、

F

a
]

〉
む
?
?

農
訟
中

指
家
に

一
五

'
u

s
-
-

。
，
r

地
盛

門t
』
切

実写

農を手がけた昭和38年から 10年余の短期間で酪農単一経営として，地域の先進農家

に成長したこと。昭和54年，牛乳の生産調整が開始され，酪農所得が停滞し始める

と，新しく肥育部門を加えた乳肉複合経営を行い， 10年足らずで乳牛110頭，肉牛2
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80頭，農業組収入約 l 倍(7， 1007] IT]，従業所得約5， 300万 Fljの大出限縫合経営をi泊ー

したことによってもわかる。

また，中島氏は合理的防j諮技術と絞'日告別!を実用している。例えば乳牛では， i&:，、

手Lステージ日IJに 3 群に別け，氏がjj正案して役立した飼料共|可配合所から{juh される

コンプリートフィードを給与し|勾メドも1"，を rll心にそれぞれ群別の級官な側主主管

即を徹底して行うと共に，搾乳作業には自動車!UI見式のミルカーを導入， 2 人で 12台

を使用し90頭を90分で搾乳し終る体i!;IJを作り i二げた。

飼料配合の作業では共同配台施設を作り，手Ll立の}民大や労働時 I I\ Jの同制などを実

現，糞尿処理作業はグリーンベース組合に加入して堆肥化を委託する等可能な限り

の機同化，省力化を図りながら共同施設による分業委託化で補完し綿密なlh:rm と

効本的合期的な作業体制を構築したJ こうした技術は今後関与民経営，手LI失J ff.!合経常

にも取り入れられることであろう。

さらに，牛肉の輸入 [lljj化に対}，むするため中島氏も提案おの一人となって，みど

り牛乳農業協同組合内に受精卵移杭の ET部会を作り， ET施設を平}，足元年に投践

した。これは，乳牛では高能力三|二の生産， r会Jll:については，ホルスタインの胞を

借りて和牛の生躍を目的とし受精卵の採卵，凍結保存と移棋を行うものである。

現在は技術者を養成し技術の改善，受胎::y;三の向上に努めているが，この技術が法

政確立すれば， I勾牛では“女[]多え|ニ"のー大生陵地になるであろうし乳牛では，現

在余り行われていない後継牛の iヨ家更新も進むものと考えられる。

酪農を手がけてから26勾コでこのような高水準の経営が実現できたのは， J:jJ島氏の

熱心な研究心と実行プjで， (rj11訴の際農家に，自らの経営成泉を公表し集団全体の

技術水準を高めたことにもよる。このように数字で示す経営の実績が地域の酪農家

に与えた影響は大きいしこれからの都市近郊型酪農経営，乳肉竣合経営の…つの

モデルになるであろう。
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地域と共に活力ある大規模略農の産地形成をめざして

中島博己

この度. r土H詰i総応大[~~':伐を'乏1をさせてm やがてヰとると立;(悟はしぐいましにが !s 

き，王手!こ fj'; る光栄と心から !~\JIHq3 L 上げる r3íi f !二や初生子牛の決活 字L !r lfiの{広治 ， J}-~mi 

とjJ，に，授の名に恥じないようにという気 物の輸入 I~HH(とう手. !丘ほの階段(土木当 I~J汲

J 年 iうと一料、 σ寸。こ;fL {) (扇にみとりと;千L}~~ し \I'[，'!きうにありますo ~ir: ~\店、Jt'Ci 立:fU主]

支協同制合という組織のr[rC'. :\1)託なた前 向合経営f)、 '1ザL辺に乗り ~F'& 3 .L]õから年Ilil

や地域の大坊の ('I 'Im. そして指導Wd\\Jのご I{ミJ'I二 tHi'i;j ばH'{250ýîß と.:crl羽生乳出荷泣

指導の11号でご:ずいます。1.000 t が実羽 σ きる見通しとはりまし

IIßfrJ37年. 1 自民 u)~i二から ['iú}~!1を atìめ，な た。落合内作業の合目Il(ヒも?き. 1 悶のj幸

んとか10頭経営 lこしたいというのが夢ごし 乳 (lOOl1Q) ば 2 人で 100分wご終えることが

た。幸い，店、まれた地域主主と ri'h度成長の波 でさまサ。この先，どんな苦しい時代ヵ、米

lこ乗ることができ，現在は乳牛 120政，杷 ょうとも，負けない自信を持っておりま

育斗 !150 \ißの経営焼H~に ]:IJj主することがぜ す。決してJ~I1fに満足寸ることなく，より

きました。これまで数多くの研修生の協力 良品集成と生波授の低減をほiりながら，国

安i写ることがごきました。そしてf見直は. 際続争{こ 11持てるよう努力してまいります。

長男がj射能省としと主主燥し .11年 [1 の男子 これかりは休日， :%尿処理. JIiUfl問題等

従業員と 17年目の女ニrJ 'ートといった，災 の解決のため，ー慢の組織強化を国り. .た

き従業員 lこ巡り合うことができ，充実した 悶成郎農産地の発展に必授は条件笠備をし

縫償基盤を築くことができました。 たいと思います。
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日本農林漁業振興会会長覧受賞

出品財経 営(養鶏経営)

'受賞者愛媛束子養鶏農業協同組合
(代表出111 芳朗)

(没 Ijjl県双子TiïH話中 242)

関受賞団体の概要

(]) 地域の概況

愛媛tU子長期農業協同組合の本所は，東予rjí 1市1]1242番地にあり設渇'り駅は，

予讃線{芳子三二駅である。

第 1 [辺受'l't1l'fの所{O出

1
 

2
3

ム

ー

現在の組合員は28名で，愛媛県東北

部の高縄半島の憾i~mに面する今治

子tï. 玉川町，大関IllTと道前平野に位

置する東予市，丹原町，小松町の 2

市 4 UlTに点荘している。

地域の平均気温15~lG
o

C. 五f間降

水量1. 200~ 1， 400mIß程度で，夏期は

高温少雨となるが，比較的温暖な気

候条件の地域である。

今治市，大西町，玉川町は水稲・

変類とみかんを主体とした果樹及び

野菜が多く，東予市，小松町，丹原

町は，水稲，野菜を主とし果樹は少
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愛媛東予?を然農業協同総合の組合員

ない。家畜は， 11弘採卵鶏，内用牛が多

く， JliUf1JH"f::注額に占める畜践の;~IJ合は，

写真 1

11まがJ[ lloó ， 鶏卵約 8%と予言産全体で約33

%になっている。関係 2rÎï4fllTで飼育さ

れている採lJr~用成期雌:):J数は103万:J:1 で，

愛媛県の 4 分の l に速している。

愛媛東予養鶏農業協同組合の概況

愛媛E託子提鵡農業協同組合は，鶏卵の

(2) 

5 戸
成長宅 135 ， 0005Jl

14続1
2 税1
21東」μ

ez
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写真 2

共同販売による販売!:tt{ilfiの引き上げを目

途に設立した任意組合を前身とし昭和

初年に養鶏の専門農業協同組合として認

飼料の共同購入，鶏卵の

共悶洗選卵による共同出荷等へと事業を順次拡張してきた。その後，配合割合を指

定した良質の飼料の共同購入と産卵期j及び季節男IJ給与の推進，断熱材天井張り

可された。当初，組合は鶏卵の共同販売を主な事業とし，

及び高床式鶏舎の導入による飼育環境の改善，育成専門農家の分離による採卵鶏餌

脊の省力化，藷産経営環境整備事業による養鶏団地の造成等生産性の高い農家の育

成に努めた。一方，鶏卵の販売単価のヲ!き上げのため池場向け販売量の拡大，液卵，
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ill品泉卯等による付 JJI]{i1Ji I誌を高めた製品の製造販売等を通し農家の収益増に努めてき

た。また，鶏友同志会，婦人部，青年部の活動等による養鶏農家の協同化意識の高

揚は，経営の体質強化に震献している。

昭和63年現在の組合員の成鶏雌例育現数は51万平]，脊成鶏羽数回万羽，鶏卵取t及

11l~9. 076 t ，販売売上高17億4800万円(うち鶏卵売上;!1ïî 14億2900万円)，飼料取扱最

23, 467 t , P.品質売上高12結(/1600万円となっている。

組合員の師脊焼模は， 5 万羽 1 戸 (3.7%) ， 3~4 万羽 5

万羽 6 戸 (22.2%) ， 1 ~ 2 万:J5J 10戸 (37% )， 1 万羽米満 5

(18.5%) , 2 ~ 3 

08.7%) である。

このうち 5 戸は， 1 ゥ所の団地に集まっている。このi!h育成専門農家が i 戸あり，

収容能力は35万平jに達している。

銅育労働力は，自家労働と麗用労働の両方があり，自家労働のみは， 15, 000羽以

下の比較的規模の小さい農家の 8 戸 (30%) である。それ以上の規模の農家では雇

用労働があり，自家労働比率は40~60%程度になっている。

鶏会施設は，ケージ鵠舎，断熱材天井張りケージ鵡会，高床式ケージ鶏舎，イン

ラインシステムウインド、ウレス鵜会等鶏舎建設年代により様々あるが，施設の導入

に当たっては，試験的導入や先進地悦察を重ね，農家の技術向上を図りつつ地域条

件に適したものを導入しており，生産性の向上，省力化に役立っている。

最近では，インラインシステムのウインドウレス鶏舎が試験導入されている。

鵡極の選定は，組合がリーダーシップをとり組合員の鶏舎で飼育試験を実施し

能力・鶏卵の品緊等を訴j変の上，幾つかの鶏種を統一一銘柄とし飼育している。現在

附脊している鶏極は，白住レグホーン315， 000羽，ロード交雑穣195 ， 000羽である。

銅料は，各メーカーの配合問料を農家で鯖育試験し，その結果から配合割合を指

した餌料を日本養鶏農業協同組合連合会を通して供給している。 4 撞の餌料を産

卵期や季節毎に産卵・体重の状況にあわせて最も効率的に給与するように農家の指

導を行っている。

組合員の中に育成専門農家を限定し採卵農家から育成部門を分離したことは，

鰐脊の作業の単純化となり，省力化の推進と更新経費の節減に大きく役立つている。

鶏卵は，組合のGPセンターで洗選卵の後出荷している。人件費，輸送費等を節

減するため，今治市，松山市を中心に地場販売の拡大に努め販売経費を節減してい
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る。〉く，脱出外卵等を j史 IIJ してIf矧I1 JJIIT.

し，十J IJLl úlliflúを I~~:Jめ販売している。

jドi佐官のt- j采な要引にえJし海択

をJmえた例1"1 を給りしたt!j'7~;0P を生産!!日

しているほか，品取卵の間造販売を

行っている。

%H真は， ビニル舎でJnj'f: r;吃燥した ':iZ r):~~

鵠糞の{也， 1M伎を混入し隙酔乾燥させた

ノ〈ーク枇杷を製造，版売している。

写真 3 パ ク総資 JtiJI巴

組合内に先導的技術の浮入試験，経抵の改についての研究組織としてがj川口i

後継者としての経営管J'日能力のIf~l~i，を [1(1なとする青年itlS，協同中n織の .ì'.li':日強

化のため婦人 ;tlSを組織し)州立の適正化所得のJFJ大，ゆとりある生活に向けた活

動を続けている。

本組合員のうち， '1'絞 (1なな出家は， LI 本 J室長島民主協n'ï]f:Jl合連合会が実砲している

コンビューター刷用の経営分析に参加し経営改善に役:立てている。

この組会の '1'核的な 15， 000:J:J限度をあiJ宵している組合誌の所得は， lIi{f116 1, 62年

の{L~りIj (i1liU!j を含めたIIBflI60 ífから 6:3年の平均でみても 1 )'J' ~'í たり I ， OOOliILJ を越え

る ;j， i\l，にある。

関東予養鶏農業協陪組合の活動の特色

(1) 鶏卵の流通コストの低減と液卵，特殊卵の生産販売による販売額の増大

人的ニ故，愉i~町二与のí1í'i ilrW:のため，以外出!日jから以内出向に切り悶え，日!人Jl!l t::j比

率を55 00 まで尚め，県l人JI U j:ijにより 1 kg'lí たり販売純白を261'J に 1] 1 きト今げたもij県 i

たり l oPJを起える î!í1 iぬとなり，住地!日1の純争力の強化に役立っている。また，

そのままでは'記く取引される胤路外卵をifz0W:1[に JJIU: し HJJI J{dli 舶を高め， iE'':;i;lJI1以

上の単価て、販売している。 1 ヶ nlmの生産量は， 1:1ミ液卵 15 t ，凍結液卵30 t である。

さらに昆泉ザIjを製造販売している。

多様化する出資者の嬰望に応え， 口一ド交雑鴻にd語泌粉末を添加した照不i を給与

しヨード合子f:量の高い淡間色卵を生産し卵殻色によって区分した特殊ザ11を f ア
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ルギットヨード卵」というブランド名をつけ販売し農家収入の増大に寄与している。

(2) 組合員の実証試験等に基づく技術導入による生産性の向上

鶏種，銅料等の選定は，組合員の絹育試験に基づき決定し特定した器類を共開

購入することにより，経費の節減に大きく役立っている。

飼料は，飼育試験の結果を踏まえ，日本養鶏農業協同組合連合会に配合割合を指

定する一方，飼料の品質向上のため良質な魚、粉の使用に努めている。成鶏用配合銅

料は， CP と MEの水準の異なる 4 種類を指定し産卵期及び季節男11に必要とする

栄養を効率的に給与ーできるよう錨々の農家の産卵状況に合わせた飼料の供給を行っ

ている。

現在供給している成鶏用飼料は， 次の 4 撞類である。

① 

② 

③ 

S 

S 2 

W号

CP 

CP 

CP 

18% 

19% 

16% 

ME 

ME 

ME 

2, 900kcal 

2, 900kcal 

2, 920kcal 

④ A号 C P 17% M E 2, 850kcal 

鶏舎の外気温からのi寝離対策として断熱材を使用した天井張り鶏舎で飼育試験

その結果，生存率が 6%の向上，産卵日量2.2g の増加，絹料要求率がO. 24改し，

善されたので技術導入資金を活用し

(33. 3%) に及んでいる。

既設鶏舎を改良した。改良鶏舎は， 17万羽

また，先進地視察等を重ね，地域条件に趨した床下高2.5mの高床式鶏舎を設計

建築し餌育試験を実施した結果，生産能力の改善が認められたので，更新時に当

写爽 4 高床式ケージ鶏舎
床面高 2.5m 雛段 3 段 2 羽収容

写爽[ 5 
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たっている鶏舎を改築し生産性の向 i二に努めた。高床式潟舎は， 10万二J:J 08%) 

に及んでいる。

これらの結果，組合員の平均で産卵 11::;]:50. 1 g ，飼料要求 2と云う極めて高

い水準にある。

最近，インラインシステムのウインドウレス鳩舎が導入されているが， JJHcrのケー

ジ鶏舎の軒高を上げ，内部を改造するなど建設経質の節減に努めている点などは，

J主目してよし、。

(3) 施設の整備と宵成専門農家の分離による労働効率の改善

労働効率改善のため高床式鶏舎，ウインドウレス鵡合の導入を進めている。

採卵鶏農家の省力化をゆっの目的として組合員の中からお!tの育成を専門的に行う

農家を特定した結果，計画的更新と労力節減が可能となり，採卵農家では 1 人当た

り成鶏飼育平l数は，約9， 400:J5J と他の経常診断等の水準を凌駕している。

育成技術の向上による育成率の向上と組合の指導による計閥的な更新により大詰It

の流通経費等を節減することができ 1 3]3]当たり購入賞'は， 750円となっているばか

りでなく，大雛の品質向上にもつながっている。

(4) 部会活動の推進

共同化の推進とゆとりある生活を通して養鶏経営の近代化を凶るため，経営改善

の中核的組織の鶏友同志会 (23名)は，毎月 l 間の研究会を開催している。

青年部( 9 名)は，簿記の記11民経営分析のfiJfiI主主主:を通して経常管理能力の取得

により後継者としての自立を目指して毎月 l 回以上会合を持ち，婦人部(29名)は，

共同組織の連帯強化のため季月IJに開催している。

(5) 地域農業との連携

鶏糞は， ビニル舎内で撹枠乾燥の他，樹皮を混入し醗酵させたパーク堆肥を製造

している。これらの鶏糞は，園芸農協の共同で利用試験を行い好結果が得られたの

で，地元国芸農家等に共同斡旋を行い地域農家との連帯を図っている。

関東予養鶏農業協同組合の組合員の経営水準と今後の発展方向

計画生産体制下の採卵養鶏経営の課頴は，先ず①規模拡大が制約されている現状

から，いかにして生産性を上げ， 1 3]3]当たりの生産コストの低減を図るか②生産し
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た鵠ザIjを出来るだけ浮い、単価で販売するかと言うことである。本組合は，これらの

実現を協同化の中で実現しようとしている。史B'i コストの低減を図る手段として，

鶏揖，問料，施設等については，組合員の実証に基づき最も効率の良いものの導入，

部会活動のゆで技術7]<i:liiを向上，資材の共同購入等を通して生産経質の節減に役

っている。生産物を出米るだけよれ、1手術で販売するかについては， J出場販売比率

の増大による流通コストの低減，消設の多織化に対応した販売品自の増加等様々な

工夫のなかで農家収益の明大に員占献している。

これらの結果，低卵細11寺を合めた 5 年間の平均でみても高い所得をli1ti保している。

今後， 介安の集落内に点在する獲鶏農家周辺での環境問題の派生の恐れもある。

諮鶏団地の施設をウインド、ウレス鶏舎で更新すると飼育常疫を高められることか

ら，養鶏団地内の!日J自に余硲が生じてくると予測されている。そこで点在する組合

員の鴻会脆設を団地内に移転する構想が推進されている。

組合員の構成年齢を見ると， 30才~40才合12名， 50才台 11 名であるが， 60才・以上

が 4 名と年齢に相当の開きがある。向脊JJl偵の小さい経常もある。後継者の有無と

も関連するが，組合員のなかに一一部養鶏から離脱するものが出るかも知れな ~\o 厳

しい養鶏を取り巻く現状からは意欲のある農家で品質の鐙れた鶏卵生産が必要と

なっており，今後ある程度の精鋭主義もやむをえないであろう。
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第 2 表組合員の経営状況
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番 年 家 耕地面積 鶏 生 震 最 主嬰農機異

氏名 役職名 族 格f そ 1数1 ilYJ 動
J不，百八 集ンカ

号 齢 書土 間 畑 留地 の 5十 米 柑橘 鶏卵 11 ií機黄 自耳 喜べ{也 機 ノレ

人 a a a 旦 a 千 kg kg 1 kg kg 台 i 台 4仁J、 � I iにA3 

l 村瀬良虫日 55 理事域肥担当 4 60 110 170 30 9,000 549.01 1 1 40 2 I 1 
2 山本伝一郎 59 専務理事 4 10 10 170 190 32 9,000 585.61 2 40 3 I 2 
3 飯尾浅市 60 理事購買担当 4 80 20 150 250 32 3,600 585.6 1 M ワ 40 2 1 
4 舟下恒美 62 理事総務担当 2 80 25 5 I 110 20 3,600 366.0 1 1 28 1 
5 富田茂秋 48 2 90 90 21 384.3 2 30 1 I 
6 塩崎蔵人 48 監事 3 200 200 22 402.6 l 1 2 
7 塩崎間 44 2 200 200 20 366.0 1 つ l 
8 大亀良雄 60 3 70 40 110 24 3,150 6 ,000 439.2 l 28 1 
9 山内健司 60 監事 2 25 70 5 1 100 15 1,125 10 ,500 274.5 l 20 l 
10 徳永博昭 43 E望事叛売担当 4 20 120 140 17 900 18 ,000 311.1 1 26 l 
11 大王手浩茂 58 つ 90 55 145 6 14 ,050 8 ,250 109.8! 1 1 1 21 1 
12 高山秀勝 48 理事堆肥担当 3 50 50 80 180 31 2 ,250 7,500 110 ,000 567 :31 1 1 1 20 
13 日野駿司 46 2 80 70 70 220 16 3 ,600 10 ,500 292.81 1 I 1 8 1 I 1 
14 三笠井清美 55 3 60 10 40 110 10 2,700 1,500 183.0 l l 71 1 1 
15 真鍋宅文 43 4 60 60 100 220 33 2,700 9 ,000 603.9 l つ 261 1 l 
16 羽目事正文 49 理事営農担当 2 50 100 40 190 13 2,250 15 ,000 237.9 2 3 I 6 l l 
17 富田芳朗 50 組合長 ワ 70 50 120 18 3,150 329.4 l l 
18 鳥尾修身 52 理事営農担当 3 60 200 19 2,700 12 ,000 10.000 347.7 ワ“ 1 10 
19 阿部f谷明 53 ω ワ 70 20 90 4 ! 3,150 73.21 2 l l 
20 木元高弘 55 >つ 30 50 80 14 1,350 i2562jl 1 10 1 
21 村j額美登 72 ワ 30 50 801 131m!  237.91 1 1 10 1 
22 問中知恵、弘 49 理事販売担当 3 100 I 50 915.0 1 14 >ワ

23 越智猪之吉 50 >つ 80 256.2 1 ワ 10 1 
24 越智俊男 56 2 50 40 I 30 120! 8 I 2,250 ! 6 ,000 146.4 l l 1 
25 白川弘 73 2 100 10 110 1 2 i 4,500 36.6 1 l 
26 同益美 75 ワ 30 30 60! 1! 1,350 18.3 l 
27 白石浩二 35 5 30 30 I 40 100 1 350 11 ,3501 4 ,500 1 “ ワ 20 ワ> 1 
28 一色秀夫 38 3 145 5 457.5 

河原{告也主養鶏
その (5) 



第 3 表 生産費及び経営指標(昭和59年10月~平成元年 9 月の 5年間の平均円)

H
N
H
 

|区分
氏 ペてアコ A B C 

当た り 当1 たkりg 100 ~~ 100 ~~ l 持 ll∞
当たり 当たり 当たり 当た 当たり

鱈料費 107.5 189 ,844 I 105.3 191 ,215 I 104.9 194 ,506 
成鶏重苦 27.8 49 ,027 i 28.7 52 ,138 25.9 48 ,031 
労働費 30.4 53 ,689 24.3 44.152 27.9 51 ,797 

訟民奪三 家族労働費 26.1 46 ,088 20.3 36 ,778 25.1 46 ,531 
衛生資 0.2 371 0.2 302 0.1 94 

光熱水滋賀 2.3 4 ,076 1.9 3 ,417 1.7 3 ,144 
修繕資 2.1 3 ,666 1.9 3 ,446 2.1 3 ,805 
減価償却費 3.2 5 ,666 3.0 5 ,371 2.6 4 ,777 
その他 1.5 2 ,572 1.0 1.756 1.2 2 ,244 

用 i Z十 308 ,911 I 166.3 301 ,797 166.3 308 ,399 
114.3 207 ,510 112.7 209 ,060 

自給 26.1 46 ,088 20.3 36 ,778 25.1 ; 46 ,531 
{箆却 31.0 54 ,693 31.7 57 ,509 28.5 52 ,808 
高IJ産物収入 3.7 6 ,511 6.6 ! 11 ,962 4.0 I 7,382 
主主主主費 171.3 302 ,400 I 159.7 289 ,834 162.3 301 ,016 

| 飼育羽数(羽) 27 ,797 18 ,003 
204.2 360 ,507 190.5 345 ,878 197.4 366,, 195 

所i~手 59.0 104 ,195 51.1 92 ,822 60.2 111 ,709 
鶏卵販売価格 205 189 197 

産卵率(%) 76.6 77.4 78.8 

産卵白議(g) 48.4 49.7 50.8 

飼料給与量(g) 105.6 106.7 105.9 

飼料婆求率 2.2 2.1 2.1 

注所得=総収入一(総生産費尽一家族労働費)
費用その他は，組税公課及び保険資である。
自家労働資は，労働愛の内数である。



養鶏近代化に向かつてひたすら30年

愛媛東予養鶏農業協同組合

(代表冨E芳朗)

幾多の苦難を乗り滋えた30年間に， 50余 締試験で俊良鶏~定導入を図り生ffi性向上

名から今を守る総勢は28名。しかし組合員 ⑧中核足芸家にコンピュータ導入。

の飼養する採卵鶏60万羽。組合は叛売営業 一方組合は， ì!新I脅する鶏卵と消費者二一

部員24名，総務 7 名，運輸12名に GPセン ズに対応するためGP センターの選卵機を

ター50名をt悲し意気感んである。 始め，自動パック詰機等機械及び施設の主主

この組合は鶏卵の有利綴売から出発した 備と更新，輸送手段のトラック怒儲，規絡

が，やる以上は負けまいという信念で，生 外卵で液卵を製造して付加価値卵としーと有

産性の向上や施設の改善，養鶏問地主準備と 手IJ販売を実施した。

生き残りをかけと経営の近代化に向かつて ここまでは，級会員への誘導努力と説得

休むことはなかった。最も苦しかった卵価 のみでは達し得なかった。鶏友同志会，青

低迷の時期の，組合員の経営や農協運営の 年部，婦人部等の組織育成と活動が，人間

赤字トンネルの長い思いは，筆舌に絶する 隠係の改善を促し卒業推進と資質の向上

ものがあったが，この間，鶏卵販売業者と により組合と悶輸の役割を果たした結果で

の競争レースに耐え，生産コスト低減と卵 ある。

の品質改善の努力は次の様な成果を得た。 今から求められるものは安全と新鮮を

①飼料は組合指定配合を行い安価，産卵向 モッ卜…としたハイテク養鶏である。今

上，利用配当の実施を可能とし②アルギッ 我々は， 30日寺間以内に消費者へ卵を筋ける

ト海草給与によるアルギットヨード卵開発 ため， 1 人 4 万羽管理， 5 戸で20万8~問地

でブランド化③池場販売でコストをkglO丹 を造成している。ウインドウレス鶏舎14棟

低減④鶏会改善普及で産卵塁手向上と飼料効 と選卵センターをベルトで結ぶシステム

芸名改善⑤個別の育雛を廃止して共同育雛実 で，生産コスト kg当たり 15円ダウンもね

施，組合員側別の機械化で省カイとを推進， らっている。

1 羽 l 年14分を透した⑥鶏糞パーク堆肥作 将来は40万8~留地を目指しているo

りで地域農業にも貢献⑦組合員による銘柄
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日本農林漁業振興会会長賞受葉

出品財生 活改 主主
に司

受賞者不忘ミセス会
(代表木村せい子)

(宮城!黒白石市橋防j八宮字不忘161)

機地域の概況

不忘地区は，宮城県白石市の中心部から車

で約30分，蹴王連時の裾野に誌がる際高500

~600mにある高原酪農地帯で，戦後，中関

東北部 (1811誌が|わからの引き揚げ者が入植し

fこO

世帯総数は42戸(全戸入植者) ，内訳は専

業農家20戸(酪農19戸， しいたけ l 戸)，第

一種兼業農家 2 戸，第ニ樋mt業農家19戸，非

農家 l 戸である。

震調不忘ミセス会の概要

(1) 不忘ミセス会の結成

第 1 図受rt おの{立泣 LZI

40年間に及ぶ親子二代の苦翻により，豪雪と地吹雪の厳しい自然条件にある不忘

地区は高原酪農郷をめざして地盤を築いてきた。この不;忠地区間妬二世の妻たちは，

酪農に賭ーける夫の夢と熱意に魅せられて，出身地も職業もさまざまな人々が不正、に

やってきたわけである。ところが，隣家は離れ，慣れない仕事に追われお互いの顔
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写真 1 ミセス会 全員での話し会い

も知らず孤独に悩まされ，不法、)脱出を考えた人もいたという。このような状況にあっ

て，共に話し合える仲間が必要であると意気投合した 4 人によって「不忘ミセス会j

が結成されたのは昭和48年であった。グループ名を一般的な名称である若妻会とし

なかったのは委としての立場だけでなく，一人の人間としてはっきりもの

い，自分も約手も共に成長する活動をいつまでも続けよう j という思いを「ミセス j

の言葉に込めたからである。

昭和40年代後半から 50年代前半にかけて，不忘地区の後継者たちは次セと“IHT"

から妻を迎え，わずかな間に11組のカップルが誕生し地区に“祝いごと"の明る

さがあふれ， ミセス会の会員も増加した。グループ員は悩みをただ話し合うことば

かりではなく，普及所の指導も得ながら賂農婦人としてくらしの基礎技術や子育て

について学び合い，お互いの心を養うための文集作りなどを計画的に行うように

なっていった。

現在は会員数10名，平均年齢35歳である。

(2) 不忘ミセス会の規約と運営

不忘ミセス会の会長及び会計は， 1 年交代で担当し「全員が経験する J と規約に

明記されている。この会は f自襟及び目的J として「それぞれの能力を捻出し合っ

て，あらゆる面での向上を呂指す」ということと「昭人の確立と人間形成を目指すJ
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ことが「同世代の親睦と相互理解を深める j という Júに並記されている。このこと

は，構成員側々人の尊重と家庭や地域を支えるためのillHH:に対する主体性の発陣が

会員一人一人の全面発達を{足すことにつながるということを明示していて， 1~j低めて

注目されるところである。

「会への入脱会の自由を認める j こと，会合は 1 ， 1 月より 12月までJ で，場所は

「研修センター使用 j とし電話連絡は分担j して運営されている。

は2000円(年額)で，その使途は「最低限の交際費と行事，その他(勉強会

の補充，見学も合む，ただし全員出席のみに眼り )J と決め， IHffff祝いや見舞金に

ついては規約に次のように言っている。即ち「出産祝L 、: 3000内の品で本人希望の

物を選ぶ，但し最初の子供の時にかぎり J r 見野金: 3000円(本人のみにかぎり )J

f婚家の不幸: 3000円 )J が励行されている。

こうして規約には「会は全員の協1J J という rtとi党を忘れず，意見・疑問等は率

誌にぶつけ合ってその場で解決していくこととする j と末尾に結ばれ，不，忠ミセス

会の本質とその運営のありょうを知ることができるのである。

(3) 会員の酪農経営

郡鹿経営を行っている会員の l 戸当り耕地面積は760a (1Il30 a , J:Hl730 a うち草

地銅料畑720 a) であり，粗飼料中心の経営を行っている。 1 戸当りの乳牛飼養頭

数は，平均23頭(l3~30頭)成牛 l 頭当り年間産乳量:はてjZ士会j5 ， 600kg (最低4 ， 300kg，

最高6， 670kg) で，密告農の規模や産乳の水準は決して高し、と言い得るものではない。

しかし現在このような酪農経営の定着を実現してきた努力は高く評価されるべき

であろう 051 き揚げ者で開拓地としての不利な環境条件にありながら，畜舎，機械，

施設などに対する投資を糠力抑える努力をし低コストを実現してきたのである。

限られた耕地面積で，道路条件も十分でなく，平坦な開場にも恵まれず，乾草採取

のためのメIJ り取り回数は r 2 盟強がやっと J という不利な気象条件下の臨場が多い

地域である。この悪条件の下で，乾草，サイレージ中心の飼料給与方式への転換を

達成してきた経過などに， これまでの努力のあとが窺われるのである。

その努力の一つが，共間作業の徹鹿であり，それに伴う機械の完全な共同利用で

ある。耕地面積や銅養規模に農家栴互の格差はあるが，開拓地営農を維持し発躍さ

せようとする目標にむかつて作業の共同化を図りながら今日に吏っている。
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(4) 不志ミセス会の会員像

グループ員のプロフィールについて，現在の会長と会計係と昨年の会長の 3 人に

ついて紹介してみよう。

木村せい子さんは，1政)は現会長で，夫， 3 人の子供， rJij$JIの 7 人家扶，専業農

家である。:fJI地は7:i521 ，そのうち 5δ が自給菜園，成牛(乳) 23頭 ctrJ) 2 頭で，

メ1::fL生産量は90.4 t ，仔q二(:fL) 15 iJf! (frJ) 1 iJJL デントコーン 125 t ，牧革(乾)

9 t ，サイレージ II t が主要生産物。生家も酪農家で iY\tJ躍は夫婦で a申告に働けて

いいなあ」と思っていたが，結婚前は会社勤務だった。経営簿記を記帳し夫と同

等の立場で民家経認をm っている。

干[J rJ Iのり子さん (37歳)は，会計で副会長役である。夫と子供 3 人， I雨続の 7 人

家族で一時兼業である。陣地:39021 そのうち 1021 が自給菜園。成牛(乳) 13頭で，

牛乳生産量店.1\ t，デントコーンil~3 t ，牧草(サイレージ) 10. 5 t が主要生産物。

不忘に生まれ育ち，ふとんの土まで雪が降り込んだ経験をもっている。中学卒業後，

東京で縫製，福島でニットの仕事をしたが，部会に出て不忘の良さを知った。夫と

は幼なじみで、経営簿記と家計簿記を記娠し夫は院料面，妻は院背面を分担してい

る。

柳田とみいさん (38歳)は，昨年の会長，夫と 4 人の子供，両親の 8 人家族で専

業農家である。 耕地770δ ，そのうち2021 が自給菜園。成牛ほし) 21頭で，牛乳生

産量129.4 t 。仔牛(乳) 18頭，デントコーン 100 t ，牧草(サイレージ) 23 t (乾)

3 t 。松島出身で生家は「狭いところで牛を飼っており車地酪農はどんなに良い

か夢みてJ 不正、にやってきたが「大変に厳しいところでよせばよかった J と思った

こともあったとし寸。経営簿記と家計簿記を記帳し夫と向等の立場で農家経営を

担っている。

関出品財の特徴

生活改善グループとしての業績は，開妬二世の妻たちが，酪農経営後継者として

の自覚のもとに，子供の健全育成の拠点「不忘子供の国j づくりを実現するなど，

地理的条件等が必ずしも良くない下で改善課題をしっかりと捉え，生活，生産，後

継者育成，地域形成へと，目探に向かつて15年以上に及ぶ実践活動を積み上げてき
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たことであり，特に評価される活動はt:z、ドのとおりである。

(1) r不忘子供の国」の設立と運営

不忘i自立は， 家々がj速主く|保隔正踊tたつて集i誌容出!内/付す引;ににこζ}点I

の交J流yi玩;tiはなかなかi凶替f到雑!tでで、ある O これがjJ2112!りj ともなればさらになおざりにされる f&:

i共感を語り合ったグループ員は，未就学{I二令の子供の成長にとって必嬰不りクくであ

る柴田遊びができる条件づくりに向けてií引jを 11目的したのである。

まず，不法;分校0) ・定を借り， {呆!ヨ i交は!ヨ f見が二人ずつ交代であたることとし

8 月から 10月までの間， jg;j 1 閣を保有日として関投にこさ、つけた。こうして r /(~忘

子供の IJJJ はlI[{fn53年 8 月， 19名の幼児を迎えて千二忘地12互の[3: 1ミが!i~(1lミとなり誕

生した。

グ)~…プ員の CIJ に保ほの:(，，1 資格者がー人いたので，その教示，計11縦を受けながら

月 ~lîたちの「おばちゃん先生J 役は，地域の子手fて能力を高める主体的な原動力を

if? っていくこととなった。このような活動が認められ， 2)'1ご日からはn 1 1flJ, Tfiの

助成で{栄町一が一人派遣され，保育[3も 5 月から 10月まで週 2 [とi 開設されるように

なった。

3 主jqヨからは 1 名の常勤保母を置くことができるようになり，交代制{栄町は 1 1ー

となったが，分校の 4窓では扶くなり，地域内で相談を役ねて「不忘研修センター J

の建設が実現し設備や遊呉もえて移転した。子供数は30人になり，昭和58年に

は父親による手作りの遊び場も完成した。 62年には，子供数が減少したので周辺の

集落にも H手びかけた。現在， r不志子供の問 j は，月日選と木l隠のj恩 2 日，年間1/0 日

開設されており，子供たちは12人で弁当持参おばちゃん先生j は G 名が交代で

担当し自主運営されている。

そして， この母親たちの f不忘子供の悶j へのi絞り組みと子供の健やかなちぷ

りは，近隣集落からも段目されるようになり，平成元年 5 月には閉じ郎農地慌であ

る川隙子地区に姉妹悶 r }l l隙子つくし顕j が間関した。ここに子供を入閣させたい

と，わざわざ仙台から移住する人も現れている。

このようにグループの活動は他地域への広がりをも見せており，極めて高く評価

できる。
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(2) 子供たちに「酪農への誇りと自信

をj の活動

連メIJ 旺IJ山区でt部会の子供中心に「食事

づくりセミナーj が開催された折，不忘

の子供たちも参加した。干し草|二げなど

の体験酪農の場で不志の子供たちは実力

を発揮しまた，子供たちは，自分たち

の実力を認識することができた。生活体 写真 2 手づくり託児所「子どもの鴎j 七夕まつり

験の場では，開妬一位の!日満洲時代の技を受け継し、だ，地域自慢の「腕白ぎょうざJ

と「カッテージチーズサラダJ をみんなで作ったり，不正、の新鮮な牛乳をたっぷり

飲んだりして親臨を図った。この山村と部会の母親同士，子会{共同土の交流は，その

後文通となって続いており，不忘の子供たちの視野を広め，酪農への諮りを培って

いる。

この経験から地域に合わせた都市と農村の子供交流会が翌年の夏休みに 5 日間，

部会の子供30名，不忘の子供10名で開催された。農業体験としては酪農作業，生活

体験としては「丸ごと食jが，取り組みテーマであった。「丸ごと食 l では，鶏 (10

~;])を解体しそれを使って「丸ごとチキンライス J を作った。この交流会では，

「自分の意見が言える J ようにというミセス会活動と「不忘子供の国j での集団生

j苫の成果が，子供たちの自己紹介や酪農作業の発表動作で見事に示された。また、

自らの酪農や活動についての確信を認識させる機会として最良であったと評価され

る。

次に，蔵王太鼓の伝承が上げられる。

分校で学童全員が蔵王太鼓の上達ぶりを

被露することにより，青年層，壮年層に

蔵王太鼓は広がりをみせて，それを一つ

の契機として「子供たちが不忘を誇りに

思う環境づくり J I後継者が住みたくな

る活力ある集落っくり j に向けての f不

忘地区活性化研究会J が結成され(昭和 写真 3 都市の子ども遠との交流農業体験

-128 



G2{1二) J!止に J山r}Jが開始されている。

(3) 蕗良運営への積極的な取り組み

グループドiは， トラクタ…のオベレーターとなるための大11T特殊 rl1UJQ(免許の取

得，夫婦 l~íJ伴での官g~t1}j aL2 ;iL2 1111~の勉強会への参加!なと， rfji. なるf'I';ft�i JlJdÍ'ではな

く良 ðパートナーになろう j を什三倍に陥民経常にたI して的に取り組んでいる。

そしてこのことが厳しい条('1:ドでの関与民経常l&fl}Eの確立に大きく初、してきたとい

える。

盤整 今後の期待

「子;忘子供のlEljfE投 ú し幼児たちの健全育成に不可欠な球j克条件を 1~lbI!l包

によって継続できたのは，夫たちを始めJ山J~xの人々の Ihh力があってこそであり， こ

の活動ω実のh'iみ京;ねの 11 IでJt!!)i~~の粘取も強化されていっ

引き潟げやImHiの "jj ，'去をHI った在f!~たちが安心してそ後を過ごすことができるよ

うな，そして，かけがえのない子供たちを健全に育てられるようなii~力あふれる

;gづくりを推進サる n日動力は，不忠ミセス会グループ誌の熱L 、思し、と自IJj色;ある工夫

と|り1問調j主な行動力によって民IHj されてきたのである。

イミ忘ミセス会のグルーフ'~fi は， !~，~g~f:乏縦古として，母校として，そして 人の久

Itとして I~l らの liíj I ーへの強いむ;ぶを持っており，今後とも活発な活動がJVJí与できる

といえよう。
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不忘ミセス会の活動のあゆみ

農業の担い手として

酪農家の健康作り

第 1 表

めざして

iJ&農作業を楽しく
-作業衣・補助衣の製作
.作業主事境づくり

くり

保育の悩み・問題点をまとめる
子供を育てるための殺のあり方

49 

地区集会所設讃のはたらきかけ農業機械の共同手IJ )fj開始

調理・加工校術の修得・器材の導
入

子供の発育に応じた食事
I1 11 衣の工夫(リフォーム〉

託児所設置運動始める

託児所計蘭作成(保母としての勉強会)

?不忘子供の湿J 問所(米就学児)

50 

51 

52 

入所数

19人

21人

53 

保育臼数の増加54 

日ω
o 不忘研修センター完成健康管理と暮しの計画づくり27人不忘研修センター完成(子供の限移る)

遊具の整備
55 

酪震の共同作業始まる
30人

30人

26人

20人

15人

7 人

17人

父親による手作りの遊び場完成

56 

57 

58 
部落行事のiÈ:画遼営担当
.運動会・お祭りさ事

地区敬老会の関{窪
.両親の招待

不忘活性化研究会結成

農業・家計簿記の修得(夫婦向伴)
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周辺の部~に呼びかけ子供の数増加

都市と農村の二子供の交流

59 

62 

60 

61 
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第 2 表 f 不去、ミセス会;悦約

1 1さの名 flFを不忠ミセス会とする。

1 hWJ浅は，不正;犯行:の1:'，'辺から!点 i) ，会長 1 11 会 ;n. 1 1?J を設け， iEJ年!は uドとするの 選

出は lLiきとし，防ï f!iJ として会はが符!検する。

1 二子~~と U($~(は UI三 fl}/ こ 1:<: 切る。

1 1=1 [;\11及び日約

同!l1 代の1"fl，!l主と 111 1 jJ'j!般を i?t~ める。

それぞれの能力を総出し合って.あらゆる削での向上を目指す。

限人の総立と人 1m形成を店街す。

1 会への入1J~~.ìllの自由を認める。

1 it合 (J ,1 fl より J 2月 j:?;o

j努fi)rは研修センター使用とする 0

1 'iG:話iili絡は分間とする。

i 会 'l'{tJ ífmI2 ， OOO p:j とする。

l 会的の使 111 El [下J (;J:!ì;<:{Jll恨の交際時と行*.その他(勉強会のおIì充，見学も~む 1日 L 3'::は

出席のみにか与、り)とする。

lilJlfi tJt ゅ :3 ， OOOF[j の品でノト人百??去の qílJ 公選ぶ。 m. し N~ ト)J のご子供の仰にかぎり。

兄嫁金一'3 ， OOO!IJ (ヰ:人のみにかさり)。

。りOFLj

交通 'tH( :t 'J~t~ とする。

i 会 (J 3':尽の協力をもって活動するという臼 '.~:\í:を忘れず }t:;!. 見.疑問1~'j;は，率的:にぶつけ

合ってその劫で'fjわjとしてiî'く*とする。

宅
g
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離籍麟鶴盟関

日本農林漁業振興会会長賞受賞にあたって

不志ミセス会

(代表木村せい子)

校、主主「不:sミセス会j が今までの活動を とスター卜し「おばちゃん保母j として活

認めていただき，今回の焚ぞいただけたこ 重!}できたことは，やれば出来るという自信

とは大変濯しく関係者の皆さまに感銘市し につながりました。このことが f食事づく

上げます。 りセミナ…j などの郁子1îとの交流につな

不忘共l!域は，秀峰蔵王連総の南端にあ がったのです。

り，戦後満iJ活から引きょげ入植して出来た 開拓地だけにßJJけ合いの精神は素晴らし

築洛です。 く農業機械の共同手iJ ffl と酪艇の共筒作業を

凋j者二iせである夫遠の酪撲にかける喜多と 行い，生産費の低械をばかり H宣労働から

熱B:に号|かれ，私達は農業経験もなく嫁い の開放を目指して努力してきました。夫が

で来ました。憐れない差是作業ι 地吹雪と 病気になった時は，郎農作業を会長と会E電

車干まぜ降り積もる雪の厳しさに驚きなが の曜日主人迷が分但してくれました。本当に

ら，話し合える仲間を求めて結成したのが 心強いことです。

f不忘ミセス会J です。著きとしての立場だ 今後は子どもの国j を中心とした今

けでなく，一人の人間として自立していき ま?の活動の{自に. ~~燦2基盤をさらに強固

たい気持ちを f ミセス j の三文字に込めま にしていくため，経営の勉強もしながら夫

した。 の良きパートナーとして暮らしを見つめ，

家が滋れているため，小さい子ども遠の 生活改善に努力してまいりたいと思いま

交流はほとんどありません。 r私途はミセ す。

ス会のおかげで仲間がいるけど，子ども逮 また，不忘ぞ訪ねた人が「忘れられな

はかわいそう o J と自分迷の手による保育 いj 場所として心に留めてくれるような地

所「不忘子どもの国J づくりに立ち上がっ 域づくりの一役を私達も担いたいと思いま

てからもう 12年になります。保母経験の す。

まったくない私達が，すべて手探りの状態
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山本農林水産大臣と天皇杯受技者

第29回 農林水産祭のかずかず

内問総理大臣賞を受ける受立者 優秀農林水産業者表彰式典の会場

主 号
室 r l! ぬ土 t 
草 lt ョ会 号事 t 

'1:'; ~提 R57忽
ふ f ぇコ々 足; 勾 m 交

付 作。 筏迄 お

業種にかかるパネルディスカッション会場

業者にかかるパネルディスカッション会場において
挨拶する農林水産祭中央審査委員会金沢会長



実りのフェスティパル会場を視察される
秋篠宮'同妃殿下

問題と農林水産業の関わりを
考えるコーナー

親子日曜大工教室コーナー

テープカットをする東農林水産政務官(右から2人目)

議
議
語
り
込
額
制
制

作物あてクイスコーナー

親子農林水産業体験パスの運行
八ッ岳中央農業実践大学校農場でのじゃがいも掘り



発刊にあたって

民林水産祭は，全[1&1民のjJ4林 ;Jく!主主に対する認識をj75 め， L12林水能楽者の技術改

持及び経常'発出の立欲の~::îf誌を I~I るための国民的な祭典として，昭和37年，農林水

政業者に天51杯がこ iマI!易されたのを機会に，従来の新穀感謝祭を発民的に拡充して

始められたものです。

この農林水産祭は， !l.!l: )i1，水庄作と!日 i刀法人日本民林漁業阪興会との共協のもとに，

各方面の協力をr4}.で， ﾍfj"T: llJJ 2:311 ・ :iÍJr'jJ感謝の日を ":1心に開催され，農林水産業

者に天皇杯などの段与を行う表彰式典や， イj担lfj民に出林;)<ff業を紹介する農林水

産)設など， きわめて多彩な行事を行っております。

平成 2 年度は，その20@!:] に当たりますが，天守~.1ボなどの選投洛資の結果は次の

とおりです。

すなわち，従来の主等の G ;';;11門については，第20閉林;J<産祭に参加した各様

表彰行事 (300件)において農林水院大日を受1芝した者606人の iゃから，天皇杯を

授与されるもの 6 点(各部門ごとに j 点)，内閣総理大臣賞を段与されるもの 6 点(各

部門ごとに l 点)， 日本政林漁業jJj~興会会長貨を段与されるもの 7 点(器産部門 2

点，その他の部門各 i 点)が選定されました。

また，むらづくり ;~r)pIJについては， 431舟県から推薦のあった，むらづくり事例の

中から，各地方農政局の!むらづくり市査会J において，農林水産大臣賞に選定さ

れた事例のうち，間審査会からjW問のあった 7 点の中から，天皇杯，内閣総理大臣

賞及び日本農林漁業賑興会会長がそれぞれ l 点選定され， 11月 231ヨの優秀農林水

産業者表彰式典において表彰されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は，農林水産業の近

代化や盟かで住みよい鹿山漁村っくりの~J:.きた指探として，関係各プJj聞の方々に多

いに役に立つことと思し、ます。ここにこれらの業績の概嬰をとりまとめて発行す

ることといたした次第です。

終わりに，本書:の編集にご協力をいただいた執筆者その他関誌各位に対し深誌

の謝:訟を表します。

平成 3 年 3 月

財団法人 日本農林漁業掠興会



蚕糸@地域特応部門

天皇杯受賞者/安蘇孝行-

(農林水産省蚕糸・昆虫農業技術研究所生産技術部長/村上 毅)

内閣総理大臣賞受賞者/富士東製茶農業協同組合…・・…....・H ・....・ H ・ 24

(鈴与{械総合研究所副所長/中Jl I 致之〉

日本農林漁業振興会会長覧受賞者/竹野一夫-…・…....・H ・-… .36

(農林水産省農歪闇芸局畑作振興課さとうきび、係長/簡浦 良昌)



天 忌ヨ
三五

経
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安粛

ネ不 戸Z
Jι 

営(養蚤)

孝行

(綴潟県二三fi:絞 ifi式部内67)

翻受賞者の略歴

安斎氏はlIi3fn ，1 4 :í:tミに中学校を卒業し地元の製糸工場に 7 年余勤務した後，昭和

51年から自家の農業経営に参加した。

安蔚氏夫妻は父親の出稼ぎによる事故とそれに続く療養生活を契機に「家族が一

緒に生活できる経営j の実現を自指して農業経営に参加し当時(昭和50年)，年

間I1対荷量800kg促度であった:箆盗の経営規際j正大に取組み，昭和田年には3 t，昭和

60年に 5 t と JII長次経営規模を拡大しfJBf1l62i'ドに父親から経営を委譲された。その

後も経常の改詩に努め，平成元年には東北地方で始めて 6 t 養蚕を実現し平成 2

第 lØ t高島県における二本松市の位霞

揺ぬよ
舟 相馬

安途太良山二本松市 O 

L.-~'了、…'. 4.~客機山4. 2: 

‘/会T!t務託行一路代淘 fl., ) .....阿武際川
~. -'只見)11 郡山ら

..• ... ¥..¥ 須賀)I~~

-- 白河

第 2 図 二本松市における大手地区の 1立霞
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年には 7 t の繭生産が見込まれている。

安斎氏が居住する二本松市は桔島県中通りの北部，福島市と郡山市の中間よりや

や北寄りに位置しており，市域を JR東北本線・東北新幹線・ îf~北自動車道・国道

4 号線がそれぞれ南北に貫通しており，阿武提川が南北に貫流している。

阿武隈川の西岸は市街地のほか，米，野菜，酪農を中心とする農業地，帯であり，

東岸は阿武濃山系の丘陵地帯で養蚕の中心地をなしている。

安斎氏の経営は二本松市の東部，大平地区に立地しており，周辺の地Jf~は典型的

な山間傾斜地である。

家族は両親と中学生の長女，小学生の長男と次女を含む 7 人であり，労働力は夫

妻と両親の 4 人で比較的恵まれた条件にある。とわいえ，東北地方の山開傾斜地と

いう極めて不利な条件を克服し年間10自に及ぶ多田育によって， 6 t 以上の繭生

産を実現し，さらに拡大を目指していることは，新しい養蚕業のあり方を示すもの

として高く評価することができる。

孝行氏は製糸工場で工務を担当してきた経験を生かし養蚕施設，農機具から作

業手順に至るまで多くの改良，工夫を加えるとともに長年に亘って綿密な経営簿記

を記帳しこれをもとにした科学的な経営分析に基づいて改善を行っており，優れ

た経営感覚を持っている。一方で，年間10回に及ぶ飼育を行いながら家族の生活や

労働環境を配慮して，飼育時期ごとの飼育量を加減したり，大型ストッカーを購入

して繁忙期の家事労働を軽減するなどきめ細かい配慮も忘れてはし、な l\o また，大

平蚕業中堅青年研究会の副会長として椎蚕共同飼育を担当し Ht援用共同桑園の管

理，蚕作安定のための蚕室・蚕呉の共同消毒なと地域の養蚕掠興に努めるとともに

二本松市農脊連地区委員としても活躍しており，地域の若手 1) ーダーとして信頼を

集めている。

さらに，大平少年育成会の役員として地域青少年の育成にも努めている。

関経営の概況

(1) 程営耕士也

経営耕地は35 a の山林を含め合計638 a である。内訳は桑鹿478 a ，水田 120 a , 

普通畑 5 a ，山林35 a であるが，そのうち，桑閣の268 a ，水田の50 a は借入地で

-8-



あり， f昔入れ地の合計は318 a で経営耕

地面接のほぼ50，%に拙当する。現在使用

している桑閣は 3 問地に分かれており，

自宅から最も迷い桑関までの距離は約

500mであるが，全桑閣の73%は宅地!詩

辺に集団化している。 桑間の集問化は農

m地利用増進事業等を活用し自分の桑

!認を自宅周辺の山林と交換，開墾して，

新たに桑原!を造成するなどの方法による

写真 1 築岱!と渓古寺子守線

第 1 表 後蚕経営の年次号IJほ移

年次
50 f リリF 

上自ゑ白!R羽脊生5総5産数絞宣i(((符akz)) ) 
85 2.10 
769 3,010 
20 

I包設の設設 i「2i点 の \主J 付:の

λιJl!;~之し

吉正主礎な拡tf大j米手ヰ法rt I ml UIPi体人人問l蜘以m刊Mili l l 

もので， l吋どれも傾斜地で

あるが周回道路を設けるな

ど基盤はよく整備されてお

り，全桑閣の85%はトラク

ターで管理できるように

なっている。

(2) 労働力

労働力は30才台の孝行氏

夫妻と両親 (50才台)の 4

人であるが，上競時などの

繁忙期には一部雇用労働力

58 

280 
4.055 

96 

fill人 IOa

jL2用地利用地進筑紫

第 3 図 桑悶疑問{ヒの状況
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が使用されている。

(3) 養蚕関係施設 第 2 表 白有地・借入地別初地面積

銅育関係施設としては，フV ック造り

の llí'桑庫 (26nD. 3 齢用益室 l 棟(木

哩函
*悶

*悶

造，一部 2 階建， 158 m'), 4 齢用蚕室 l 普型
仙 iヰ

棟(鉄骨 2 階建， 396 m')のほか 5 齢用 足一二工
川二'"

として木造 2 措建 (699m2 )，鉄骨平

屋建 (238 m')の 2 械をもっており，多回育に対応するためそれぞれ齢別専用蚕室

として使用している。また， 4 齢舟蚕主及び S 齢用益室の 2 階部分は上張主として

使用しており，子製の熟蚕運搬用のエレベーターが設置されている。

(ヰ) 機械装備

養蚕用機械としてはトラクタ… (22p s)，桑闘管理機 (6.5p s )，ブロート、キャ

スター，動力関定鍛，循環扇 2 台， 自動収繭毛羽取機( 2 台)， jfVJ力噴霧機，暖房

機 (4 台)などが主なもので，ほかに軽トラック( 3 台)を持っており，飼育には

自走式給桑台車を利用している。なお，平成 2 年度には条桑刈取機の導入が予定さ

れている。

(5) 経営収支

平成元年度においては6， 104kgの繭を生産し粗収入 16， 295, 000円，養蚕所得

11, 460, 000円(所得率70.3%) を得ており，家族労働報腕は10， 507, 000 ド1. 1 臼当

たり家族労働報酬16 ， 583円であった。

1 日当り家族労働報釧

Hì ， 583円
14 ， 971 円

養蚤部門のほか水稲でも2， 265, 000円の粗収入があり，水稲による所得1， 856, 000 

円(所得率81. 9%) を加えた農業総所得は13 ， 316, 000円となっている。

閤受賞財の特色

(1) 優れた経営感覚による低コスト生産の実現

10~ 



平成元年度における上駒 1 たり生産貨(第二次〉は162 l. 611:J となっており，

i昭和G3{j三世繭生産費調査結果による全国平均の 2 分の l 以下である。

lil紅白定法調査における最 i二位階層と比較しでも上摘 1 kg当たり生産費は61%程度

であり，極めて高い生産性を実現していることが認められる。特に，生産費に占め

る労勘授の割合は33.3%で繭生産故調査結束の57.1%に比べ著しく低く，上繭 1 kg 

t立たり 5110円(全思平均の27.5%) である。

さらに，繭生産費の内訳を踏生産質調査結束と比較すると，桑詰tl&1盟費が全国平

均の22:>6，農蚕具賀'が7iL%，組物詑が83%などとなっている反面，光熱諸材料費が

全年の169%， y~t桑賀が同じく 150%などとなっており，その他の説日ではそれ

ほど大きな差がみられな L 、。

一方桑1~110 a 当た

り生産法では桑樹成

i潟詑及び労働費を除

く 日が鴎生産設

fiJf;J ~夜結果の120~185

%と く， :t~fに鼠桑

授は全自 均のが]

2.51乱光熱3吉材料

設においては 3 (去に

近い289% して

いる。その反面桑樹

成I!~I!詑は摘生産費調

査結果の38%，また，

第 4 表 衛生皮??の比絞

!l巴 下↓ 13 197.1 
終業 J長斉1) 校 52.6 
光熱材料後 114.9 

~l ミ長 ~~ 45.1 
共同飼育波 88.8 
貸借料及び料金

桑格J 刊沈( 47.5 
法物資 106.0 
j長.1ft呉法 165.0 

向'I:i!ri 'i必i'ir:，' i月H土 U{{干! IG3~ I :.I~ljj!~l {fである。

労働設は閉じく 47%となっている。その結黒，桑i謡 10 a 当たり生産貨はi鵠生産費調

査結果の全国平均に対し 80;)iÍ弱である。

桑悶10 a 当たり生産貨のうち，議極見光熱諸材料費，共同飼育費，建物費なと

はlO a 当たり収繭誌を高めることに伴って当然増加する経費と見なすことができ

る。また農業薬剤費，農蚕呉設なども関線の関向が強い費目といえる。したがって，

この経営においては土壌改良や肥料の多投によって高い土地生産性を実現するとと

11 



もに，桑関管I盟の徹底した合I型化

によって高い生産性を実現してる

ということができる。すなわち，

現在の養蚕経営においては，地力

の維持，培養による土地生産性の

第 5 表 桑図面積と 10アール当たり収納澄の打(;移

向上と作業体系に合わせた合埋的な桑i主!の設置や道路の配讃などの基盤整備が抵コ

スト生産に大きく貢献するものであることを実証している。さらに，買の;;smや

徹底した防疫管理による造作防止などが低コスト生産に結び、つくことを示してお

り，ここにもこの経営主の能れた経営感覚の始jを見ることができる。

これは計画的に桑園を自宅周辺に集団化するとともに，機械管理をFìíT提として菜

園の基礎整備を進めてきた成果とみることができる。また， LLJ間傾斜j自の不利な条

件を克服するために，稲ワラ，メIj芝，ケイフン，蚕糞，蚕沙， J発条なとj也j或資源を

有効に活用し地力の維持|古U~.に努めてきた成果でもある。

(2) 創意工夫による高い労働生産性

安斎氏の経営における，平成元年度のと繭100kg当たり養盗労働時間は78時間と

なっおり，これは昭和63if度胸生産費調査結果による全国平均の約47%である。ま

た，向調査における最上位階層(掃立卵最50箱以上層)と比較しでも約61l%であり，

この経営の労働生産性の高さがうかがえる。

上調100kg当たりの養蚕労働時間の作業別内訳では桑収穫時期が27時間となって

おり，鵡生産費調査結果における全国平均のである。これは，桑闘を自宅周辺

に集団化し合理的な基殻撃備が行われていること，及び，桑簡の肥培・管理を徹

底することによって高い単JI文を実現していることによるものである。すなわち，桑

留の基盤を整備することによって， JI羽生条桑の搬出時間を削減し条桑 i 本当たり

第 6 表上作HOOkg当たり養蚕労働時間

調生皮tll調Eまは昭和63年度調査結泉である。

~12~ 



の重を大きくすることによって収穫能率を高めていることのほか，全桑闘をl.tj.Jfl

桑開化することによって作業内容を単純化していることの効果も大きい。

院背労働時間は22時間となっているが， これは納生産費調まま結果における全国平

均の 2 分の l 以下 (11年間比4 1. 7%)，また rnJ l\Jm査の最上位階胞の約58%に相当する。

飼育労働時間の而では自走式給桑台車を利用し，長さ50mの蚕!主に給桑する作業

体系をとっており，給桑台東への桑の積み険えや作業中の積み込みにともなう無駄

な動作をなくすことによって労働時間の削減を留っている。また，多田育を円滑・に

問;11えさせるためには成背経過が斉命で， iìhrlli通りに進行することが特に重要である

ため，自作の薪!控訴機等による環境i!;IJíwnを行っており，各齢が計画通りに進行する

よう*1Il心の注意が払われている。

1.桜繭管J史の労働l1 !j 問は 111時間であり， これは繭生産比調査結楽による全毘平均

に比べ2. 5倍以ヒの能率であり，また，向調査における最上位階層の 2 分の l 程度

(54. ll%) である。

現在，養蚕における経規模J広大にとって最大のネックはこの上競作業である。

すなわち，この作業は短期間に集中し入手を要することから， 1 間当たりのí1iiJ 斉

放を flilJ御する最も大きな要因である。

この経営では条払一斉ヒ諜法を採用しているが一般に普及している条払機は使用

せず，独自に開発したルード上競法が用いられている。

ルードヒ践の概嬰は次のとおりである。すなわち， 5 鈴mJf留の大部分は通常のβ

法で蚕庄の長続lJ方向にたI し遮角の方向で両日!IJから条桑を給与しているが，上競前に

は")1 1の給桑を行い蚕路面iを平らにしその後綱入れして，最後の給桑を行う

ことによって座1:1]援を少なくしている。 i引去の給桑は益!主の rtlÏJlf1IJから“八の字"型

にhい，上競に当たっては熟歪収集結!を蚕J~l~上に拡げ，最後に給与した条の基部を

持って手で振り落しながら， 11頭次移動していき，収集した熟蜜は自走式給桑台車で

;羽田ミ運搬用エレベーターまで運ぶ方法である。この作業も振り溶しは益産両IWJから

2 人の組作業で行い，エレベーターのそばまで遊ばれた蚕はそのままエレベーター

に移して 2 階のと族室に運び上げられ， ここで計;誌と瑛への振り込み作業が行われ

ている。

なお，上接室は胸質向上のため，大型i政顕謂などを活用して気流を作り， j換気を

Q
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写真 2 どニールシートへの仮り込み

写真 3 エレベーターで二k族主主へ

写真 4 蚕入器への振り込み

写真 5 蚕入認への振り込み

ょくするなど上競環境の維持にも工夫がこらされている。

収摘出荷に要する労働時間は 41時間となっている。これは胸生産費調査結果によ

る全国平均の 4 分の l 以ド(時間比22.5%)，また I;:';J調査における最 H立階層の29

%に相当する。

J/xri向出荷作業には 2 台の自動収納毛羽取機が利用されているが， ここでの作業能

率には専用上競室を持っていることのほか，飼育I:/Jの徹底した防疫管理， f京、境制徒rJ

の結果として，故障腕が少ないことも大きな効果を発隠しているものと考えられる。

片付けその地の作業時間は 1-，儲lOOkg当たり 14時間となっている。この作業の中

心は飼育終了後の廃条の取り払いでるが，繭生産費調査結果と比較すると全国平均

の62%，最上位階層の84%に相当する。

大規模農家ではこの作業を軽減するため， トラクター， ブオークリフトなどの機

t
E
i
 



械が比較的多く利用されているのに対しこ は!発条片付けもほとんど入力

によっている。その結果この作業での労働時間削減率は地の作業に比べ抵くなって

し、る。

さらに，桑i割程: JIllを含めた l二綿 1 1\g当たり義蚕労働時間は0.87時間となっており，

鞠生産問調夜結泉の全国平均 0211~j:f}わの 2. 5分の1，問調査の最 i二位階腐と比

較しでも58.8%にとどまっている。

刀、上のように， この経営は高い労働生産性によって抵コスト生践を実現している

が，これは必ずしむ機械化によるものではな l ¥0 

むしろ，合間的な施設の配位桑i認の集団化と慕磁程。;;j，作業方法，手111員や諸道

具類の工夫，改良に負うところが大きい。

これは“長期一改器"をモットーとして， 4 人の作業者が知恵を出し合い，

し合いながら経営改善に努めてきた1iX: 5Rである。

(3) 高い単収と収穫能率

この経営における a 当たり は議顕在百績が320~330 a であっ

た，昭和60年から62if.に 160kg~167 1\gに達している。

昭和6:3年には(詩人桑関が80 a 追加されたこともあって ÈìiJ院は 135kg/[0 a. 平成元

年度にはさらに68 a の借入山が追加されたほか，

とやや低下している。

もあって 128kg/[0 a 

しかしながら，平成元年度の10a :3たり上収隣最 128kgは全国平均の 3 倍以上，

福島県の平均に比べても2. 9(告に相当しており，地区の平均収繭最76kg/10 a に比べ

ても約1. 7倍と高い水準である。桑の生育WJI曹が短い東北地方のLlJ間傾斜地で10 a 

り 1:30kg近い収f設を実現することは容易なことではなし、。

そのため，器禁蚕i少を:良好jに 1) サイクルさせるのみならず，稲ワラやケイフン，

ゴルフ場のメIJ芝など地域の有機質資源を有効に利用して土作りを進めている。ちな

みに，桑関lO a 当たりの施肥最，有機質資材の投入:誌は，丸桑肥料で460kg (チッ

ソ成分46kg， 1) ン駿 18kg，カリ 18kg) 蚕紫蚕沙1660kg，稲ワラ 400kg，ケイフン85

kg，メIJ芝7451ぼなどとなっている。

これら肥料，有機質の総出にはトラクターが用いられているが， j頃斜地桑関の管

理を機械化するために周間道路を設けると同時に傾斜の方向に対し障の方向を傾
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斜させることによって機械の運行を容易にするなど独創的な工夫も加えられてい

る。さらに，養蚕作業の閑散期である冬期間を利用して徹底した桑国管理を行って

いることも高い単l況を維持する上で大きな役割を果たしている。

また，現在一般に普及している桑の収護方法では，収穫条桑 I 本当たりの霊長が

収穫能率や給桑能率に大きく影響する。この経営では春蚕期の 1 時間当たり条桑I1又

礎量は145~170kg，夏蚕llJJ IOO~llOkg， fJJ秋蚕期65~80kg，晩秋~晩々秋蚕lり]1 10

~120kg，初冬蚕期100kgなどとなっており，年間では 1 時間当たり 118kgの収穫能

率である。なお，この時間の'IJには桑園までの移動時間，伐採，結束，運搬などの

時間が含まれている。

また，桑の収穫能率を高めるために桑閣を専用化することで収穫作業を単純化し

ていることも大きな特徴の一つであるが，これは収穫機の導入を容易にするもので

もある。

(4) ゆとりを持った経営姿勢

平成元年度の飼育実績と掃立月日，飼脊箱数，収摘量は次の通りである。

1.春蚕期① 5 月 20 日， 20 箱， 1070kg 

2. 蚕期② 6 月 1 日， 20 箱， 881kg 

3. 重蚕期③: 6 月 28 日， 16 箱， 775kg 

4. 夏蚕期③ 7 月 108 ， 111 箱， 649kg 

5. 初秋蚕期 7 月 188 ， 4. 5箱， 204kg 

6. 晩秋蚕期① 8 月 20 日， 5 箱， 229kg 

7. 晩秋蚕期②: 8 月 27 日， 10.5箱， 502kg 

8. 娩々秋蚕期 (: 9 月 5 日， 16 箱， 758kg 

9. 晩々秋蚕期 (: 9 月 14 日， 17 箱， 732kg 

10. 初冬蚕期 : 9 月 22 臼， 7 *信， 306kg 

すなわち，年間10闘で， 130箱の蚕を飼育し， 6104kgの上繭を生産している。

これによって，蚕期別の鯛育量を比較すると第 5 回目の初秋蚕期は4. 5箱の飼育

規模であって，春蚕期の20箱に比べて著しく少なし、。同様に第 6 閉の晩秋蚕期①も

5 箱の飼育規模であって春蚕期の 4 分の 1 である。この点は施設の利用効果を高め，

労{動力利用を平準化する視点からは問題となる点である。

16 



また，第 5 四日の飼育JVl (7 月 25EI~ 8 月 3 日)と第 6 回目の制背!VJ (8 月 27 臼

~9 月 5 fヨ)の fb9には23日間の間陥がある。 23日聞は 1 1mの伺育が一i 分可能な期間

であり，桑の成育期間が鈍い東北地方において多田宵を進める場合，貴重なi時期で

もある。

しかしこの経営においては， 8 月上旬から 9 月上旬までの飼脊量を極端に少な

くしている。これは(:!:1学生を頭とする 3 人の子供の夏休みにおjする配慮で、あり，同

時に 8 月から 9 月上旬の暑い時期に重労働を概力少なくすることを自的とした措躍

でもある。

こういう配慮は後継者難の問題や“嫁のきてがない"という問題をかかえている

農村の現状や今後の家族経営のあり方を考える上でも示唆に富むものとして高く評

価するに値しよう。

以上述べたようにこの経営の特色は，①桑閣の慕盤整備と合理的な砲設の配器に

加えて独創的な創意，工夫による作業方法や作業予)1闘の改善によって高い労働生産

性を実現するとともに蚕糞，蚕j少，稲ワラ，ケイフン，メIJ芝などの地域資掠を有

効に活用しながら， ilí':í鹿した桑閣のJJ~J告管理を汗うことによって高い土地生産性を

実現することによって，上臨 1 kg当たり生産費(第二次) 1622円という低コスト生

産を行っていること，②蚕期間桑闘，齢別専用蚕室を設けることによって不利な立

地条件を克服して，年間10田に及ぶ多田育を実現し年間 6 t 以上の繭生産を行う

ことによって，養蚕所得 1 千百万円以上を確保し経営を安定的に維持しているこ

と，さらに，③科学的な経営分析に基づく経営改善を進めながらも，家族の生活や

労働環境に配慮したゆとりある経営安勢を枇持していることも大きな特色である。

盤整技術・経営分析とその普及性及び今後の発展方向

(1)桑の栽培技術

この経営で採用している桑栽培技術は特に日新しいものではない。既存の技術を

組み合わせながら現場の状況に応じて修正し改良したものである。

すなわち，桑の栽培についてみると，桑閣は普通桑閣が428 a で全体の89.5%を

出め50 a の密植桑爵を合わせて478 a であり，密構築閣は 8 年前から少しづづ導入

している。このうち春切桑園は217 a で，桑悶面積の45.4%を占め夏切桑留は261 a 



である。

また，用途別では 3 齢専用桑田が40 a 

で全桑閣の8.4%，春秋兼用桑園が248 a 

で51. 9%，夏秋専用桑盟が190 a で39. 7 

%を占めており，多国育に対応するため，

夏秋専用桑留の比率がやや高い。

樹齢別では 4~8年の桑留が73 a で桑

面積の 15. 3%, 1O~14年の桑閣が226 a 

(桑図面穣の47.3%) ， 15年以上の桑園
写真 6 密植桑園

は179 a (全桑面積の37.4%) であり，最も古い桑園は樹齢22年に達している。

また，桑品種では桑閣の92%が“改良鼠返"であり，密植桑園の一部に“しんい

ちのせ"が導入されているにすぎない。

さらに，立地条件は決して恵まれているとはいえない東北地方の山間傾斜地であ

る。それにもかかわらず， 10 a 当たり 120kg以上の113(繭量をあげているのは蚕糞益

沙，稲ワラ，メIJ芝などの有機質を 10 a 当たり 2800kg も投入していること，さらにケ

イフン85kg/1O a ，化学肥料(丸桑) 460kg/10 a など，チッソ成分量で58. 6kg/10 a/ 

年に連する多肥栽培を行っていること，及び，冬期間の徹底した桑関管理によるも

のである。

また，大量の有機物を投入し肥培管理を効率的に進める上では計画的な桑閣の基

盤整備が大きな役割を果たしている。すなわち，傾斜地であるにもかかわらず桑閣

の85%がトラクターで管理できるように整備されていることや収穫条桑を軽トラッ

クで桑閣から誼接蚕室まで運べるように

周回道路を設けていることなど大きな特

徴である。傾斜地でトラクターを運行す

るためには，緩傾斜地では山成りに君、傾

斜地では等高線に沿ってテラス状に造成

されるのが一般的であるが，この経営で

は全体を山成りに造成し，急傾斜地では

傾斜の方向に対し畦を斜行させること

18-
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によって傾斜を緩和させる方法を採用しており，これによってトラクターで管理で

きる範閣を大幅に拡大し作業の安全性と能率を確保している。

(2) 蓄の餌育技術

問背技術の面では年間10回に及ぶ多田育を行っていることが最も大きな特徴である。

この経営において， 1lm当たり飼育量が最も多い議期(最多蚕j出〕は 5 月初日掃

立の春盛期①と 6 月 1 日締立の春蚕Wl@であり，それぞれ20箱の鰐育規模である。

l 回当たりの飼育盤が最も少ない蜜期は 7 月 18日帰の初秋蚕期で，鰐育結

数4.5箱である。

また， 10回の飼育にはいずれも椛蚕共間飼育所を利用しており，第 2 四日の春蚕

期②及び第10閤目の初冬明を除く， 8 閣の制背にはこの経営が属する安達蚕業技

術指導所管内のHt蚕共同飼育所から稚盗の供給を受けており，安達蚕業技術指導所

のfft蚕共同鯛育でflfi援の間脊が行われていない 2 蚕期については県内他地域の椎益

共同銅育所を利用している。

稚蚕共同飼育所から配益された 3 齢蚕

は 3 齢専用益主で飼育されるが， ここで

は飼育台が用 L 、られている。

平成元年度の場合，第 1lm配蚕が 5 月

27日であり第 2 屈が 6 月 9 臼，第 3 回が

7 丹 5 日，以下， 7 月 17 日， 7 月 25 日，

8 丹 27 日， 9 月 3 E1. 9 月 12 日， 9 月 21 :1手葵 8 3 齢蚕飼湾

日， 9 丹 30日となっている。 6 回目の晩秋蚕期〈むと 7 問自の晩秋蚕期②の問院が最

も短く 6 臼院であり， 2 回毘の春蚕期②と 3 問自の夏蚕期∞及び 5 問自の初秋蚕!明

と 6 問自の晩秋議JtJj①の聞には25日以上の間隔がある。その他の各蚕期ごとの間隔

は 7 ~12日程度となっており， 4 鈴蚕を 4 齢用益室に移した後，蚕室蛋貝の消毒は

可能であるが， 6 回目と 7 回目の間関はやや少な L 、。

また， 5 回目， 7 [話回， 10由自の配蚕はそれぞれ前蚕期の蚕が 5 齢に速する前で

あり， 8 回自と 9 回目は前蚕期の蚕が 5 齢に入るのとおi時に配蜜を受けている。

したがって，当然のことながら 5 齢蚕と 3 齢益，又は 4 齢蚕の飼育が重捜してお

り，益室益具類の消毒に要する日数を考慮すれば， 6 閉店から 10閉店までの飼青に
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おいては鴎育経過を計碩的に:lf1iJ節し りに進fï'させることが特に重要である。

そのため，蚕主の掘疫管理には細心の注意が打、われている。

写真 9 ii;jf暖房機 写真10 Fo9 じきシャッターと飼育捌

5 齢期の飼育は広く普及している方法で，給桑台lTiを利用した条桑育であるが，

議座の長さは50mにし 2 人の組み作業でF<l ，j (WJから給桑するおを採用している。

また，作業者の無駄な動きを少なくするため，給桑台東を白走式に改良している

点、や，徹底した防疫管理を行っていることが大きな特徴である。

(3) よ藤作業

一般に上競作業は 1 回当たりの制脊規院を規定するぷーも る。

この経営では独自に開発したル…ド、上政法を採用し蚕を運離するためのエレ

ベーターを設器して作業能率を高めている。

ルード上践については前にも述べたが概裂は以ドの通りである。すなわち， 5 m゚ 

5 臼閉までは通常の方法で条桑を給与しその後，上競半 Fl前まで給与条桑がそれ

までの条と直角になるように給与することによって蚕服組を不滑にし k張半日前

に雨{HIJ縦列 lこ上諜ネットをかけ，その上から斜め(八字!l;'J)に給桑して蚕をネット

上にあげ，上諜時には蚕路上lこビニールシ…トを拡げ，最後に給与した条の基音1)を

持って手で払い落としながら，順次移動し払い溶とした熟援は自走式台車で蚕座

の片側まで移動させ，そのまま，エレベーターに積み換えて上燦京に運び上げると

いうもである。

上競室では計量升で蚕を計量し，順次|色村正競に振り込んでし、く。この経営は労働

力に恵まれていることもあって， これらの作業が 4 人の組み作業として効率的，組

織的に進められている。また，繁忙蚕WJでは麗用者がいつでも条払作業に入れると
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いう利点もある。

(4) 経営内容

平成元年J立におけるこの経営の践すミ*ilJl文人は1980万円であった。そのうち82%は

?を査収入であり，水f:ìfJによる収入 11 ~)ííの{自に野菜などの収入があった。全体の農業

所得は 1 :35~1万 3 ニflIJで，所間半は平均ß8. :3 0りであった。

諮蚕iH\ll!jではß10"lkgの協を生践し 1G2D )j 5H1のmJ収入があり，養護所得は

11 11ßTjlJJで，所得本70.3 06，家族働限ñJIII050万 7 千円， 1 EI 当たり家族労働報酬

lG， 583円であった。これを桑jl]lO 乱卦たりにすると， 127. 7kgの綿を生産し， :34万

89DI乃の1111収入があり， 23万D7001っの所得を得たことになる。

平成の1:削J1lj は前年に比べ28川ìíî後も 1;-.:; くなっているため，誼接的な比較はで

きないが， lIiHIJi均年度利]生産 'iJ( ，tJ，\j百結束によると， 112上位指居である開立卵最50箱

以上( 517.J~11. li~jJlxLlt22~mg/戸)でも桑mi!10 れとうたりのI1文繭患は9ß.2kg，粗収入20

万 117 /fj，所得 10万 1288 FEJ となっており ， jijri' ドドー50. G%であった。この年の腕側を

度と閉鎖とみなし地の経世が全く変化しなかったものとして計算しでも， 10

a あたり組収入は25万ß80GF!Jであり， Iザji!?不はß 1. 5%であって，安斎氏の経営は臆

i収入で1. :3的以じ Fyfi与で1. 5倍以 Lに相当しており，所得率でも 9%近い差が見ら

れる。

すなわち，この経営においては， 10 a 当たり生産最1 :30kgに近い高い土地生産

性と J' 的 1 たり労働1I!fF.ijO. í81HH間坂官制資における最上位屈の53;)"ô以下)

という高L サ、Ý!1!)J rt. )ikl~l:を実現るすことによって，安定的な護長経営を縫立している

ということができる。

(5) 普及性と今後の発展方向

この粍jえが採用している技術はすでに述べたように特別なものではない。ま

i山条{午の ìliiでも桑の~t育期間がい東北j出店であり， しかも LU問傾斜地という不利

な条件を持っている。1Ij{~-.忠まれているのは労働力だけである。この経営において

は持てる労働力を宵効に活用するための削窓・工夫がこらされており，それがこの

経誌'を支えている。その意味で，この経営が保用している技術はこの経営独特のも

のではあるが，謀本的にはすでに一般に普及している技術を組み合わせたものであ

り，広く一般にも普及し得るものである。
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特に東北地方の山rm矧斜地においても，年間10回程度の多回育が可能であること，

桑踏のH巴培管JI日を卜分に行えば10 a 当たり 130kg脱皮の収納;立が得られること，主

蚕を中心占して経営を安定'的に成立させられること，などを実証した意義は大き L 、。

今後，新しい桑品11Mや官槌桑悶の導入，桑JI対空機の峰山飼育数量の少ない盗!留で

の飼育数設の増大なとによって，さらに経営規模を拡大することは十分可能である。

円
ι

ワ
〕



若さと創意で10 トン養蚕へ

安藤孝行

己 U))立。 フミ _~;J. H~ 'it t'tの光栄に;í}し，々の

引き締まくう XHt \が致しておりゴ、守)一。 また，

~(ノ)栄公 U) ;'[任と1E ð な桁!::.\Çして ij り

す。

11、(立 rl'学校合卒業後，会社{こ就II[lt しく

{よ qUlu)tU t:~ ムに分1りぶをあけ Q

ことが多く. '~(I よ 1手が:flll 々と交えるという

状態 Cあり. ;fl: t)(:~:: は，ごく i守泌のIíCω:2

'Rでし

II [J干L1 50:'P九私i立与さ総し.それまでみ災

家ごカギっ 'jこで育った辺やlUfまさ、の父も IJIJ

わり. ':l，'T. )j主がーイヰ;となった成主主は出来ない

t~.ろうかと家紋3'::~1ゼ話し合い， jH~で食

べて行こうと決Fましたのが51伴の正月のこ

とごした。

紅、{ま.会tHリjめ合併め，父もけHまぎを絞

め家政3":立での Jf-!J: fr:;長が始まったわけで

す。し7う、し緋f也 I ;l:j)f(く，点在。 f こ ;In:

(立 j と自主j!Î辺 lこ交換分会によって緋池を

jMj~するとともに， j;2符l Jill手 IJnlj~kj隼:'ll:~立を

ftitilli fJ0に活用し，桑l必2基盤を拡大してまい

りました。また，このような桑i訟の拡大に

合わせて，倒符施設さ手をi邸主し. 4 年後 lこ

は我が家のì"l'{震は三トンの繭1:際安述成し

ました。しかしその問，父がf立{努のケカ

会しぐしまい? それからは花、カく，手ミ吹がjな

~~~~必白 ::ti本となったわけでサ。

WJ. fU月るい 1'1: f&. 1切るい家庭j を信

条{こ );J\!It'iのjJJ;大任滋めました。パソコンに

よる迅速な経1~r 'k!!~~の抗日銀・分IIT と検討を

行い，科'学的企業Ij(j jを?t~経1~-C ， TîLltで

は 1;1U'~と思われる年10凶(平成 2 年)の多

悶討による家族労働力の平総化，む、i主夫

総，間紛の{乍355立i伎に合わせた作業分mな

どを行いました。そして，我が家の合言

主Ìi. f-ill!切 攻議 j による縫鴬改努を闘

機とし C. rJill反されて L 、る機械ではなく，

我が家の経営lこ長まった機械，袋詰2の開発，

'"'…ド仁筏淡などの手nÍ:~ンステム，趨多聞

f{j iこ立すよt;ずる専用桑i却の機純化管理などの

おIJなユ炎!こより平成 2 年には 7 トンの級生

ílf.を確立したところです一。

今後は主主2後大きな絞とし，安定的な

段紫綬営をし，近い将来， 10 トン義宣言を現

災のものとして行くため，き芝に革新的絞営

技術の導入， 10 トン生産に合わせた言語図援

金主絵師;1等安是言えています。

この大きな大きな受領:を滋に，才:5~、意欲

と情熱を燃やし.ま建Z芸家のリ…夕、ーとして

ïi~iffi して行きたいと思っております。

内
べU

9
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二:一一一一二二二内関総理大垣賞受賞二二二二二一

出品財経 営(茶共同経営)

関受賞者の略歴等

(1) 掛川市の概況

賞者寓士束製茶農業協同組合
(代表平井鉄雄)

(青jtl;liJ~~lHJllrlî東Lli130おj也)

掛川市は，静岡県の西部に位置し面植は 186. 05kníである。 f由形は南の小笠山，

北在日の赤石山脈の支脈による幾多の山陵があって，一種の盆地を形成している。

地及び山林原野が全体の73%を占めており，中心の市街地を除いてその周辺は大部

分が農村部である。(第 l 図〉

第 1 図受賞者の所f:Ej也

24 
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主主交 1

おり Illfíの出

/j<:fìM , 

まれ，

1:30諮問となっている。 rj!

でも 12は

とし

約 J

りえ上
o らζ":1

L 、つ

(2) 

は， mJ11 

H寺は戦H寺中でもあり，

茶J山，ji十として詳泌されるな

しかし ìì攻むし

交;}ì:!Ît~m~漁協同総合

務 1 茨~~殺J ;1 )':i数の

つ

に取り入れ，

2ら

S 

むと IJilil廷に して

り， rlíド、指の茶訓告となって

となっている。

されたことに妨まるが，当

て，茶の品紫も]ご級

した|飲んでうまいお茶



づくり J に専念、するとともに，一

方で，共同組織の強化と生産基盤

の充実に常に積機的な努力を重

ね，昭和37年には名称も「富士東

製茶農業協同組合J として，いち

早く法人化に移行し再出発を果

たした。

以来，昭和40年に第命次農業構

造改善事業，昭和52年には県営地

総事業による大型造成により組合

員の規模拡大を実現し農道整備，

低温生葉集荷場の整備など，組合

員の経営安定と茶生産・品質の向

上に積極的かっ計画的な活動を展

開してきた。昭和田年には，新農

第 2 表 120K 4ライン機械設{nii 8月 *ru

業構造改善事業により 120K 4 ライン(生葉処理能力37千kg/ 日)， 2, 447 niの大型

茶工場が整備された。(第 2 表)工場は造成茶国の r.j:lの高台に設鐙されたが，建設

に当たっては県を始め各種指導機関の指導を受け，合理性，労働安全性は最良につ

くられて，中でも注目すべき建物の柱を外相IJに設置し内部になるべく粉鹿等がた

まらないよう衛生面に留意している点である。

また，今年度より生葉管理装置をコンテナ式に変え，茶閣から製造出碍まで A切

茶葉が床に付かないように改良した。

盤受賞者の経営概況

(]) 組合員農家の概況

組合員33戸の構成は，専業農家29戸二兼業農家 4 戸であり，専業農家の比率が非

常に高いものとなっている。また，後継者対策を強力に推進して，ほとんどの農家

で若い力が主体となっている。

茶掴面積は， 52.8haで，中山路地帯に位嵩しながらも 1 戸当たり1. 6haと県平均
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1 総計誇

2 松浦成炎

3 田辺守

4 荻原料

5 松浦正義

6 松浦孝雄

7 8 
松浦かね

松浦 1幸男

91 j::~泌i 毎土 I台

10 総計ì Ilミ l.ffi

11 松布告弘毅

12 平井長l ~月

131 -'1三井鉄 i韮

141 õ]z井敏雄

116 5 五杉u山ボ克己
幸子

17 平井文明

181 f主 E若手正男
19 荻原幸努

20 荻原雅

(22名)

第 3 表 富士策事~1i奈良協組合良経営状況(、H必 2 "1' 9 JJ 1 IIJJUI) 

年齢 農後業継従翁事 年齢
62 宏和 33 

47 貞雄 21 

39 

60 {íl次 32 

53 

39 

,19 学総 26 

,16 

36 

59 タ:5"~~日W間う 34 

54 温子
228 8 

53 芳昭

66 1n'i縫 ,10 

54 敏之 28 

37 

ι16 

39 

55 平日行 30 

57 Ilfl 20 

36 

第 2 図

(33名)

茶隠関f}1 
段旬以もムノ、1. ， 10

面茶図総備:考 No. 組合員名 年前自l'み議磁石 俸給 備考

141a 21 荻原鋭治 42 76a 0I1t主主)

172 22 荻原とし子 45 144 

176 23 杉ィ帝京U!t 52 雄二 26 102 

187 24 杉山光夫 54 50 I(兼業)

163 25 松浦五郎 41 174 

194 26 松浦わ]雄 40 144 総合 11 初期1

148 27 平井貞夫 41 136 

164 28 松活i 武雄 42 247 

228 291 Iドヂ!:治努 55 孝明 28 142 

176 30 平井然治 49 206 

111610 9 
311 :tql 谷 広 42 221 

32 松泌治夫 42 235 

176 33 杉山友世忘 33 70 I(兼業)
149 H 33 名 計13名 5276 

181 

53 IC 奇Î(繁) 35-才以下 15名

222 36~45才 15名

163 46~55才 11名

115 56才以上 5 名

242 2十 46名

機構館

-・・F.!品生後に関すること，統一栽培指導，生誕の絡{すけ

-・・良質:tt製波に関すること，工場の~J儲

務部 l' . .工場の運営総括会計処理組合員教育
(8 名)
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の約3. 5 倍の大H1J見茶惇{ノド農家

の集凶であり，茶の仰には水稲

2 ha, !l巴育牛農家 i 戸となっ

ている。(第 3 表)

(2) 組織の概況

木製茶農協は，組合長，理事

及び監事のもとに，生産自ι 製

造部，販売;";1\及び総務ffi\のIj {fI¥ 

体ililJ により，組合員が全員参加

の方針のもとにお職務を古任を

持って分闘し各rmとも活発な

活動を展開している。(第 2 図)

また，下部組織としての青年

部及び婦人部活動が活発ーてあ

り， グループ。it !l訪やJl!l J)i}Z茶業古

との交流を始め，組合組織をも

リードする活躍を見せている。

資産は HI1百万円，負債は50

百万円でそのうち借入金は2'1 百

万円である。 自己資金比率も65

%と健全かっ安定した財務状況

になっている(第 4 表)。

守J成元'Íf.}交の操業日数はIHI二l

で， 1, 086 t の生誕から 2:35 i の

荒茶を生産した。(第 5 表)

写真 2 深むし茶j の1í~*m

第 4 表(!) '，'~;二iご液製茶I~li't; thh II;J総合財政日銀

(tJ債の {H) ) 

日
。

ワ
臼



第 4 表(2) ;長ごtW;見 ft~ J1~:~主 tth I行JrII{ìHl益;il ，~i~~!t

67 ,050 

6 月 17 Eヨ~
6 月 26El 

10 日

29-
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翻受賞財の特色

(1) 日本一の深むし茶づくりへの挑戦

本製;)~J1Jl fhhの位置する j也氏は，普通nn茶でむ名な )1/れj出玄などとは異なり，茶は

葉f;~Jがいため，荒茶の形状がく， I味もけっして良L 、ほうではなかった。

しかし茶業に対する愛;[É[は強く， I昭和855jニ当 IL} ， m1rìiJや畜産がIlNI :ì\':を浴びてい

る 11:1にあって，あくまで茶業の賑興を求め，茶』、11-業で~t.き残っていくために，技術

の確立も ìì'í ÿit者のニーズも不安のあった「深むし茶J の製造に先駆的に若干した。

また，涼むし茶の生17:長が軌道に乗りつつあったlIiHII52年ごろ「深むし茶は急引が

詰まって悶る oJ という消費吉の要望に応えるため，水色は緑色のままで，形状あ

る茶づくりの研究を始め，蒸し工程の改善，メーカっと共同での組採の開発なと

手掛けてきた。

このように一貫して深むし茶の品質改善に掠り組んできた結果，特に形状と日i沫

を重視し しかもLl I問地特有の品絡ある深むし茶は， I内控者の高L 、評価を得，東山

地誌はJ31むし茶の子r名成j出として掛川の茶由形成のぷ慌を築き上け、るとともに，

本製茶Jl~ t;;hは地域のリーダー工場としての役;!f!Jを来たしてきている。

(2) 早期経営委譲で後継者育成

おける後継者不足は，すべての地域， {ノf物について共通する極めて深

刻!な問題である

木製茶店協の組合員にとってもそれは同様であったが，昭和50'rl頃，数人の組合

員が，後継者対策の 貰として経営委譲することを思い立ち，直ちに実践してみた

ところ，無理なく後継者が就躍するようになった。

そのため，幻

婚 2~3 'r年1ドて後には経営.家計を委譲することにより，後継者に茶業経営に対する責

任と自覚を持たせ，産業として自立しうる農業経話者の脊成を推進してきたところ

である。

この試みは，紐合組織及び組合員の生産碁盤が確立していたこと，高収入で仲間

がいること等も手伝って，後継者の確保・育成で大いに実を結び，次のような成果

を挙げている。
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ア 組合員の平均年齢が47才と若返る

とともに討持nえは， GOf¥: 3 名， 50代

10名， 40代13名， ~lO代 7 名と JI:常にバラ

ンスのとれたものとなっている。

イ rlJlll1日Jj自告に抗菌し間慌の条件

下にある共同~茶工場のrlJでは，

家本が|際立って高い88九(lI!lHI5d年には

77%) となっている。 6 表) 写真 3 共間製茶工場

第 6 表 '!' LIJ Ilt1 J也茶工場の1t絞
ウ 若者が171 くから民業に従事するよ

うになり， JJUì巨， 50歳以上の組合 一一一一…~五五日正副際平均
後縦者が農業に従事していないのはわず

か 2 戸(うち専業農家 i 戸)に過さな L 、。

エ青年;}Ií (40歳以下， 22名)及び婦

人ffß (33名)がと自覚受持つ

'jê 均千Jl元役数(人)

l 戸平均 i;l，; t;itÍlÍ m(a)

え!~ J:~ 之本(?(，) 

極的に活動を行うようになり，その結果，組合自体の活動も活性化した。

(3) 統一的な栽培管理の徹底による高品質茶生産

34 

55 

18 

茶悶の栽I部主即は，個別の作業となっているが，生誕の高品質を縦{呆し安定し

た生誌を [~Jるため，生住吉11が主体となり，特に次のような工夫を凝らしした

栽j背主による!日i品質茶IJミに取り組んでいる。

ア 病害!:hの発生予祭を行い，防除を必要最小限に押さえるとともに薬の安

全{車問を関るため， i校時J;1点閣には氏名，散布日，盟会!j名を明記した立札を立ててf良

薬の桟窃JVJ 仁i を厳守している。

イ UHHI日年から有吉農家と J足携し

共同堆肥舎を設置してJWIl~による土つ、く

りを行っている。

また，地区内の IJI林20haを採草地と

して 1 人約 1 hai'flJ りごi てて，秋から冬

にかけてメIJ り取り，欽間に胞用し地力の

維持向上に努めている。 写真 4 共おFHU阪会
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ウ 生葉格付けのi徹自故t成をj均期9明]し 1格1陥:名各削{十付τ，Jil司、?判!

f生:主七t践Eへの:意立識の高拐を図つている O

(4) 計画的な摘採と茶工場操業

i票高差 (300m) のある地Jf3を活かして出採日数を長くし，更にi自JUJJ削采を確実

なものとするため，茶則前に全茶閣を巡回し生存状況をJ巴握して，無駄のない計画

的摘係を心掛けている。

また，製造部においては，茶期月1 ]， [1 別，午前午後日IJによる生葉集jtiiIî1の f泣即を

行い出茶機械の能力に見合った円滑かっ計画的な茶工場操業を行うとともに， Tn1; 

に工場の環境及び製茶機械能力を検討し r:llJ ノjく技術を目指して，高級化戸Jjj品

化，省力化のため茶工場と製茶機械の怒備に努力している。

特に，飲料としての術生上の管{I!^I，製造 uこおける労働安全は，旬日の課題とし

て最優先の配慮を行っている。

(5) 消費者ニーズの把握への取組み

消費者ニーズの的確な把握とその対応は，茶工場iill常における最も重要な分野で

あり，組合長を主体に理事 4 名で相当し市場調査による消費者二…ス、に合わせた

販売戦111各を常に研究し「形状の良い昧のある深むし茶 i の生産へのJwmみが行われ

ている。

(6) 次代を担う青年部，裏で支える婦人部

ア 青年部事業

青年古lí は， 現在22名で構成されているが後灸点札継!挫主者者一対2築{長i訪カがt汁|

いることカか、ら，その活動も非常に活発て‘ある。

各種講習会・研修会は，青年部が主体となって行い，栽培技術を鈍惜している。

特に，最近，製茶機械の大型化に伴い，茶心の習得が閑雅になりつつあることか

ら， 53年に手探みの道具一式を整え手段み技術j により「茶の心J の会得に努

めている。

また，病害虫防!なの実胞は青年音ríの専決事項であるなど，責任と自覚を持った活

動が行われている。

イ 婦人部事業

後継者への早期経営委譲に伴い，婦人部もまた若返り，その活動も活性化してい
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flJW救主を始め，定期限EJ託金IVí'主人づくり・部議づくりに励むとともに，全

r~lが!茶道j を l15み，位以lJUJにお茶会をI~:limするなど青年部と i可じく「茶の心J を

、p
l
u
w
 

村 lこ， i肌íiぬ IIJíの受|会合1棋を婦人主1\で保管，組合員の健艇を全面?苦悶するととも

に，病気刀ーの ;)1 二 'ìi'，ïl!j に備え， )5ブ]の filì光{本1Mを3芸能している。その他工場内外の清

掃は婦人部がJII.、片し特に茶JUjIjl は毎日免事務所・集会所の片付"tを行っている。

(7) 企業的感覚による茶工場程営

このように，九郎がそれぞれの責務を拘い，活発な活動を行っているが，総指的

lil;;j( }j :PI をち Ilj し，円滑な運営に導いているのは，組合長を中心とする

J~j!卓会の決定である。

JW事者自らIiJl聞を ~llね， と!品安Ijな準備，そして思い切った英i抗それ

らはíYI日118l rr liiわれる全f本会議のW;J二での入った討議として表れてくる。

茶のプロをi'I認する専業;民間としての本製茶技協の大きな特色と震える。

また， f:ll合 Cl も企業的経営を 1~ljiii してお名 r:IJ 31名が青色申告を行い，経営管理の

向上に努めている。

関受賞者の経営分析と今後の発展方向

lI!3 fll15.íjニの(jlbl 以米 50iドの服!忠と活力ある活動を続けているが，戦前から現在

までの社会的:5うの変化，また，それに伴って木製茶位協を巡る茶業情勢も決して平

l!lではなかった。にもかかわらず 30'況を越える農家がとi土佐紀にわたって共同の製

茶[l:l}与を 11 1心に統命的な践活動を行って I lJり 11 に;奇士東あり j と言われるまでに

主った。これは， 1主き指謀者に忠まれした経営方針の下に組合員が一致強力

して茶工場に参Hm してきたことによるものであり，その結果，次のような成果を挙

げている。

(l) 平成元年度の荒茶販売額は，約430 百万円となり， 1 kg当たり荒茶価格で!県

平均を'lOOO~J~î，市平均を10%強も I::JIJJ るなと有数の茶産地掛川市においても路間た

る地位を確立している。(第 7 表)

また，生誕還元本(荒茶の総生抜高から茶工場の運営製造にかかった経躍を控除

し組合員に還元するもの)でも静岡県内の共同工場の平均 (76， 4%) を大幅に上回
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る82.3%となっており，効率

適な工場運営を行っている。

(2) 1 戸平均茶の111収誌で

11百万と共同工場では静附県

下ーの高収益を実践しまた，

第 7 表法ft~ fIlIi協の撹移
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59 

(3) 各種品評会等へも碕極 160 

的に参加し昭和58年の全国 162
61 

茶品評会の農林水産大臣賞受 163 

賞なと常に上位入賞を果たし
光

ている。

そして，平成元年には，静岡県が県内

の共同荒茶加工場の改善と今後における

協業化の指針等に資することを目的とし

て実施している「茶共同工場経営コン
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第 8~受 茶主主経営の比較 (10a~当たり)

三三二I雫子勺128
596 ,870 出品引

クー ;vJ において，その優れた実績を高

く評価され，農林水産大臣賞を受賞したものである。

プロの茶専業集団として，木製茶農協を中心に今後も生き残り，より発展する農

家経営を目指すためには，今まで以一1:1こ積極的な経営iì攻略を展開していく必要があ

る。現在，組合員の所得向上と冬期の労働力の有効活用のための鹿販の拡大，省力

化・労働強度の軽減のためのレール走行式茶闘管理機の実用化の試験も計図iされて

いる。今後とも若い力を中心に研践を重ねることにより，本製茶農協のそットーで

ある「欽んでうまいお茶づくり j を更に強化・推進し地域のリーダー工場として

ますますの発展が大いに期待される。
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i 飲んでおいしいお茶づくり j
茶専業集団として生き残るために

富士東製茶農業協詞組合
(代表平井鉄雄)

fl、たちのお士~n:j~~ jW J~~ ~~協[iJ[組合は lIicl のi7t~むし;抗生ilF.への大英析を f Lt二本がp

1'1 117年 lこ役立し 50年を校滋しました。お茶 茶専業mÆ~ミ疑問として今まで生き残れてき

一ー色のお j也12(-とありますが， II{!和初年代初 tニ火きな契機になったと符認識する次第で

!切にはあまり j美枝 --w は':U1WJ Y，とす二和!とか す。

しなくてはとの窓、いで関係機関の御協力を 私ども富太京製茶j長協は平均年令47才，

j与て，さíll 争 r~~j誼j と i言われた「深むし 専業Ntk家ネ88% とまずまずの若い茶専業燦

it~J への製 i1~ (こ研究開発し ζ まいりまし 家の集まりとは思っていますが，御;承知の

た。 組合鈴一丸となっての努力の甲斐もあ 機{こ i1'i*の情勢もあまり i明るい材料ばかり

り，消波笈の方々にも読んでいただけるお 織ってはいません。今までより更に一歩進

fJ~へと育ち，現在では市 riすでも約 8 主IJが んだ校術と流通関発による経営努力が護嬰

rii1!むし!í'i J 製造となっています。この検 視されてきています。安定した生き残れる

に私どものjti家経済もたゆまぬ研究努力と 茶業経営を縫持するため，今思の受::e;t・を機

組合災樹立の協力による f飲んでおいしい にじC気持ちを新たに組合員全員が一丸と

お茶づくり J (こ原点、があったわけですが， なり uJH誌を重ねて努力していきたいと恕っ

今までの50年を}ヰ!変振り返ってみますとこ でいます。
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日本農林漁業振興会会長賞受賞

出品財技術館ほ場(さとうさび)

受賞者竹野 一夫

(鹿児島県f!~"ÉItI)中極子町納宮4220 ~ 1) 

襲警受賞者の略歴

竹野一夫氏の住む中種子i町は，鹿児島市の南方115kmの海上に位置する. 1 1¥12 

町から構成された周囲153km. 447. 5kníの鉄砲伝来の地，様子島の中央にある。

島を結ぶ交通は，空路が鹿児島空港より 35分，大販空港より 2 時間で結ばれ，海

路は鹿児島港と西之表港を所要時間 3~4 時間の定期航路により結ばれている。ま

た，平成元年 7 月からは，高速船が所要H寺間90分で 1 日 2 {主復就航している。

第 1 図地域の状況

01 

種子島は，丘陵性の山地が連なる標高180m

の比較的平坦な患であり，大部分は段丘台地で

ある。

気候は，亜熱帯気候に近く温暖で多雨の気象

条件に恵、まれているが，台風の常襲地域である

ため適地作自は限定されている。

本島の産業は，農業が中核をなしており，

斡作物はさとうきびで全農家数の80%を占めて

いる。 1 戸当たりの平均耕地面積は. 158 a と

県平均 (95 a) に比べて広し、。緯度および気候

的にみて北限であるさとうきび栽培は，甘しょ
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との輪作， 7}く稲，たばこ，野菜，および省産等の指合経営が営まれている。

氏は，義務教育を終了後，自衛隊に入隊するが，父の要請もあって，約10年時の

隊での生活に終止符を打ちUターンを決意、した。 昭和37:\f26才11寺に父から田地95 a 

を譲り受けJj山たした。その後，大型製糖工場が誘致されるに伴い， r農業での自立J を

臼標にさとうさび作を主体として経営焼模の拡大を!立i り，昭和初年には350 a ，昭

和50:\fには550 a 現在， 750 a の耕地面積を所有している。また，省力化によるコス

トの低減を留るため，散在する耕地の集団化をíï- うとともに自らブルドーザーに乗

りながら誕盤強備に努め，農作業の機械化を批准してきた。更に，土づくりのため

に水稲栽培及び家畜の飼育を行う等さとうきびの生産改善に積梅的に取り組みなが

ら E刊誌・高時系品掃の導入を図るとともに，自ら農業技術の向上に努めることは

もとより地域のリーダーとして活躍し現夜では，町のさとうきび振興会の霊長事及

び農業共済の~'FflUí委員を努めている。後継者については，将来を見通した夢とゆと

りのある農業経営に積極的に取り組んでいる氏の情熱と経営手腕に強い影響を受け

ている長男が，これまでの経験を生かしつつ父線以上の農業に対する情熱を撚やし

第 1 表 経営緋地面積及び作付回前 (UgffJ 63年度)
氏の後を継ぐことになっている。

関受賞者の経営状況

竹野氏は， Lj:J種子I!ITの北

部の納宮地区に住み，経営

[面積は，水田250 a ，矧500a 

で，そのほか山林200 a を

所有している。作付状況は，

さとうさび495 a (うち種菌

用 15 a)，甘しょ 200 a ，水

第 3 表 f認議機械の所有状況

名 約: 主1 ・ ps ム仁、I ぅ究N-人j 導入年 年間数使
fflfヨ

トラクター(ロータ 1) … 11) 25 1 昭和田元年年 40 日

fJþ うん機 7 2 平成 80 

続トラック l 昭和田年 300 

小~Il見禁搬出機 界王t 1 " 61" 120 

ハーベスター 6 1 " 60" 3 
ノゼ;インター 3 1 平成元年 3 

æt護機 2 l " " 2 

:37 

~綴価格

260万円

40 

100 

330 

50 

40 

30 



稲田 a を栽培し繁殖牛を

3 頭飼育する複合経営を

行っている。(第1， 2 表)

労働力は，本人及び妻の

2 人家族労働であるが，稲

作における植え付け， JI文襟

およびさとうきびの収穫に

第 4 表 さとうさび労働時間
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能にしている。(第 3 ， 4 表)

氏の総生産販売額はL 051 

万円，農業所得は641万円

であり，そのうち，さとう

さびによる所j専が80%を占

めている。lO a 当たり JI文最

第 8 表 さとうきひずの生服販売状況( 1I{l fLJ 63ífl支)

JZ:n 制畑町若|町|可証庁
a I t 1 同 t I 

竹野氏 j 幻61 422.61 8 ， 8沌 1 '122.618 ,1 
H汀平均 j 一 一!日お!
旦主主[ 一二し一一二
対的比 1112β%1

対県比 1136β~h ! 

は， 8 ， 878kg とIlJT及び県平 第 7 表 さとうさびにおけるlOa当たりのう二皮肉(lI(i fliGHI幻
均より高く(対IlJT比12%増，

対県比37%1曽)，品質も良

いところから，平均単{而

09， 200 円)も， IlJT 平均

09， 000円〉より高くなっ

ている。また， 10 a 当たり

第一次生産費は，農業資材

及ひ機械等の投資により県

平均より多くなっている

が，労働時間の大幅な低減

により 102， 417円と県平均
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を27. 8~?6 下町i っている。(第 5 ， G, 7 表)

関受賞財の特急

(1) 耕地条件の特色

は，年平均気焔 19.3
0

C，年間持

*E設2， 379111111，年間日間11年間1， 93G1時間と

班熱帯気候に近く品i援で多雨の気象条

ドi二に滋まれているが，合成の常裂地域で 写実さとうさびl:m

あり， I~年*:註も季節による変動が大きく，風寄，干ばつの被害を受け易い。

fJ.三色火山氏土(J誌ボク)が大部分を占めており， i~~1Jt-，向機物，増肥当;の対策が必

要である。竹野氏の経営Irri棋は，昭和37年初才で父から/1<11125 a ，対日70 a の .'\1-95 a 

り受け就践した。その後， 8 年間の手部 iH稼ぎそ繰り返しながら，限野， f，mを

購入し統合n面積を拡大してきた。また，省力化によるコストの低減を図るため，

散在する排地の集団化を行うとともに基盤摂備を行っている。

(2) 地力の増強

結子治は，尚治多な気候であり， J也力の消耗， j二の流亡が多し、。このため，

Jjilt17地域以 lニに土づくりは没裂であり，竹野氏は， この土つ、くりを慈本としたさと

うさび栽培を行っているが， これらは，長年の経験と 8 におよぶ焔模拡大技びに

自力による全ほ嶋の~íHlit i~s.{riijの実抱という凶難に段けない [=:I 立 gj興の精神からj古わ

れたものである。

氏のほi易は， から成り， J出力

が弱く干ばつを受け易いことから， j二域改良材としてケイカル(通常の1. 2~ 1. 5 倍)，

焼 1) ン(通常の1. 5倍)の総則及び駐日目の投与(通常の 2 倍)を災地している。

地胞は，水稲から取れる桶わらを全て貯蔵しておき，繁殖午の敷わらとして利用す

るほか，者産農家の要望に臨じて4二ふんと交換することにより，有機物の材料の確

保に努めている。また，さとうきびの倒頭部は，招料として利用する以外はカッター

で裁断し牛ふんと交互に積み，堆肥として成熟させている。自ら家者を飼育し

かっ，畜践農家と連訴をとりながら堆肥を確保し土づ、くりを徹践することは，

っくりの重要性が強調される今日の農業の摸範といえる。
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(3) 栽培技術と作付体系の確立

様子島はさとうきび栽培の北限であり， 7~9 月を除色気j昆は生育連視を下回っ

ているため，生育初期のポリマルチ栽培が慣行である。また，長期に渡り株Ll\を最

ねると地力の低下，病害虫の発生および株自体の老化等ーから減収になるため 2 回

株出が奨励されている。

氏は， JI財童謡積が県(79 a) およびIllT (82 a )の平均の 6 倍以上と広いため，労

働力の面からポリマルチ栽培は行わず，薬剤散布，除草作業を含めた植え付け前の

耕起 (3 ~4 屈)と深耕・中耕作業を機械を用いて行う等，増収を図るための倣隠

した栽培管理を実施している。輪作については，栽培基準に基っく 2 間株出を行い，

その後甘しょ l 作を組み入れた 4 年輪作を行っている。また，株出栽培については，

JI又最の減収を防ぐため，重焼リンを抹もとに施用するとともにダイアジノン等の薬

剤を散布することにより土壌病害虫の防除に努め，根切り排土およびJj~j:.等の徹底

した株出管理を行っている。

(4) 種革管理

さとうきびは，モザイク病および、わい化病守;の病害により大幅な減収となるが，

これらの病気は，栄養体で増嫡するさとうきびにとって薬剤による防除が困難であ

り，健全無病の極的を使用することが重要である。

氏は， ;f重苗管理センター由来の樋苗を渇いて自家採苗ほを設寵するとともに徹底

した極部管理を行うことにより健全揺出の確保に努め，更に，梢え付けlìITに全樟苗

の消毒(黒穂病予防のためのべンレート浸

漬)を実砲している。

(5) 栽培品種

さとうきびは，平成 6 年から品質取引へ

の移行が決定しているが，氏は，従来から

品質の向上を目指しており，従来の主力品

1守

品種

NCo310 
NiF3 
NiF5 
その他

品様{持!或

終[問I

82% I 83% 
2 I 8 

" :.J 

11 I 9 

種であったN C 0310から早熟・高糖系品様である NiF3 及びNiF5 に順次更

新し現在，早熟・高糖系品種の割合が85%を占める等，品種の適正化にいち早く

取り組んでいる。(第 8 表)
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(6) 出品材の特色

竹日!?氏は， r農業での cl 江 j を 1=出iJ とし にj絞り組んできた。

就I~!J: I日Jの経営百!iü1lは，水位125β ， 1:11170 a であったが，省力化によるコストの低減

を悶るために散在する jJI:J出を:U~I沼化しながら， f~l らブルドーザ…で法盤整備を行い，

f;j-説的に経23私îTflを拡大した。現在は水111250 i:l, W1500 a で，そのほか山林200 a 

を所有しており， うち，さとうきび1105 a ，甘しょ 200 a , 7J<:f�55 a を栽培するとと

もに繁殖牛を 3 頭飼育する挺会経営を行っている。 農業所得は64171円となってお

り，そのうち，さとうさびによる所得が80(l(íを占めている。

氏の経常の特色は， さとうさびを主体とした輪作体系及びニtづくりを行い，独自

の栽培管理の確立~~~五日刷ZJな生産改善に取り組んでいることにある。特に，土地基

盤の備と併せ，これまで子作業に抜符していた収穫作業の機械化に積極的に取

り組み，労働時Imt立政*均よりがJ309(íの削減， 10 a 当たり生産貨においても約30~(;

の削減を実現し 10 a"うたり所得で県平均を約30%， .q，ÍJ況で約40%上田り，土地生

際性及び労働生産性の大11 1員な l'"íJJ:.を図っている。平成 6 年商から，さとうきひ、の品

質取引への移行が決定しているが，氏は，従来から品質の向上を臼指し平熟高糖

系品積の導入及び平・ rjl • IIS~生の品種を組合せるなど将米を見通したいち平い取り

組みを行っている。また， fIITのさとうきび振興会の監事および農業共済の評価委員

を務めるなど，地域の 1) ーダーとして活躍している。

関受賞者の技術，経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

(]) 受賞者の技術

竹野氏の技術は，前述のごとく， 8 年以上におよぶ規慎拡大並びに自力による基

探諮備の実施等の長年の経験と自立自興の精神から培ーわれたものである。

換言すれば，高度な栽培司技術によるものだけではなく，一般農家に十分実現可能

な基本J支術の日々の積み重ねが，今日の成果をもたらしているといえる。

(2) さとうさびの生産費と収益性

竹野氏のさとうきびの 10 a 当たりの生産設は 115， 017円で，県平均の 16 1， 366円を

約30%下関っている。費目別にみてみると，農機具費，肥料費，薬剤費および光熱

動力費において県平均より約30%~100%上田っているが，種街費，労働費におい
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て約30%~60%下由っていることから，

把培管理および病害虫防除等に重点をお

いていることがわかるO

労働時間については，土地基盤の装備

と併せ， これまで手作業に依存していた

収穫作業における小型脱葉搬出機の導入

第 9 表 さとうきひの 10日当りのJI立佼性
(11{{ ，f IIG3イ II~)

および、栽培管理等の機械化に積極的な取り組みを行い，県平均に比べ約30 0 öの省力

化を図り， 10 a 当たりの生産コストの削減を実現している。また，土つ、くりや独自

の栽培管理の硲立等積極的な生産改善に取り組み，高品質で多 11文の生住に成功し

単11文で県平均より約40%上田り，所得 12iL!二等 00 a 当たり所得:対県北:34

日当たり家族労働報酬1 :対県比100%増，労働生政性の大幅な向上を実現している。

(第 9 表)

(3) 普及性と今後の発巌方向

経営規模の拡大と生産性の向上については，後継者の就践による親子共同経営へ

の移行により，畜産部門の拡大，さとうきび栽培を主体に討しょ栽培を合わせた輪

作の実施及び稲作栽培を継続と園芸作物の導入等経営の複合化を一層図ることとし

ている。また，畜産との経営による土づくりを推進し農作業においての機械化を

一層進めることにより省力化に努め，さとうさびを主体とした栽培面積を 10ha(こ

拡大するとともに，労働生産性の向上を困ることとしている。

品質向上については，平成 6'年産から品質取引への移行が決定しており，従来か

ら行ってきた早・中・娩生の品種構成の適正化および早熟・高掘系品磁の導入をな

お一層推進する予定である。

このような栽培の基本となる土づくり，優良品擦の導入等の高収量. ~需品質なさ

とうきび栽培技術は，平成 6 年の品質取引への移行に向けて広く推奨されるもので

ある。
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規模拡大による経営の安定化をめざして

竹野一夫

樋 f，I2Jil;L ð とうさびを主幹とした二u也 付の投入手王土っくりを念頭lこ絞滋・をjmめて

手IJflHí~1災31がwm日されていますが，さとう まいりました。

さびにとっては， :l tliH池，台風市佐j似|?と さとうさび 1;): ，収機作業に多大な労力を

いうハンディを汗 fえいながらの J主総であ 必嬰と L. xl;L~ られた JVIIH! I7qで収穫会終え

り，さびしい主主械でのjfi主主でありま 1 ユ なければなりまぜーんので，現夜でも規模拡

店、は， IIfl j'1I 37.q:就g.~1Iキ，父鋭から 25 a の 大のネックになっている訳ですが，昭和61

水庇!と 70 乱の協を淡 1) 受It，わずかはりIJÚl ij'. に I1文f重機械を導入し翁力化に努めてまい

マI7232 に)1'( 1) 1'日んーとまいりましたが， k見限 りました。

j広大の必君主性を~~じ土地取得のため， lIiJ さとうきびとて品質環視の淡 lこはn~て

fU48浮から 3 q三!日l U\ t~ ぎをくり返し 280 a ず，攻r:Eの近112取引から平成 6 俸には品質

のJjjin!yを取得し 1'1らフルト、 ザーによ長り J[~~ I へ移行するということが決定されてい

接盤技術{こも符めてまいりました。さらに る訳ですが，品質向上はもちろん，収滋安

IIfl f[J 55年には， 200 a の緋Jt1lをJ[~í与し念 定のためにも生産校j，f，jの向上[こー隠の努力

車iíの大型さとうきび作の基礎ができ上がり をしーぐまいりたいと思います。

ました。 最後にこの疫の受設に対しまして，御努

その問， Jーづくりの重!ì1! trtから， I去l月刊二 1J いただきました関係機関の皆様方に尽く

も導人し枇き山う胞の投入，ニLt主改良質 御干しを申し上げます。
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第29回/農林水産祭受賞者の業績
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第29田

山本農林水産大臣と天妄杯受口密

農林水産祭のかずかず

収夜感謝の集い

主@忠

喜}仁 ?λ! 伐!色、

¥113  
J:E ':J 

業者にかかるハネルディスカッション会場において
挨拶する農林水産主祭中央審査委員会金沢会長



笑りのフェスティバル会場を視察される
秋篠宮・同妃鍛下

と農林水渓業の関わりを
考えるコーナー

親子農林水産主業体験パスの遂行
八ッ岳中央農業実践大学校農場でのじゃがいも掘り

テープカットをする策箆林水産政務官(おから2人自)



発刊にあたって

農林水産祭は，全民のyii林水産業に対する認識を深め立林水産業者の技術改

善及び経営発展の意欲のρîj誌を図るための国民的な祭典として，昭和37年，農林水

産業者に天皇杯がご下賜されたのを機会に，従来の事1"[;段感謝祭を発底的に拡充して

始められたものです。

この農林水産祭は， tz林*，主省と!!オ団法人日本位林漁業服興会との共催のもとに，

各方面の協力を得て，毎年11月 23日・勤労感謝の日を中心に開催され，農林水産業

者に天皇杯などの授与を行う表彰式典や，…般国民に農林水産業を紹介する農林水

産援など， きわめて多彩な行すまを行っております。

工JZ成 2 年度は，その28何日にさiたりますが，天皇杯なとの選l'Ufifttの結果は次の

とおりです。

すなわち，従来の122産等の 6 f:m門については，第28間農林7i<gE祭に参加した各種

表彰行事 (380件)において出林水産大国賞を受賞した者606人の 1わから，天皇杯を

授与されるもの 6 点(各自，~門ごとに i 点)，内閣総朗大目立を段与されるもの 6 点(各

部門ごとに l 点)， 日本農林漁業保興会会長賞を授与されるもの 7 点(資産部門 2

点，その他の部門各 i 点、)が選定されました。

また，むらづくり部門については， 43府県から推薦のあった，むらづくり事例の

仁わから，各地方民政局の「むらづくり審査会j において，農林水産大臣賞に選定さ

れた事例のうち，開審会から推薦のあった 7 点の中から，天皇杯，内閣総理大臣

賞及び日本農林漁業鉱興会会長賞がそれぞれ i 点選定さ札口)g23日の優秀農林水

産業者表彰式典において表彰されました。

農林水産祭において表彩されたこれらの受賞者の優れた業績は，農林水虚業の近

代化や豊かで、住みよい農山漁村づ、くりの生きた指標として，関係各方面の方々に多

いに役に立つことと思います。ここに，これらの業績の概要をとりまとめて発行す

ることといたした次第です。

終わりに，本書の編集にご協力をいただいた執筆者その他関係各位に対し深甚

の謝意を表します。

平成 3 年 3 月

財団法人 日本農林漁業保興会
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天皇杯受賞者/甲斐忠重-……………H・ H・-…一…… 7

(農林水産省林野庁研究普及課普及指導係長/荒井 実)

内閣総理大臣賞受業者/府高正通….....・H ・........・ H ・-…...・H ・. 22 

(農林水産省林野庁研究普及課普及指導係長/荒井 実)

日本農林漁業振興会会長賞受業者/井内 勉….....・ H ・....・ H ・-… 31

(農林水産省林野庁研究普及課普及指導係長/荒井 実〉



天皇杯受賞

経ι
4
 

営(林業経営)

.C‘,. 
3ζ 

関受賞者の略歴

者Ej…i 斐 古
川
一

下
十
日
凶

(目的役 ~ifEI f'I崎市泌尿村人ぺ子|二ツ LLJ2c171)

ljl斐氏が!副主している諸塚村は，宮城県日向市から50km入った九州、ILJI IjI~の中央

部， 11川上iftEJ戒にfJ'Lii'iiしているつ十jの総剖間 18.80:.ì haのうち森林はその85(\0 を占

め， j緋)井?打J地也[(:台爪l

在しでいるO

第 1 悶受賞おのFiJý (仁j出



このようなj山形("J~Þ刊のもとで\諸j不十i では， j惟、f栓i佐否1仁!

1転I反i捌1卵興;司叫tな:を I中iいI心 lにこ J礼Î， iiばええ占た r日'1川l打I治f台;公j民込1陥í'口~f;~山助がj川lι乃日f充とに i行Tわれ，その成果は京J~ 、~'F úlliを得て，昭

和 163{fJfr Ji l'林;J<:EÍ吹きの;21かな村づくり市川における天L1'.l.VF受立の栄王子に浴している。

'1I斐氏は， 1"J のリーダーとしての諸を担fこしながら， 自らの林業経常に創意と

努力をffi:ね，地域の模範となる経営をlI{U';~ して来た。

戦後， 11j'ífIJ七日Jびにmlí}j l主!日として}町民するかたわら，地域に率先して拡大造休

及び乾しいたけ栽I3に取りおlみ，昭和:30 1]'.1\:から 40年代にかけては，教育委員，農

業公民館々 j云:訟を IJを任， lI {{flI12{1'から 58 \j:まで， 4 !V116年間にわたり村会議

員をつとめ，村政の発!必に1'í、献した来た。

明(f:，県指導林家 (11日干1152i l'f... W年)，村社会救育委員( I昭和58年以降)，村社会福

祉協議会JIl!'jJ: (II{{ f[ [58年以降)としてその主務を的に遂行している。

lIiJf[162 í l: に同組的なスギj主料、j 也(]. :=ï2haを liil伐施業実証民示林としてtilt定，地域

の宵林技術のI~H:に寄与している。さらに学百ì~5lfUJの場として15haの分収林を

担{jL 技術((Jなm与をiJ っている。

本生保有としての甲斐氏は，乾しいたけ部門において特に出れた業績があり，

IITH[[日年以降，数多くの貨に蝉き，その後継苫である甲斐重詰氏も，優れた技術を

引継いで、， ト村J ;jお3よび県のJJ

l叩Iドl'斐i斐E氏の経Jjj日三三引.(はま家族労 i働F動ÛJJプ力jの完イづ会l式そ燃t焼f点tをめざざ、寸す-税営であり， 家族の自発的協力が

不可欠で‘あるが，家族の合意と協力が全[[1J的に得られているその源は '11斐氏のリー

夕、ーとしての人格にある。

月一i斐氏は， 自分の好む言葉は誠実と努力であると述べているがこの言葉こそ氏自

身を良くあらわしていると言えるであろう。

翻受賞者の経営概況

(1) 家族構成と農林業就業者

甲斐氏の家族は，本人 (64tJ長)，表の城皆、 (61歳)，長男重富 (38歳)，長男の妻

早苗 (38歳)，孫 3 人の 7 人で，このうち農林業就業者は 4 人である。

長男は家業を引き継ぐのに最もふさわしい教育(県立高銀農業高等学校農業科卒

業)を受けている。

-8 



(2) 土地利用状況

土地の保7店は，森林58. 54ha, 

水田0.50ha， r.11l0.25ha (内 O. 15 

haは茶図)である。

森林は，人工林:1 1. 94ha (人工

林Zネn2%)，天然林 16.09ha，竹

林仙0.51haで，が:Jl5haを森林組

合， SA P (農業繁栄のための学

習〉等に分収林として提供してい

仏
丸
一家

一
名

袋
一

第
一

る。

(3) 部門別夜営概要

ア林業部門

用材生肢を目的とする林業経営

と乾しいたけを中心とする特用林

産物の生産である。人工林は，先代から引き継いだ 9 齢級以上のスギ造林J出1. 87h 

aを除いて，すべて甲斐氏が40年にわったて約40ha造林したものであるO スギ， ヒ

ノキは30haのうち50%が 4~5 命令級であるため，間{えが作業の中心となっている。

優良大径木生産を目指して主伐林齢を80~100年とし 30年生以降，皆伐を避け択

伐方式をとっている。成長途上の山であり，成熟段階に入ればー本売りも試み

第 3 ~受森林の現状 (ha) 

合計区分 l 令級 2 3 4 5 6 7 8 9 以仁

スギ 0.20 0.73 4.52 5.97 3.58 7.66 0.15 1.87 24.68 
人 ヒノキ 0.60 0.72 1.90 2.12 5.34 
;ι 

クヌギ林 1.66 3.91 0.92 4.48 0.68 0.27 11.92 

IJ 、 5十 1.66 4.71 2 目 37 10.90 8.77 3.85 7.66 0.15 1.87 41.94 

クヌギ 0.31 1.86 0.07 2.24 

天空た マツ 0.69 0.35 1.04 

林 その他 0.57 0.48 0.65 2.22 0.19 1.92 6.78 12.81 

小計 0.31 0.57 0.48 1.86 0.72 2.22 0.19 2.61 7.13 16.09 

竹林他 0.51 

バr=J入 百十 1.97 5.28 2.85 12.76 9.49 6.07 7.85 2.76 9.00 58.54 

(注) 1令級は 1 年生~5年生の森林、 2 は 6 年生~10年生の森林

-9-
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112A しいたけ…

800kg/年， 年!日氷山Jjj

封切011 1， Hfij句 iiJ2 JFJit;:l O}j!1札

ほだ木保千rJit 2 万木 (250

110，原木はすべて LI 給し

ており， J\!'i1m も íIJ Íit: ts:l J\ i兄

にある υ なお村、fJ~']

0コ LF竺5 り lまだ木gMOi1は

約 1 7j t炉本である。

はがj

ケヌニ下

第 4 表施業体系

ギ;他殺 2， 500本/ha

ド メIj 1 ~ 6 年生( 21日メ I ~:2 "1二生)

つる切 10、 13年生

J支 H 10、 15年生 (1支打 r~~î 3. 5rn) 

|泳 伐 10 、 15年生

1m 伐 20 、 25、 30年生

!llJ(:I<:ijl�[ij 30~60年生までは lllJlc 旬、それ灯、

!海(立、 201f f認に行う。

J 伐企姐 80~100年生を日僚に伐採

!前栽 3 ， 000本/ha

抱 l犯 1 ~ 3 ;r: ~i三

下 山I 1 ~ 8 年生( 2 [色l メIj

つるlJJ 10 、 12i刊主

J支 tr Gfj�t 

I:;íミ{え 10if~jミ

:ヒiJと 22 /rド~t

1 ~:j ijJ�) 

第 5 表 .fcjミ fHJ'HWiJ配分(平成元年) (日)

4 I 5 

135 0 
3 5 

123 31 26 204 

351 5

5

0 

38 38 288 

8 66 79 72 69 633 
υ 戸 3 4 5 2 1 1 24 

6 3 30 4 11 9 6 2 71 

3 1 15 41 4 7 12 5 22 3 8 122 

5 7 23 74 12 23 23 12 25 3 8 217 

51 82 72 82 78 102 58 62 54 75 77 850 
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第 6 表 主要作目別年間作業実績(平成元年〉

!作自 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6fl 7 月

下メIJ り i 徐伐ー

架線築材 i
用材

伐採 l !日|
架線築材

トーハウス栽培一一 ，し{犬せ込;雪地管怒
椎茸 採 取

伏せ込み[ :伐採ー王切 駒打ち

!千たけのこ 採取 伐J :主主

ド世田卓
牛 l 千草l附| l 千草l附

サノ 努定 除草 茶摘み; 茶2 摘合<r._-lÞみ余 ; i j 方毎月巴 ; 

カスミ翠 出荷

シキミ ;刊IJ

|水稲| f番穣中f井 B3 植え 係主主防除 除寿ま 稲XIII) 脱T~



近年，収入の篠保と自家労力の有効活用をはかるため，生しいたけ栽培およびシ

キミの栽培にも取り組んでいる。

平成元年においては，林業部門の収入が全体の86%を占め，その比重は年々高ま

るものと予想される。

イ農業部門

水田による稲作(1， 400kg/年)と畑地を利用した茶 (80kg/年〉が主な生産て、あ

る。また，子牛生産やビニールハウスを利用したカスミ草栽培にも取り組んでいる。

(4) 就労の現状

林業及び農業部門の就労臼数は合l百冒計j計一同|

就労しているO 自家労働力の占める割合は94%で，雇用労働力は間伐木の伐採搬出

など必要最小限にとどめている。

(5) 資本整備

保有整備については，過剰整備にならないように常に留意している。

林業経営の要は低コスト生産にあり，そのためには高桜路網の整備が最侵先て、あ

るとの信念により，林内にくまなく開設されている作業路の維持管煙については，

村の協力を得ながら適切に行わている。

(6) 生産量・粗収入

用材と乾しいたけで収入

の80%を占め， このご.つが

経営の基本作目として安定

した収入源となっている。

特に間伐材を中心とした用

材の収入比率が年々高まっ

ている。

用材生産の過去 3 年間の

売上げ実績等を分析する

と， 1 日当りの労力収益は

15, 078 円(村平均 13， 100 

円)， 1 nf当り利益は14 ， 088 

機械・施設名

簡 易 索 道ー

チェンソ

l メ林IJ 払 機
内作業車

ト フ ツ ク

車呈トフック

椎茸乾燥機

機 1'1'選別機

ド リ ノレ

発 電 機

湯水ポンプ

動力耕運機
ノくイン夕、

機茸乾燥室

納屋(蓄舎兼用)

12 

第 7 表資本装係i

数量 購入年 備 3号

l 式 52年 1 トン吊り

2 台 60 ， 62年

2 台 61 ， 63年

l 台 53年 ゴムク口ーラー

I 台 59年 ユニック付き 2 トン

1 合 59年 350kg積載

3 基 41 ,46,61 Ìf 30枚 50枚 6.5枚各 I 基

1 台 51年

2 台 54 ， 58年

I 台 57年

1 台 61年

l 台 57年

l 台 53年

29 rrf 35年

79 rrf 明21年



第 8 ~受 (栄 1写機|成の段{'Í)rl犬J兄

70 7 月 ~12月

30 10月年~中3Ji 
300 

り) 52 IHJ 伐材!被 tll作業主卒 25 10月~ 2月

チェーンソー 2 52 IHIi父， HHi'作業等 つ55に 11月 ~2月

メ 1JJ1、機 ワ 81 下メ 1 ]， 1;;住民日伐1マ花、 L ぺ手 G Jl~ 8月

乾燥 fi主
3 

4466 1 1 
十lli 壬'(， タケノコ中主:t~ 5 ~) )ヲ~ 4Jl 

ìl臼 1)俄 (i効力式) 51 F(i5K111!7まi元1~年巧 l度j ， jh選 I~\業を使用減) 2 8 月

υに勺, 悩凶作業 25 3 月~ 4月

Ed 泌総作業 認 ~ 2)ヨ

G1 Hii波紋 7Jく 15 ~2月

円(村平均8， 9451可)となっていて，これまで進めて来た某探整備の効果が如実に

あらわれている。次いで，過去 5 年間の乾しいたけ販売価格についてみると，甲斐

氏のi品111位生産技術導入への積極的取り組みにより，村内平均よりも 10%程度高い

販売実績となっている。

lまだ木一代の乾しいたけ生産iltは，県平均14.5kg/m3，村平均16.4kg/nf，に対し，

m斐氏の同は17， 5kg/1ばであり，すぐれた成果を示してし唱。

このほか，所有する人工林分に関しでは，年間価値成長翠(伐採量を差引いた年

間純成長最に，現在の材価を乗じたもの〉が約430万円あるものと推定され，米実

現の収入としてこの価髄が，立木の形で年々蓄積されている。

第 9 表生産長k並びに組Jlx入の推移 (万円)

ほ分 問 手オ 乾しいたけ | 牛 茶 米 その他 合計

年次 生産J設 組JIX入 生産登 粗収入|楓収入 組収入 HJ.l 1立入 W!~文入 l1lJlx入

60 89nf 145 555kg 265 30 28 14 20 502 

61 110 185 1,065 360 20 26 11 18 620 

62 129 235 915 315 33 26 13 33 635 

63 135 246 630 275 55 26 13 24 639 

7G 148 290 790 345 55 25 15 26 756 
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第10表用材生産の採算性

第11~受 乾しいたけ生産の採算性

62.63.元年 3 ヶ年平均

区分 生産最 a 粗収入 b 支出 c 差(引b手ilc議)d 就労日数日 労賃d/e

利2益門08d5/0/ha g十l kg 千円 千円 千円 人民 円

甲 斐 778 3 ,117 900 2,217 280 7,918 

村 340 1,273 393 880 250 3,520 2,588 

第12表乾しいたけ販売価格の比較 勾
一
考
一
一

円
7

日
一
一

(
一
綴
一
一

区分 年次 60 61 62 63 フE

日向農協諸塚支店 3,823 3,213 3 ,992 3,376 3,861 

甲斐忠震氏 3 ,975 3 ,332 4,378 3,852 

第m実 品柄耳IJ生産比率
一一一一一一一一一一一丁一一

区分| 日向農協諸塚支店

(%) 

元年次 I 25.3 17.5 I 19.2 

品柄 l 香信 その他 l 香信

関受賞財の特色

経営概況に見られるように，受賞財の特は，木材(閉材)と乾しいたけを林業

経営の基幹におき，これに農業部門を補完の形で配置し低コスト林業をめざす高

密路網の整備と安定した家族労働力の有効活用を重視する，堅実な家族経営的林業

にある。さらに経営の各段階において各種の技術的創意工夫を見出すことができる。

(1 ) 経営の特色

ア 高密路網整備による低コスト林業

-14 



休業経'j;?のポ l' ントは{1\ コスト生保であると浅う信念のもとに，甲斐氏はIlLl干1140

51:1~から j山峡のリー夕、一役となってi'nn路のIlil設をすすめて米た。地域全体の発展，

未然ド;jjJ 1'，を念頭において路網~\~úiilをすすめたため，線形の決定・経費負恕笥;

の l本にiÛlj(iî したが， これらの問題を克服しながら~I'極的な諮備を行い，現在

は林I}~作業市川の低JJL!各昨業路の開設に稿係的にlfx り組んでいる。その結果，路純

情!支は61m/ha (出 111 {，j ~f* 27 m ，古l利;;j'47m) に達し下メ1 1， 1日1 伐， しいたけ生産

i干の話作業の省力化と生産性の)(11J な l;iLl二が閃られていることは前掲の第 10表の採

算性i七較に示されているとおりであるυ

イ 家紋労働)]の有力的!日による

ヰ!.成)LÍfJ交の íl二 1m就労 1] J!Xは8501:1であるが，雇用労働力は 5%で必要最小限度

にとどめている。特に， IMJlÿ:作業(ま 5 丹を除き似月実施され，年前j延日数は2011 臼に

j主している。ri\J伐材はすべて林業組合に販売している。間伐材生産に必要な諸整備

(チェンソー，築材機，林内作業IIl ， トラック等)を保有して，運搬までの全作業

を自家ツ1力(… 'i~l\分は磁JIJ労力)でまか

ない，所得の I'IJ上をめ在している。すな

わち， li Y1 fえした木材は集1~'1幾もしくは林

内作業工作で道路まで築材され， トラック

に積込まれれる迄，全作業がほとん

家")]力でまかなわれている。とくに，簡

易索道による築材は女性を含めた家族 4

人で行わている。

写真 2 f即刻邸業笑託展示林

写真 1 ~I:í網と林抱

写真 3 間伐実行状況

15 



昭和63年から間伐材について，伐倒後 6 ヶ丹問林内で葉枯らしを行い，搬出作業

能率の向上を企闘している。

ウ 団地共同森林施業計画による計画的施業の推進

地域林業の安定的発展を図るために計画的な林業施業の推進が必要であると言う

認識のもとに，隣接林業所有者と共同で\55年度及び60年度に団地共同森林施業計

闘をを策定，計画的な施業をすすめている。

(2) 技術の特色

ア 適地適木による拡大造林

当地域の地質は，新生代阿蘇火砕流並びに中生代田万!-層累系群で，褐色森林土

壌におおわれ，林木の生育には恵まれた土壌条件である。そのため，土壌条件を判

定して，スギ， ヒノキ， クヌギをそれぞれの適地に植栽している。

昭和30年代に，村内に林木育種研究会を発足させ，甲斐氏自らも，俊れたスギの

品種の造林を推進した結果，形質，成長ともにすぐれた造林地が形成されている。

イ 育撞の徹底による優良大径材生産

寝良大径材生産をめざして，主伐の自擦を80~100年としている。従って， 30年

生までに 3 回の間伐を行い， 60年生日、障，下層*を植栽して複層林を造成する計画

である。

ウ 優良天然、木の保護育成

天然林を中心lこ， 30~60年生程度のケヤキ，モミ，アカマツ等が多数生立ちして

いるので， しいたけほた場として活用しながら天然林抱業を行い，林地保全を兼ね

て多様な木材生産を企図している。

エ しいたけ原木材の肥培

クスギ人工林は約12halこ達しているが，主伐の自擦を22年生として，植栽後 3

年間は林地杷培を行い，成長促進に努めてし唱。この結果，優良原木が確保されて

いると共に下刈期間の鎚縮化と原木生産のコスト低下が図られている。

オ しいたけ生産量増大と品質向上

ほた場の集約化を図り，地域に適した低温性品種を導入，散水施設を活用しなが

ら，生産量の増加と適期採取につとめている。また，標高差を利用したほた場を設

置して茸の一斉開傘を避け，更にハウス栽培を導入することにより，生産量増大と

-16-



第 21g1 スギ脊林泌業体系区 (1 0 0 年即日D
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品質[íiLLに努力している。

カ しいたけ乾燥技術の改善

乾燥機は， 30枚， 50枚， 65枚差しの 3

1止を i9í"ff，発生活に応じて効率的な活用

をiま!っている。高視乾燥を行うと保管iこい

に根気がもどり易く品質の低下を招くた

め，仕 i二げは在来の地ム口を利用して:30

℃限度の低温乾燥を行う等の工夫をこら

して，品質の保持に留意している。

写莫 4 しいたけほた場

盤受賞者の技術・経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

これまで述べてきたように，甲斐氏の林業経営は，間伐材と乾しいたけを生産の

aiJili[Jiとした，安定した家族労働力に拠る経営である。これは，諸塚村だけでなく，

成熟j金上の林分が多数を占めている全国の林業経営に対して，広く受容され得る，

普及性の高い経営投稿を提示している。

従米， '{il:しいたけ 11:X入に多くを依存して来た甲斐氏の経営は，林分の成熟に伴っ

て，乾しいたけに代り，間伐を主とする用材収入が経営の主似!となりつつあるが，

101織な経営;:1犬況の下におかれた林家は，全国的に見て少くないはずである。

農林業の経営及び技術は借り物であっては現場に根づかない。自らの体験にもと

づく経営と技術であってこそ具体性があり説得力に富むものである。

戦後事斐氏は先代の造成した 10haほとのスギ山を処分したことがある。すべ

て立木売りであったが，作業道の不備もあって，その利益はほとんどが架線業者の

手に入ってしまった。この体験は，立木売りでなく伐出部門まで家族経営のなかに

取り込むこと，その前提として作業道と作業用機材を整備することを叩斐氏に決意

させた。家族労働力による伐I:l:\作業に際しては，作業道を含む資本整備の充実が，

コスト低下に加えて，家族合意:を得るためにも不可欠である。

諸塚村の平均道昭開設費は農道・林道が70， 000円/m，作業路が3， 000丹/m，簡

易作業道が1， 000円/Ínと推定される。現在，農道と林道は100%助成であるため，

道路開設経費の自己負担分は，作業路で32%，簡易作業道で52%となっている。

-18 



作業路等の開設に当たって，地域間伐実施討磁の策定， F>r.J設により生ずる潰れ地

の処理等に関する地権者合意が得られることが前提になる。道路の必要性に関する

村民意識が高い諸塚村では，道路開設に当って地域者合意が得られやすいが，特に

甲斐氏の場合，作業路の計画段階において他人の土地を演すことが少なくなるよう

にあらかじめ配慮す司るため，道づくりで地権者合意が得られなかったことがない。

このような気配りも林業経営におけるソフト技術として必嬰である。

背林階段を終り成熟|詰段に入った林分を所有するシイタケ林家では，材価低迷と

労働力の制約もあって，現在のところ，生産活動をシイタケ等に特化，立木は単に

資産として保持して販売に際しでも立木処分の事例が多数である。甲斐氏のすすめ

ている家族労働による用料生産の取組みは，家族経営的林業の今後の方向として推

奨すべきものであろう。

家族労働力による用材生産(間伐)を可能にする条件として，高官路網の開設，

資本装備の充実に加えて，諸塚村では，森林組合が経営する小径木加工場の存在を

無視することはできない。

この加工場は紹和59年に村費補助70%を得て事業費1， 400万円をかけて建設され，

その製品は時評を得ており，昭和62年度の年間原木消費最は1， 6000 rri"こ達している。

この施設が存在することにより，林家は間伐材を工場まで運びせえすれば，たとえ

少量であっても換金できるようになっているのである。

木材とシイタケに収入のほとんどを存在しながらも，過去の経験から，甲斐氏は

農業部門作目維持の必要性を忠れていなし、。

甲斐氏の先代の時に，小面積であるが山地の開国に成功して米の自給を果たすこ

とができた。これにより余力をスギとシイタケづくりにまわすことができた事実を

甲斐氏は忘れず，自給のために水田は不可欠であり水田維持のためには牛が必要で

ある，米と4ニは手放すことは出来ないと信じて，木材とシイタケを主紬としても，

これらの作目を経営のなかに組込んでいる。経営の安定性を高めるためには，経営

の接合化と自給度向上の努力も怠ることはできない。

これまで，甲斐氏の経営特質として，高密路網の整備による低コスト化，および

効率的な家族労働配分計師策定をあげて来たが，その基礎として，すぐれた林業後

継者の育成と家族・地域の合意を生み出した，甲斐氏自身にリーダー能力が存在す
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ることを見活してはならな L 、。この能力は，生得の素質に加えて，幾多の役!践を体

験しつ， [ヨら!恋き上げて行くものであろう o 林業経営は単独では為し得るもので

ない。リーダー的能力を不i析に意識して自らきたえてゆくことが，経営設として求

められる基本的な資質ではないであろうか。
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在、の林業経営と将来への夢

申斐忠重

.f1、の住む議}ま{寸(ま，九州I.LJlI眠 α) ほほ [I:J~処 i主成しております。

に依託し. fJトJi1l iwH:iヵ、わずか!%の純I1Jj寸 1立、も地域の林家と一{本となって路網~\1備

であります。この村lこサコれ脊1:). I日 ili!JJ::~学 に取り扱み. ~見夜では l ヘクタール当たり

校を卒業と IfJ1 1I年 lこ家業(こ j!n~ し現l'Eに去っ 61 メートルにiさし休業紋械の導入、により

ぐおります。このような地問的条例ーのもと 低コスト{とが可能となり経常の安定に大き

ぜ，払の家で(J: II~m父がI}é]LEI ;;r実行して食 く þ~tlì民しております。

滋 1;1 給をi主成し被父や父の代lこは縦十本 40i:F- IMjのf苦労を娠り返ると悶 l止の!lLX;があ

特にH~立!京木林の造成 lこ取り来日んで参りま りますが，今日までl羽伐材と中Q:f並立を主体

した。 店、も泊先の色えとを引き !iLtいでむこ とした綬合経営をìf1jめ，付の基幹作自であ

j、三を中心とした拡大造林のJfhffiや1佐野の品 る平日牛. 5t~ミ字のl'''Elも取り入れ，年間の労

佼 lti]上{こ号子力して参りましたが，今臼では í1VJ配分の週正化に努力して参りました。後

経営が'安定し長男炎総も後継おとして綴 合経営で経済的安定を位!り，後継者が残

摂っており，家族会員の努力が認められど り，嫁の来るような家j廷を築く必空さがある

今闘の受jttにつながったものと思い!iLX;i1J1い ことを痛感いたしております。 21世紀は，

たしております。 111村の大自然とロマンを求めて，郷市伎民

f1、が家主主を引き縫いださ'1 11寺は:@路も会く がw村へ移、長!)するだろうと言われていま

鐙備され ζおらず，造林，符林作業も全て す。若者は，喜多と希望をもって山村へ跨み

入力でありましたので王立労働の述統でした。 とどまって欲しいと願っております。

また，縫王将主総も伐採から駒nち，採取 私は，今後貫主に低コスト林業や商品質材

にいたるまで，余、て人力や手作業でかなり の生産を怠ざして，路綿繋備や資林の徹底

体力と綴気を婆する作業ばかりでした。 を図って参りたいと考ーえております。そし

しかし昭和40年代からI'ID.県の制度事 て更に経営基盤を強留にして四代休業. lln 

業で作業道開設が始まり，村においても， ち，子々孫々に継承する林家として森を宵

林道，作業道害事の開設が進み~晃 l笠では i て，村を守っていくことを生き甲斐として

ヘクタール当たり 47メートルの路締鷲度を 余生を過して参る所存であります。
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内閣総理大臣賞受賞

出品財産 物(乾しいたけ)

受賞者府高 正通

(宮崎県西諸県郡高原町大字後川内 1829)

関受賞者の略麿

(1) 地域概要

府高氏の居住する高原町は，西は霧島山系に接し，南は高崎町，都城市と接し，

北は小林市，東は野尻町に隣接している。総面積8. 5千ha余りで，その53;\;が森林

で占められている。気候は溢暖で年平均気温14. 8
0

C，最低 2.0 0Cであるが，ほと

んど降霜はな L 、。年間降水量は2， 400mm以上となっており，乾しいたけ香{言系の

第 1 図受笈首の所在地

高原町

ワ
臼

ワ
臼



生産j切である春期は比較的雨が少な L 、。

本町の西部に高千穂のiI年(1， 574m) を

主蜂とする霧島111訴が連史し大きな火山

ìiJJあり，湧*'ま:豊富で大淀川の支流，

瀬川をはじめ大小河川があり西部から東

部に流れている。

原木材は総面積590ha，

写真 1 府高氏宅とほだ場(裂のスギ林)i 令級から 7~8 令級で配分はlßã々埋想

的で，原木材の改良・保育事業を悶・県・irJJの補助を受けながら上後川内生産森林

組合が積極的に進めている。

(2) 受賞者の略歴

氏の家系は父の代に IIl:lfiJ 10年から熊本県水上村でしいたけ栽培を始めたが，昭和

35年水|二村の栽培地がタcム建設にW~、水没したため，現在地に移り，父 兼一氏，

兄 貴氏とともに引続きしいたけ栽埼に取り組み，栽j官技術を取得した。昭和55:rf

独立し現在に至っている。

氏は現在48才であるが若くして研究心旺践で，父親，先輩，県指導員，農協から

技術を取得し講習会に参加するなど技術の向上を図るとともに，自身で種々の栽

培模索試験を行い，高原町・に過するl;吃しいたけ番信系の栽培技術体系を旅立した。

その成果は昭和58年以降各種の受賞憶となっているが，平成元年につつき今年と 2

年連続の全国規模の品評会での農林水産大臣賞は賞賛に随するO

現在は，地毘及びirJTの農協しいたけ部会の役員として，地jま・許可のしいたけ振興

の中心となり，部会員の技術指導にあたっている。また，県内外からの視察者も多

く，これらの関係者に栽培技術を積侮的に公開し地域はもとより内外のしいたけ

栽培技術の向上と， しいたけ産業の振興に大きな役割を果たしている。

さらに，地区の教育関係においても，中学校の PTA副会長等を控任し現在は，

緑の少年間育成会長の職にあるなど、地域の 1) ーダーとして活躍している。

以上のように，氏は地域の代表的なしいたけ生産者であるとともに，良い指導者

として今後の一層の活躍が期待されている。

n
J
 

9
μ
 



襲撃受賞財の特色

(1) 経営的特色

ア家抜構成

家族構成は第 1 表のとおり 5 名で，本

人のほか，妻がしいたけ生産と林業に従

事し長女は町役場に勤め，長男，次女

は学生である。なお，長男は後継を予定

している。

イ経営土地

経営する土地は第

2 表のとおり山林 3

haのほか，ハウス O.

1ha. ほだ場用地の

スギ林O. Shaである。

写真 2 受賞財(香信〕

第 1 表家紋1警戒

罰百一再配南葉罰一面一考

昭和J17年5月4日 I 48 I 本業
Atl f.021 :tf. 10月 18 日 43 I 11 

昭手刷4年 9月6日 I 21 吋，

昭和幻年 1月ロヨ 18 

昭和49年 4月 19日 16 

第 2 表経営土地

ウほだ木

しいたけの原木は大部分町内の原木共有林から得ており，妻の協力を得ながら全

てを自から伐採，玉切，集材，運搬を行っている。所有ほだ木本数は平成 2 年度現

在日， 500本 (50501) に達している。クヌギを主体としコナラも使用している。

工作業工程

原木伐採は11月中旬まで，王切りは12月に略々終了し植菌は 2 月中旬までに終

了する早期植酷である。原木伐採跡地に仮伏せを行う。

オ機械，施設

機械，施設関係は第 3 表にとおりであるが，ほだ場は自宅周辺に隣接して設置さ
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れており，散・浸水から採

取，乾燥まで作業の一体化

第 3 表生産施設

が可能である。

カ労働力

家族労働による適生規模

の経営を行い，乾しいたけ

のみを生産している。鹿沼

は楠閣・{犬込，収穫・乾燥

のとき計30人/日であり，

栽培規模に比べ労勘力の少
i乾燥III建材 l

ない点は特記すべきである

が，これはほだ場と諸施設が自宅に近接しているためである。

綴考

2セiノ H lO ,OOO m' 

ム
口
ム
口
ム
口

q
ο
1
よ

3
i

{
五
{
窓

司
1
4
'
s
i

キ生康，販売

最近 5 年間における乾しいたけの年生産量は，第 4 表のとおり1. 2~2. 2 トンであ

第 4 表 4乏しいたけ生ffi災綴の推移
(単位:トン)

第 5 表銘柄別~l=.í1.E比率(元年次)

第 6 表 乾しいたけ販売{阪格の比絞

汽
d

ワ
ω



り，銘柄号IJの生産比率は第5表のとおり香信系が65%を占め，宮崎県平仰に比べ;i弘、。

販売価格は第 6 表のとおり呑信に比率がI高いにもかかわらず，宮崎県平均のlìj.úllî

に比べ平均で、kg当たりし 270円 (30%010 も高いものとなっている。このことはい

かに高品質の香信を生産しているかの証左といえる。

(2) 技術的特色

ほだ場を自宅周辺に静接して設置しであるため， きめ科11かな生産技術の採用が可

能となり，乾しいたけの新しい栽培技術体系を確立した。氏の技術的特色は次の 7

点に要約される。

ア 大径木の利用

大径木の原木は完全にほだ化するのが難しい反耐，一度び完全にほだ化すれば優

良なきのこ生産が可能なため，積極的に使用している。この場合，lIj{jJ~)kを増加し

深穴を聞け，通常の長さの駒を接種することである。したがって接種駒の底部に空

隙部ができて酸素が充分に供給され，接極したしいたけ rj~j糸の活性化が計られ，

)tJj ほだ化が可能となる点である。

イ ほだ木の黒腐病防i徐対策

{反{犬せ後のほだ水には多種の害菌が付着しているが，仮伏せ後のほだ木をほだ場

に移動，設置するときに害商防除斉Ij (きのこ害関防除fFj登録農薬)の散布を行うな

どきめ細かい技術を採用して黒附病の防除を目指している。「シイタケほだ木の黒

腐病J は昭和45年に宮崎県北部に端を発した病害で， 49年以降，宮111奇・大分・熊本

各県に大発生し， 52年までij~害を与えたほだ木の病害であるが，現在でも上記の各

県でしばしば発生する。府高氏のほだ場では現在では全く発生をみていない。

ウ ほだ場の管理

ほだi易は1ヲ・竹の混交林で，常時，技

打，伐竹などで統桧調主主に努めており，

発生操作は徹底した香信作りを目標に 10

月からきのこの幼子実体形成のための散

水と，場所毎に採取時期を考慮した散水

を行っている。

エ古ほだ木の取扱い 写真 3 まだ場(スギとタケの混交林)
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生しいたけ栽培と同じく浸水による操作で，単位i院長の鳩大に努めている。

オ収穫

きのこは 8 分間きを基準として歩止り，良質生産を考え，気象情報及び、霧島山系

の雲の発生状況に配慮しつつ適期に日和子の状態でのJlx接に努め，このための細心

の作業を行っている。

カ種磁の悶系

番{言生産に適する蔀糸の選抜を多数の系統の栽培試験の結果から比較しながら行

い，特定の菌糸を見だした。現在でも市販の新的糸に試行栽培を続けている。

キ乾燥

きのこ採取後は急激な水分の変化による変形防止と燃費節減を図るため， 2~3 

[J寺間天日干しを実施している。乾燥機はそれぞれの機械の微妙な特徴をつかみ，最

初は400Cで，その後一貫して450C前後の低温で行い，仕上げには地室(乾燥室)を

使用し良品に仕上けもている。

(3) 受賞財(乾しいたけ)について

受賞財の乾しいたけは，全国乾椎茸品評会の審査基準による香信である。

本年産の春子の発生状況は，昨年末の少雨と本年に入ってからの平年並みの低温

のため，高品質，豊作型の作柄が期待されたが， 2 月に入って異常暖冬と降雨によ

り、小型で薄葉中心となり，非常に厳しい生産条件となった。このような悪条件下

にあっても受賞財は随傘は 7~S 分聞きで，菌縁は適度に巻き込み，形は整ーで，

菌摺は淡黄色を呈し色沢が鮮明で非の打ちどころのない最優秀品となっている。

関受貰者の技術の普及性と今後の発展方向

(1) 地箆の気象・立地条件を分析・把握し， しいたけ香信系の最適生産環境をつ

くりあげ‘た。

受賞者の居住する高原町後)1 1地区は盆地状で，冬季の最低気温も零度を割ること

はほとんどなく(過去 5 年間の最低は- 2 0C) , Rのほだ場は降霜も見られない。

春先は雨が少ないが，水源、が豊かなため，土壌水分が比較的多く，気中湿度も比較

的高い。春先の降雨が少ない点、はしいたけの冬蕗生産に好適であるが空気，湿度，

土壌水分の高い点は冬蕗生産には不適である。府高Eえは春先の降雨が少ない点をき
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め細かな散水と古ほだの浸水でほだ木水分をおぎない，香信生産に最適なほだ木水

分の子実体発生環境条件をっくりあげた。

上記のような氏のしいたけ香信系のきのこ生産環境をさらに地区の気象，立地条

件を分析し充分に把握しつつ，さらにこめ細かく整備した技術，経営的手法は特

記すべきものである。

ア 栽培地の気象・立地条件が冬蕗系か香信系かどちらかに適するかの判断を数

年間の模索栽培によって正確に把握したこと。その結果，香{言系の栽培体系を連年

にわたって改良し現在の高度の体系を確立した。

日本におけるしいたけ冬茄系の栽培に最適な気象条件は対島，伊豆半島西部，岩

手県東北部なとを代表とする諸地域にみられる冬期から早春にわたり少雨で諒の発

生のない乾燥した常風が吹き， しかも土壌水分が比較的少ないことが挙げられる。

府高氏は氏のほだ場がこの冬茄系生産の最適気象条件を満たさないことを早期に把

握し香信系栽培一本に絞った卓見は見事という他はない(府高氏の銘柄別生産比

率は第 5 表を参照〉。

イ 10月からきのこの幼子実体を同時多量に形成させるために場所毎に採取時期

を予測して散水する。水源は霧島山系からの農富な流水を導水利用している。この

導水は県. IllTの補助事業として地区内しいたけ栽培者に提供されている。

古ほだはしばしば初秋の激しい雷雨後に子実体の発生を見ることが本邦各地で知

られているが，府高氏は生しいたけ栽培と同様な方法で浸水操作を実施し施設投

資および労力に見合う収穫を得ている。この方法は今後，全国的に試みてみる価値

があると思われる。

(2) 創意あるほだ木作りの体系

府高氏は大径木に対する種駒の接種方法，早期植菌などの点で試行錯誤を繰り返

しながらかなり独特のほだ木作りを行っている。

ア 大筏木への種駒接積

駒数を増加することは広く各地で行われているが，氏は深穴を聞けて通常の長さ

の駒を接種し底部に空隙部を作る方法を採用している。これにより空隙部に充分

な酸素が供給され， しいたけ菌糸の活性が高まり， Iまだ木内部えの伸長が速かにな

る。一方，理論的にはしいたけは木材不朽閣で材内部に徐々に伸長するが， ト 1) コ
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デルマなどの苫i均的糸は空隙部内で急速にfi\l長する場合があり，常rijji{f[j内に ~ilfJ1H JJ包

子を混入させることは危険を伴なう。この方法を導入するには肢fÆII:j に↑nÆtJ~作業

を裂し各地の栽培おは試行栽培後に導入することが望まれよう。

イ中WH由民i

晩秋に伐J采・王切りした版木は 2 月中旬までに終了する早WH直前で， ljl者からの

Etl糸の生長を計り(しいたけ[:ßÎ糸はら oc以上で生育する)，速かにほfご{ヒを完了さ

せるように心おい7ている。このことによって各揮の古悶のほだ木えの位入をi坊さ，

照闘病の防止箭ともなる。このことは九州では勿論のこと日本各地で治Jllてv きる

本技術の i つである。

(3) 細心のきのこ乾燥法

乾燥機に入れるが!の 2~311寺院の天日干しによって比較的合水中の，:-れ、子'九体は

徐々に含水量を低下し以後の乾燥機内での急激な乾燥過程を防託子主体のllx~lií

防止のえf式をとっている。これは特におほだの浸水操作によって発生させた子主体

には特に必要と忠われる。乾燥機で低温乾燥後，さらに地室(じむら，古くから九

州で使われた乾燥室)で長時間低担乾燥を続け，きのこの ':1:1心部からも残らず水分

を除去し完成品に仕上げるO ヒ記の諮操作は氏の使用している閥系し子実体の成

熟程度および合水道によって異なる香信のきめ細かな乾燥法であるが， 1\の7:'，:心を

重ねた乾燥it~として特記すべきものである。

(4) 家族労働による適正規模の経営

府高氏本人と表による家族労働による適正規模の経営で麗用は柿泊と収閥均に rll~

り計 30人/日で1緩めて少な L 、。これはほだ場と諸施設が自宅周辺にjli践しているた

めに可能と思われるが，府高氏の経営規模，ほだi易と諸施設の配霞，高品質の委{言

単品生産の計画とその成果は賞賞、に値する。
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「在、の茸づくりと夢づくり」

府高正通

熊本県より 22i;Q-C この地高原IIIJ(こ符り依

み. ffI25i:~となります。父や兄の下で働き

htìめ l昭和]55i下から独立しました。

人生lこは幾度か人との素晴らしい出会い

がありますが，私の場合その長大のものが

実とのtH会いごした。その時から私の人生

Ì!]I;):大きく変わり.以ヰと?)1ーとの二人三脚の

他却の!j柱が flf.l まりました。

昭和60年に補助事業で散水総投.貯水1111

を設怪し，採取持j拐を今成した散 71えを行

い，更に古(まだは生-îíf茸栽培と同じ浸水に

よる操作で単位I1文置の増大と発生時期の分

散に努めています。

店、は常識の範姐l勾での栽l吉 liiよーではそれ

なりの結果しか得られないと思い 型破り

の発店、で栽培方法を研究し反省を繰り返

してきました。今やっと私なりの椎3寄生産

技術が生まれました。

私の家の裳にある栂場は自分の茸つ、くり

に便利なように造成したもので理想、どおり

とまではいきませんが，将来の茸づくりは

30 

こうあるべきとあろうと、F地 σの茸っくり

にJW りおlんでおります。{土*のijEf主化，発

生操作のやりやすさと，(l1Iより Hí:iXの læ.、つ、

かしゅ、身近ーに感じられることが私にとっ

て，このうえない宗せなことなのです。

しかし自分の回りだけを宛ていたので

は人|日1は大きくなれないと思い， PTAな

どのJi1l J戎活動や1陸上l 生産』仮設の視察研修，

座談会などもY僚が]に参加して色勺な知識と

新し L 寸支 j，f.jIJ司発のとントを 1~~~，自分を!仔い

ぐきたつもりです。その結果，ょうやく1ft

l1t生産rけで生活を支えられるようになり

まし fこ O

ilíl瓦視察lこ訪れる若い生産15Aに若いL頁

の私達夫婦の自の籾きをみるのが少なくな

り寂しい思いをしております。当時の私達

の生主主に対する情熱を今の幸子い生産者に蘇

らせることが今の私の最大の夢です。

今悶の受賞で寅{壬の重大さを痛感すると

ともに，今後増々，地域の裁縫技術の向上

と椎茸産業の振興lこ寄与する所存です。



本農林漁業振興会会長賞受賞二ご二二二

品財ほ場(高ほ)

賞者井内 勉

(和歌山県海南市阪弁1553)

関受賞者の略麗

ナド内勉氏は#内賀氏の長男として昭和 2 年に生まれ，昭和20年和歌山県立海草

中学校を卒業後，家業の山林種菖の生産販売に従事してきた。氏が現在，経営する

株式会社井内隠種苗闘は，初代弁内己之助氏が明治20年創業し幾多の難関を乗り

越え，二代 I~井内賀氏が苗木生産を軌道に乗せた種苗国が母体となっている。

第 1 図受2を者の所?笠i也
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井内勉氏は，三代目の担い手として生産規模の拡大，販路の拡張，品種系統の明

確化，優良品種の選択等々を行うとともに，地域に対しでも従業員の麗用の安定化，

後継者育成に力を入れてきたところである。また，昭和57年には和歌山県山林種苗

協間組合理事に選出され，需給調整委員として県下の苗木の需給見通し並びに将来

の苗木生産の見通しのアド、パイス等，苗木業界の発展のために全力をあげている。

氏は，この業界の発展と後継者育成のために，機会あるたびに人間社会における森

林の重要性と苗木生産の必要性を訴え，そして間もなく到来するであろう萌木の需

要期に向かつて，今は「忍耐の時期である! J と説き，生産意欲を喚起し希望者

には生産苗木の斡碇等を行い，同じ道を志すものが経済的に安定するよう努力を惜

しんでいなし、。

こうした氏の努力は，技術的にも経営的にも優れた蔀畑を作り出すこととなり，

県下の苗木生産事業の発展に寄与するところも大きかった。これらの功績に対し

5回の知事業をはじめ全苗連会長賞を 2 回，さらに林野庁長官賞を2回受賞している。

氏の住居と経営する苗畑は，和歌山県北西部臨海工業地帯の一角，海南市の東部

に位置し気候は比較的温暖で年平均気温15.5
0

Cで年平均降水最1400mm，地形的に

は高台の水田地帯である。交通は，阪神高速道路，国道42， 24, 26号線と幹線道路

各線の分岐点に近く県内はもとより近畿各府県へも至極便利な位置にあり，迅速な

輪送が可能である。もともと苗木生産の盛んなところであったが，植林面詰が最盛

期の 1/2 程度まで減少したために山行苦の需要も減少傾向にあり，また，地場産

業として全国第一位の家庭用品製造(食器のウレタン加工等)の内職等に入手を取

られ，転業・廃業する者が続出している状況にある。

関受賞者の経営状況

(]) 家族構成と就労状況

氏の家族構成と就労状況は第 1

表のとおりである。

(2) 経営規模

現在の経営面議及び最近 3 ヶ年

の苗木生産状況は，第 2 表及び第

氏 名

井内 勉

" 夫佐子
" 復

" 敬子
" 英倫子
" 雅厘子

" 賓
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第 1 表家族の構成

本人と
年齢 概 要の続柄

本人 62 幾業笛木生産全般

委 56 11 

長男 34 11 

H 妻 33 家事

孫 8 

孫 7 

父 84 



3 表のとおりであるO また，作目耳1\ .自家雇用別労働配分の状視を第，1 妄に示す。

第 2 表経'gf;花模 )
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第 3 表 最近 3 ヶ年(62づ己主ド)の街コt:':Uf'状況 (fj1f,f.:a. r ;,,:) 

第 4 表 作自号IJ労働配分〔元年) l"nl¥!. : j正人)

部f，m生産砲設は第 5 表，萌知機i'rtXは第 6 表のとおりである。なお，苗}:限機械の内，

小型の摂切機は自社開発によるものである。

第 5 ~受生産総設

長男 ;実 施設数

集 荷 479nf 3 

幾機具倉 j家 165r甘 鉄骨・一部 2 階建

東!翠資材会 i事 248nf 鉄骨一部 2 階建

潜水路設 スプリングラー 2 ポンプ3PS

ポ / プ 8PS消 j功用ポンプ 2 

(3) 経営収支

氏の経営する苗畑の昭和63年度，平成元年度の収支は，第 7 表に示すとおりであ

円
ペU

円
ベ
パ
日



第 6 ::1受話焔機械

機械の穏類 能力 数最 導入年月 備 考

トフクター 25PS I 58.1 ヤンマー

卜フクター掘取機 261'S 1 フ1:; .6 !I 

トフクター 13PS 1 62.5 !I 

恨 切 1漫 2 81'S 58.1 !I 50.7 

中耕作業機 5PS 2 60.2 !I 

動力噴霧機! ニ菱6PS l 60.4 

動力噴霧機 81'S 1 58.2 !I 

貨クレ 物 車 4t積 2 52.11 及び平成2.1 日野

ーン付貨物車 4t穣 1 56.3 日里子

貨 物 車 3t積 l 59.2 し、すず

貨 物 E事 2t積 1 60.1 !I 

経貨物車 0.35t積 4 57.7 及び58.458.960.7 ホンダ

フォークリフト 1.75t積 1 58.1 トヨタ

マイクロ'くス 15人乗 l 日産50.7 

ワ コ / E言 10人乗 I 63.11 トヨタ

第 7 表 最近 2 ヶ年の I1又支概嬰(63 ，元年)

区分 資 日 63年度 元年度 師有 五号

日支天 (A) 笛木売上金額 59 ,008 60 ,347 
労務費 24 ,300 24 ,304 労務費には自家労働力を含む。資材

直接 資材費 11 ,547 10 ,360 主主には原苗代(滋子代) ，薬剤費、杷
生産資 その他 13,684 15 ,007 料費，燃料震など，また，その他に

支出(B) 百十 49 ,531 49 ,671 は梱包材料，回定資産償却費， *Iì.合
地代，公祖公諜及び 3,309 3,122 負短金，事務~などを含む。資本利子

メE〉コ、 5十 52 ,570 52 ,793 
差引JI)"(蕊(A-B) 6 ,438 7,554 

第 8 表 平成元年度の収支概要内訳表

区分 費 日 苗山林木用 緑広化葉樹樹 計 備 考

収入(A) 笛木完上金額 35.425 24 ,922 60 ,347 
緑化工事の受注額労務費 14 ,582 9,772 24 ,304 109 ,676 

生直産接費 資材費 4,267 6,093 10,360 山行苗木斡旋本数
その他 9 ,004 6,003 15 ,007 68 ， 000本

支出 (B) 計 27 ,85;3 21 ,8113 49.671 向上金額
地代，公祖公諜及び 1,873 1,249 3 ,122 

2,200 
資本利子

ぷεコ入 言十 29.726 23.067 52.793 
差引収益(A-B) 5 ,699 1.855 7,554 
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る。また，平成元年度における山林JfJ前木と緑化出・広葉樹の収支の内訳を第 8

に示す。

関出品財の特色

出品財はLlJ林用苗1mの内， 0.27haのスギ 1 知床欝え 2 年~t50， 000本である。

当該地方において， 0.27haという筒焔はたいへん広いものである。水回転沼地

であるため水はけが悪く， I建前生産の国難な上地柄であるにもかかわらず， â1長が

根元径が太くがっちりした均一な苗木が生産されている。これは， t桂月E ，

土壌改良斉1]， I高畝などの工夫，対策をはじめとした， 日常の背的管理と伝承の育的ー

技術のl!易物といえるO

様子は，県営採取で高野山の母樹林から採rr日されたものを揺極し「優良な菌木

生産は稚菌の選73 IJにある J を基本に，自1'iJ. 1耳の保護皆既，月巴培管i軍，品質管現には万

全を期している。

氏は植えてよく育つ萌木j 作りを盟念としており，故宮崎博士の著書中の rÊ吉

本の太りすぎは駄目だと世間ではいっているが， しかし栄提失調はこれまた駄目

である。適当な栄養 CI!巴料)を与えることが必要で，秋伸びを防ぐために}肥料を切

らし根切りを行うことも大切な嬰素であるが，山に植えてからの生長を考えると

きに，弁当肥を持たせることが大切である。」との記述を読み，それ以来，晩秋に

弁当肥を施肥することを実行している。また，前:J:fH哲理の過去の記録を参考にし

天候を考慮しながら苗畑の見回りを実抱して苗木に対するド、クター窓識を持つ

てている。幸い，氏の経営する首焔の多くは集出荷場を中心に半径500m以内に集

中しているため，育部管理 j二たいへん部

合がよい。

(1) 技術の特色

ア撞子の厳選

明治20年創業以来培われてきた家訟を

基に，新しい知識と発想を持って f植え

てよく育つ苗木j 作りを理念、として，昭

和20年代には，種子の厳選を図るため，
主主爽 1 商 焔
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大阪営林局並びに各営林署に出向色熱意をって協力を依頼し当時としては画期

的な国有林採取種子の払い下げを受けている。さらに，昭和30年頃から高野山霊場

の大木の中から優良な樹形をもっ個体の種子採取を総本山金制峯寺山林部に依頼

し，よりよい素質を持つ種子を厳選する努力を行っている。現在では，県営種子と

なっているため高野山の母樹林から採取したものの配布を受けている。

イ 地力の維持・増進

苗木生産においては，苗木掘取りの際に腐植に富んだ土壌が菌木の根に付着して

持ち出されてしまう。形質のよい苗木ほと根系の発達がよいため付着する土量も多

く，地力の減退も大きくなる。

このため氏は，地力増進を図るため，毎年lO a 当り，稲護，土壌改良斉1]，乾燥鶏

糞，牛糞を合わせて1. 5~2. 0 t ものt住肥を施消している。また，近隣の宅地化され

る農地の表土に目をつけ，それらを購入して客土している。さらに，薬害による

壌の劣化を防ぐため除草剤の全面散布は年 1 回としあと入手による草取りを行っ

ている。 3 年に l 度は苗畑を水田として輪作し雑草桂子の死滅，越冬害虫の退治

のために臭化メチルによる土壊壊蒸も行っている。

ウ 床替えの際の配慮

当該地方の土壌は，粘土質で水田から転用された苗畑が多いため，排水をよくし，

根系の発育を旺盛にするために，苗床を高畝にして， 1m当り 42本作付している。

通路を広くとっているため，風通し， 8照もよく， {建苗が育っている。さらに優

良な苗木生産は稚苗の選別にある。j を基本に，床替えの時の選苗は，苗長 9 CII1以

下と 18cII1以上を絡外とし 9 ~12cll1未満と 12~18clI1未満の 4 段階に選別して，地力

に合わせて床替え作付するため，バラツ

キの少ない揃った苗木が生産されてい

る。

エ根切りの実施

健苗生産には，適期に徹底した根切り

を行うことが最も大切であると考え，毎

年の天候や苗木の生長状態を観察しなが

ら， 8 月下旬から 9 月中旬にかけて根切 写真 2 小型根切機

n
h
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りを行い，徒長を1fIJえ，根系の発達した詰水生産を心がけている。方法としては，

大型機械と小部i簡の踊場でも使用可能なように自家開発した小型根切機を使い分

け，根系の健全発育に真剣に取り組んでいる。

オ 被害の予防・間選対策

当該地方は，雪，箱の書は少ないが，台風による風水害は避けられない地域であ

る。台風通過後に詰木が嵐に煽られ赤く痛んだ場合など， fllJ艇にボルドー液により

消毒を行い被害を最小限にとどめるよう努力している。また，根切り虫j坊除，赤粘

病の発生予防や雑草防除、のため各種の薬剤を適切な時期iに効果的に能用している。

カ 苗木の掘I絞りから植栽地までの迅速化

揃取りについては，高知の窪田式の掘取機をいち早く導入し省力化と迅速な作

業工程による生産コストの低減と活着率の向上を圏っている。なお，掘取機の後輸

に垂れゴムを装着して，掘取りのi捺のタイヤによる損傷をなくしている。また，集

出荷場 (47901') を建設し掘り取った苗はすぐに集出荷場内に運び\ トラックに

積み込むまで，雨，蕗，風にさらさない

ようにしている。そのため，高木を苗翻

のままの形で=植林地へ運ぶことが可能と

なっている。さらに，掘り取った苗は，

夜に犠み込み，明朝には現地に到着する

ようにしているため，植林者から好評を

得ている。出荷は閤包した苗木を10個ず

つパレットに極み，フォークリフトで積 写真 3 集出待場と改良したトラック

み込み省力化を図っている。

(2) 経営の特色

ア経営の多角化

昭和40年後半からの植林面積の減少にともない，苗木の生産量も削減せざるを得

ず，苗畑の合理的利用と従業員の雇用安定化を悶るため，昭和50年に法人組織とし

て株式会社井内屋種苗閣に切り替えるとともに多角経堂に乗り出した。それまで

の山林種苗一本から出林種苗，緑化樹生産，緑地建設工事」の三本柱に経営方

針を改め，実績安積み重ねて年々売上を伸ばし安定した経営基盤を築いている。
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近年の林業不況に耐えきれずガソリンスタンドなと他産業へ逃れる頗向が強L吋3

で，あくまで「緑関連産業J の中に踏みとどまって緑肢術の継承発展に努めている

姿勢は高く評価されるもので、ある。

イ 生産の拡大

近年，山林用苗木の需要は年々減少しているが，擾良で需要者の好みに合った苗

木を作ってシェアの硲保に努めている。その結果， 111林用苗木の需要減少の中，氏

の生産する萌*に対しては植林者の信頼が高いため，現在，わずかながら販売量が

伸びている傾向にある。これも偏に「構えてよく育つ筒木作り j に熱意を燃やして

きた実績が実を結んだものと思われる。出荷された苗木については，直接現地に出

向いて活着，生育状況諮査を実施するとともに顧客の前木に対する意見・要望等を

聴取し生産の参考としている。また，作業を合理的に配分することで通年鹿用に

より人材硲保に努め， 1 日数万本の山林用苗木の出品7体f/iIJを確立している。

また，国の施策に沿った芯葉樹の生産の拡大や地域の環境緑化のための緑化樹の

生産量の拡大を進めている。幸い，当該地域には水田の休耕地が多く，圏場の確保

は容易である。

ウ 後継者の育成

農林業の従事は，最近とくに敬遠されがちである。氏は，何が原困で敬遠される

かを検討し収入の安定と揺利厚生の充実を関ることが必要であると考え，社会保

険，雇用保険，厚生年金等を導入した。これにより， 20歳代の若者が定着し技術

の習得をはじめ，仕事に対し意欲的な姿勢で取り組んでいる。さらに氏の後継者育

成の努力は，長男優氏に見事に結実しており，先進的な機械の導入・開発，緑化

事業への進出等，積極的な姿勢が経営成果に現れている。

関技術回経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

(1)技術

より優秀な品種系統の種子の選択，品質管理等について前述した諸々の技術的な

検討を通じ細心の対策を講じ f植えてよく育つ苗木」の育成に努力し， rより良い

苗木をより安く J をスローガンに，均整がとれT/R率の小さい苗木，とくにスギ

菌では根の発育の良い苗木，徒長のない苗木の生産が独特の伝承技術から生まれて
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いる。氏は，今後ともさらにJ支討すのliH鱗と施設の整備，]1]、大を [~I って，苗木生産技

術の向 i二をj立Aめたいと考えている。

(2) 程営

和歌山県は íí'じ!とj'[î木の市民の大きいところであり，刀、llíîは近斡の他県から HJ

誌の、移入されていた。しかし品開系統がi別総で，が惚れている j二，合1m生

よる低生産コスト化により，最近では逆にj立政へ移出するようになっている。

下で有数の倍れたi汚水生産業者である氏の合理的な経常持政省ニーズの的確な

把接，出 f;;tí灸のi笠木の生育にまで支店Lを使うきめ*111かいサービスなど造林家に高く評

価されているところであり，今後とも活躍が期待される。

(3) 普及性と今後の発展方向

?-=Í該地域の林業従事者の高齢化と jii林j闘が奥地へと移行するなど，嬰求される i't'î

木規格も多能多絞化しているため，造林家のニースにかなう臼木をオーダ…メイド

できるようにしている。このことが，予iJ!lJ~jミ産を可能にし ['!J木の安定した生時計

画の確立をもたらしている。

氏は，技術，経常ともに今後もー践の研撲を重ね，造林家に信頼され満足される

部水の生成に精進するとともに，生き残りをかける地のLlJ林種苗組合員とづ文強力

し棺互技術，情報交換等を梢械的に行・い，後*1主者の育成と業界発}民のためにj[i j住す

る覚悟とのことである。そして， LLI林種l'í'îの生保に創業以米103年もの永年の実績

のある JI:内原の暖簾をマfり，地域の振興に寄与しながら国土の緑化と保全を認iるこ

とを天!識にしたいと考えているとのことであり，後継者の成長とともに，今後大い

に期待されるところである。
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塵霊盟盟盟闇

「植えて良く育つ苗木づ、くり J

井内

紀州木の民k生まれ子寄った店、にとっc，

家芸きである ILJ林J1IHl沼の生産lこ対する意欲

I;t 人一倍妊憾で， 1111 1'日20ijõ ， 1日告 11中学卒業

と 10111寺に三代自の後継者としと生産に従事

するとともに百のil.IT~g~i言及び生育状況苓き

そ誠Eをするため在l らも山林を 11持入し 111Ï栽・

7守林いたしました。

また，林家(~販売した在ílえの生育状況等

を迫跡調主主するため，前回作業の会1m を

ぬっては現地に出向き f植えて良く予言つ

苗木つ、くり j をそットーに生産技術の向上

に努めました。

さらに，人件授の高11講，入手不足等の状

況に対応するため，恨切掘1Í'Z 1;~を自分で考

勉

案製作し也、力化に努めました。

真夏の炎天|てでのIV市:作業やI:;f?草，手足

も凍る程の冬期作業のつらさがありました

が， ù'il'生践を通じて多くの林家のヴセか

らご意見を JJîいたり，喜びのJ主に時h ま;さ

れ，これまでの業績が認められて今回の受

賞につながぺたと感激しております。

今後とも，槌林家のニーズに合った白木

生産と，現了'1:の林業経営の厳しさを踏まえ

「良い苗木をより安く j をモットーに，後

継者である息子とともにさらに研鈴を重

ね，業界発展のために生涯精進したいと考

えております。
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第29回

山本農林水産大臣と天皇杯受11者

農林水産祭のかずかず

i?ail; ぷ金唆i
聾 � 隠“ 溶か 際る
:1理1 衷?町怠
者金、 πEλ 略。 炎、 込

号~~去そ 符。.; 也

業者にかかるパネルディスカッション会場において
挨拶する農林水産祭中央務査委員会金沢会長



笑りのフェスティパル会場を視察される
秋篠宮・伺妃殿下

への

テープカットをする東渓林水産政務官(右から2人目)

姶乏で策京芸喜怒銀行に怠録
を贈る松山振興会常務濃運算

(お)

農林水産業体験パスの遂行
/\':1岳中央農業実践大学校農場でのじゃがいも掘り



て

農林水産祭は，全国民の農林水産業に対する認識を深め，農林水産業者の技術改

善及び経営発展の意欲の高揚を図るための闇民的な祭典として，昭和37年，農林水

産業者に天皇杯がご下賜されたのを機会に，従来の新穀感謝祭を発展的に拡充して

始められたものです。

この農林水産祭は，農林水産省と財団法人日本農林漁業賑興会との共催のもとに，

w 各方面の協力を得て，毎年11月 23日・勤労感謝の日を中心に開催され，農林水産業

者に天皇杯などの授与を行う表彰式典や，一般国民に農林水産業を紹介する農林水

産展など，きわめて多彩な行事を行っております。

平成 2 年度は，その29呂田に当たりますが，天皇杯などの選賞議蕊の結果は次の

とおりです。

すなわち，従来の農産等の 6 部門については，第29回農林水産祭に参加した各種

表彰行事 (390件)において農林水産大臣賞を受賞した者606人の中から，天皇杯を

授与されるもの 6 点(各部門ごとに 1 点)，内閣総理大臣賞を段与されるもの 6 点(各

部門ごとに i 点)， 日本農林漁業振興会会長設を授与されるもの 7 点(藷産部門 2

点，その他の部門各 l 点)が選定されました。

また，むらづくり部門については， 43府県から推薦のあった，むらづくり事例の

中から，各地方農政局の「むらづくり審査会」において，農林水産大臣賞に選定さ

れた事例のうち，同審査会から推薦のあった 7 点の中から，天皇杯，内閣総理大臣

賞及び日本農林漁業擬興会会長賞がそれぞれ l 点選定され， 11丹 23日の慢秀農林水

産業者表彰式典において表彰されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の鐸れた業績は，農林水産業の近

代化や豊かで往みよい農山漁村づ、くりの生きた指標として，関係各方面の方々に多

いに役に立つことと思います。ここに，これらの業績の概要をとりまとめて発行す

ることといたした次第です。

終わりに，本書の編集にご協力をいただいた執筆者その他関係各位に対し深甚

の謝意を表します。

平成 3 年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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天裏杯受賞者/河内漁業協同組合のり部会…H ・ H・-…H ・ H ・.. 7 

(東京水産大学教授/鈴木 誠)

内閣総理大臣賞受賞者/青森擁詰株式会社……H ・ H ・...・ H ・.....・ H ・.. ..• 19 

(日本大学教授/露木英男)

日本農林漁業振興会会長葉受賞者/高橋文一….....・H・.....…・ 25

(茨城大学教授/橋本間久)
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出品財水産技術(有明海における改良型のり摘採船の導入)

受賞者河内漁業協同組合のり研究会
(代表津)1 1 Jj炉開)

(熊本県飽託郡河内町大字船;$:2222の 11)

盤受賞者の略歴

(1) 地域及び漁業の概要

河内町は，熊本県の中心，熊本市の西北に位置し干満の差の大きい有明海に面

しており，人口は， 8， 800人余である。

有明海は，湾口を*支那海の天草灘に開き，カギ型に北へ湾曲して長崎，佐袈，

第 1 間受賞者の所在地
福間及び熊本の 4 県に閤まれ，その面積が1， 700knlの広

大な浅海性内湾である。海岸線の総延長は334km，熊本

県が130kmを占めている。最大干潮時の干潟面積は， 308 

Mで全海面の18%にも及んでいる。瀬汐による干満差は，

大潮時，湾奥部で 6mに及ひ。本邦1\造ーである。流入河)11

も多く控水からの豊富な栄養;塩類をうけ，また，水深が

浅いため気象の影響を受けやすく，極めて強い内湾性の

海域となっており，基礎生産力は頗る高い。このような

漁場特性を背景として，有明海の浅海干潟では，ノリ養

殖業，あさり，はまぐり ， 1.こいらぎ等の貝類， くるまえ

び，がざみ等の甲殻類，すずき，ぼら，このしろ等の魚

類を対象とした漁業が行われている。



河内漁業共同

組合は，組合員

244人で， その

うちノリ養殖業

者は 146人であ

る。現在，熊本

!黒下には， 24の

漁協がノリ養殖

を行っている

が，河内j魚、協の

平成元年度ノリ

生産枚数は172，

078千枚 0 ， 203千枚/1

経営体)，生産金額は1. 3

32, 966千円 (9， 321千円/

1経営体)で，経営体数，

生産量及び生産金額とも

に県下第一位であり，熊

本県の代表的漁協と

る。その他のJ魚、業として，

えび流し網，束IJ網，あさ

っ採貝などを季節にあわ

せて操業している。

(2) 受賞者の略歴

写真 1 河内漁業協同組合のり研究会のメンバ

第 2 図 河内漁協ノリ主主殖漁場

区'3 ・ 4
2 ノリ浮 田

e ・..-----------_.，.・ 4

河内漁業協同組合のり研究会は，組合の下部組織として，昭和38年に発足した。

現在の会員は35人で活発な活動をしている。主な活動は，夏期を中心lこ講習会の開

催並びに各種の研究会などへ積極的に参加，ノリ j魚、期中は病害診断，漁場の栄養塩

調査などを実施している。また，全国的に 2 月 68の「海苔の日 j には小学校児童

の学校給食用に焼きノリを無料配布し子供時代からノリのおいしさを知ってもら
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うことを目的として消費宣伝活動等にも

積極的に取り組むなど，ノリ養殖業発展

のために常に研賛と努力を積み，その業

績は評価されるものがあった。

そのなかで，特筆すべき成果は，昭和

50年度代24図浅海増殖研究発表全国大会

で赤ぐされ病対策およびリクモフォ
~2 ノリの消費宣伝活動

ラ駆除についてj の研究発表で，鐙秀研 学校給食にノリの無料提供

究発表の表彰を受賞，そして，平成 2 年度の向全国大会で「有明海における改良型

摘採船の導入についてj で技術部門で第一位となり，農林水産大臣業を受賞した。

このような経緯が示すように，当研究会の活動は，健全であり，地域のノリ養殖

業の発展に貢献してきた。

関受賞者の経営概況

当組合のノ 1) 養殖業は，家族単位の労働で行われている。若夫婦と老夫婦 4 人構

成のA氏の例について，過去10年間のノリの生産状況をみると第 l 表のようであり，

また，ノリ j魚、期中の労働作業時間(平成元年度〉をみると第 2 表のようである。

第 2 表から，漁期中は全般的に長時間労働が必要であり，特に海上作業である摘

採，酸処理及び備管理作業にかなりの労働時間を要していることがわかる。 A氏の

第 1 表 A氏の過去10年間の J 1) 生産状況

年 棚(枚数) 
ベタ 生産(枚枚)数 生渓金額 (円単/価枚) 綿(一枚枚/綱当)り(枚) (円〕

55 200 (120) 591 ,700 7,861 ,134 13.29 2,959 
56 200 (120) 723 ,300 8,981 ,719 12.42 3,617 
57 200 (120) 767 ,200 14 ,546 ,640 18.96 3,836 
58 200 (120) 746 ,700 8,771 ,149 11.75 3,734 
59 170 (90) 821 ,900 8,428,706 10.26 4,835 
60 170 (90) 722 ,300 7,663 ,374 10.61 4,249 
61 200 (120) 1,086 ,600 11 ,452 ,862 10.54 5,433 
62 200 (120) 1,281 ,700 11 ,086 ,600 8.65 6,409 
63 250 (120) 988 ,800 8,085 ,848 8.18 3,955 
H.1 230 (120) 1,618 ,200 12 ，号51 ， 321 7.63 7,036 

Q
υ
 



第 2 表 A氏のノリ漁期中の労働作業時間

酸処理 網管理 摘採 加工 落下傘 ベタ打 ~j習洗い 展開

10 32 54 。 8 36 23 60 

11 86 30 43 220 8 

12 120 4 30 144 34 

1 96 62 330 14 

2 104 64 434 

3 26 4 30 234 

百十 464 92 229 1362 8 36 23 116 

見回り 種入れ 散水 綱撤去 入庫 冷凍出
その他

1ií!l設撤去 合計準備

2 50 4 100 369 

14 23 424 

16 348 

20 522 

14 616 

36 78 408 

2 50 4 50 123 50 78 2687 

場合，改良型摘採船を導入しており，摘採作業時間は，導入以前に比べて 2 割程度

短縮され，短縮された余剰時間は酸処理，網管理及び加工に投入できたとのことで

ある。また，第 l 表から，改良型摘採船導入による効果として，昭和62年度以降の

生産状況をみると，種付けの良否にも影響されるが総生産枚数及び網一枚当りの生

産枚数ともに増加していることが認められる。(改良型捕採船導入による経済効果

については後述する。)

層調受賞財の概要・特色

(1) 技術及び経営上の問題点と活動課題選定の動機

近年のノリ養殖業は，大型加工機械の導入によって急速に生産量が増え，それに

つれて労働時間も長くなっている。また，以前にはなかった酸処理作業も加わり，

海上作業は著しく増加した。

さらに，最近の若年者層の「きつい， きけん， きたない」の 3K言葉に代表され
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る職業観として，ノリ養殖業は敬遠され，また，就業者の高齢化に伴い，前述の海

上作業量の増加と相候って経営体数も年々減少しており，ノリ養殖業の将来を懸念

する声が各地で聞かれるようになってきた。

このような状況を踏まえ，労働の軽減と就業者の健康維持のため，無理のない労

働条件の追求とノリ養殖業のイメージを一新するために，最もつらい海上作業であ

る摘採作業の改善に着目した。この自的のために従来型摘採船の改良に取組み，他

の地区に先がけて実践活動に入った。

(2) 実践活動の状況と成果

従来の構採船は，手でノ 1) 摘をた/"りながら摘む方式の無動力船であった。昭和

58年に瀬戸内海で使用されていた潜り船を購入して導入を試みた。しかしこの潜

り船は大型であるため，干満差の大きい有明海漁場では，摘採時間が限られること

及び小廻りがきかないため作業能率が低下すること，海面のゴミを開時に抄うため

船内の汚れがひどいこと，また，価格も 1 隻500万円と高価であり，種々の点で利

用には適さないことがわかった。そこで，有明海で従来から使われてきた小型摘採

船の改良に着手することとした。

ア 従来の小型摘採船の改良

従来の摘採船は無動力船であったが，労働力軽減のための自力推進力を装備する

こと，作業能率向上のための摘採ノ 1) の積載能力の拡大，有明海の気象，海況，漁

場特性，支柱及びベタの両方式に適応すること，操船性，作業性，安定性及び安全

性を備えることなどの観点から改良の検討に着手した。主要な検討事項は以下のよ

うであった。

先ず，船型と規模について昭和61年に従来型(巾3. 1m，長さ1. 8m) の約 4 倍の

大きさ (3. 08mX4. 3m) の船を建造して使用した。しかしこのタイプは船体が

長すぎて方向転居が困難であった。そこで小製化 (3. 03m X 3. 2m) して使用した

結果，積載能力が小さいので親船への往復が増え作業能率上の欠点があった。これ

らの実践を経て，従来型の約 3 倍の大きさ (3. 03m X 3. 7m) のものを建造して使

用した結果，船腹規模として満足できることがわかった。

次に，船規模に適応した推進力の検討に入り，推進力を変えて使用し操船性，

作業性などの観点から検討を重ねた結果， 8 罵力の推進力(船外機式)が適正である

-11 



ことを確めた。

さらに，描採船にノリ網を滑らかに導

くために，支柱漁場の浮竹をよけたり，

ベタ漁場で縮抄いを容易にするこめに 4

種類の網抄い用フレームを試験した。そ

の結果，作業性に優れたフレームの開発

に成功した。その他， ノリ網が船上を連

第 3 図改良型jrgjj采船

"000 

急伊 ハンドル

過する際に支障のないよ

うなエンジンカバーの設

計，作業中に船の進行方

向を安定させるために船

底外板に溝を設けるなど

の改良を経て，第 3 図に

示すような改良型描採船

を開発した。摘採状況を

第 4 図に示す。

第 4 図摘採状況(側面図)

ロープすくい

写真 3 摘採船の装備状況 写真 4 抱採状況
網抄いフレーム及び船尾部

イ 改良型描採船導入による労働軽減の成果

改良型摘採船を導入している会員40人にその成果を明らかにするために昭和田年

にアンケート調査を実施した。回収率は100%であった。その成果は，第 5 図に示

すように労働の軽減が著しく，次いで労働時間が短縮できたとなっており，期待し

12-



ほ禦がったと.えた万へ
nくZょった点1>7

第 5 図 アンケート調査結果

"髄H'震となったと密えた万へ
..参の役くPょった剣以?

場〈即ブ堵大

入院羽"し匂〈忽った

3 

家総図らん2

."理
49 

3ヰ働時間割短縮で吉たと答主 1と11へ
鏑探Aa導入により出来た時間在
主に何に箆われていますか?

たとおりの成果が示された。また，労働の軽減は腰痛がよくなった，痛くなくなっ

たとの効果が示されている。これらは不安定な船上での苛酷な労働の軽減に結びつ

いていることが明らかにされている。その他，摘採に要する労働時間が短縮された

結果としてノリ縮管理に自が崩き，品質の向上に効果があった，などの結果が得ら

れた。

次に，労働の軽減を科学的に検証する一つの

試みとして熊本体力研究所(医療法人)の示唆

を得て携帯用心拍測定器を使用して作業中の心

拍数を測定した。測定結果の-{7IJを第 6 図に示

す。嫡採作業中の心拍数測定結果を分析すると，

改良型摘採船での作業では，心拍数が成人の労

働適正心的数である 120回前後で，振 rrJ23の範

囲でほぼ安定しているのに対して，旧主!摘採船

での作業では賑巾の範囲は60とかなり大きく，

心的数の最大値も 175回と適正心拍数をかなり

上回ることがわかった。これらの結果から， I日

担船での作業は，かなり無理な労働条件 Fにあ

写真 5 携帯用心拍数浪IJ定器
の装着状iJr.

り，一方，改良型船での作業は無理のない労働条件下で行われていることが推察で

きた。これは，アンケート調査の結果を科学的に裏付けるとともに，改良型船は就

業者の健康維持に適ったものであることが確かめられたものと言えよう。

内
叫
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第 6 図心拍数波IJ定結果例

心泊敏(/分 s 氏(1日型) 心姶数(/分) T 氏(18 !I'!) 

反田ザ一一一一一一
宜

!2fzτご.-.，.....肉料~r--- 曹吋

1 9 17253341 495765 7381 閃 97

時間(分)

;:~料出
1 6" 1621263136414651 お 61 白 n

偽問(分)

心抱数(/分 s 氏(改良裂}
心拍激(/分 T 氏(改良目的

150内向風向~~-..J
'~] ー明噛""'-

~i 
1 9 17 25 33 41 49 57 65 73 81 回目7

時間(分)

ウ 改良型摘採船導入による経済効果

労働力，養殖規模及び加工設備がほぼ同じ場

竪竺
1 9 17 25 33 41 49 57 65 73 81 関 97

時間(分)

第 3 表 改良型摘採船導入漁家と導入し

合，旧型摘採船使用のK氏と改良型摘採船使用一一ていない漁家と叫竺

の S氏を比較した場合の経済効果を第 3 表に示い事入していない K さん

す。第 3 表から改良型摘採船が経済効果の点で| 働人員 4人 670才 ♀ 68才
41才 37才

も優ることが明らかである。これは，改良型船川長り込み枚数 200枚

の場合，労働力の軽減や労働時間の短縮による

余剰労働力を再配分し十分な網管理，効果的

な酸処理及び赤グサレの被害防止などに利用で

きた効果である。

エ 改良型摘採船の普及状況

河内漁協では，昭和61年より研究会会員を主

体に実用化が始まり，現在ではノリ養殖業者の

約50%まで普及している。また，県内の他漁協

全自動海苔すき機 テヅカ 8連

平成元年生産金額 10.142千円

(1 3.0541'文)

導入している S さん

労働人員 4人 ;¥ 68才 ♀ 66才

40才 38才

張り込み枚数 200枚

全自動海苔すき機 ワンマン6連

平成元年生産金額 12. 351子円

(1. 618千枚)

でも昭和62年より徐々に導入が進んでいる。年度別普及隻数を第 7 鴎に示す。改良
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型船の価格は隻約100万円で|日型船の約 4 倍であり， ノ 1) 養
第 H設改良21摘採船

殖に係る諸投資の中で改良船の新造は高価なため徐々に普及 の寺度別普及
隻奴

している状況であるが，普及が或る鹿度進み，量産体制に移

行すれば製造単価も安価になり，今後の普及は十分期待でき I ~:J ~日
i 河県

l 内内

5日寸

るものと考えられる。また，当漁協では改良型船新造のため

の融資を前向きに検討している。

(3) 特色
「九

30 

本出品財は，河内漁業協同組合のり研究会出品の技術で，

有明海の漁場特性に合わせて自力推進型摘採船の開発に成功

したものである。

近年のノ 1) 養殖は，大型加工機械の導入等もあって急速に

生産量が増加しそれに伴い労働が翠，時間ともに増加して

きた。

昨今は， 3 K言葉「きつい， きけん， きたないj に代表される職業観から後継者

難と就業者層の高齢化傾向が目立ち，ノリ養殖業の将来を懸念する声が各地で聞か

四

10 

筏当初 平成
61'手控促年度出年坦元年坦

畳

れるようになってきた。

このような状況を踏まえ，当研究会では，労働軽減による健康維持とノリ養殖業

のイメージ一新のために，最もつらい作業である摘採作業に着目，今までノリ網を

手でたぐりながら摘んでいた摘採船の改良について， {也の地芭に先がけて検討に着

した。特色を要約すると次のようになる。

ア 従来の小型摘採船の改良

守二f持差の大きい有明海のi旬、場特性のなかで，ベタ，支柱方式ともに使用できるよ

う検討と改良を重ねた。技術開発の主な問題点、は，描採ノリの積載能力及び作業性

と船の大きさの決定，操船性と推進力の適正馬力の決定，網を均一，かっ，滑らか

に導くための制奇妙いフレームの設計，作業性と操船の制御方式なとであった。そし

て，これらの問題を適格に解決し所期の目的に達した改良型摘採掛を開発するこ

とができた。

イ 改良型摘採船導入の成果

労働の量，時間ともに顕著に軽減され，さらに，労働の軽減を作業中の心拍数の

民
リ

噌
t
E
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測定と結果の分析によって科学的に検証を試みた。また，余剰労働力の再配分が品

質の向上，生産性の向上に寄与し経済効果も期待できることが明らかにされた。

ウ普及性

当漁協では既に約50%まで普及し県下の他漁協へも徐々に普及が進んでいる。

この技術は原理的には通有性をもつものであり，漁場環境の異なる他の地区への波

及も期待できるものである。

関受賞者の技術分析及びその普及性と今後の発展方向

(1) 技術分析

従来のノリ摘採作業は，小型の無動力船により，ノリ網を手でたぐりながら摘ん

でいた。このような海上での摘採作業は，夫婦単位で行われる重労働である。これ

はノリ養殖業の後継者難，また，他作業と比べて就業年限の短縮につながる深刻な

問題である。当研究会は，この点に着目し労働軽減の観点から描採船の改良を他

の地区に先がけて取り組み，種々の技術的問題を解決し，所期の目的を達すること

ができた。

技術開発上の問題点の概要については前に述べたが，技術開発による具体的な効

果として 4 点をあげることができる。

第 l 点、は，自力推進力の装備により，風や潮流が強くても摘採作業か労{動的に楽

になった。特に主婦の労働が軽減された意義は大きく，若年者層にも好評であり，

また，老齢者層には就業年限の延長が期待できることとなった。

第 2 点は，摘採ノリの積載能力が従来型船の約2. 5倍に向上したため，親船へ戻

る回数が減り，労働時間が短縮された。

第 3 点は，労働力の軽減により，その分，別の作業かできるようになった。特に

支柱j魚、場での病害対策として，赤ぐされ病が蔓延する前に短時間に摘採し子出し

することにより，蔓延を防止することができるようになった。また，描採中に混入

しやすい浮遊物にも邑が届くようになり，きょう雑物の除去により，品質向上に役

立った。

第 4 点は，従来，有明海でのベタ養殖では干満差が大きいため，摘採時に網を強

く張る必要があったが，改良型船では推進力を装備しているので，その必要がなく，
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また， トラガリや網の巻き込みがなくなり作業性が大きく向上した。

すなわち，種々の開発上の問題点を適確に解決し，自力推進力の装備による労働

力の著しい軽減，労働時間の短縮，適正な船形と規模，描採ノ 1) の積載能力，作業

性の向上及び安定性に捜れ，かつ，ニ!二満差の大きい有明海の漁場特性のなかで，ベ

タ，支柱方式ともに効率よく使用できる摘採船の開発に成功した。また，この技Ti時

開発による成果を，就業者のアンケート調査により，労働の軽減，労働時間の短縮

及び余剰l労働力の再配分による効果を確めた。さらに，作業中の心拍数の測定値を

分析し改良型摘採船による作業が労働の軽減になり，かっ，就業者の適正な労働

条件下にあることを健康維持の観点から実証した。

(2) 普及性

この技術開発は，ノリ養殖業界のニーズに応える優れたものであり，当漁協で既

に50%普及し県下の他漁協へも徐々に普及しつつある。本技術の原理は，漁場特

性が異なっても通有性があり，また，普及に伴う単価の低下にしたがって，他県下

にも波及がト分期待できるものである。

以上，本出品財は，研究目標として労働の軽減というノ 1) 養殖業界及び時代的ニー

ズに適った点に着目したこと，そして他の地毘に先がけて研究の実践活動を推進し，

種々の技術開発上の問題点を解決すべく熱心な検討を積み重ねた。その結果，新ら

しい方式による摘採技術として実用的に十分な成功を修めたものであり，その内容

は優れ，)bく社会の賞賛に値するものと認められる。

なお，今後に残された問題としては，摘採時にノリ網の吊網を容易に， しかも安

全に操作する方法，さらに，きびしい労働条件下にあるノリ作業金殻について労働

軽減のための創意工夫が望まれる。

今回の援れた業績は，当研究会員の協力体制のもとに努力の結果が実ったもので

あり，敬服に値するものがある。そして，会員の研究意欲と熱意は今後とらノリ養

殖業の発展に寄与していくものと期待される。

また，当研究会の活動に対して常に理解と暖かい支援活動を続けている河内漁業

協同組合長坂本助次氏を代表とする組合員，林務水産部 木村幸次郎部長，黒木健

司次長，村田正幸 水産撮興課長ほか関係者各位に対して深く敬意を表する次第で

ある。
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離欝韓輯購

有明海における改良型のり摘採船の導入

河内漁業協間組合のり研究会

(代表津川勝明)

河内町は，熊本市の凶北に位置し県内 働経減を科学的に究明サるため， j発信:用心

では，海苔，みかんが基幹産業となってお 拍数測定機を用い，改良型船と従来型船で

り，このうち海誌を安積業者は， 130経営体 作業中の心拍数を測定しました。結果は，

が従事しーといます。近年の海苔義殖は，大 改良型では心拍数の娠隔が少なくなり負担

31機械の導入により急速に生産湯が縫え， が緩くなったことが明らかとなりました。

それにつれて労働待問も長くなっ ζおり， この摘採船が河内町を中心{こ普及していく

「青壮年でなければ体力が続かなくなり， 中で，特に一緒に作業をしている奥さん連

退職が10年早まった o J といわれる中でこ大変評判が良く，家紋団らんが充実した

私達もいつまで海苔が続けられるか。j と という会員が増えてきました。 最近一ごは，

不安を覚えました。会員の中にも腰痛に悩 周辺生産者からも波文が殺到してきており

まされる者も増えてきたことから，私達の ます。また，労働も楽になった分，綱管理

健康を守るため摘採船改良に着手しまし がさらに充実し，品質向上が国られとおり

た。改良点としては干満差の大きい有明海 ます。

の浮流し支柱時漁場に使湾できることで 今聞は，天皇杯受賞の栄容を受け，この

した。自カ般進力の装備，親紛への移送の 上もない感激で胸が一杯です。行政を始め

簡便化にあたり，三隻試作する過穏で検討 関係機関の方々や，業界の皆様の長年lこわ

を重ね，従来裂の約 3 倍の大きさに決め， たる御指導や御!写情によるものと深く感謝

併せてステアリングや締をすくう金呉を装 いたしております。今後も後継者不足解消

備しました。エンジン装備には，海苔綱の の一助となるように研究会会員一体とな

吊網を足でかわすスピードと親船へ移送す り，作業の合理化や品質向上に積極的に取

る能力を考慮し 8 馬力の月紗付設lこ決定しました。 り組んでいきたいと思います。また， 3 K 

この摘採船導入後にアンケート調資を突 の言葉に代表されるような海苔養殖のイ

絡したところ会員の90%以上が労働が怒減 メージを一新し cJiJl域の海苔業界発展に微

されたと回答がありました。そこでこの労 力ながら貢献していきたいと思います。
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内閣総理大臣葉受賞

出品財産物(水産缶詰〔さば氷煮) ) 

受賞者青森櫨詰株式会社
(代表稲津 繁)

(青森祭青森市港町3 2 23) 

圏受賞者の略歴

出品者の青森雄詰株式会社は昭和16年11月 6 日に創業され，所在地は青森市港町

3 了目 2 番23号であるが，同地に青森第一工場を有するほか，青森第二工場と一

工場を所有している。代表取締役社長は稲沢繁氏であり，事業内容は水産・農産缶

詰及び果汁並びに加工食料品の製造販売である。設備能力としては，青森第一工場

第 1 図受賞者の所在地

19-

が缶詰製造設備 4 ライン(日産4000

ケース)および果汁製造設備一式(日

産12 トン， 1/4 濃縮)を有し

森第二工場は缶詰製造設備 2 ライン

(日産2000ケース)，三戸工場も問

機の設備会備えている。

創立以来，東北地毘の水産原料や

農産原料より各種の缶詰を生産，健

全な経営の下に操業を行ってきてお

り，地元漁協・農協等に対する熱心

な指導， さらに缶詰製造技術に関す

る絶えざる努力を払い，今日に去っ



ている。

当社の受賞・表彰躍に就いては，さば*-煮缶詰を対象として昭和59年と平成 2 年

の 2 回にわたり農林水産大臣賞を受賞しているほか，マグロステーキ缶詰，チキン

タンドリカレー昧ffr詰なと、の製品で日本缶詰協会長賞を 3 回，カニ缶詰の機械化推

進を対象に食品流通局長賞を l 回受賞している。そのほか，公衆衛生，協会発展，

優良事業場，優良申告法人，防犯事業，健康管理，献血なと，協会や地域産業の発

展並びに地域協力に対し約20囲の表彰(社会保険長官，青森県知事，青森食品衛

生協会長，青森保健所長，青;森市物産協会長なと)を受けている。

関受賞者の経営概況

青森雄詰株式会社の現在の資本金は4， 000万円で，年間売上総額約54倍円のうち，

さば缶詰(水煮・味付・味噌煮)が20億円前後であり，残り 34億円前後はほたて・

たらばがに・ずわいがに・いかなどの缶詰と濃縮りんごジュースである。

当社の経営状況を損主主計算書から判断してみると，第48!明(昭和63if. 2 月 1 日~

平成元年 I 月 31 日の 1 年間)の経常利読 1 億1083万円，当期利読(税引き) 5541万

円，第49期(平成元年 2 月 1 E3~平成元年 9 月初日の 8 ヵ月)の経常利益 l 億7299

万円，当期利益(税引き) 3996万円，第50朗(平成元年10月 1 日~平成 2 年 3 月 31

日の 6 ヵ月)の経常利益4163万円，当期利益(悦引き) 1483万円であり，健全な経

営状況といえる。

なお，当社の敷地面詰及ひ、建坪面積について紹介すると，本社(本社工場を含む)

の敷地面積8239坪，建物面積2860坪であるが，その他の工場を含めると，数地面積

9376坪，建物面積3278坪である。

会社の役員は社長を含め 6 名であるが，従業員は職員幻名，備員18名，工員90名，

臨時工員88名，計219名である。

麟受賞財の概要・特色

本出品財は第17閉缶詰品評会において，応募製品507点より厳正な審査(第 i 次，

第 2 次審査)を経て，最高点をもって農林水産大臣賞を受賞した水産缶詰(さば水

平 2 号缶)である。受賞の理由として，製品の品質，経済性，市場性，手IJ用性
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等が特にすぐれており，表示事項及び量百管理も適切であったことが挙げられてる。

品質については，鮮度良好な原料魚、を使用しているので，香i沫と住彩が良好，肉

~:mまりも適切で，液j十にift濁がなく，遊離hbが液i屈の半分以上をおおい，極めて優

秀な製品であることがわかった。さらに内蔵の除去が良好で，内詰状態も整ってお

り，さば水虫缶詰にしばしば見られる皮最1]れ(ストリップ)もなく， 日本農林規格

を充分に満足していた。

原料魚としては，主として東北三陸海域産(八戸基地)の極めて新鮮なマサパ( 9 

~2 月)の)j自の乗った体重350~500g のもの)を使用している。同海域の漁獲が少

ない時は， tJl桧・九州方閣の冷凍魚、を一部{史朗している。 冷凍魚、( 25~ --300

C) 

は凍結変性を防止するためク、、レーズをかけ，乾燥とì[お焼けを防いでいる。

出品者が三臨海域のマサパを常時使用していることは，同海域のマサノ f漁業の振

興に貢献すると共に，赤身の大衆魚であるマサバの高度利用にも役立っている。出

品!!i のさば水煮缶詰は内容が単純で、これまかしがきかないので，統鮮な原料魚、を使用

することが最も大切であり，八戸漁港より保冷車で慎重に輪iきしている。ここ 5 年

間の平均をみると， 13000 トンの三隙臨マサパを使っており， Ý!il、価は平成元年度で

1 kg当り 40~125円であった。

なお，冷凍マサノくは地下水(l8~200C) を汲み上げた水槽に約15時間浸潰して解

凍している。

さば水煮Wf，告の製造工程図は第 2 図のとおりであり， これを要約すると次のよう

になる。

まず， 1原料魚を 5%埴水に浸洗浄したのち，魚、体選別機で体重350~500 g の

ものを選び取り，自動調理機で頭部を切断し内識を除去(バキューム)したのち

魚肉を切断し ドラム式洗浄機で洗浄すると共に，残存する内識を除色金属検出

機で鉄，ステンレス，アルミニウムを検出・除去する。次に自動肉詰機で肉詰め(平

2 号缶で170~200 g) を行い，チェッカーで重量を検査 (300缶/分)し，7J<;煮用

境水 O. 5~ 2 %)を注液，真空巻締機で巻締め (220~250w/分)を行う。さら

に洗缶機で洗缶後，各缶をバスケット整列させ， レトルトに収納， 120oC, 65分の

殺菌を行う。最後に缶詰を水槽に入れて30分間冷却し自動箱詰機で箱詰めを完了

する。
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出品財の l 人 1 EI (8 時間労働)当たり生産量は60ケース(1ケース 4 ダース〉

であり，他社の35ケースを大幅に上回っているが，これは製造工程の合理化を図っ

たためであり， しかも品質は極めてすぐれている。

平成元年度におけるさば水煮、告詰の生産量及び生産額をみると，平 2 号缶では33

万 1000ケース(1ケース 4 夕、、ース)， 9 信9300万円， 6 号缶では11万8000ケース，

2 億8320万円であり，根強い人気を示している。

関受賞者の技術等の分析と発展性

出品財の製造工程で最も注目すべきことは，蒸煮:肉を缶に詰めた後に注液すると

いう従来製造方法でなく，生肉を肉詰，注液，巻締め後加熱するという工程を採用

し旨味を含む肉汁が缶外に排出されることを防止しているところ。

また，皮剥がれを防止するため，肉詰めからレトルト殺欝，冷却にいたる工程で，

ローラ輸送する際，部々の缶を振動させないよう，配慮が加えられているところ。

という 2 点が挙げられる。

出品財である水煮缶詰は，さば缶詰の中でも食塩だけで調整されるシンプルなも

ので，汎用性が高くかっ大衆的な製品として一般消費者の評価も高い。また，その

適正価格による経済性及び各種料理への汎用性は一般に親しまれる商品となってい

る。
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離鑑識購鱒

特産物活用による地域社会へ
の貢献をめざして

青森櫨詰株式会社

(代表稲漂繁)

青森県内で缶詰製造業が盛んになってき なと池域討会のt活性化を|還っていくことを

たのは，北洋でサケ・マスが大量に捕獲で 基本理念に企業巡営を図ってきたところで

きるようになった 1982年頃からで， 1983年 ある。

には，本県で初めて全国の街詰製造業者が 特に，当社の白玉商品であるザハ缶詰製

青森市に集まり，万鴎缶詰研究会が開催さ 品は. ftが国の沿岸回遊魚の中で最も多く

れた。この時間内外から30点が出品され， 水揚げされる北婦の地域の製品ということ

厳重な検査基準安溺たしたものは，わずか もあり，魚体に油がのり，美味しいものと

11点であったが，当社の製品もその品質が なっている。

評価され，合絡することができ，大いに自 さらに，製品の生産性と品質の向上を図

信を深めたところであるO るため，設備改善をすすめながら，製造技

その後，当社は:lti羊で1護れる水産物の1J日 術の研鈴lこ努めた結果，当社のサハ缶詰は

工製品を主力 lこ，県内農産物・果実などの 国内消費尽の約35%を供給することになっ

地域特E割却を活用した製品を加えながら業 た。

務を広げてきた。 この製品が今年度全国の缶詰品評会にお

しかし 1970年代に入り， 200海里経済 いて農林水笈大臣笈を受笈しさらにこの

水域の設定など当社を取り巻く潔境が厳し たびの燦林水産祭において内閣総理大臣賞

さを憎し北洋の漁獲量の減少に伴って当 受賞の栄毎日易ったところであります。

社の製品も変貌を余儀なくされた。 今後も地域特産物を基礎原料とじと，加

このような状況から， 1980年代後半頃か 工技術の研鈴を重ね，消費者に好まれる食

らは，本県産品のサパ・イカ・ホタテを主 品の製造に努力し地域社会の活性化に震

体とした水産缶詰，さらに全国の概ね50% 献しT参る決意であります。

を生産するリンゴを原料とした果汁の生産
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日本農林漁業振興会会長業受賞

出品財産物(水産加工品〔イワシの字の花漬))

受賞者高矯 文一

(茨城県鹿島郡波崎町8951)

繍受賞者の略歴

本Itl品期の製造元，高橋文一商店は11酔lJ30年に高橋文一氏により創立された。当

初は波11]崎市街地で操:業していたが，平成元年 2 月，工場を現在の海岸林地(波崎町

字浜新田)に移転した。 1司商店の加工品目は“いわし字の花法"が主力で，そのほ

第 1 [辺受役者の所在地
か季節によりほぼ問様の製法で“さんま

字の花漬"その他を生産している。

出品者の高橋文一氏は大正11年 3 月生

まれで，当年68才である。昭和初年にi差

異して後，波崎町の鴨安商店(水産加工〉

に勤めた。期するところあって昭和30年

に独立し煮子しゃ丸干しの加工を始め

た。間35年頃，祖母等の助言で“いわし

字の1t. i境"の製造に着出し種々試行錯

誤を重ねた末，昭和50年代に入ってやっ

と一般の評価に耐える品質のものを作り

出せるようになった。

fOJ氏はすでに. Hì3和52年に茨城県水産
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製品品評会で茨城県知事賞を，また向55年にはI~J品評会でッjく産庁長官賞を受賞して

いる。受賞対象はいずれも今回と向織に，

高橋文一氏は現在，波ili奇水産加工業協同組合に所属し組合の運営に積1霊的に関

している。他方，各地で開催される水産加工品の品評会や展示即売会などに率先

参加している。

以上のように，高橋文一氏はこれまで長年にわたって，水産加工技術の改善，地

場産業の発展に貢献してきている。

陸選受費者の経営概況

高揚文一商店は個人経営で，工場敷地は現在. 990m2 (300坪).工場家屋は165m2

(50坪)と 79m' (24坪)の 2 煉，そのほか冷凍庫 i 煉( 250C. 300 t 収容)を擁

している。

従業員は家族 4 名を含め常時 7 名であるが，需要期に当る年末にはさらに 5 名程

度のパートを麗っている。

出品財“いわし字の花漬"のf1BHJ63年における生産数量は9. 600ケース(192.000

パック)でサンマの加工品等と合わせた同商店の総売上げは昭和61年2. 500万円，

同62年3. 200万円，間63年4. 200万円と遂年着実に伸び続け，またこの間における所

得金額も225万円から331万円へと増加しており，同商店の経営は健全と判断される。

写真 1 製品
尊重要 2 パック詰め
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関出品財の概要・特色

出品財

島瀧に臨む。 j漁魚業は波崎i漁漁港をf拠処点としし，茨城，千葉両県などの沿岸部においてイ

ワシ，サパ等多穫性赤身魚を中心lこ漁獲し昭和63年における総水揚震は22. 8万 t

である。波崎の水産加工品はイワシ，サパ，サンマの冷凍品(2 1. 9万 t ， 86. l{意向)，

さくら干・みりん子 (700 t , 14. 5億円)，イワシやサパの缶詰 (5， 400 t , 12. 8億

円)などが主なもので，昭和63年の水産加工品総生産量は23. 9万t，生産額で138

{意向となっている。

本出品財はすべて波崎地先でとれたマイワシを塩蔵後，酢漬けしたものに，豆j寓

の残津である“うのはな"を別途味付けしたものを添えた香昧i豊かな，一般の好み

にも合った水産加工品である。その製造工程は第 2 関に示すようである。

熊本31 には 2 月末から 3 丹上旬にかけて地先で漁獲された比較的低指肪の，鮮度良

好なマイワシ(全長12-15em) を 25
0

Cに凍結しておいたものを用いる。

第 2 図 “いわし字の花滋"の製造工程

11 

処理加工は 9 月から翌年 5 月にかけ，次のようにして行なう。原料魚を流水で解

凍後，水洗し頭部や内臓を除去する。魚体を腹開きにし中骨を取り除く。

プラスチック製の平型角容器に，表皮面が下になるように強べ， うすい食塩水で

2 時間程度水さらしする。悶型の容器の底に食塩を撒き，表皮面を下にして魚肉を

並べ，食塩を撒きつつ重層する。食塩の使用量は魚肉重量の15-20%とする。塩漬

けの時間は，最上層の魚、肉の脱水具合をみて判定するが，通常は 2 時間程度である。
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塩漬け魚肉は相互に密着しているので，そのまま引き離すと表皮がはがれたりし

て商品価値を損なうおそれがある。そこで，塩漬けした君主器に清水を出入して過剰

の塩分を流しつつ，魚肉を注意深く分離する。これを，うすい食酢を用い半日かけ

て塩出しする。次いで軽く水洗し水切りする。

酢潰けは塩漬け魚肉をプラスチック製容器に上記の要領で並べ. 1 段ごとに魚肉

が浸る器度に酢液(組成例:清水35 1! .食酢20 1! .グルタミン酸ソーダ20g) を出

加し漬けこむ。酢漬けの時間は15-20時間とする。

他方，豆腐の絞りかすである“うのはな"を妙った後. -250Cに凍結しておいた

ものを取り出し砂糖と食酢で味付けする。調合比率は“うのはな.. 20kgにたj して，

砂糖100g. 食酢少譲である。

最後に，発砲スチロール製容器に，前記の酢付けイワシ 6 10尾を入れ，ほぼ同

量の味付け“うのはな"を加え，さらに唐辛子 i 片を添えてパックする。これを出

荷まで 25
0

Cに凍結保管する。

本出品財の出荷は，県内および関東各地に80%. 京浜地区のスーパーマーケット

などに20%となっている。店頭ではこれを 0- 5 0Cに保管し販売する。夏でも 2

-3 8. 冬なら 1 週間程度は室温でもつが，冷蔵庫などに低温保管する方が望まし

い。本出品財はイワシはもちろん，“うのはな"の方も美味で、ある。

本出品財の原料であるイワシは，その膨大な漁獲にもかかわらず，大部分が生餌

として，あるいはミール加工された上で家畜や養魚、の資料として用いられ，直接ヒ

トの口に入る分は一部に過ぎない。

加えて，“うのはな"も食糧としての利用拡大が指擁されている大きな資源であ

る。このようなイワシと“うのはな"をうまく組み合わせーている点に本出品財の第

一の特色がある。

また，この種の加工品は茨城県波崎地方や千葉県鋭子地方などでかなり以前から

作られてきたもので，一種の伝統食品である。

関受賞者の技術等の分析と発展性

先に述べたように，出品財“いわし字の花漬"は，従来からの伝統食品の一つで、

あり，波崎地方ではかつて何軒か同業のメーカーが存夜したが，次から次へと姿を

-28 



消し現夜は本出品者のみとなっている。

りそのような厳しい状況の中で，本出品財がj順調に生産を伸ばしてきたのはそれな

の努力と創意工夫があったからである。まず原料魚は長年の経験に基づき，毎年

2 月末から 3 月上旬までの短期間に波l崎地先で漁獲される比較的脂肪の少ないマイ

ワシを 250Cに凍結貯蔵しておいたものを使っている。これは，食品の鼠味上不可

欠の脂肪も過最にわたるときはその保存性に影響する事実をふまえたものである。

処理加工は高混多湿の夏場を避けて初秋から 5 丹頃まで行っているが，これは製

品の変質や中毒等予測の事態を回避するためである。製法中，魚体を71<さらしする

工程の導入，“うのはな"の味付けに先立つ妙り焼き工程の導入等は十余年にわた

る試行錯誤の過程で考案されたものである。

他方，調味にも工夫をこらしている。この伝統食品からの消費者離れを食いとめ

るため，前記処方による調味に加え，東京向け等のものはやや大きな魚体を用いる

ほか，塩分を減らしかっ酢の一部をリンゴ酢で置きかえるといった細かい配慮を

している。

それらの創意工夫の結果，本出品財は塩味と酸味のバランスがよくとれている上，

色ツヤなど外観にも後れ，若い屈を含む一般消費者の好みに合った食品となってい

る。

現在，イワシの食用向け利用拡大が叫ばれている中，このような出品財は当地方

のみならず，広く全間的にも水産加工業の発展に寄与するものと考えられる。

-29 



|イワシの宇の花演J

高橋文一

私がうの花j裁の製造を考えたのは， 30数 分というわけには行きませんでした。考え

年前{こなります。当時私は，地元に水揚げ た米，思いさつで除隊号皆様治目下 iこ切り換

される魚を使って，丸干しなどの一般加工 え，甘味・は砂糖でとることにしました。当

をやっておりましたが，工場が侠仁子場 時，首長造的ーを使っている業者lまいませんで

も少ないため，経営は不安定でした。 した。

当地方では，正月に各家庭で、うの :{Eiiltを 一日{こ際法併といっても，メーカーに

とf-j釜りで食する風習がありました。また， よって|沫がj'íl，なり，試行銭誤の2古巣!対聞の

当持は千王立然の銚子:l1fl区に多数のうの花j資 メーカーの併が皆様の口 lこ合うことがわか

専門業者がおり，さんまを原料にzï場を除 り，現在に至っております。使用する妥協

いた通年製造をしておりました。二子上場のい のカラ lこもいろいろと苦労させられました

らないことと，天候に注右されないことが が，これも長!?被から助言を]貰いた給与t お

魅力で，私もうの花績のiWl殺を始めること 絞様lこで E24を除く:iill年生産販売ができるよ

としました。 うになりました。また，魚は魚体の大小や

始めは，さんまを手lí卜けましたが，先夜 討1ののり災合により味が変化しますのど"

芸建設の池盤が強く，なかなかくい込むこと 現在でも皆僚から極々ご指導を]貰いて工夫

ができませんでした。そこで，いわしで をしております。

やってみることにしたのです。潔魚は，か 今回災状を頂けたのも，皆様からの省主主

たくちいわしでした。ちょうどその頃，県 ;筏な助言があったればこそと怒っておりま

水産試験場の技師さんが，いわしの酢淡の す。今後はp 地方ばかりでなく，郷市にも

講習会に見えられ，大変参考になりまし :iill lliする隙を開発しまた，王子い人lこも会

fこ。しかし製品は思、うようにはうëれませ べて頂けるように研究努力する考えでござ

んでした。 います。

訴!味液には酢自主とサッカリンを使用し， 長い|昔!の苦労が線われたと，夫総 ("12りた

造ってみては皆さんに味見をして]頁き，い そ見て感激しております。

ろいろ批評して頂きましたが，なかなか十

30-
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第29回

山本農林水産大臣と天皇杯受白老

農林水産祭のかずかず

;i ii j! !; 向命
量 t 毛El事忍

tu ヲ‘宅 lて思.，
f :1' 1:斜;矢

筏迄 & 

業者にかかるパlネルディスカッション会場において
挨拶する農林水産祭中央審査委員会金沢会長



実りのフェスティバル会場を視察される
秋篠宮・同妃殿下

親子農林水産業体験パスの遂行
J\ ッ岳中央農業実践大学校農場でのじゃがいも撮り



発「リにあたって

農林水産祭は，全国民の出林水産業に対する認識を深め，出林水球業者の技術改

善及び‘経営発展の;立欲の r:':îJ誌を i立iるための闘よ史的な祭典として，昭和37年，農林水

路業者に天皇杯がごド!喝されたのぞ機会に， i北米の新r技感謝祭を発I.m的に拡充して

始められたものです。

この農林水産祭は林7J<Eri省と財団法人!とi 本能林漁業振興会との共催のちとに，

九方町の協力を得て，毎年 II 月 2:3 日. ji}J'j]感謝の EJ を r!]jlンに rmflQ され，農林水産業

者に天皇杯などの托守を行う表彰式典や， 仰をi主i民に林71く業を紹介する農林水

産展など\ きわめて多彩な行事を11 っております。

平成 2 年度は，その2DIDl IJ に当たりますが，天皇げ;などの選投審査の結架は次の

とおりです。

すなわち ， ift米のの 6郎門については，第羽田林;J<:ìli'f祭に参加した各段

表彰行事 (390件)において農林水産大f-2貨を受註した者606人の rt1から，夫皐杯を

授与されるもの G 点(各奇l\lflJ ごとに i 点)，内閣総JlH大臣設をJ受与されるもの 6 点(各

部門ごとに i 点)， EPIζ~U林漁業jJJ~興会会長11tを段与されるもの 7 点(斎藤部門 2

点，その他の注目内各 i 点、)が選定されました。

また，むらづくり部門については， 43府県から推薦のあった，むらづくり事例の

仁わから，各地方fi&政局の「むらづくり審査会J において，農林水産大臣賞に選定さ

れた事/JIJのうち ， ItW議査会から推薦のあった 7 点の仁わから，天皐杯，内閣総盟大臣

賞及び日本農林漁業振興会会長:段がそれぞれ I 点選定され， 11月 23日の佳秀農林水

産業者表彰式典において表彰されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受'段者の縫れた業績は，農林水産業の近

代化や盟かで住みよいg~llJ漁村づ、くりの生きた指標として，関係各方滋iの万々に多

いに役に立つことと思います。ここに，これらの業績の関嬰をとりまとめて発行す

ることといたした次第です。

終わりに，本書の編集にご協力をいただいた執筆者その他関係各位に対し深甚

の謝意、を表します。

平成 3 年 3 月

財団法人 臼木農林漁業振興会
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11\品財むらづくり活動

受賞者 j二万Ij府東ì"fI)l自1><'むらづくり振興会
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ム
叱山

川
1
H
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1ね
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1. むらづくりの概要

(1) 地区の特色

ア I~jJiJffJ引諮問山IX は ， 11:g1)~ ，I; ，~ ~， & 1:;"&1'/" 1'. ，Ij，jの Hψ;ij に{点 iì'(する~j'jl!UIIJ の 11 1心部から

第 i 図 {古J攻隊i

OO~1日lηのやや起伏のある合J自に {S，- irl: しているつ本j出6. 5kmのi取点、にあり，

!友は只 fíj ，JjJ;IJ という 2 集i'tから構成さ

れ，総ulîW は :3:31 ha，総戸数は 173)イ，

総人仁1601人である。また，交通の[犯は

良く，広域住近，集i存道の '1\":Niiが進んで‘

いる。

イ 本地 i互の版業は盟主がIIJ心であ

り，土地平iJfIJでは耕地が約 7 ',1;1], IJI林が

約 3 ;lilJを占め，官即のいきとどいた茶閣

やさつまいも畑の綜に包まれた落ち若き

のある農村風景が広がっている。農家戸

数は 150戸で総戸数の 9 害IJを占め，農家

の 8 割近くが専業農家で，平均耕地面積

は1. 5ha に達し， lllJ の中核的な農業地

11 



H~となっているο

|コラの丘;範な分イ|司、あげられるし

IJ; lI1 ili吾ω活動によって噴火した火山灰，火111砂 ~JJ~が表土の r~~ に 20~

:30('111の!早さで比政占i して形成された不透;J<.'ltの JJr?:1であり，樹木の恨も述さない

イζj山!乏のきわだ勺た 1 ，11'白としては，

!コラ!出 i は，

iヴ

ほと砧I~ 、ものである。このため，早天のi時にはj由 I~ ;)くの l二作が 1\1 1 まれて作物かj;fî死

サるなと， J山|沢民主の発出にと~て品大の!íll 'tJf嬰 1751 となってきた万本地|又の日主史は，

まさに;)<を求めての「コラ !iyjj との間いの!11ザ」であっ

むらづくりの動機.背景

ブ"Jl也|泌を hWIJ比する Wíj， jjY; ljの主 2

2:lO \l ，の片:?O~~をもっ:つの[講 1 iメイド {E し +11//ーの山人作も多く， jj，lil 々のうと

は字 (~~{I:， I:nから i泣いている民i存で

(2) 

ア

あり，

がuことどまらけ，Jj( IIIJ Ui 勀 I'I :J~や J~( 1' 1 の j-j]-()立の)!t官有をj必じた集;;;:[:nでの，111 /J: j).; Jりj

こうしたなかで，昭和訂作にはl山 1><:全体

の辺、I!;!i'!であったコラ Jrjの J)II訟を!j i'I "J とした一 u自改良 'F業が開始され，漸次!戊史をうt

しかし.他 }jの ;~~l;mである氷イ;足のi)W['，は依然角!I;iì'í されず，近f1;:[1' 'JI;~;'(~の雌

の減少やLl i隊さのJ'/j} J[]','ì; ，地域社会の史jQが続いた。

のJ[:.(kllみが々としてjfiわれてきてい

げた。

このようゥヵ、。ち j出れ，

な切迫した状況の i、でからは大J:!IWi な1:ilIJ也かんがい事;業が導入され，地区U)

これらの [11- くから

まさに現在のむらづく

j民;た主主λ'1 二ü

てきた相 1/:+扶j夫却と礼l助!り功1))の l取|収i必悩t純組IlみやA品諸出5一 f引jド4業の!凶ítj逃立をi通il並]五;じた i烈校ω卒斜組i江lみは，

り|阪以興会そのもの {υの/ρ)1白前ìí減i臼j'史1主主e といえる j活i古f; 1必動fU効!引功lJで、ある O

!日Hn51 ífに，上り1)府東部地区むらづくり振興会が， ~t注 i生

の，~:j l 、J:illかん 'E~'肢の li官 :\1: と tt業後継者の育成確保によって豊かなむらづくりを図る

こうしたなかで，イ

連諜感

ことを目的として品川点された。 以後， 1荷

集落が一ー休となった農業生産;liH設の整備

から技術の開発・皆及，後継者・花嫁の

定着促進，生活改善， J荒境整備，

の醸成等までの当的なむらづくり活動

一伝統行事を今も大切に
約230年前の百誌の記録が残る写奨 1

が，地区のリーダーを中心とする徹底し

た話し合いを基礎に自主的かっ積憾的に

推進され， f自の地区にみられないような

ワ
制
ー
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多くの Ij立引をやけてきているυ

むらづくりの推進体制(3) 

I JJIJI(f 0，i Í'iJ íJ 出 15{むらっくり 11副司会(立法、引 L民全社の参加を革本とし

機能分担と iHx: i5- J日の立見の反映を!な卜〉

!むらづくり Ht退部会 J (役 ~~l ô 名)はr，qqミ/&のHb1Jj[[から 11WIJ文

むらづくり 1M)}が全体として効史的にHt.í並されるよう余[11札を行う役割

をHI.っているコ会 i (役 Ull Í"，)は，

役目会 (:nr， )のドに l引っの i部会を投け，

てし、る。そのうち，

され，

1I二訟を111心とする新し l の íi'{j(

\';を 1 ， Im した作物 \JIJの 7 グループからなり， 1'/I'JI点 C~l は延べ九泊名で、あるつ 1)二地平IJl rJ

自の( J 効利)IJや店主のHL立を l!I'n としており，,';II :i:! (役[二11 ?，)は，

延べ IOG1うが参加している 1 [ 11ニ;;r;J山立 ;~il~ 会 J (役日 !I Í",) (封建!ぷっくり，生活改 J1?

出 1&[[ は短べ:i81 (うである.，

むらっくり)iJ;:興会と 11If，丸

仁仁 、

己f レ》ブからなり辿Ji?j必の陪IJ父 '<:íj' にJ[，z f) ~I tむ 7 グ;1.-

??及 19Î

なと関係機|込!との1i\Jで緊街な j!liJí!j{本;JiIJが '~\~Wi されているυ

"� J山|乏ではむらづくり活動の'!，心主的な批准を|ぎi るかめに， !!~'Jl"z )jU1H:の

むらづく i)iMiJ}のだ11'1 を]1Mえするため，

また，イ

[i[ ，j1)と t存それぞれU)

ぞFiUと

る純白は，

行H('Ji主の導入に ~lí i三〉ては，

胞のふÍ({f ìîífから均等;i;IJ を)，~ +:とした「むらづくり ft'わ7: <íモ l を，i!1l& してきている

会のL'I市的なj主(こ

これに加えて，金からの)'11\ :11 によっている勺

倣\'，にラチめており守

むらづくりの特色2. 

むらづくりの性格)
 

1
 

(
 

ヲjJ山iえのも、らづくり活動は，献しいj'j然条門会の|ごでjìdrJ;~われてきた干I~ll:j犬

• llx~約七の I~'.'j l 、 112 業の夫)J~に 1;1Jけた lf!(おl

lア

みを帥にして開始されたものであるη その後，活動内容は，生掠興の取組みにと

どまらず生活向上，環境U，\'i{IÎふ j虫ii?j誌の{拠点の取組みへと大きな jli;がりをみせ，

lリjの精神を)iUlíEとして，

iJ切、ら老人まで{主民õn~iを網縦した総がかりかっ J本的な活動へと発摂しており，

その多級さには 11 をみはらせるものがある。

むらづくり活動のjWj立に河たっては，関係機関との千史的連携を強めつつも，

年によってはGO回にも及ぶ徹底した話し合いを行う等，あくまでも地区住民の自発

性と合意の形成を基盤とした活動が推進されている。
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。
…μタ
4

内
ソ
}
ハJ

75 クループ '68 1"， , 
言号県明さつまいらクルーツ(' '64名

加工悶大浪グループ 105名 j
人きさクル ープ 8 名

オく市クループ， -l6 名
力nI[1~~ちをグルーブ (31ろ
にはこクループ(Gﾎ?! 1 

:U也手Ij f存在日会 150包
lît :a?i ~~{fffJ 促 jJíj部会 r 必名

{ぜ m-;' くりグ J~ …ブ。( 281'0 

fむな~1:'Tクルーブ( 81 名
「一生活改善クノL 一つつ( 33 名

品言人吉rí (63 名

i寺主宇都 (14名
iコ T 八小. cjJ (.l2 1",) 
ニ!i 人クラブ( 123'ﾍS 

ーよ:決'H長:お注進潟、
只戸Jtお苔 H~jき ~l

白i ち

1 ~ろ

土地利用部会

生庭部会

炉問d

()l 



写真 2 作物の恨苦手は発育不良となり， 写真 3 コラ排除後
その生産は著しく姐害された 増産効果により農家経済を潤す

写真 4 区画整理前 写真 5 区画盤理後
区図書E理，かん水施設の導入， k~道網の整備，農地の集団!tがなされ，労働の軽減，(尽コスト !tが図られる

(2) 農業生産面における特徴

ア 従前の不良土壌，子は、つ地帯という不利な条件の克服と近代的農業の確立を

目指した農業生産基盤の整備を積憾的に推進してきており， コラ層が排除され， rfB 
のほ揚整備率も 9 剖をヒ回るとともに，かん水施設の導入，集llH~j施設や幹線農業

の整備等が進み，地区農業の条件は一新されている。

イ こうした生産基盤を十分活用して，従来の151料用甘しょ中心の農業とは異な

る収益性の高い農業が実現されている。主要な栽培作物は，地域の条件を活かした

茶，加工用大根，青果用さつまいも，人参等であり， これらの作物を組み合わせた

大型複合経営を中心にした大規模な畑作産地が形成され，なかでも茶は我が国有数

の産地として発展を遂げている。

ウ 農業生産の賑興に当たって特筆すべき点の一つは，地区むらづくり振興会生

産部会を中心にして，新しい技術の導入とその定着に向けて工夫に富んだ取組みを

意欲的に展開していることである。昭和41年以降，関係機関等との連携の下に，畑

地かんがい試験闘を設けて新しい営農の実証の場として活用するとともに，加工用

-16 



!リ'riYì スアリンクラJj，(})，I3:l 復写真 6

IV 県JiJ さつま大恨の i If:iF?式乾燥方式J.

いものiú\tt I ;:JLI ~専のための!ウイルスブリ-ì'I'î.Jや組[，1， 11\しのための I1山田県/1<栽

42の I !,ffi IIJ JtUí:\jj;長作品 J 予の析ししサ支術の定者を実現してきている。さらに， J]I] 

している。UIJ大恨の!とHリIJijtい阪やがi!~i ，tぷ ， ft~O)紡引かんがい等の先駆的技術も HlìX\

また， '1' tを的住友への出j自の利JIî集約や機 [1&1'I) IIJI;見悼の j広大による fA浩司L住

('r:1、j' O)l)さUJ化を進めるため，民地のlt[JJ化への取組みを強力に Htiffi

しており， (去、J:J"}llliWの拡大( 5~1() けが:3()~G() 孔)がi立!られた結果， 11lJIJ也に点夜

していた災地が 2 ヶ '9í に民IJI化されたポ例もみられるとともに，利用

。){t~ コスト(じ

lま

して L 、Q
リ0

0
 

さらに， J出のI!J~興には次代をmう人材の手打点Ij'(jf保が:不可欠であるとの

J I~j必認識から交戦(í'のこ努めてきており，地区内からの発;むにより!日米の資

'!f~分 Ij.Hitに時わり民主JIJ資産については後継者へ伎先的に贈与寸‘るという!長しがiを

と銘打つさせるとともに， I 民業後継認がんばってJ ， I $Jr婚さんいらっしゃしり

クな祝12会を行うなど， J出 12:<全体で農業後継者や若者を 11芝かく激励する風fこユニ

J'.をつくりあげている。

生活・環境整備直における特徴

協|えでは，長年の課題であった農家婦人の労働過重の解消と家庭での健康

管即の充実に向けて，多掠な健康対策をむらぐるみで進め軌道にのせている。茶の

(3) 

77 

jは:H采や大恨のJlxHFi'Jの繁}切には， 7 'tf前から非農家婦人の協力も得て，おやつと

夕食の共同炊事を実施してきている。また，控除i期には生活改善グループ( 2 グルー

ffJTのコ33名)によって地域の特産物を用いた農産加工，料理作りに取り線み，プ



ンクール存で好評をiうている"さらに，

w子 {t校三iや長会|掛け1'.2 等を

実砲しており，参加率ら非常に高い。

イ )j ， ゆとりある出村社会の建設

に向けて，集会胞設やI2村公|主\，共!日j基

地~Jf:を担保i しつつ，多彩な1t/1しを通じた

地氏のj:JH1H必の帽の恨成を図って

きているし詰:十Ilr~やカラオケ大会が焔翁

f去の参加1 しゃサい時期に開催されていることに加え Jと:?存運動会，?晃子-[]

ゴ代ゲートボール大会の実施長会施設や慕J也花の美化愛護作業

予!文学にいとまがな L 、。また， IIJT レベルでのスポーツ大会等には柿原(j~]に参加し

iü~lrll好成約を収めている。

ウ 加えて， ml市{Uえやìì日tl 1'íとの交流にも努めており，関係閥均等との連携の

1" で l 全国まちとむらの交流大会j への参加， hll会の fJFJ亡の作業体験への受け入

れ，生Ih~ "Î'コ販売店のJI1 '3持との談会の間保などを行っており，

との交流などその活動のilili lIl lをさらに拡げることとしている。

は， 、 [;('11\:

oo 

ta--
<
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第 3 ~笑 むらづくり年表

生涯 i凶
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3. 推せん理由(むらづくりのすぐれている点)

ア 当地区のむらづくりは，厳しい自然、条件に対して地区tt民が永年一体となっ

て努力を重ねてきたことを源としており，こうした苦労に報いるとの観点、から集会

施設に仏壇と神棚を設けるとともに，親子 3 代ゲートボール大会を開催するなどし

て， とかく渇れがちな先人への感謝の念と地域での連帯!惑を地区の持続的発展の大

きなよりどころとして位置づu:tてきている。

イ むらづくり活動の位進に当たっては，住民各!百の主体的な参繭による運営が

貨かれており， このことが生詑阪興のなかでとかく I降視されがちな婦人，老人，子

供等の損梅的な参加を助長し当地誌の活動を活力にあふれ，生活にゆとりをもっ

たI切るいむらぐるみの活動へと発!認させていることは磁めて優れた成果である。

ウ 徹底した認し合いの中で数多くの事業を導入し農業生産基盤や集出衛施設

の整備，新しい作物や先駆的な常技術の定義を実現している。こうした結果， 1 

戸当たりの農業組生産額は， IlBfll45年度当時の 100万円から，平成元年には640万円

にまで増加しており，農家間での格差も少な C'o また， 45ijミには 11名いた出稼ぎ者

が，現在は皆無になるとともに，最近では11号濯や出作により全般的に規模が拡大し

専業農家を中心に農家戸数も 10戸ほと増加している。

エ 農業後継者や若衰の定着に向けて工夫に富んだ活動を麗関してきており， 45 

年当時は20名にすきなかった農業後継者が，現在で、は81名にのぼっており，若妻の

増加と相まって地区に活気と明るさをもたらしている。とりわけ，資産分与方法の

変革に取り組んだこと，部会へ流出した若者に対して現在の近代的農業の方が所得

も多く，ゆたかな生活ができることを自信をもって説得してきたことは特筆される。

オ さらに，これまでの成果に安住することなく，今後の生産，生活聞における

課題を踏まえつつ，むらづくり活動に取り組んでいる。特に，関係機関とも連携し

て，茶のÎJII工等付加価植の向上やブランドの確立，闘場ごとの作付図・年齢別所有

国，出作闘の作成など，地区全体としての合理的な営農，円滑な世代交代に向けて

の活動を進めていることは高く評価される。

カ 他方，上別府東部地匿のむらづくり活動は， [町及び鹿見島膜下において模範

的な活動として大きな関心を寄せられており，期辺地E互においてむらづくりの輪が

21 



!よがりつつある。 G3/Cl4 月には，当地区の属する/J\'"I:校 [g内の 12集落すべての集活

むらづくり推進員，各生産部会の代表者，青壮年部や婦人部，老人クラブ， PTA 

の代表者などを構成員として「凶IJ府をおこす会j が結成され，各集落がむらづく

りを推進するに当たっての共通する課題について話し合いと連絡協調が国られ始め

ている。

以上のように，当地区のむらづくり活動は，その推進方法，活動の成東，他地区

への波及効果のいずれにおいても特筆される優れた内容を有しており，おく評価さ

れる。

22 



第ヰ表 むらづくりに関する事業の実施状況

生産主義援関係

亡豆二二王二名 1 時間三豆玄哩豆主ヨヨ二言ーム豆一竺一呈雪E
l農村地域定住促進対策事業i淘黒田7補llJ] I *~綾田川 55 1 1'集 落 道 整 備 L=274.Gm ，\Vロ3.0m G.4 与
涜翫両事結五認事新百豆百五下つF154~61 !区画関かん71<蹴割引十五百子一一一一 660.6 寸
iι相白地特逼有扇五百頁吉町民 I 6に一茂一一子百一五ト18高石一一一了つ4百一寸

生日支五五百五支i国附浦E日正面打ーす直二空二1m W主正土二主己

主主活環境関係

「一五一一五一 cg 「卒業?開(事業主本実施時 季業百一容 ! 泰一亙 最 ;時間ト1イ
t 農村総合盤備モ TI].，蚕業 i 国祭補助点在百了三五五T石豆一五寸言ì L=3五日ヨ三子寸 22 1' 1五1
幾村総合間モデル事業|国1引制力団結田川 日川健 料ーと一盟主=1240必川ベレこι

dl農村尚時一民間出計五「司子寸水槽 50t 2基
l 止旦」五 iIiji) I 町自三二三二制 j 一一一ι一一
ド集落選 議 I Ill7 補助!ーと淡ト 55~59 I さ落]J:縞 I L=2OOOm ふ7

i色村総合整備モデ岬業(国県議 Eド店経国T 61 I N~ *' 路 工い77βm
川ド或農業拠点 5警備事業!母!祭補助;只 角 i 集{â g号事集会R行j 別行部む川一 H27.91n川 19.2 

主笠笠全整備モデル事紅白 i県補助!料配 61 ~ H :L~ IÆJ 土出世出比
集 会 施設 撃 備|町鴻山一一一一一一一一一主 A=901豆一一一一← i 24 

生産施設関係

事業名

農産物集荷 E震設鐙

単独融資事業|融

地域農業生産総合振興著事業

事業内容 j 事繋議

案 荷 緩い船主ij，ì.i? い. 1¥=330nl 

茶 工 場 IA斗34m'佼区ライン

設 1110工棟、A=1l71. 975 m'



若者が定着するむらをめざして

代表新京達見

私遂の地区(ま.頴続出Iの中心に位鐙し 戸当たり鐙業組生産額も 640万円と増加し

只角，上段IJ という二集溶から備戒される純 てきました。また，農業後継者の苦手成確保

農村地様です。 を図るために，資!室は後継者に…姶贈与す

頴娃町lま，間関岳から噴出した不良火山 る風潮つ、くりに取り組んだほか新婦さ

灰土壊のコラ!設が広く分布し，水不足と二子 ん，いらっしゃしりなどの{還しそ実砲して

ばつに苦しめられ，加えて台風の7if民地帯 おり.その結栄，現夜では 150戸の農家lこ

でもあることから，原料用甘しょを中心と じターンおーを含めて81名の後継者が確保さ

した後進i'I'.Jな農業に依存せざるを得ない状 れています。

況にありました。このため，出稼芯若者 生活聞では，農村公園，共同納勾・2主主干の

の流出が増加し農地の荒廃が尽立つよう 環境殺備を図る一方，農繁期の婦人労働の

になりました。 軽減を凶るため，茶農家と大根農家が松!i

このような状況から脱却するため，コう におやつと夕食の共同炊事を実施するとと

層排除卒業lこ取り組むとともに，地域がー もに，地区の農産物jを利用した加工品づく

体となったねばり強い遂動を展開し昭和 りや親子栄養教~，健康診断，金相撲，親

45年から国営南陸畑地かんがい事業の実施 子三三代ゲートボールを行っています。

を機会に，永年営まれときたむらづくり活 また，最近，潤辺の12集落と「上号IlJffを

耳切をさらに拡大，発展させることとし，紹 おこす会J を結成しむらづくり活動を巡

和51年に「むらづくり振興会j を結成し じた交流の輸の拡大 lこも取り組んといま

地区住民総参加による活力ある授かなむら す。

づくりに取り組んできました。 今後，後級者へのハトンタッチが進んぜ

この結巣，農業関では，永年の課題であっ いきますが，所得の向上，むら自慢品の街

た不良土壌の排除と水不足が克服され，焔 品化等の乱留に果敢にチャレンジし，協調

士t!!かんがいによる新しい営農への展開が関 性のあるむらづくりを進めたいと考えてい

られ，茶，青果荊さつまいも，加工用大根 ます。

などl県内でも有数の陵地となりました。 I
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内閣総理大臣繋受

/Jj 品財むらづくり活動

受賞者大原地区

(代表牧野晋)

(鳥取!疑念古市大原)

1.むらづくりの概要

(]) 地区の概要

大関地[?Iは倉吉市の中心から南東約 4 kmに位器し一級河川天神JI [:右岸流域の沖

積地に，i持状に広がる都市近郊の農村である。地区には，国の指定史跡 f大原廃寺j

(自鳳時代に創建されたとされている。)をはじめ古代人住居跡も発見されるなと\

多くの文化財があり，古くから開けた由緒ある集溶である。

総 i世帯数116戸(うち農家63戸)で，人口は年々増加傾向にある。地区総面穣は

166haあるが，耕地は30ha (うち田23ha) である。当地区の農家は野菜栽培を中

心とする専業農家が 7

と少なく，多くは第

二種兼業農家である。

第 1 図鳥取県倉吉市{立鼠図
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本地rz:の西fØ，lJを流れ

る天神Jl Iは大洪水のた

びに堤i坊が決壊し，地
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わたって災害復旧の涙ぐましい努力を続けてきた。地区においては，耕土の浅い漏

水田，戦時中に急{頃斜を開墾した畑]という悪条件のもとで，水稲・麦・馬鈴薯・梨

・肉用牛を中心に，経営規模は小さく，生産性も低い農業が営まれてきた。

戦後，地力の増強等により，こうした悪条件を克服しながら農業での自立を目指

した機々な取り組みが行われてきた。

一方，地域の都市化，混{主化が進むなかで，郷土の歴史的遺産，美しい自然環境

等を地区住民の共有財産として守っていこうという気道の高まりとともに，大原自

治公民館を中心に様々な取り組みが行われている。

(3) むらづくりの推進

本地i玄のむらづくりは，昭和35年に従来の区制に代わって地域住民の自主的な組

織として全戸加入で新発足した大原自治公民館(社会教育委員会の公民館ではなく，

一般の市町村の自治会に当たる。)が主紬となり，農事組合，生産組合，土地改員

~，農協婦人部，老人クラブ，子供会等がそれぞれ:有機的な連携を保って推進され

ている。

都市化の影響をうけやすい地域にありながら県内でも優秀な農業地帯を形成する

一方で、一人一役J をモットーに非農家を含めた全員が参加して美しい活力のあ

るむらづくりを着々と進めている。

2. むらづくりの特色

(1) 農業面における特徴

ア 土づくりへの取り組み

当地区の水田の耕土は浅く，漏水田の状態が長く続いた。このため，戦後復員し

た人たち約30名によって結成された「土の会J が中心となって，大量の草を土中に

鋤込んで土づくりへの努力を続けた。

また，昭和30年に倉吉市庁舎建設工事で出土した赤粘土質土壌を大量に地区内の

漏水田に投入するため，手引荷車で運搬したり，肩で担ぐ等，老若男女をあげて地

力の増進と漏水田の改良に汗を流した。

イ.自立する農業を目指した施設閤芸へのアフ。ローチ

昭和30年代半ば以降，地区農業の基幹作物であった稲・麦・馬鈴薯・梨の価格が
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第 3 図大原むらづくり推進体制



低迷するなかで，ミのリーダーたちは，農業での ["j Îl手を|三l指して速し!のようにグ

ルーフマ'司会を続け，鮮度をセールスポイン卜とする野菜づくりを選択した。

4崎O'Í年!ドミにはトマ ト?生i七J政昨序?弓埼哨;中科組，1札11合を~:i!却i

土をf持j与Iち寄つての l上:J筏宍剣;検d免l定， lifìl!:誌での現地研修会，夫婦問伴の技術研修会等を実施

し 1~( 1と!の処方fJifìl減菜栽j古ぞ成功させた。

50{jこ以降はトマトを q:l心とする水口i利用の施設園芸が定着しているが， こうした

長年の努力の臨み上げにより， 25年の長きにわたり連作障害もなく今日に至ってい

る。

写真 1 施設野菜生産のハウス団地 写真 2 トマトの共同選果作業

ウ.土地基iiZ整備の tfbiJ1による農i自の高!支利用

このような野菜の花j由化を目指すなかで，田I誌を部}:11I 1i命換可能にし，農地の高度

不IlIl1を図っていく必要['1生がIllj ばれるようになり，土地改良についての話し合いがは

じめられた。 当初は， 自ら J二づ、くりをした田(従前j出)への愛着，地区外からの入

り作が25 ，oò もあること専ーから話し合いは非常に難行した。しかし農事実行組合・

トマト生産組合が中心となって，間畑輪J換の可能な It自場整備の必要性を粘り強く説

明し，理解を求め， f昭和51年に全水回の整備が完了した。

これにより， トマトのほか馬鈴薯に一位えて導入した収読性の高いタマネギが水田

裏作の主流として生産を飛躍的に伸ばした。地区では各閑芸作自ごとに生産部を編

成し技術水準の向上，生産活動の活発化を闘っている。

このような取り組みによって，野菜栽培は順調に伸びるとともに，水田転{乍率も

44%と高し、。また，稲作部門でも農作業の受委託が進み，低コスト生産を実現する

など水田農業の確立が関られており，県内における水田農業確立優良モデル地区と
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してiJ: [~!を集めている。

(2) 生活文化閣における特徴

ア. J-ï;V完美化による美しいむらづくり

lIiJ fn50"rrt投 '1えになると地付のほと

んどの佐宅の前を流れる司íjJl I J の汚れ

が日立つようになったため， r;)くと緑と

文化 i を愛するむらづくりは， まず自分

たちの{tんでいる地域からと， J�j J 11 に

100匹の鰐を紋し「し、こいのJ IIJ と名づ

けた型づくりが進められた。このJII は地

区のシンボルとして視しまれるようにな

るとともに，今日では地区外からも多く

の人が散策に訪れている。

また，家庭JJI:7)くが f いこいのJl I J にも

流れ込むことから，鯉を守弘美しいJII

を守ろうと@治公民館の婦人部で!発;111を

利用したj限公害おけんをつくり，その利

用を進めている。この!黒公害石けんづく

りとその利用は他地区にも波及している。

さらに地区の清陥は，当社?を決めて行うこととしており，いこいのJIIや農業用排

水路のj育協はj由民全体で公民館と大原 fIj1i:[の清掃は子供会，多目的研修センターの

写真 3 いこいの川に鰹を放流

写真 4 {自議二ノ宮の社主予をもっ

氏神大阪神社子供会の清掃

if前}は当毒と小中学生で， 2 筒F9rあるそÎli専問辺の英化は中学生で，というように地

域ぐるみで美しいむらづくりに取り組んでいる。

イ. コミュニケーションの活発化

H日如57'r:fに新農業構造改善事業でj出底内に多目的研修センターが建設され，話し

合いのJ誌ができた。

このセンターは農に関する研修の場としてはもとより，自治公民館活動の一環

であるむらづくりのための各種会議，婦人部の農窓加工品っくり，調理実習，老人

クラフ:子供会の諸会合のほか，地区民の納涼大会，文化祭等の会場として，年間

'
B
B
A
 

ηぺ
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ほとんど空白のないほど幅広く活用し農家・非農家が…体となったコミュニティ

活動を積極的に行っている。

また，公民舘報が独自に発行され，各種催し物の案内などの情報を住民に伝える

とともに，各種の機会を通じて広く地区田植後等にはしろみてj と呼ばれる{云

統的な親i控旅行も行うなど，コミュニケーションの活発化が図られている。

ウ ふるさと文化の伝承

大原地区は古くから聞けた地区で，富代人住居跡，大原廃寺，大原神社，大原観

音や人柱地蔵なと古い時代からむらとともに生き続けてきた歴史・伝承文化があ

り，これらが，老朽化した場合には，自治公民館で修繕を行うなど，まさに地区民

にとって貴重な心の支えとなっている。これらの文化を後世に伝えるため， 60年に

大原郷土文化保存会が結成された。

また，菅楯j笠岡伯のように地区ゆかりの人を積極的に発掘したり，地区の三大祭

り(観音さん，地蔵さん，大原神社)等伝統的行事を毎年盛大に開催している。

エ健康っくり

地区民の健康増進のため，自治公民館組織の中にスポーツ悶行会がいくつも組織

され，他地区との交流大会も盛んで活動は活発である。また，婦人部や農協婦人部

では，健康診断の実施，特産トマトを使ってケチャップづくり，昧噌づくり等を行

うなど地区ぐるみでふれあいと体力・健康づくりを積極的に進めている。

オ.都市住民との交流

タマネギの11文護期には市内のシルバーセンターの会員等の援農を行うなど非農家

との交流が園られている。

また，昭和57年から農協支所の一角に直売所を設けて，市場流通にのらない野菜

を消費者へ自接販売するなど消費者との交流も活発に行われている。

3. 推薦の理由

(1) 大原地区のむらづくり活動は，天神川による水害に対する戦前からの地域ぐ

るみの復i日努力土の会」を中心とする地力増進，漏水田の改良(土づくり)等

の村をあげて汗を流した情熱と伝統が，世代を超えて引き継がれてゆくなかで，大

原自治公民館を主軸に，農事組合，生産組合，土地改良区，農協婦人部，老人クラ
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ブ，子供会等がお機的な述携を保ちながら，生産，生活，文化面にわたる幅広い行

動を行い，新住民を含めた f:ì:民全員による多様なむらづくり運動を展開している。

(2) 生成樹については，んとつ、くり j を基礎に，農業での自立を目指し田畑輪

換可能な刷l別室備の実純(全;j，悶)， トマト，タマネギ等の野菜の産地化施設問

芸の導入と多織な民間を図り，都市化の影響を受けやすい地域にありな7: ら県内で

も慢秀な農業地，出を形成している。

(3) 生活文化面では，水と緑と文化を愛するむらづくり運動として，郷土の鐙史，

ゆかりの入者;をも'(1説的に発掘し保存会の結成，伝統行事の継承等を通じてむらぐ

るみで郷土;乱識を育んで‘いる。

また， J由民内を流れる「前Jl I J を「いこいのJ 11 J と命名し鯉を放流するととも

に，婦人を中心とする廃刊11を利用した無公害石けんつ‘くりとその利用，小中学生等

も参加する iJ;掃 i~Fi!fUJなと全員参加iによる美しい「大原の型j づくりに力が注がれて

いる。

(/1) 以上のように大開地区のむらづくりは，必ずしも恵まれているとは言えな

い農業条件を克服しながら，設業の採点ともいえる Ij二づくり J に対する地底全体

でのひたむきな努力のうえにたった農業生産活動と引き継がれてきた郷土の歴史と

文化，美しいE苦境等を地区使民の;l-t有fÞI‘として守りつつ，住民が誇りと愛着をもっ

て住めるようなむらづくり j活動とを紬にしたむらぐるみの活動は，新住民を含めて

世代を超えて受け継がれ，生産から生活文化に主るまで講和のとれた優れたもので

あり，住民 d人一人が主体性をもって取り組む姿勢は，広く全国のむらづくり活動

の|英範的なものとして高くまI'II:fi される。
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二上を殺すな 土を活かせ

代表牧野晋

今i伐母の受1ずη\1烈i月県Hr山i臼JIは立， (i波2認;υご楽完の;紙長別駅iを絞と そして， さらに大ヰ事Lなこと lはま' 炭雪笈主と j非ド

して !匁色 t活 . 詰文cf化l'浮1守:<令E 二怠fι

lり) Gのfη) す災~if民主わj という乙とであり 2まE し fた切カがく久， こ きたことでありますす

の符;;いこ IJ. }~~r~t. ;JI:.;j~~~^~がー{本となった 本j場[ぎには， [11*者ある!政史と文化が紋~

付づくりへのι\1ï:?次・工才、ル vトーが灼く Nれ、 くあります。これらを般に伝承するだけで

ていたこと会忘れることはできゴせんり はなく，~ねた家と一体と江ったげて!浄、のHl J

本総['Zの j 、!っくりは ìiíXljÎj(1)I!')'況なる!J< -:i くり. f法成づくり. F;U古美化のためのシ

J~:ωiむ 11卜づくりから始まったかもし;!lませ /ボルとしての f いこいのJl IJ づくり等勺

んの 相fたなi絞り中flみにより， iZi良と仮r~が滅私i

そして，戦役 !なじi した:打者たらを 'IJ心 した l明日への付つ、くりがすすみ長笈と非

に「土の会 i 力、結成され. I辻 ftを迎えた話 出家との交流がィ活発に行われるようになり

し合いのj坊が仰ときました。 i t23長 1了 1'1立 j ました。そしてItll区の人々に郷土lこ対する

の注納会的げ.;葉市J:Rのもとと泌裂のもて 2寄りと愛済が主主まれました。

る将 τ!との J;Jl ~/f~ を Þ~1寸:するとともに， IZ協・ 今後，青年j夜 . t混入泌を J3むリ…ターの

行政機関と与??誌な.iùHJ\iをとりながら，生成 溌成. ':1:: 1笠組合，各樋サークルの綴織の銭

{生の ìi:;， にほ伎に JI~iHflんでまいりました。 化を悶り. tl:会{奇妙の変化lこすばやく対応

f土を殺すえl. jニ必然かせ j の合{:fnx~のも するとともに，ぬくもりとやさしさがいつ

とにこれらの活動が.今日の陸地づくり， までも続く付づくりに一段努力して生きた

付づくり(手向けて大きは~}三渡を与えてきた いと考えます。

ことは主主うまでもありません。
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日本農林漁業振興会会長寓受賞

出品財むらづくり活動

受賞者水と緑の村づ、くり推進会議

(代表古川秀夫)

(出J:H京大1引!日和泉付朝i 臼)

1.むらづくりの概要

(1) 和泉村は，福井県の政東部，自山山系の山すそに位麗し千メートル級の山

岳に閉まれ，村の総面積は 3 万 3 千haと広大であるが，その95%は山林原野等で

あり. ~:J 卜j也はわずか0.1%の36haと狭小な，典型的な山村である。

(2) Iltlfll31年に!日上穴高村と!日下穴馬村の合併により f和泉村J が誕生した当時

5千人を加えていた人口は. 38年九Nf!竜川電源開発事業の着工に伴い. 525戸，約

第 1 図佐渡鴎 2.600人が岐阜県や愛知県へ村

板井県総 E詔

日本海

一一一「 外移住しその後も若者を中心
石川県

35 

に流出が続き，加えて. (紛日本

亜鉛鉱業が不況に伴い，昭和田

年 8 月に閉山され，従業員のほ

とんどが村を離れる等により，

人口も l 二千人を害IJ る状況にな

り，村民の開に「村」の存立へ

の不安感が増大し暗い雰関気

に包まれるに変った。

このようなことから，“豊か
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な自然と資源"を生かした観光開発と j山崎特産物開発，及びその両(';-の述jjEをポイ

ントとする村の活性化に向けた取組みへの気逆が階成されはじめた。

(3) 昭和61年 5 月に婦人屑，青年間，各集落代表，青年目]，婦人会，位協婦人部

等，村の各屈を網羅し「水と緑のやiづくり推進会議!を発足させ，誌かな自然と

資源を活用し，“最かなで住み良いむら"を築き I~.げることを日 J旨して活動を開始

し推進会議では，専門部会として出林業の振興等をh う f生活拡位づくり部会 J ，

そして自然を生かした景観づくり，部市住民との交流等に関する調与を行う「ふ

れあいの場づくり部会j を，更に， 専門部会の下lこ農林lif.物の生 lif. と t!fii'(i r'f(JJの開発

・研究，木工品の製造販売， [11菜の IJ[J仁，伝統芸能の保存・継承及び後首の育成

等の具体的な行動を展開する組織として，①出林業研究会，③主!日.:1中村w研究会，③

木[民芸品研究会，④山菜加工研究会，⑤ 般研究会を設自し，村民の経験とねIJ立

を Ijlffi広く結集したむらづくりが進められている。

2. むらづくりの特色

(1)振興作物の選定における特徴

推進会議の農林業研究会を中心に th~興すべき作物jの検討が行われ，村の気候・風

土に適合して，婦人・高齢者でも栽培が可能で機械・胞設に大きな投資を嬰しなく，

品質，観光や付加価値の面からも検討した結果，穴馬かぶら，スイートコーン，震

第 3 図地区間

庄三ヨ / 

写真 i 穴馬スィートコーンの収穫
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{Jく kHt 手 fif イイ:了， ジネンジッ干の虫Fit~，菊，カスミソウの-iËJll及びマイタケ

がノnVJ として選定され， 5 つのj出戎rjl 絞|、1I J出(村内の全 J ]J兵器を， ~吋どれかの

地域II Ij五十JjJ出に編入)と 11 1央 rl Jj:を ElIJ[!J 7うとされ，

れている。

(2) 林業・林産物生産等の振興に向けての特徴

ア 休業;，1;性化に líilけての取組み

とした;}ヰ践が推進さ

{旬、!の給、 IIiíWの出~にあたる :j 万 1 f- lmが ILI 材、 It京野等で，前!去の大生産地であっ

たことから， '1 と J J)Z Jl:'<!'-}支坂氏人工林学は29:J ó と低l)ì:にある。また，林家戸数は

!!OJiであるが， !OhaJソ、ドの i'Ui1本京 1 0 0 と小規院十本友が多く，林業経営のみ

ではI j;;jl-HU与がしば雌な状態にある。

しかしながら， 1 I1林をできる限り良好な状態で子孫に純ポするため，林道・作業

)([0河川;j(こ努めており， 10 'rドiをの、!と成 11"['には人工{小林道・作業i立の詰j支

を 12_ 2rn/ha に向上させることをj] j~~jに取り組んでいるつ

イ- ~三 i 命 Jillの D日プI~ 'Wht 

トi には，木 Uli山に jえífの絞殺と惚れた技術をJ#令つ者をI:j-I心 lこ木工品の開発が程i

j極的に進められ， Il!HII5f) íj'-に IliJのおIi1I)J'j;:;Yミにより設iîfi.された木工場において，研究

・開発を進めr'J，!おの 刀1M; v) ， 限!，!fHljれ〉のi131品化に成.r)J し安定した売上を達成

している。

ウ， t~f} IH本}irl物の紙切!と LUi~!Jll[

マイタうの街裂が附加していることにおr:-I しトjの特産品として人工栽培にIf!(*ll

み，ザ11屯マイタケ j のブランド、名でもって出 )j叶'î，岐阜市等の}行場と取引きする

ほどに成長している。

また，林業研究グループでは， きのこ類(マイタケ， クリタケ， ヒラタケ，ムキ

タケ)の生産拡大を目指して，新技術の開発・導入に穣極的に取り組んでいる。さ

らに，村には，穴馬かぶら，ワサビ等の特産品を使って新しし、ふるさと料理を研究

しようと， LlJ菜JJ[l工研究会が中心となって研究・完成させた穴馬かぷらの昭季漬け

iÌÉびに重ね出けは，出よ1--県アイデア加工食品コンクールで優秀な成績を得ている。

その他みそ加工場施設，菓子製造設備の整備が民られ， もり，みそ，漬物等の

製造販売がÎ'1-われている。
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3. 推薦の理出

(1) むらづくりには，後継者の育成が不可欠であるとの認識のもとに，村当局と

の共催により，討論会，活動発表会等を企画・実施し集落内の担い予の育成，後

継者対策を進めている。

(2) 世代，性別，職業を超えて郷土意識に目覚め，村民挙げて幹線道路沿いを中

心にアキ缶拾い，村内の各河川のìjIfjNIを行っている。

また，水質汚濁防止の観点から台所JJI 水処理やトイレの;J<ìJt化等;の改善運動を展

開し合併浄化141処即を行うよう Hb正している。

(3) 長年の経験によるすぐれた肢術を;存する村のお年寄りから伝統の芸能等を学

び，維持・保存する活動が{:ð括的に行われている。

(4) 急激にj品ITiIi化が進行する村の危機は，婦人述をもい燃え立たせ，ア グルー

プで生産した生産物の一部は，国道沿いに設けた無人販売所で販売しその収益で

もって市場調査等の参加や親践に活J Ilする等積極的な活動が， イ.穴馬民謡保存会

を結成し祖先から受け継がれてきた民認の保存・継承活動が， rj. 各種イベント

の開催時においては，郷土料理を活用した弁当を販売し好評を得ているほか，観

光y盟国を聞く等積極的な活動が行われ，今日では家庭生活の面から地域活動の面に

至るまで，重要な役割を担っている。

(5) また，最近，若者のUターンの事

例も見られ，加えて，豊かな緑と水に阻

まれた村で生活することに魅せられて，

都会から新たに転入した人も現れる寺;

“活力あるむら"に向けて着実に進展し

ている。

以上のように，むら全体の農業振興に，

年代，性別を超えてl幅広く進めているも

のとして，高く評価できる。
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“悲かで住みよいむら"

代表古川秀夫

l'[J\jミ{寸 I:L!{\IÌlÍ泌が 33.260ヘクタールと 11; I&mはありまぜんでした。

大であるが D5')1l (よ ILJ1+σ桃地 iまわすかO このままでは， 臼分iさの IJ l'i\Ji- j主成する

lυりに泌さはいリ[!J\~l[éJ!SII Ji日j" 'Cある。 illH引 ことは不可能でおるとの宇111掛か iつ設之さi初j

1 Lj'.lII r 付命的により人[[(;)約 5{'人告はし の 57えに従り， flU!芝公HJ込令対象に紡泌を

にが， 38 Li:J LVi'!i'(i:川沿民WíJ)E'Ji~初二f:j' うタ 十j い， 61 ド 5 fJ.総人自 :1~;-}f::f~I:{ 各 j)~芯

/、 ilL1立マ :)25J-i ， 約2 ， 600人がトJ外への移 代炎等を納得した )f~(/) � 11，と~7JlUI{寸づくり

伎を余儀なくく~;fl 付 IJ '1三減したο 〉之 50 !I長選手'i JRJ に改め 組織の ff)尖をほ!りまし

;lf\: 1i之、 1'. には， 1I�1 のíf:主" Lj J j'(i:;1Jj:IlJ も斜 fニ。

f;~} (とへと It'J うはと大き ωi刻印時!とともに JfblH会議マ(ふ羽1 先(/)子たした 13:かは I:l?へ

HJミの心には将決への不安と今のうちに(司 と'ci泌を滋m し“設かと依みよい七ら"

とかしなければといったfi2 依!:'.~が;(-i"t;;"hiì を~;t::き仁げることを臼おして二つの総会を

めた。 設往しましたο

59年 2 月{こ公民fi1ì活動を1立]じぐ 111] じ一月一え ーっはfた休業の阪H"!と生活の改g与に!主iす

そらつ24名の li司;亡、が発起人となり，付つく るIil l題(こ取り斜l仁[ tl:::i，5波紋つくり Itl;会 i

り会議会発足，そのゆで却mに取りだた与 で，池域条件にあ勺た作物のj長年i!が小心で，

れたのは，これまで臼分たちは自立心に欠 穴117カブうやスィートコーン 7)i t!VIT品とし

けていたことを反討し従来の行政[交際の で今日大きく交っています。

1*'['[改手与を iヨi り，会関白から将来の卒、;っく また，地i波イメージの向上，生活環域つ

りを汚唱えようと 1:'" うことで.まったくをi 主 くりにlhl点を泣いた fふれあいの場づくり

がJts r，:5重!]を始めました。 部会J では，J R 九百'ITi1江 ililJ月r(周辺の長鋭づく

会議で I;]:;;\::す実践するための組織づくり りを従設するなど，身近な問題 lこ焦点、を

として， f農林君主総会Jf郷土料浬総会J f木 絞って，住民間志の話し合いで，地域の活

工民芸部会J [i1J;'j}; J)r1工郊会 J [--般部会 i 性化に務めてきました。

の五つの部会を泣き，それぞれ経験を生か 絞後になりましたが，今問の栄ある表彰

し特&Eribの郎発そ関ることを s的として をいただき，そのお{こi泌ぬようさらにむら

活動を始めたが話し合いの仁þでの計鈴‘と づくりに総選を重ねる所存ごございます。

災践活動(Hj;行して進ます;思ったほどの
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林水産大臣

設お
三百三

I ' I 

主

1. むらづくりの動機と主な内容

区

，市

L三1

A 
Z工

(',';\ Jh\(Vr~j(J Illrli出

(1)担当~J削足は， fl'J HJ rÎíから i!_Lîh 3IìJ ll f: '1~1組れたiJ lふところにilI lまれたU)j!引にある o

wí方の丘陵地は果樹W!I， :;V J-Ll J自は ;)<IJ1や):111 として村山され，水f:ìßに県必L 長113:，野

菜を組み合わせた院合経営が〉ど1H"しているわ

第 1 函受賞者j也|去の fîL民間

宮城然

(2) 江戸時代Ij ItJ:jのを!k風土記

によると，設定は '!'rll寺一村をなし

I自民をiïftれる域主J1 1 は人j:Hが 11年る

とすく氾脆 ~自にlI;tj天が続くと

íl反しで渇7]<し水不足になるなど，

7J<については絶えず脳まされ，さ

らにJ:地はiJê炭の混[日で米作にi監

さず，生活は苦しかっ fこO

(3) 明治に入り，このような苦

しい状況を脱却するには，第一に

若者教育が必要であるとの考えが

わき起こり，青年会の前身である

f学友会j を結成し若者20人を

角田市設妥 | 教脊した。その後， 昭和 9 年の大

冷害で農家生活が笠窮に陥ったと
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会;の(~')述が rjl心となって

I1リ j出会 i を結成し民主・ Il :í íÇの 1;I ，jiítiか

きは

ろえ
1111 

'J.t 

ら綿々なl収科 lを i ト〉た。

このように古~I:j，tを'1 1心として，何

事にら寸)i:DH:r1i して対処してきたが， \1討 fll

110年代以1~1f:，社会杭昨の変化とともに

怒併iL {Jr J:\!作 !1 l;Jの呼入，

)
 

l
 

(
 

:)~ 

快適な ~I :í l~環境づ、

これらを僻くりのが111 チとなり，

Nとするために，むらづくり A:;.ffiJ自の出や

話白いをむね， J也[5(の先II~すべき )jl~lJ を

f: 1]，己;と L夫で築き卜ゐげ実践することとな勺

I11 
iJ~ 

山
-
Mの

t::. υ 

く人づくりから百まれた意欲的に挑

むらづくりの特急

!りl~~;:会そして訂年会と述おii と

むらづくりの基本となっている。

2. 

)
 

]
 

(
 

ììikする気質が，

同様に，羽目1: も契約講，社 EJ講を始めとする各f1nの識が出家，ゴ1;，出家の i三月 IJ なく

大切にされ， J由民の同村iの良さの抜i~ となっている。

う|とに依存しない経営を!民間をするに当たり，

果樹を導入することとなった。

\ltl和48'lf， 16. 97h乱の果樹(なし)部地を造成した。そして，特に土っくりには

力を入れ，地区内外の帝農家との補224占合により年間10 a 当たり 3 t のJiUJ巴を股

入している。また，複合経営の安定を図るため機械の共同利用，共販体制の確立，

栽培技術の体系化等，生産コストの低減にも鋭意努力している。植栽から 15年が経

過した現在，市場でも「角田のなし J として名声が高まり，高価格で取り引きされ

着実な成果を上げている。

まず，川三の話し合いを行って，(2) 

この果樹の成功により，昭和62年には第 2 豊室果樹団地(14.6ha) を造成した

ほか，第 3 豊室果樹団地 OO.lha) が造成中で日本一うまいなし田地j の形成

n
b
 

泊
佳

に取り組んでいる。



(:n 引制と ;ìfi.ひ詑 if!??i2ill-の肢となっている義!lまについても， /1:lt('ìJlI!主義の jIl汝

だけでなく， I;WETの良 l をI!íijfl 添加 i斉IJ をJ!J l 、ず自家配台t!，村、|で IJ担行し iì'í

のち:盟にあった'~完全でおいしい i 的 EIJ の思Ilまj として，みやぎ'J:)Pi Ih!, I 劦J ~II 合へUM合

している。

(.1) 生活改i芸グループ川、づみ会J をお嫁さんにノく卜ンタッチしたお可さん述は

i むつみ会j を結成し川、づみ会j の i占動を支隠するほか，自らのi泣かな在ぬの

ために [1 本問踊を練習して缶入ホームを慰問するなど，部Iq;を生かした社会に

結び付けている。このような j吉動は，青年会の遊!毛主lì修， .t;人会の titi指等地|哀を上

げて行われ， J出名に負けることのない盟かな暮らしを常んでいる。

写真 1 おいしいなしづくりは，現地
議官から

47-

写真 2 手作りみそ加工に取りおlむ
rl、づみ会j のメンバー



農林水産大臣賞受

中津川地区むらづくり推進協議会

(1 LIJ];I日 I)Lj �"I' l! ~l 111¥ DJJi. ~g:: 1日]大 'J'~ L'.J以外)

1. むらづくりの動機と主な内容

(1) 1!li判 11地区は，山形県でも最南端にもI.ií~i L ，凶作飯珪11I に連なる1， 000 III紋

の LLI 々に 1mまれた典型的な山間地域で，特に冬JUJIi\Jの気候は厳しく，昭和38年の去

第 1 図受'茂吉j也区の (l(世間

山形県

-48 

雪時には|庄の{!l1.1誌となり，空路に

よって'1'.鮮食料品守rの総保を凶っ

たこともあった。

(2) 1I{{fLH5 'rl , J山区内を流れる

日本三大台、流の l つである J'rk上JII

の支流，臼川に多目的ダムが建設

されたことにより， 5 集落が消滅，

701人もの人uが流出したことか

ら，むらのコミュニティ機能が崩

壊し fこO

さらに，同年からの米の生産調

整は，水稲以外の農産物が少なく

農業生産基盤の弱し、当地毘の農業

に大きなショックを与えた。

(3) 昭和46年， このような不安

材料を抱え沈滞に落ち込みながら



写真'/Jì Iト川の析しい将校物
f 乙く~)J Ují仁 11ft

らすからj自 j おれたj!l! .:i:心不;'~ゃlIJJ}jj'j刊 1 1の

l わから 1;主った人!日jでなんとか立ちjI'J: っ

ていかなければ… i という ti ゆく許可まり， 1:':1 

ハ IJ:i~éJ出 JyJ( 11ft 日 j 一党 bJh;j-J\1会が結成主れ，地域

IIVI二の歩みを始めたυIIU f:IIGO{1二には， J自民

肉のすべての文化・経坑UII本の総合，wmwl

第 1 表 }出伎の IJ現 iW

日子戸i( .1'“へ%川11Ul"け,) ) 
ι'17P( ，j(り1"ハ門川“ヘ%川;1日"け;リ) 
G5F' (らGII

18GIド'j !j1'IJ 
;lOﾚ )j1'J) 
20r'I Jjllj) 

織としてrlrìl\川地区むらづくり推進協議会を結成し地域の全エネルギーがむらつ、

くりにìt さ j2'，まれることになった。

2. むらづくりの特色

(1) ILfl日 ]J山の劣忠な臼然条件にあって，再三の話し合いから干!日刊誌1' [i[lifzlを作成し

Hl L 、子JJ2京へ民地の民的をlヌl り，更に， I~上旬~\Wll:去を取り入れ， 1，-! '{1[米「はなの狩j

のi'1: l'J け 100九を Ll指し売れる米の生産休ij;IJを築き上げているつ水稲とえf~んで，

らう 4つの11である 13;] Jlj': 1 ゐの生践においても， 1JH重農家と jili携をI~l りながら，

安 {ll1 ì な組{刷'"を JIJ い，誌の向い rL 、いで qニj の生産を行っている。

(2) 出絞ぎ対策として，ヤマメ・イワナのふ化・'l'%:殖事業にi絞り fJlむほか，

なLlJ林資源を活用した ILf菜やÊl~j茸の栽培にも力を入れている。このほか，地域特

産物として高原大恨・うど・ニラ・焼J:/lIかぶ・サルナシ(こくわ)等の栽培に着手

し，特にサルナシについては付加価偵を高める加工が行われ， íさるちゃんジャム J

に続き， r さるちゃんワインj 等のユニークな商品化が図られている。

また，若者の定住対策として， 5 社の企業誘致と研修施設「印!日わの建設でもっ

-49一



て， 10∞O名の就労のJ場詩をli'(l削d

!川l'円'1ゴ f午i下三，念願の IUJIこい心部への通年通行が確

iE日されたことにより，近隣市町村への通

勤も可fj伝となって就労のlL;が飛躍的に拡

大されている。

「むらづくりは話し合いから j と(3) 

いう矧点に立って基幹集溶センターが建
写真 2

され，各様会合やイベントの企倒・

践のほか， [幻:ifJを迎えでのiillllliづ‘くり i;Ii !I!JJやり]性をも巻き込んだ*:I.rrU~I~沼会等活発

みんなで選ろう!
全I司自川タム湖畔マラソン大会

なrr~fllが行われ，地域っくりの拠点となっている。

容は全IJCI I"IJII 夕、ム i，IJJ1II平マラソン大会fLは誌踊り， f火はI1叉陸祭，冬は笥まつ

i好季折々のイベントが定者している。これらのイベントに参加した全各地

の人々との交流を大切にしながら，日!?テを持たない部会の人達との視!成縁組交流へ

)
 

i
 

i
 

(
 

り

ら部隊的にlT~*1lみ，地域{t民にとっても I~I 分述の地区の再発見の機会となっている。

こうした交流の輪は，外国人にも広がっており，ホームスティ lこる地域の乱然と

とも;1ミ長い交流の声が tがっている。

nu 
R
U
 

伝統的文化を体験した外[1，，1人からは，



林水 大 戸Z
Jι 

福原集落明るいむらづくり推進協議会

( fl﨔 山県Ý"J�j 1\1\会作以ト'IIIr)ぐ j斗反応o

むらづくりの動機と主な内容

日j出 iバは， 以史と仁l マン lこ t:. 会 H~~ftJ自の I~Li ;'ilí にあって， ftから IIlJの

主W;闘は! j からと L 吋〉れる(ま リーダーが:tJl，:tl \し， さらにりたの試

るなど， rlr似的1215央i日や民主改良えlijrの f付近試験研究民iJミ

~いj出 1>ぐ4であっ

しかし HHrtQftがもたらした~rt主化のiむ長は，

的条件が揃っている純白村i出誌にあっても，

第 1 凶 '一之'iy fラ JtlJ l ミの í ，'[ìi"il文j
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も進んでrJ 1 さ

当地区のような比較的生!主投ひ人

はむとより，各々

!日]にまで怯々なひづみを生み 111 し

fこ。

(2) II i:l HlIO'tドド会がjl~釘j自

の一一却を [li り受け， Jlxf生した水稲

と不足額はIlIJ吉崎への11子

び掛けでもって，地区に初めての

公民館を建設させた。このことが

地区のリーダーや住民の心を揺り

動かし合意形成の必要性や共同

意識を芥生えさせる起様斉IJ となっ

fこO

(3) 昭和58年には， その後の農



地[2<:の[J現')J

Glp' 
40戸

排 i世汁 101.Gha 
fJF J出ヰ(i 95 % 
lFゴ ~:ítより耕地ííü!N2.51ha
(内沢)
[]] 95.0h!l." ).11I5.7ha 

第 1 表
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写真 1

業情勢の多織化等から，農業の在りプjや:1守会長むらがどのように発展していくべきか

が大きな課題となり，既存の各種目j体をとりまとめて本協議会が設立され，

くがlif!)]が肢閉されることとなったυ断カルテを作成して，住民のJIn解と

むらづくりの特色2. 

よる段階的「設業経営の高校出合化J

第一段Ijl~'. . r JJ¥. Íì~ I の高品質・多JI5(FM，;出

昭和35tl三， fI~{'niJf究会が組織されうまい米づくり j

(1) 

ヴ

ノ

い JI)( 誌をめざした米

コシヒカリ)の試験研究と展示ほの設ìi"lづくり J を自襟に，銘柄米(ササニシキ，

から，技術の向上を留った。

第二段階… f水稲ト器産j の接合化

昭和tl6年，水 111土壊(砂れき土)の条件克服のための「土づくり j と経営の多様

化から，把宵牛を導入し緋極農家と音院農家の浴接な連携に基づ‘く lfiUl巴を i;li !fJ し

た土壌改善が実設された。音躍についても，生産・技術改善に鋭意取組み，出荷頭

数の増加によって，昭和63年には水稲の粗生産額と罵を~)þ.べる水準に達し，現実な

ワ
臼

F
h
u
 

イ



iむが!íN\1やされて L 、る

117 ;11. 守.. ,;)( f� 

'I"!J i u) ， '::j な(~ 丨 

lI(j [:11日Oij:íUミからの;J\ IJ 立土、hli

に〆〉いては， '1 を '1 1心に i，Uとの Jjく

I I;~;:j ~~:作

fììi と(こI/x {，;ト1 '1:の {:j l 、 i包 d支 [!;tJ~二í'1:物

(1L;き，いおこ'存)を加えた

{とが1ft道されている， l，'j に，花き店1\

1")-ぐは ， ~， å 人がう :i ，r， líIÎ はもとより

においてられ体的役'，íilj を JI ト〉ている。

(~){'，' ，守に佐々ある j出J，占っくり

j出|メの IIJJ LI い子である るには，生きがいのもてるJ~'!J立づ

くりが întILt との司、こ仇って， 32械な 1 夫が脱出されているの

の íL という lílÎからは日11ii\Jl}'~J自流動化等による JJl jl;1W;)(が :i~;(実

に I~l られている、また ， i也訂とiβJM!' 1ヲらの働きに応じた生i ， I;を実践した

いというぬ制作の必ιどを受け入れ， 111\Iの出家で月給1Mを導入し， このほか

が'I I心とな-)てにおいても休LI が克峨されている。

(:5) itみHい完投びコミュニティづくり

山L)えには， )uF. 2 "1 二I:li以米百I1，生活1mのみならず，人目\J山係をい1'M!よく

白白した [Mhillhjftijtjiれがあり， 11寺勢の変化に対応して常 lこ見lI'í され，羽ú: もむ

らつ、くりの1i'パ:'1 '的支 u として述綿と受け継がれている。

そして， n 分j主でwoえできるものは Ii:'!分JこらでをJit*に， 児J首公七五J.七l;iJ ゴミ地主IJ

カ Î ~~!Ì の :!l:~ {I;!Jから， !J:ßInffÎの i::~j (立 tll (=J化と éU，lilIIiでの合J'IWなな共 liij{判r~I)主の!lIU日ブj 県

によって，カラ 1) と I切るいむらづくりが行われている。

q
J
 

RJM 



農林水産大臣賞受

小郷野むらづくり推進協議会)
(栃木県塩存1t[\喜連川 111]"大字徳的)

1. むらづくりの動機と主な内容

(1) 小*HII野地区は，喜辿川IIl Jーの北I)Li;~I\に位首し大出JJ1i dîに隣接している出村 J山

崎で，水船単一経営がCIJ心で(宇部たばこ，加工トマト等)， 日い等の出外収入

への依存度が高かった地域である。

(2) 昭和53年頃から水稲lこ{-\':わる作物jを模索し，にら (53irc:)，落花生 (57年)を導

入するとともに，国営 j孟那台地開発事業で，桑，梨等の新fl~により臼立経玄18

第 11譲受rt-í雪地区の(立liS:1立!

54-

向を日指したが， *1刃農業旅立対

策に伴う，稲作の所得減や呉

の過剰負担等で側)]IJ完結経常では

限界が見えるようになってきた。

(3) 集落ぐるみの農業の検討が

必要となってきたとき，むらづく

り集落指定の話が盛り上がり，農

業での自立とその中での機械，抱

設の共間利用による経常の合狸化，

土づくり，集落全体での住みよい

むらづくりを進めようとの合;意が

なされ，昭和60年 7 月「小郷野むら

づくり推進協議会J が発足した。



写真 1 記述川 IJJrWisl

2. むらづくりの特色

として出廷での長1\'[. と{tみよいむら

づくりを Ill~~{ として，その日開達成のため，

次のような取り組みが行われた。

(1) 水稲をはじめう1f主主 ~l~樹でも良I"Uft

きゅう!l[I3の施JI日コ ì~~jVト等の J.づくりが重要

であるとの共通認識か

第 1 表地区の概要

と連携し 3 j由民に分け，地底

ごとにJ1幻!担金のj21・1 とマニュアスプレッダーの導入をi立!るとともに，集落全体で堆

!l担切り返しJll フ iコントローダー， トレンチャー，パワーディスクを導入することに

より，良質な完!;:MIfUJ[I3の省力j散布と深緋が関られた。その結果，作物のi奴設の向上

と安定，良品化につながった。

(2) 抱合経常の総立と所得の拡大を図って収り入れられたにらは，ほとんど冬に

らのみであったが変にらの導入が披j立され延作付面積がJ曽加した。落花生について

も作付而践が増加するとともに，技術のI創立平準化と土づ‘くりが悶られた。特産品

となった落花生の1\(;日'JrJ fil日値を高めるため îmり方等で試行錯誤を繰り返し一次加

工品を作り，現在は市場jをはじめ喜連)11混泉，近隣ゴルフ場等で販売し大

変好評である。 iìt米f塁間JVlの出稼ぎ，日産い等が多かったものが，現在では年間を通

じて農業に従事できるようになり，日麗い等はほとんど見受けられず，専業農家の

増加に結び付いている。また，集落内の大部分の農家がにら，搭花生を栽培している

ことにより，共通の話題ができ集溶内のコミュニティづくりの一助にもなっている。

(3) 新規導入作物として，おうとう，せんぶりの導入を検討した。おうとうは，

55 



写真 2 オウトウの4&1き講習会

写真 4 脊:1! ili場

写真 3 にらの産地化

写真 5 Jill J或の郷土jた
Ilちもitの出来と文化!l1 誌J だ刊

新しい観光農業，集沼全体での架闘のWlíっくりとして，先進J制}拐さを実施し迎花、

性について検討するとともに，モデゾL民示U!lJ，技術Uf&l会の開催等の後導入を図っ

たが，校1，1すの佐立が最大の課題となっている。 山形探の栽培農家との相互交流によ

りその点について解決しつつあり今後の結実に期待が寄せられている。

(4) むらづくりを位進するためには，婦人の力が必要不可欠であり，食生活改善

の推進により，減塩等徹肢による健康づくりやにら，落花生の )JII工万J去の研究，自

家生産物を利吊した豊かな食生活づくりがtíU立され、その活動拠点、として農政加工

室が設置された。これらの活動を通じて年代を越えた婦人のつながりが大きくなり，

集落内コミュニティづくりに寄与するとともに婦人の活動が活性化し生活し女善ク

ラブ「ひまわり会J を結成し独自の活動を始めている。

(5) 高令者による集溶花いっぱい運動や農産加工技術講習の実施，また，集落民

による河川の清掃や宝かん拾い集溶内婦人によるお念仏の保有等環境美化や

郷土文化の伝承に努めている。
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農林水産大盟賞受賞

仁梅田むらづ‘くり推進協議会
u洋馬県桐生 IIT +毎 EEI HlT) 

1. むらづくりの動機と主な内容

(1) 111Hl IJ 山之は， tJ制二 rídtì";日に位協し市北に20kmの細長いIJJf日j地域で，民地面

院は約70ha (.I )l: J也u下1. :j o(í) そのほとんど1立山林であり，古くから林業が雌んな地

域であったハ従ょ!とより厳しい自然条件のもとに，助け合って11UJt-や LIJI:]:事に励み，

尚光J\月/JJrlな生活j託jjlを ID 負していた人々であり， {主誌に根悲した述~，-~^W!惑がある。

(2) iÎ泊JJl!Jに!羽討をする梅田市首1\1由民は， tr~J生市に合併:以来，混{主化が進み，少な

し、出も主J由化されるものが目立ち，若年時は市街地に働きに LH る脊が~く，林業

従事者も林業不況と相侠って転職第 1 悶 '乏rt-f:~'地区の位{筑間

も.

ウ
t

民
u

する者が増え，かつて村単位で有

していた連帯感や協調精tlll，郷土。

といった住民性が洛れはじめて

きた。

(3) このような中で，昭和57年

に桐生Jl I ダムが完成し周辺道路

が整備されると，梅田の持つ山や

}IIの i当然を求めてやってくる入込

客，行楽客が増え，それにつれて

自然環境が徐々に悪化しはじめ

た。このような状態に対して，婦



写真 1 !r{;JIJ二川 1;1);\流林

人会や悔111会その他既存の 1 ，J"j体， Iì:民に:::(

かな自然J~lJtlの子1: る主!IU:. を守ろう， III;\(~JK 

lリ]の辺 地条件を生かした活力ある地域にし

ようという立識が起こってきた。このよう

なとき，県むらづくり巡~lJの J [Iιミがあり，

この Il'fびかけにH子応して I 11JiII J むらつ、くり

第 1.表地区の 11理嬰
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推進協議会j が発足し :)1:出家をも含めて話し沿い緑と*に忠まれた悔出の里

づくり j をスローガンとし地域発展のために f九段IJI体が目立の述絡を取り合って活動

を始めた。

2. むらづくりの特色

(1) 白然条件に忠まれた IMIIIJ由民では，おくから茶のj:えj古が行われていたが昭和

;35年に製茶工場が設置されて以米.}討議んになり， HiHl l 茶として市民をはじめ広く

税しまれ，また，悔ILIの I:UJ取りきゅうりは， HîJ誌でも好評を得ており市民にも定着

している。集落の話合いのもとに!日l f[]58年につくられた何人販売所では，日曜，祭

[1 にオープンしているが， LLI菜や茸，旬の野菜等を直売し軌道に乗っている。また、

梅fEI婦人会によって平成 2 'rj: 7 月，梅田地辺に販売所が設けられた。この結果，今

までの遊休農地にも子が入るようになった。

林業不況の中， tl員]生}II林 IjJfグル…プをはじめとする若子後継留は，広大な山林平IJ

!日を考え，杉林の中でjPE ワガビ11X培を始めている。また，山沿い地区の農業者は，

観光農業を自指して，わい化りんご栽培を始めており，梅田にもうひとつの特産が

O
O
 

FD 



/1: まれ〆)-)ある

JÍかれる人J:七がii}j

えるにしたがい，恒 ;Ij やコミ

出111ω1'1(�!) 

これらをiJíll 人会がIj'心となりにけれこ

砂川コj'íll Í'í O)i ，'i1，，:をし，流 J;史でq

た土
小:11日/，悩/1=，1 11 の i ， 'il，，}をしている

コミゾj こ1 やツ1Iック('1立法 11"1/1:，キ Ili'ì(土?

11 il本

ゴ~ j'f 1) 

r iJ IJf成会(土，);11'JJ íを口 ii':I~ し

ポスター訂版を 11j:\féJ見J自にと とを ~rtねて u

しているイ J

!コスモスL 、に IOklll(ニコスモスザ
。

れ
と

(丈 !ÍIょ 111

として日制定止に句めているリ

らか、伝え乙くあり，る ìil l 付，thj 川 j出|ペは，

なり桟-)て L 、るけ

1:)) 

ったイこれらを{ムポするため!こころのかよう陶If lの it!J と

また， t勾 III;/ L:i'flíl出

トボールをはじめ~くの地

r:." 1'1:11立し， ヴ下 (i(こ配布しラストマッ

~人会のゲさせ二、ソf.jさりのスボば{こ，

られている|俗的111;lンに1I({1'1I 58 'rfからj戎ftl( に干!J J 日されてい

りイベントで丈(L:の吊り I~!!j l トフェスティノ、}[" (立、y 

この自然る。Nlilllの ilK1tにもマッチ L ríî民をはじめ忽くのあり，

してもおり， 1J{j梅IJlj制定にせられて tÍIjlf1 に作り

地域にillUl 、を JJJ iJ t している。

ftいっぱし、巡動!禁道沿い写真 4
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農林水産大臣賞受賞

高萩南部地域明るいむらづくり推進協議会

u有 i刊誌人!日j1tI¥ I1 dii 111]") 

1. むらづくりの動機と主な内容

( 1) 1:::; f)ZI;'j /;rjJ 山 Jl'史は li 1:::; lI lr~il トj/ilítこ iunt し (jからなる (~15ííí近郊):lliJ出或であ

りÌ'紗jは， !I -'iltのうとをr/ l心に，さといも，だいこん，スイートコーン

羽町主艇のJ主I白が路んなj山Jl'Xであるコ

(2) 特産のうとは50 千T ;í~1rの!?正史をむち， di-1H主主?のためj主fl-:!;"ìf! ~~Jの多発や生産

肢体i は各人が未公開， i[ltl人山のためI!:JIÌ"tíllfJの品目 i各差は大きく ， JÌru也を形成

しれ午IjW~3fcをするためにも Hj[liJjljミ 1mやJU仮休ililJの誌備が急務で、あった。その他の

野菜については， [IIJ 内における成売による地場流通が成果を収め，当地区の野菜生

は， 35品[J.同年生政(ヒの 'IJで拡大してきた。

(3) →方， ~t庄の説、大にとらな勺て，労働過 IJlによる疲労， JI9f J.市等地IJW涼苫を訴

える人や休みがITX:れない II!J)闘が続くため地域の会合に不参加等の問題が生じてい

fこO
第 1 図交rt者J也氏のもL~nXJ

(4) このような状況のもとで，

農業者の縫康や地域農業の娠興を

考えると，各々の農家対応では問

閥解決には限界が生じるとの考え

から， うと研究会が主唱して「高

校南部地域明るいむらづくり推進

協議会j が発足した。

円
u

nり



39戸 (18見)
'13戸 (19%)

140戸 (63%)

(517百万円
(109百万円 λ
(60百万円)
(26百万円}

302ha 
46児

桃山崩fi~ 1.4ha 

第 1 表 J山 i玄の慨嘆

事項|内 容
池区の規制集洛の集合体 (UH&数6)
j山区の性格 i 都市近郊

117% 

ネ I
233ま数

222P 
(内訳)

数 I~写楽
店

立到f

472戸
222戸

3R 
2川
F民

家jJ3 

むらづくりの特色2 

ー
た

a

岳
民
地
当
わ
ぬ

地
時
一
戸
一%
4

i
l
p
z
 

緋
(
回池

況

íl拾の大Jlj'UI~ ， ;';éjrlíf+:; !i Ij<JJ 変化に吋(1) 

m 
i犬

lfi 

の

J， I:~: した日午定をiヌi るため J; ~~ b;h~! f 

;ii:が j 七11 ， 1;1 人 I H f~:jであ〉たうと料品'it L , 
262ha 焔

小、 ;rUííl誌で(まけ訂正うど j とし!U，iとなり，

T ブラン I~' 化されたの

うどじ)j:li {'ドによるイの{L~ fを IVj くため， J 山 lポ内外の ~ft らが}また，

ている jH日立が;Jくと\{こi壬，'7:, 
〆{

 
{']:欣夜間j 官'，1~を

11 1iのiì'í円 f行人] lu)Jゃな11 に、z ]J，亡、する fこめ，その他の日lì; 定については 9(立)

して L 、る"

{住をIlfHtli L, 

伐としたj出JM討が副本:I;IJ を

{引きすぎによる隙!Jilj弘(fを山IJI~するため，九

'，iJIJJ 位Ui診 IlJíoめどお， 1~':jIÍlllr 子 1;，んのための 11，1;1 1('1;

!山jivl:/r il~を閃り，

(:3) 

さらに作食 'Jlの改

先 L ， JJ安井誌の '1出はや作業能率の戸j業 1[1γぐはそ作業にらくらく IIIJ'I'2 ，('1: 

Lに[たとをこらしている i 、

!日本浜市では， 1'[ t::α) だから íl)Jl 日í :3 L1IlI'd LI 公民休 11 ( 特に，(1) 

レクレーシごj ン大会や京JjJUí制 j 等に(，引U-4やるととらに活安のゴル;Nl休日)を決め，

ある，{1ft::の感泣!文では「以いる。そのキ，'i~UJ\ブ会む組織され， IIIrr}~の注目

子供と遊びたくても，ilij$見のニ子前もあI11曜日でもうとの収待作業予があると，lìíí は，

々と子ilh と出かけられ

CJ 分が lil 山な 11与!日jがlf!Zれるので心のゆとりが生まれ，

i
 

nり

されてからは，JI~i*ll あまり 111米なかったが，

るのでとてもうれしいし，

り，



ら/J1いてき fこ l と :1lt られた。

(5) J出!~I 句にある(-iJU1JMにおいて，

析しく 1ちり IJんできた人々なと JI'-出家と

J 七 PiJでの 24や ;;'ilr1} 0)克胞により， lj;i1人;;~.

~niJが;，~'lt{L し地主i詩文の会，ぞJ主ーのゴ

ルフ二三守があ1;11えされコミュニケーション

の怖がJlてがっているけ

また， 111勺二・，r:l: 友会による空缶拾い，

カーブミラーの ir!iJù}等 1~I:l. (j (Jな旋美化，Ì!五11M!、実 /j包されている。
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林水産大臣賞受

(11誌 I~L ~I~ d室長 1\1\ j イ iiltl l! r)ぐ j< 11, 

1. むらづくりの動機と内容

(山iいI Hîilド判川川iリリ川11限附i討川iりJ (は土ム， I岐h岐!皮史 lド'f!.~

れて;おおり札， 総lげ出iI“lì f:的J点[Uの〕問~βがく討11 1l林;→本4本i に，Iiめられfたこ斗:::tlリ典!討向i司!'t!l'的jド内(J な i山111ト村、，j で/必九る >

Il !JIJIJ由民は， IAiilUIIj のfI日のJULlJiまったところにあり引 1 Il~{lllllliJJ;( 

dLの流域の 1 j )[1，1日、こ添った tll!JLî にi'HJ長い LLlfl \J Jいちで， iif くから Ni民主を 11 1心とし

第 1 図 'よ:'[lIT守地 1;;<.0) (、υ

山処リJ

63 

まれてきたけ

(2) しかし， lIiJ fll:10¥ 1:.I;fiからの

経済発出に{、j:うえネルギ一転段に

より， 毛布r;~ Jiか以j日し， J山 Ix/j<i交

につなカくる夕、ム ItlïlHí も j以り沙汰さ

れるなどjêJf~げとがこ進み， 民

活全体の i，fj )J も 111 ドするに去っ

たo に， II!HUlG, !17 'rfには述枕

して台風による大災害に見嫌われ

たこともあって， 1I!H1I;j0年間から

は柴田移転が真剣に討議されるよ

うになっ

(3) 議論が続けられる 111 ， f可と

か先祖伝米のj出を守り，もう 疫



地区の概要

再ま項 |村 ポt三ヴr 

地区の規模 築落(集溶数 1 ) 

地包の性絡 地縁約な集団

28.9児

幾林漁家率
(内訳)

総農林戸漁家数数 76戸
22戸

燦林漁家数
2専i2(戸内訳業z ) 

。戸(((附)) ) 。}コ O出

22戸 100.0%
木 炭 ( 10百万円)

主要内産作目 しいたけ 9否万円)

級(生) 額 あまご 4百万円)
根わさび 3百万円)
わさび漬け 3百万円)

熔耕地計 5.3ha 旧 0.3ha 

農 用 地 50hOaののM山耕山地林林林雨函 1率日9O9{ha 耕地 .4% の状況lî 戸率当当り 型積穣? 0.2hR 
l 戸り G9.5ha 

第 1 表
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ì[~気をとり出そうと，

1" Tj�¥llIru) ;;i 級写真 1

H地IxでK:III 々と続けられていたわさびj主J/I; (こ1"íll L , によるグループが忘却

わさび泣けの I1 っ)ï; に JI/ り tllんだ lノ|行]グループは， その1&全同の.::ìこな liJn出へ;jl，'í] riに 1 1\

をこ JJ，l (1:ではi'jíl誌で‘ u) ， ì'l' Úllí もおまり i 1I!j1 LI さひ1(1) き，

として IIIJの作I/(! ，'II\の i ï:点になるまでに cíi った。

しいたこうしたìMOJ に，jillt放され，リWl:たちもわさび1主j店のみならず， ~-:iJL )
 

i
 

(
 

1I{{f1158{1'-にはこれら民生産相台があiiのして!11[j:IJ 111: けにらむ欲的に取りmみ，

f九寺付f附i唱u l引11小|主:. ，~~沿好山I子刀f訂弘引![川[1んl

jJ't，((I，却 J rノくンプfn 一部;が設けられるなど民よい)1 1:

\:';iìi日発となり， JI'位三ごも }JIIえたj山芝公jコ1 による生き

11:，山中Il('ì(こは

liHllGJ を結成し

その{を，(.5) 

きとしたむらつくlih;~p}J は

U ターンして辻Jtするお古がみられるまでになっている。りがJElI日j され，

むらづくりの特色2. 

わ

さひ'EfIが造成され， JJU五わさび泣けで250万 /1]， tHわさひ、で300万円を販売しているc

64 

まず1I{{fIIR8{fから始まった第三:JUJ LII村振興対策事業により，Itlml(IÎて、は，)
 

]
 

(
 



121 \T, lI {jfI15D'<I'-にはあまこハンプ/11 H がれ出!と;れ， II{{ f:: IUO � 1 ê に

は， しいたけのミ('，:j I~iが ill設されたい i!?川三で池伐にi!li!/く Lりある勺j出)(はしいた

け政に泊しており， リ民i1υHr古ff初:伊Uの〕νlJi;lJA1liμ以ぷ[，1'1斤刈汗j'刊、f干|ド2 会て、，);幻7矢均、;11'ゴ一'Wiハ，~、を，えサす、どる}えむ「と J訂1口JIJ!汀i

いるυ

1:31 ;Ja}[~ きもー伎はj主えたが， ここ校長1'- i ，+J;~;';/; のりにより少しずつ l{出 i) jL~ 

しており， 主に~ji:~UiJ やノ《ーベキューJlJを 11 1心に ， JJ~(O J に約三()() ()乙 q:，/:\Jl， ()()()JJ 

/1Jを!以光している。

(,11 生活i而では， Jt l<可能 f::fl析を干IJJ iJしたや['[( L t:, Ifl:!) , I プ仁 iJi J を1' 1ll iJした

イぷ刷"f: ~) , またl!jífjC)("存センターではがIL ヲ(心とがりトJ1fri さ ;IL ， コミュ二テイ ilí

~r}jが活発になっている。

(5) fV'に攻守?により IlilUr されたままであったlは "JII;ir ( (吉川口()íl:以上 Llîíjから

く伝統芸能)が， II{HII日fいこ j知ìfj され， W:¥f: 9 JJ ú)八 111引111(-11火1IJ1A:~~においてíüi

じられるようになった。

(�) また， IIIHu例年に部会から古楽家が移{J してきたことをうに，ハンプj I'J 

H'を干1 j) IJ して11f外コンサートがíl日かれるようになり， 1'IJl Hや il' ， ô f), rム統のf:({ fト

ii'iil'J.り，散指などをiill じて地TdHi!;と米地行との交流しまっているυ

(7) このほか蹴の保全のため， I11‘い[lJEìf~みを!.'，!I，ばせる{ jJíi. U)向泊三や造成なと，

これまでの枠を届えたむらづくり活動が展開しつつある心

写主要 2 わさびf:Ð 写真 3 あまこ.' :irt納地
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林水産大臣賞受

野町農林業振興協議会

。~{ぉIjj (f rむ I ，'{;J rlj'}:III~'í'IIIJ 下ケ ):111 ) 

むらづくりの動機と主な内容

:i 官、活からなる f白川市;1i1jtj、 iìíîの 111)111町村で， fùl ， úJdiû)111心 i~:I)から)III'NIIIJ は，(1) 

は3()()~;l~Olll あるい九j 也j-，究 lこおいてIJLìへ約三01汀 11の 111 々に I JlI まれた谷川にあり，

は j史小な jJjlJl 1Iでの IJ~ IìR を以併と

し 1 IlliiJl'jc(Jーの冬!り!の lì12 しい冷え

あるいは抗

としてきた

JAみをIJ 効、した

交'ft 点一 JtI! lぎの{むとI1ヌi第 1 図

{f11.lO{l� (\:からの，:~:jl~t帝王 iJ守

I&J えは );([;}nljl ，~lilií払Hこ F剤在した ι

f色|め

人 [1流入をJ日米した仙札 わ
か
へ

山
山

(ど)

地条件のため，

の rlr 林に{ニì'.'UHJ 'íÎとが殺到し

I)間j甘明i日J発が沈l静iY日汀作'jl下J' (化ヒした i昭l日問f日1刊刊F拘和机!日札/:叩 f句!ミ斗{代tlÎ凶i白j 

三ii， b日裂を郎えて開発された住宅

開発地は荒れ果てて山村、に逆戻り

し一方では農家の多くが京阪神

都市|長|での高収入を求めて通勤:漁

業出家となってしまった結県，当

地j或では棚!万での零細な水稲単作
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fL~'S~が'はまれるのみとなってし

(;3) 1I1Jf:IIS:J'tiêから砲されf二 ;](LLI 干iJ)lJ I'f 

対抗 'jí 業は}:IIl ~JFの民民に大きな '1柱、!被をも

たらしたと与える。'I!にlIi{ flls以下段からの

j出Jl~~J).~政特別立、j お ιF ;r&の点点J山誌のを

たことから白いが持たれるように

なり、IのHIIT.J)(lIJJNi rl/ 1を生かしかっ f!fil 々の12主経のれもから1I~~JdJ した 11~II制定

-即売会)

第 1 ~受地区の{政 îlQ.

15eぷ 2 :). p~) 

10.8%) 
日GJl(持().~II~ ) 

1 日ド íhPI 
:)jごí )j 111 
4 ドj)j ILJ
:li'ihIII 

:IRha 

1;'1 111 
の状

')1I! 

“" 

nu 

L
H
 

l
 

i
 

j
f
 

の '::':j い店主のむさ1mを fl Jl:1したがJ しいむらっくりにj災組まれることとなっ

2. むらづくりの特色

(1) 新たなむらづくり いのなかで

ア ハラパラであった民地の作付けを，然活をおえた技地の利及び作付け

~&)会協定により ;j， tìß，支，大京てfJ~作物句にまとめて作り，共同利用機械によりオぺ

レータ に作業を行う。

イ 山 IIUi令 (J;iな気候を生かした高I1文誌な野菜専の主拡大を行う。

ウ LIJ般的mい民家と兼業農家が----体となった集洛に取り組む。

ことが決定され， II{HnS7, 58年度に新構造改善事業により約30haのほ場整備

を行うとともに，令絞り自の30%転作にl，~づく作付け北培協定を敢行し稲作に野菜，

大廷を加えたブロックローテーションと共同利用機械・施設の合理的な管理運

岱を行う等新たな 歩を踏み出した。

(2) また，全体の 8 'JiIJを舷える非農家との話合い及び住民活動を通じたコミュニ
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ケーションのiMULを|ヌ|ることを 1 1 (I"J と

して (1)' ツマイモJ)II: り)の

!1i]{�rL (会ヤjO) iI'Iリ i の lJiiit Jfljj 山h，l(

ti'J '0担保|主I Í'J~ !はたの! () J IIJ) のだ íj- Jえ

ひ地区全戸への 11!1 r.: (Iì':'i; を i í うことによ

WflUi己との，;f':l~:!占的ωUJ見にらヲチめてり，

いる。

ノ入? 、, , v 巳この i 自Jj'~U)むらっくりは，)
 

、
，
、
ノ

‘, 
(
 

Jl!lì:r 物[1'(うそ jjr写真 2

(虫Il(!i、 iìí: 'JUこの結束多くの ~ít業出家の心の!氏に '1: きていた十J;'幻七 \!i]C;、泌を此らせ，

よって休i与したノウハウを地域民主位進に 1(;)けてをi J うことによ ì) i,r;:JiJ(Y{ 

に対し 11占大の'k lj包j，)J史を 1'，げるように努めるとともに， J山Jj'X ノI子くの参1)[[による f~と

~~'JH・出に取り組んだあii引として尚く iifúlli されるけ
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農林水産今大臣“賞受賞

(奈良県大干111\[\ILI Tj:� f平田町)

1. むらづくりの動機と主な内容

(1) 、 \'1 Jむ[;>(は

にらおのim った，

ド第:3{立の mSrííである大fnP;[\ L1 liiîí.hから j'(r!誌に 311mの全凶的

り，昔から水稲を基，;!~とする業の践んな地域であっ

第 1 図そ'汽 tUt[H:x:の{立夜間 た。
(2) 11日 HJ5L [年頃から新興住宅が

怨設され，人口も!日;集誌を uなi る

ようになってきたこともあって，

り巻く環境は悪化してき

た。さらに農家の荘業 fLと高齢化

の進行は転作の対応を問雌にする

占くからのイチゴ産地で

あったものが， '-1&1古農家の11，&少の

ため，産地形成が難しくなる等し

て都市化の波が営農面に大きな影

るようになってきた。

(3) また，潔浅集落という躍史

的嵐土の中で育まれてきた集落の

まとまりの長さが，かえって新住

民との感情的な講を作ってしまう

ハ
同υno 



j
 
1
 

4
、

i
f
 

i
 

第 1 表 j出 ['<U) (I現 'ft

内;ミ

1Il8戸
G2F' 

，5U'日
(1 1 ) 沢)

1{\戸数
住友絞

り2F'
\1人j 訳)

i}l 立
在

Il 11t 

!hi日
辺千 こゴf 

:二トマト

目俳1I出 J 
担桃I 池
lP 、'j tニ

〈内 I~N ) 
[[J 2Ghn 

ミえ
1111 

Ir-.i, をγ

仁}~

とし、ぅ:/}， órJこも|泊り，

立ち始めたことから何とかしなければなら

E殺

の{氏ドが lて l

写真 1

ないとの住民の声が高まってきたり

こうした背景から， [日i科目的;[1'iから )11 何
一
て
の

)
 

i
 

(
 

:討 II

出家

地区の組織である自治委員会を 111心とし

むらっくり休制を整f1ii! して，

を Nnわず新!日{目見の融和を iヌ]り，

て，

!!it 

Ji< [\'川出r~が心のふるさととなるとともに

業の保興が重要であるとの認識のもとにむらづくりに取り組まれたり

むらづくりの特色

よるえ{'I:の必こ;û られるようになった結果，

lIil f[15S年に集落内での会合が持たれ， ;]<FHWl業 li(Jut対策jfj~進のため江川;I;IjJ変与を導入

ションによる集問転作を定植しようとの合

合rm的な土地利用

2. 

)
 

]
 

(
 

らをドサイクルのブロックローテし

がなされた。

1
1
i
u
 

γ
f

♂
 

イチゴ路地の復興を目指し集落で、の講1守会，イチゴについては，このなかで，

i也倹討会を通して育苗J去の改浮による j足成12月どり作型の推進及ひ、土っくり・ u実

j向 ii主等による連作障害対策を実砲しているが， 一方で，

ブロッコ 1) 一等の新規作自の導入にも取り組んでいる。

当地区には文道の太祖としての稗田阿礼や芸能の始期神としての売太神社が

これらの行う祭典等での伝統芸能に新住民を含めた築港全体が参加すること

イチゴの後作としてのミニ

トマト，

(3) 

あり，

により新!日住民の交流，親iほを図っている。
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また出1)く{主主をrJl]む JI;で， Ij I1 り

されfニとじれるf知支があり， L;l

i反 (1\1からの rd~光'九が多いためき μ"

こコ] ミ が i散j投tιυíl乱l

となつ♂て〈ぐ il汚1守H伝i五t吉jhIお印川i日百j5;!必必到FJ幼UJ をを-h うとと

の討にゴミ る

となってj伐り Mtん

でいるひ

じむ 、 'íJ 山 iメでU)むらっくりはお;I! ill:がj並行するなか乙いか
ー
、削

削
ノ

ド
以;
 

, 、
，
ノ

)wv 
'
j
 

、

さ!土，かっ心的か1 ょ j:5 トj を(11'< ，ていくかというむらづくりについて， I点引をおさめ

た 'HWIJであると I>i える

この成功した!!白人iとしては，むらっくりの

りや伝統ぷ11 1'; しさを fl j) IJ して，新 Illi

スに ~í~ (~~ャ，\J じてむりっくり

ること OJ

さ u\ これをベー

るりし fここと
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一一一一一一一一一一一農林水産大臣賞受賞

明治ごんぼう村

(1司山県後月郡7'f :J!二回J明治)

1. むらづくりの動機と主な内容

(1) 芳井町は，岡山県西南部に位置し吉11IíJì:':j聞の問端で標高300m~400mの高

台にある。明治地区は町の北東部に位置した農業地搭であり，盛夏期の平均気品は

24
0

C と涼しく，農山村地域に集落が点在し過疎化，高齢化による老人専業が多い

集落である。

(2) 昭和40年代に高度経済成長の波がおしょせ， このj由般の農業も近隣の広島県

第 1 図受賞者地区の位置図

-72 

福山市における日本鋼管福山製鉄

所の操業により，大きく変化した。

つまり，その関連企業に勤める男

性が増え，タ:性も同様に織維工業

のパートタイマーに多く採用され

たことにより第 2 種兼業農家が急

増してきたのである。このような

状況になってきたことの反動か

ら，昭和44年頃から農業を守る動

きが出てきた。夏の涼しい気象条

件を生かした夏出しのホウレン草

栽培を呼びかけ不安で自信の無

い農家を説得し 45名の農家によ



写真 1 地区の;先制

り lリ Jifìそ五 I~ill if~沼市Il(; (( F:むキIl(; )があ1;1& さ

れたパ

仁川 lI {lfll 'ï 2 i ドヒれからホウレン I!t'( に

が IH始めたため，それに Î\'l て Ifj)J;\，いん

げん守等‘ j新7可J しい lJi1U山11

にこぽう(は:ま叫上υJ出出Ji戎史Uの)~i村勺立f行I/i}JiJ}? となつでいる

第 1 ;，;受 i也 l去の1I旺 ìlQ

:lGGIヲ(100出)
(1人j 沢)

早業
jfi 

Il ~í[ 

[11 水← 11ii
:J，ウレン!\~(

こ(まう

103F� (29"Q 
'IGl�( 1:\九)
20SJi (G8"~) 

( 771'j 万 IIJ)
( 120汀iJIlJ ) 
( :mi]jIIJ) 

171ha 

ー }J， fdl0を結成してから lOijéを村過したころからリjがお叶;・し始めたりこれそ

lTIHlするためlI{j に出来の ìLi:í \i l と 11日のii守備をイ本的に進めるために

111)J ifìむらづくり Hb並走引会j をあ1;11比したが， スムーズに，ìlli常されなかった。こう

した状況!ごでj山 1><:1込の与え心はりJifìJ出|ズの村山はたに述べた野菜であり， J自

l'l: ftのれを~Nnz野菜に5Jとめ， IllJJdìむらづくり 1ft進委任会;をす!j，庄のごほうにちなん

で\1I{j flJ02年に出物のJJILU)、ら問先までが~T}jする|明治ζんほう村 j に名fij\変1J!

するとともに，活動体;!iljをー新した J これ以降むらっくり活動が活発になってきた。

2. むらづくりの特色

(1) 明治ごんほう村は，リーダ…のやj長をはじめ公民館長，釘

婦人会支部長等明治地区lえをもって構成され，農政物の当からか[]工販売まで 11\米

る組織とした。 1iJ: ipjí::!{~ fj l' fillîを決めて活動を行っている。

11日何回年には第l[fl! I こ、んぼう村フェスティノく JL- J を開能しこれまでに 3 凶実砲

した。このフェスティパルは5'Y)!:IHJのイベン卜として定着しつつあり，地区外から

の多数の参加を得て路大に行われている。この運営にあたっては，それぞれの役割
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写真 2 ごぼうの生育

分引を lり]縦にして立任のある ídVJを I'IL

的に íj'わせており， i 人!人の j!jつ能川

が…j 分に発 tílIでき，心12かな人間関係が

(jIJ り/:1\されている。

又， こソレぼうやIのシンボルマークとし

て「ごんほう を作り P Ri~~ji}J tパ百発

に行っている。

(2) 野菜凶而íf存杭?占ilí'臨{正ド川的{何保1来:と多 J品1

ついては， f対如j担羽11 の[附的主余斜I肋カが、 i臼5~2加01度夏支:と きつい jたこめl胞在;設立l問;主羽立司|目主Jのj草沼導;与#;?1 入(はまf球i任t し く , 

水施設が?熊!l沢1担Eいため釘然の5気z託1象条 {I

しかもかん

ていたυ しかし}熊11庶!民t人}市!行11ふるさと I市i行jl場i訪3J の開投により

たため，明治地託金域に野菜の生産をIJfびかけ，

なのJVj売が必嬰とな

い品物が先的にtUi;立されるよ

うになった。

(3) f!fÚ付 )JI凶òfí値として有機1111Z2茶野菜の栽培を行っているが，特産品であるごぼ

うが重粘土質のため昧はよいが外闘が;Ì:-L~く 1111易で安i誌に取り引きされている現状か

ら， U[l;f:n62年 6 月から野菜を 7 から 8 品目詰合せセットにした「グリーン B OXJ 

を作り，本絡/H荷を始めた。

又，出張ふるさと市場には輪ffiで全員が終抑制参加しているの

成元年度より有機}!!~農薬野菜自主に立後;をもっている人を対象にHl識結成を行

い，有機!庶民薬フェア の開催なと、f'Ì切l長的に進めている。

([1) 婦人グループによる活動は，明治ζんほ、う村の司王、うは繊宇佐が:tく{史絡の解

消等身体の調子を整えるうえで重要であるという ~I可能の J:(こ立って活動を行っている。

ì~切jの内容は， ごぼう料T型のコンクー }v ， ごぼう見直しのフェスティパル， こ kf

うのふるさと市， ごぼう研究会， ごぼう手づくり JJLr:I研究， ζ ほうのシンボルマ

クの研究など子供から大人まで野菜を食べる必要性とおいしい食べ方を生産者も向

認識し村ぐるみでこぼうに対する再認識を深めている。

その他，味噌， 甘酒づ、くりなと、の活動にも取り組んでいる。

(5) 生産者と泊費者の交流として情報紙を発行しており，消 にこんぼう

ニュース等を出し交流を深めている。
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農林水産大臣

(]) 上italJ村は剤、Ili Îiの北部に俳誌し， Jとに本1~:t林以1<との Tィ îillがあ

り，布告IJ lÎ iへそそぐ鋭)1 1の支流出)11が流れている急、時なj由形のけ!にある υ 交通(立地

区内をお北に縦断する県道により];Iklll で正ií1、:UI 行に通じている。 1 1 JilJ IXは村の 11:1央

ffliに位読したはけすで、あり地誌のりOOöがLII林で出は)lllí}l、に挟く点、夜し {まj以前iii

は行われていない。

(2) 明治初期の 1~1 由民権j望動の影狩を受けて，川 11獄tJJ が設立され;学!日J.

r}ì主・詰;力・体力j の IILI 力をスロープ/ンとして， 22紋の若!??が;:ミ業のかたわら勉強に

励み，村の完封芸に尽してきた築誌でもあった。 昭和15 1 

け，その災計ごl工事

1.むらづくりの動機と主な内容

知1~p: J二 {!I~lll)IJ主 1I1 村正:j J11) 

ま

第 1 劉 '乏な沼地区の{j'[(i'fl立j

とまりが弱くなったことから，議かが{口jんとかしなければならないと思い，むらっ

くりの支ぃillが脊ち始め

。

R
U
 

門J
a

(3) 11討 fU5.jíyに j加さの婦人i主を

rlJ心に生活改善グループ， 1 あけ

ぼのグループj を結成し

のゆずの千年平iJ販売を行い， また，

r Ll I菜づくし J rt日合寿司j を作

り出した。これらの取り組みは，

高川地i玄のむらづくり活動の中心

的な役訴を果たし，これを食べた



JUJ 1< U) lj~i:'!li 約 1 表

必滋滋総泌話器 滋滋ぷ誇

わけ(まのグルーヅω1)111.1~，\

j

、

l

j

 

j

j

 

む、

U) 

写真 1

出díiU'己から '::J ~川I;úllí を'立-けたい

g~ 主 11 :.,iji -C I ;H;j I L:IHll ('ìが II {{f:U J:l{ 1ニ

1E~\:1 ト'.，HI1('ìも1I!{f:II S7 {rにた出し，úの新+11'1 ・ fl!: ìi1r1: � j い ~;I 却下jな山地化

がiχ| られてきたο lI iHI158 í l二には 1'1 烈\1+: j主林の点11][1 (こ， II!Hl iG2q'.には ， :':j 'J、 I Jì iîの {t:宅

(.11 

に先日，

1)11 r '.i， i/':予をI!iふ℃するなど， J出 iメ:の活↑11ミ{ヒi'i i鮮なトJIJ出に!日付fill り~tI'(-/，己!リ i を山政し

と削;d í{ U己との交 ιi[ 01':<1 られてきたρ

むらづくりの特色2. 

このj出|メは，竹林が 22 く，竹村、と\ijの山市が盛ん

おにrnをI!i;売

J: J~ 訂がj山 iえに;l �-:~r:ji 仁J誌を辿ねすると I ， ;jll:j(こ j;j /lっ Ii'(!W冷を申告!戎し日の本格的な栽培

に取り科lんだ。1Ii3flJ.'J゚{ l'には生jll語、Il{'ìが工J誌を 'CiJ lx Lj町三 -q るようになり，一春季は

ι;ぷ1/]， ハチーク，ふさ等のfli- Ít ;"~i，秋7Fはゆずのj/~i 卜を行い，地区住民の貴重な就労

山林業の阪間については，

lI iHlll1'<1 二 tJ'iから村タトの i~jIJII 

)
 

l
 

(
 
であったため，

のH;>\ となって L 、る。

地区内のLl J rlJ (こ自生していたしきみは，収入にむすひ、つけることが出来ずに

いたが， 11日和町ij'.fこ花木生産組合を設立し1:1二院・販売に取りま11み， Il\荷量を大111話

又，
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lI ilFII:m1!ニからイ、 UljllJ出が少な L 、、"， J 出|ベで(士，付、主から lJ!j，~ '!(::ヘ心叶U、仰を(2) 

F
f
 

1
1
 

y
i
 

してU)己主へυ を始めてきや11111 ']1:に!"，'るし のとして

はO.llwTJう〉たがJl ，' (1ーでは~. Slwまでに明、よされてきた、

ウプ/， * i E"í{')J'j制民:ドシシト') , γ ン、;J<II 、(ノ|汁こ〆むし γぐは，

=I-: さな JIX:へ il!;(となっているりL
」誌がJJ，! (/ 8 さ 1Lており，

II{{ [:11 S 1 1 1 にもやJたされたあけぼのク11:; ， 1;'&':守グルーツソによる t!J'lm ，'"JJっくりは，)
 

、
P
)

6

v

 

(
 

る f め{こ q!j'I'!UJルーブが'1'心となり JWIイ UJi ，r;I'1 (1:を iχI i) 

(こ i以り組んだl

二三!作い〕ゆす，rUIイ J ;:)とともに守;山/11身近なみキ
小

そ(})1111 J:にJ[)(りお lみ，本!九 11') tl: ー

にi
 

l
 

ウプを11日付 H とした r(\-j品化への

II{HIISD 1!には，:':j):1Iり 1 ~Jn!~ くし U)I;"¥j ,',,\ (1: に 1&'J)j L , ('l!)U1111 品。)111対抗 11

!り~./己-?� I,n l'ヘント) したιi寸法コンクールで山

Uíll)\(})H 外への:1 \1まさか il， i~少するように ~J: ってをポねることによって軌i立にのり、

;l;; 
」】

そ αのi) fl山l.uにこむコンご二"\'ノク. I記ifJl刊f杓り句1 ， "以、什i，i此1

行剤郎!じ;i市{打i{住j主:上民己と αの〉う交ど i流A紅i と し て(はま点， ， :":j)杓 lí川カか、ら Uの)1什|刈.fり) (校的r言引王討11打l凶カが、でき る 1'.1 μ11 山1/(は立訂f似iヒ{ 

げている

)
 

l
 

(
 

それをい]1りしてヴ11/11 に出店竹1/1'( リ jを2 !jソ\ U)主主 111 わっているため，

Uf.rJとを円て11' ノ".
]鑽 ~~ 'lj.行 ê)( "与グルーブの作った 1)11 L ，'"Iパコ j山ベ|りの 111

いる。

し

又，:::j 主Illiíの IHil ，J]J 山|人jにおいても 1 L/ (}) '(� 1['( 射を山口しlIfj'!il II IlM 11 に新鮮な

出版物1"'\.) IJIIL ， 'a11 i-出光

しているが，くりについては， Jl"I<iJ{'j: j也j或ぐる(5) 

台所のは，:引、Illiiの dî~!ö5な ;J<iJJ;( とな -)Tいるため，1!Hこ鋭JIIの iIJ;~Ùftであるこ

くかし、とい

排水に対し水切り袋ノ:手を使い地1>(iH己がイしとなって浄化運動に取り組んでいる。

伝統文化の保存については，抑制:のj火f，，~ V) に全 I nJ的にも珍しい

う行容を長示しており，この地区だけに受け継がれているの

)
 

ρ
h
v
 

(
 

公民館活動もすばらしい成果をあげているリ
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一一一一一一一農林水産大臣室受賞

宮小路果樹組合

(福岡県嘉穂郡嘉穂町大手:馬見)

1. むらづくりの動機と主な内容

(1) 当地[~:は，福岡県の中央部に位置する嘉穂町の南部山間LLJlÌをにあり，標高150

m~300mの自然豊かな純農村地帯で\農家戸数20戸\ うち専業農家 81ゴ，兼業農

第 1 図受賞弱地区の位置図

f高岡~;t

そ?一

78-

家12戸で構成され， このうち専業

農家全てと兼業農家 5 戸が果樹主

体の農業を営み，果樹依存の高い

農村地域である。

(2) 当町の果樹は，石炭景気に

わく産炭j出を中心とした地場市場

の供給を主体とした生産が営まれ

てきたが， 30年代からのエネル

ギー革命の影響を受け，提坑の閉

山が相次き\j也場消費人口の激減

から，産地としての役割がいきづ

まりをみせてきた。特に，山間山

に立地する宮小路の果樹農業

は，近隣の産地と比較しでも生産

条件が劣り深刻な立場に追い込ま

れていった。しかし当地区は立



地条件から他作目への転J負は困難で，果樹

農業の再編は当地[Kにとってf長大の課題で

第 1 :表 J出 l三の jl~U!.:i

あった。

このような背景のもとで， J也i話市場供給

主体の産地からの脱却と，観光果樹農業を

組織的におし進めるため， 44"ドに宮;J\路東

樹組合を地区内果樹農家13戸で結成した。当組合では，地域の慨Yéと出業を結び、つ

けた観光農業に取り組み，その自主として暖地リンゴを導入するとともに，新設捕

により生産慕擦の整備を始めるなど観光操業の新しい限開をj提言さし始めたの

2. むらづくりの特色

(1) 新規作自の取り組み

観光農業の f 目玉J を決定するまでには何度も会議・検討を震ね，新H~導入作自

の候裕としてリンゴ・キウィ・ブドウ及びモモ等が上がったが最終的に， リンゴ

の果実が消費者を引きつけるには魅力的であるとの結論に達し， 51年からリンゴの

試作に踏み切った。

しかし暖地リンゴの栽培に関する文献がない中で普及所，試験場の協力を得て

栽培技術の研究につとめたが，椴栽後数年は樹勢が強すぎlE茅もつかない状況が続

いた。その後，努力のかいあって， 55年頃から何とか結実を始めるまでになり，現

在，地IR内で 7haのリンゴ栽培が行われている。

Q
υ
 

ウi



(:2)日MiiU) J!ぜりキ[lみ

ìüt た担問J;~ '!f~をさりに町村E(ドjに IEfli-lす

るため，らGWから附改善~ln~に

取り中[1んだ この 'Fι まさにI由民の

将~とを !r: (íする大 'F主で， jili 日のように

熱心な 1i12 1干しゅ、続けられ，話合いをね

る 11:1で!，!HMk[li:'ìを 111心とした地域のあii び、
写真 2 ，)ンこfHiとまつり

リンゴ?υどまつりは川ソ，{!汚とがí (ll~ 者の つきがよりなものとなり， J出j戎
;，;!lあ L 、!の F;; として íiH:l[['!'lJ! Fí!J λ 
にI\fJHt されていまサ のん[i íl (;::ついぐみんなの fy広が得られた

ことは大きな11>( f主であ〆〉

~]l:'~ミの f~休(!<)な内容は， O)J;なしへの ，'d，H転恨のためのiリj蛾}:jIえひスプリンクラ

Jj~i:ö: ， スピードスプレヤーの呼人立の~rfNtí，集部センターの illi~!:t等である。主主

Hl施;{t ~:J;'~の主 Nii(こ[料、 ~HMm8の組織叫が'i L'J制ヒされ人したや胞設の効

率(!<1f IJ!IJ を[7(J るため， J I;[，;Jf!: 主を実砲する地， l!b'éJりJ[illの|広大をはかるため作付~~~

とを結び， よ り!生[:，二ゾJ川!付山「仕主伝判iじι川7子刈[1性|ド門ゾ4生l七二 θのコ r!，.: [1m しているの

(切3切) i泊ì'白'í日í'lι?岱古;との交{流d点iでιむ、ら θの〕川i，f;引i引仁

/1:Yrl J'制定の整備が進む 11 1でごをさらに免))ささせるため集落センターで何

!立もむらっくりについての話し合 L 、がもたれた J その粘県，行[j lÍ í{J:民との連指と産

地のピーアールのためイベントが発案ーされ I )UH リンゴトJfi::まつり j を実臨するこ

とになった。

第 1 [1:11九十1'1 リンゴ十υEまつりは， 60¥[": 4 月:2 lll ， 22 110) !,1Ij 1ミ1'1立小路地区で開催さ

れた。そこでは，手l二詑[号と iì'í'f!(者のふれあい，手つ、くりをそットーに行われ，当初j

の予想をはるかに u司る IIIr内外から 2 万人の人出でにさわった。

花まつりは， lIiJを尼ねることにその内容も多彩で，特に，農政加工品のコーナー

は好評を受け， これは婦人クソf-，ーフ。が消費者との交流の 4探として，グループ員が

作ったナシ・リンゴのジャム・みそ・ 1=l'iPfJ・怯もちなどを展示販売している。

イベントの企画は，当初J，宮小路地区の農家主i 身の予で行い，実行委員長も宮小

路果樹組合の組合長が務めたが，イベントの成功により嘉穂II1T活性化の中核的行事

と位置づけられ，平成元年度から町長が実行委員長を務めている。
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実行委員会ふ j出立住友を 11 1心としてJIIr，出!な r(H…仁会やIIITr}~会の協)]のもとに

J目立されている。また，似j主計11:会議所， JiLi史学生クリエート集同等外 ìtl \lIJf本の

íiríl'r'~な協力を iTJて，花まつりは続々のla り j'がりをみせている。

以上.のように， LLr村の不利な条件の 11 1でフルーツを LJI心に発想の転j~~及び意識改

JfiをfÎ'い的な活動を行うことによって出京の所得の líijJ土地域のiJi'l生{ヒを実現

したことは， Ir lJ Hiの悩みを抱えている rlrH のあり hに示11交を与えてくれているよう

である
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農林水産大寵賞受

熊本清和農業協関組合

(熊本県上議城郡清和村)

1. むらづくりの動機と主な内容

(1) 当村は，熊本市の~1:[50キロメートル，九州41うたの山市1地域に{立践する標高

/100 メート J'-'~800 メートルの純農村である。

は，米を q~l心に露地野菜・タノくコ・くり・資産等の振興をi羽ってきた

が，立地条件に忠まれないことから，これら作自の生産は伸び悩み，農業者の多く

が出稼ぎや iヨ臨による現金収入の道を求め，農業生産は益々停滞の途を辿った。

第 1 図受賞者j由[Rの佼ìfl l2!J

-82-

(2) このような状況の中で，地

域経済の浮揚を閤るには，基幹産

業である農業をいかに活性化させ

ていくかが村・農協・村民の共通

の課題で，築藩，生産部会の役員

が中心となって f地域農業の符建

をどうするか。若者が定義するに

はどうするかJ 真剣な討議を重ね

るとともに県内外の先進地研修等

を実施した。

その結果，農協は49年から米に

代わる作物として高7令地野菜(雨

よけハウスによるトマト栽培等)

を按興するとともに，転作作物と



してさといらを約極的に Hi~j在することにし

ま fこ， 55{ドーには木村 :1\ R-のせ :Jhh':(!( ì";I\カサミ

トj しを改ねた結果， 二子始めに I1マLの!宅

地lí![j五をh うことになった。その後，野菜

・米・ I む子HI、けるようになった{也治

的訴の '}ý担に答えるため布保栽培・減<JHO

山梨脱出にも取り市Llみ，本 i告的な都市との

交流をj(f，進し i白地の iifj'I生 ítをは!っている υ

2. むらづくりの特色

(1) 地法政業の振興

よる話し合いの結果，

j出J浅の [~J然条件を生かしたd:;ì台地野菜の阪

J2~ ffi 
の状

第 1 表地区の械受

1 ， 049ï'ヨ
697戸

興をlヌi るためには，野菜の及び手fj'!'î抱設の整備が急務であるとの結論にJ主し

jJl協はiWt[êからこれら他設の紫紺jとお12指導体制の強化に取り組み， トマト・ピー

マン・きゅうり及び;]<[I[の転作作物としてのさといもの栽培を村を挙げて推進する

ことにした。そのあな県， 50'r[二に l 倍 1 千500万円であった野菜の販売額は， 53年に

は 2 佑 6HOO万円， 63ifには 5 倍 5 千二:3007:1円と飛躍的に{rll びた。

野菜産の{I/Iびにとらな L 、野菜袋持場を増設するとともに，栗の出荷所等を主芸術

し 12家が生産に立欲をもって取りキflめるシステムっくりを進めた。

(2) マ…ケテイング ij法 11出の股rH~

55 11'に本村 Il:l身の生協幹部が米村し，生にjlÎ l 叶二手L (低i12[殺菌)を消費者が望ん

でいるという話を受け， Jb~th/;は船出家との話し合いを行った。しかし生産者は，

当1I~Í' Wllj台数ijQO万個で八クラスのi丹市liの実績をもち，酪農家の説得には!謹難を極め

たが，会合を何度となく繰り返したところ「今はいい，将来を:考えたときに安心し

て売れる場所がある。われわれを評価してくれる人がいることが大切だ」としてやっ

と部f史家の了解をとることがIl\米たυ その結果， 60年よりパスチャライズ， 62年よ

りノンホモ牛乳の出供がれJ能となり，健康的で本物の牛乳の供給体制が整い，販売
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写真 1 文楽公j設i
jf'íj'U文楽は115 利付文楽人1[-:;保存会点、i.í:;ijk
.íUY: し;r:r日i 公Ilt[[E'l 'V((まら~GI心|です

写真 2 ふれあい{い倹!日

さ .l lJ M ・ lìi! ÁII")ーの JJ~ í'I'.:t
\\まミ)一

在fHま ， 57 S!'. に 3 ， 000万円であったものがには 2 出FIJ ('rfl I\J2, 100 t {J切れを i二

げるまて、にI&J三した。

1牛iド二乳のI取収引でj泊向昨a詑t此2二行の i伝弓計4彬相1浜!に 1:引:ヨlif信?言:」ををらつた t

その4布材紡:j存itiιl栄!柱ミι， 57行f年下には， トマト・きけJ うりを:30 t IJHi;j し， その後， GO i!ê にはJNJ投いJ21

[]も 23品目に{広大されるとともに m]"lゴ供給体 ili1 ] がとられ， G:31fJJf朎) U lj::ni1 は，

1100 t ，販売'舶は 5 倍 5 千:3(0);I[J までに成長し出家所得の向上.に一大きく寄与して

いる。

さらにド11足元f判定から安定的なlUj~~拡大を 1')<1 るため外食店業との契約抜j官にlTR

り級み， きゃべっ・たまねぎ・ニラ及びねぎのうり. 1111日jを計倒的にj生めでいる。

(3) dHu文~'iを絞とした古1\111 との交流

57:qミから り j を村. 11-~1潟・お林中il合の共{訟で始め， iì'í 沈古との交流

のj怒として民間している。ここでは，文楽公iíJíのほか，出林産物の品fFlと会・青空市

場・マラソン大会等多彩な行事を行い， GJfドにはおr\rnì~r\からパスツア-でし 500

名の参加があり好評を関しているの

以上のように， iJlH11村のむらづくりは，時代のiÆれに柔軟にたりJむしながら農村の

もつ資源を有効に活!日し j也域の活性化を悶つでおり，は11:、j民業の在り方を模索して

いるIIlT村に多くの示l吹を与えた事{7IJである。
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